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を
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縣
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昭
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横
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＠
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衣
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第
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條
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付
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ス

第
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1
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第
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昭
和
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行
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付
廣
島
市
第
一
投
票
渥
投
票
所
ヲ
左
I

場
所
二
設
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昭
和
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一
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一

隈
島
縣
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市
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員

第
一
投
票
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投
票
管
理
者

隈
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事
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睦

一
、
投
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所
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荒
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小
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投
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時
間
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前
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第
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叩
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管
理
者
告
示
第
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昭
和
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一
月
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十
日
衆
議
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湿
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執
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二
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第
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投
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設
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利
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七
日

隈
島
縣
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第
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投
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梨
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仁
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＃
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昭
和
十
一
年
二
月
二
十
日
衆
議
院
議
員
綿
湛
學

執
行
二
付
殷
島
市
第
四
投
票
慨
投
票
所
ヲ
左
J

場
所
―
―
設
ク

昭
和
十
一
年
一
月

i

．
十
七
日

．

鷹

縣

殷

島

市

衆

議

院

議

員

第
四
投
票
匝
投
票
管
理
者

9
.
‘
9

は・・1
..••• 

,
 
.• 

;＇J
ー、

t
ハ・J.. 
"t'＂i
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・・i
tぉ
臣
陀
怜
』
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和年世生．ぢ感ぷ
i
E
6

も
い
?

第

十

四

款

市

税

第

二

項

雑

入

第

十

一

款

雑

牧

入

第

項

寄

附

金

第
1

九

款

寄

附

金

第
十
一
項

圏
書
館
喪
補
助

第

八

款

縣

補

助

金

（
壻
千
四
百
五
圃
）

金
戴
萬
七
千
七
百
五
拾
八
圃

（
壻
六
百
式
拾
五
圃
）

金
六
百
煎
拾
五
圃（

増
六
百
煎
拾
五
園
）

金
参
萬
五
千
九
拾
九
圃（

壻
戴
千
百
九
圃
）

金
参
萬
五
千
九
拾
九
圃

（
壻
戴
千
百
九
園
）

金
拾
四
萬
九
千
四
百
四
拾
八
圃

（
壻
千
四
百
五
圃
）

金
拾
四
萬
八
千
参
百
九
拾
天
圃

盆
壻
千
四
百
五
圏
）

金
煎
百
煎
拾
壷
萬
六
千
百
茸
拾
七
闘

（
増
六
百
参
拾
圃
）

第

九

項

選

攀

公

営

交

付

金

金
千
四
百
五
圃

第

五

款

交

付

金

第

一

項

使

用

料
歳

入

第

二

款

使

用

料

及

手

敷

料

隈
島
市
長

昭
和
十
年
度
隈
島
市
歳
入
出
豫
算
追
加
更
正

⑱
廣
島
市
告
示
甲
第
八
琥

[
告

示
]

横

山

金

太

郎

殷
島
市
會
l

談
決
ヲ
網
タ
ル
昭
和
十
年
度
股
島
市
歳
入
出
豫
算
追
加
更
正
ノ
要
領
左
l

如
シ

但
ジ
本
豫
算
ハ
即
日
執
行
ス

昭
和
十
一
年
一
月
廿
八
日

第
二
十
項

第

9
,
 

ー
ー
！
・
井
9
&

ロ

"9μ”

演

説

會

場

費

心
9‘

第
十
九
項
衆
議
院
議
員
選
學
執
秤
費

純
常
部
計
金
煎
百
四
拾
六
萬
四
千
四
百
参
拾
圃

臨

時

部

所

費

款

役

第

三

項

商
業
専
修
青
年
嬰
校
毀

第

一

項

一
第
十
四
款

金

百

壼

萬

七

百

五

拾

八

圃

一

（
壻
煎
百
煎
園
）

金
九
拾
五
萬
賦
千
百
圃

（
壻
式
百
戴
圃
）

金
拾
萬
六
千
八
百
八
圏（

壻
千
四
百
五
闘
）

第

二

項

需

用

贄

第

舟

五

款

耽

會

事

業

微

第

四

項

祉

會

敬

化

殺

第

四

十

＝

款

公

金

取

扱

費

公

金

取

扱

蛮

第

翌

十

四

款

豫

備

費

第

一

項

豫

備

費

第

四

十

四

款

青

年

學

校

費

第

項

給

料

及

雑

給

胴

書

館

毀

第

二

項

需

用

費

第
十
一
款

歳
入
合
計
金
六
百
五
拾
四
萬
九
千
百
八
拾
圃

歳

出

鯉

常

部

商

業

學

校

費

第

八

項

雑

種

税

附

加

税

四
四
九

I・ 

金
参
拾
参
萬
八
千
七
拾
四
薗

（
壻
六
百
参
拾
圃
）

（
培
六
千
参
百
七
拾
六
圃
）

金
五
萬
九
千
七
百
拾
八
圃

（
壻
千
五
拾
五
圏
）

金
五
千
二
百
九
拾
七
圃

盆
咀
千
五
拾
五
圏
）

金
壺
萬
四
千
五
百
四
拾
九
圃

，

・

（

壻

六

百

戴

拾

五

圃

）

金
九
千
七
百
参
拾
九
園
+

（
壻
参
百
拾
五
圃
）

金
四
千
六
百
拾
圃
（
増
参
百
拾
圃
）

金

六

萬

参

圃

（

壻

千

五

百

圏

）

金
千
九
百
六
拾
圏
（
壻
千
五
百
圃
）

金
八
千
四
百
六
拾
八
圃

（
壻
千
四
百
六
拾
戴
圏
）

金
八
千
四
百
六
拾
八
圃

（
壻
千
四
百
六
拾
戴
圃
）

金

参

萬

八

千

圃

（

壻

五

千

圃

）

金
参
萬
八
千
園
（
壻
五
千
圃
）

金
五
萬
五
千
九
百
七
拾
九
圃

（
壻
千
五
拾
四
圃
）

金
壷
萬
参
百
九
拾
八
圏

（
壻
千
五
拾
四
圃
）

（
壻
壷
萬
六
百
九
拾
六
圃
）

金
九
萬
五
千
百
九
拾
園

（
壻
九
千
八
百
拾
五
圃
）

金
五
千
参
百
四
拾
参
圃

（
壻
五
千
参
百
四
拾
参
圃
）

金
四
千
四
百
七
拾
戴
圃

廣

島

市

主

事

平

本

博

衛

一
、
投
票
所
腹
島
市
宵
崎
諜
常
高
等
小
堺
校

備
考
投
票
時
間
午
前
七
時
ョ
リ
午
後
六
時
迄

R
第
五
投
票
犀
投
票
管
理
者
告
示
第
二
琥

昭
和
十
一
年
二
月
二
十
日
衆
議
院
議
員
聰
選
攀

執
行
二
付
廣
島
市
第
五
投
票
置
投
票
所
ヲ
左
I

場
所
二
設
ク

昭
和
十
一
年
一
月
―
―
卜
七
日

廣
島
縣
殷
島
市
衆
議
院
談
員

第
五
投
票
厘
投
票
管
理
者

廣

島

市

主

事

土

井

小

市

一
、
投
崇
所
廣
島
市
宇
品
惑
常
高
等
小
愚
校

備
考
投
票
時
間
午
前
詮
時
ョ
リ
午
後
六
時
迄

鬱
第
六
投
壊
匝
投
票
管
理
者
告
示
心
を
一
琥

昭
和
十
一
年
一
一
月
二
十
日
衆
議
院
議
員
穂
選
學

執
行
二
付
猥
島
市
第
六
投
票
橿
投
票
所
ヲ
左
I

場
所
二
設
ク

昭
和
十
一
年
一
月
二
十
ヒ
日

廣
島
縣
廣
島
市
衆
談
院
議
員

第
六
投
票
置
投
梨
管
理
者

附

島

市

助

役

顧

田

五

郎

一
、
投
票
所
樅
島
市
竹
屋
諜
常
高
等
小
墨
校
、

備
考
投
票
時
間
午
前
七
時
ョ
リ
午
後
六
時
迄

＠
第
七
投
康
甑
投
票
管
理
者
告
示
第
二
銃

昭
和
十
一
年
二
月
二
十
日
衆
議
院
議
員
綿
選
學

執
行
二
付
脱
島
市
第
七
投
票
福
投
袈
所
ヲ
左
l

場
所
二
設
ク

昭
和
十
一
年
一
月
二
十
七
日

廣
島
縣
廣
島
市
衆
議
院
議
員

第
七
投
票
厘
投
票
管
理
者

樅

島

市

主

事

吉

田

嘉

一

一
、
投
票
所
廂
島
市
白
島
惑
常
高
等
小
學
校

備
考
投
票
時
間
午
前
七
時
ョ
リ
午
後
六
時
迄

⑱
第
八
投
票
甑
投
票
舒
雌
者
告
示
第
二
銃

昭
和
十
一
年
二
月
二
十
日
衆
議
院
議
員
線
選
學

執
行
二
付
脳
島
市
第
八
投
票
慨
投
票
所
ヲ
左
ノ

場
所
二
設
ク

四
四
八

",；，、
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日十月二年一十和昭 報 市 島 廣 可認物便郵種三第
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H十月二年一十和昭 報 市 島 廣 可認物便郵種三第

市
内
十
七
氏
紳
々
祉
で
は
午
前
十
時
か
ら
選

學
粛
正
委
員
、
町
綿
代
、
一
般
市
民
参
列
、
選

學
粛
正
祈
願
祭
を
執
行
し
た
が
白
霊
降
り
し
き

る
中
に
選
學
粛
正
委
員
の
選
學
粛
正
宣
誓
文
の

朗
讀
、
先
般
行
は
れ
た
各
町
選
粛
懇
談
會
に
於

け
る
選
學
粛
正
贄
成
調
印
名
簿
の
紳
前
捧
呈
な

ど
あ
っ
て
か
ら
一
同
選
粛
の
萬
全
を
祈
願
し
て

散
會
ー
ー
l

X
 

X
 

本
鹿
で
は
午
前
十
一
時
戦
員
一
同
正
聡
に
参

集
、
市
長
よ
り
選
學
粛
正
に
闘
し
て
訓
示
が
あ

っ
た
が
、
縣
認
で
は
線
務
部
長
室
に
各
課
長
参

集
、
綿
務
部
長
よ
り
選
粛
に
就
い
て
訓
示
が
あ

り
各
課
長
よ
り
更
に
課
員
に
そ
の
主
旨
を
他
逹

し
た

今
日
は
選
粛
強
調
日
と
て
各
商
店
で
は
選
粛

装
飾
に
一
段
と
力
を
入
れ
、
そ
の
多
彩
あ
や
な

す
店
飾
に
、
ゆ
く
人
の
眼
を
う
ば
つ
て
居
た
が

市
内
一
云
者
で
は
本
通
目
抜
の
場
所
に
い
と
ア
ザ

ヤ
カ
な
『
選
粛
横
断
幕
』
を
掲
げ
市
内
敷
十
ヶ
所

に
立
看
板
を
立
て
更
に
係
員
を
各
商
店
に
振
し

て
包
紙
、
請
求
書
、
領
牧
魯
さ
て
は
飲
食
店
な

ど
の
ハ
シ
に
至
る
ま
で
「
捺
せ
る
も
の
な
ら
何

ん
で
も
」
と
選
粛
ス
タ
ン
プ
を
捺
印
、
選
瘤
の

徹
底
に
大
窟
の
活
動
で
あ
っ
た

X
 

X
 

[
さ
て
午
後
か
ら
は
縣
、
市
で
も
夫
々
懸
垂
布

各
小
賂
校
で
は
朝
證
の
時
に
各
兒
窟
に
到
し
に
「
選
學
粛
正
」
「
薬
梱
防
止
」
な
ど
大
書
し
た

選
粛
目
賊
事
に
係
鎖
仙
乖
、
稜
害
を
蹴
立
て
4

て
校
長
よ
り
選
學
粛
正
に
就
い
て
の
訓
話
が
あ

疾
罪
し
敗
萬
の
ビ
ラ
を
撒
布
、
選
粛
ピ
ラ
で
街

り
兒
母
年
を
通
じ
て
各
家
庭
へ
選
粛
の
徹
庭
を
圏

頭
を
埋
め
た
が
午
後
一
時
か
ら
三
十
分
間
市
内

っ
た
が
常
日
小
恩
校
高
駆
年
生
の
通
慇
砥
内
に

於
け
る
遮
粛
旗
行
列
ほ
窓
冷
と
降
g
号
の
為
め
中

止
と
な
っ
た
、
な
ほ
後
日
適
宜
の
時
に
湿
學
粛
各
脊
背
殿
店
で
は
鈴
木
縣
知
事
の
選
學
粛
正
演

正
兒
窟
作
品
展
覧
會
を
開
催
し
選
粛
を
更
に
徹
説
の
レ
コ
ー
ド
を
一
齊
に
放
送
、
途
に
選
粛
の

底

せ

し

め

る

こ

と

に

な

っ

て

居

る

朦

に

全

市

を

埋

め

た
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令

月一

ー、’身、
荏
ビ
ラ
・
レ
コ
ー
ド
・
ポ
ス
タ
ー
・

頭
横
断
幕
等
々
：
・
・

風景≪畜‘,
泣白ヽ`

み
J‘ 

孟
血
か
ら
も
、
耳
か
ら
も
選
粛
徹
底
IL-

ヒ

一
十
五
日
選
畢
粛
正
強
調
！

1
,
＇
9
,
\
'
,
＼
`
,
I
I
I
I
I
\
\
1
,
1
,
1
\
I
I
\
'
\
\
\
l
\
,
‘
\
‘
し
~
1
,
．
9
f
‘
,
＼
;
\
'
\
I

ヽ

I
I
I
\
I
\
'

ー
｀

衆
議
院
解
散
せ
ら
れ
て
既
に
五
日
ー
ー
選
畢
熱
も
漸
く
そ
の
高
潮
に
逹
せ
｛

-
ん
と
す
る
一
月
一
・
十
五
日
ー
ー
選
奉
粛
正
強
調
の
絶
好
の
頃
と
ね
ら
つ
て
{

-

涵
畢
粛
正
張
調
日
と
決
定
、
全
國
一
齊
に
選
粛
を
張
調
し
た
一

X
 

X
 

ク
◇
緞
國
一
致
で
正
し
い
選
畢
◇
棄
て
な
汚
す
な
此
の
一
両
赤
{

一

[
◇
愛
せ
よ
日
本
、
正
せ
よ
選
暴
◇
守
れ
國
法
、
選
べ
人
物
～

\̀ ~1,\\\,'\,'\\\\\\\\\‘,1‘,1\I\\) 

,‘,，9,¥會

,9,、＼し、，＼降
リ
積
る
白
雪
の
中
に

祈
願
祭
を
執
行
、
巌
粛
を
桓
む
：
・
・
◇

賑
、
市
、
小
學
校
て
は
訓
示

,II1‘i:、II、i¥/¥9̀
II,1)，し9,＇）．，9,III

わ
梵¥
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―・ 

斌
會
各
暦
の
闘
沿
な
る
猿
達
を
期
待
せ
む
と
一
直
接
資
料
を
蝋
集
す
る
を
以
つ
て
第
一
義
と
す

せ
ば
頷
ら
く
統
計
の
齋
す
べ
き
効
用
に
侯
た
ね
＿
る
も
、
此
の
場
合
其
の
研
究
蜀
象
の
性
質
に
襖

ば
な
ら
ぬ
、
凡
そ
公
私
を
問
は
ず
事
業
純
管
に
一
り
、
或
は
又
研
究
賓
用
の
多
少
に
捩
り
之
れ
が

雷
つ
て
は
何
等
か
の
依
存
す
べ
き
論
理
的
根
漿

l

直
接
資
料
筑
集
を
な
し
得
な
い
場
合
が
あ
る
、

を
必
要
と
す
る
こ
と
勿
論
で
あ
る
一
斯
か
る
場
合
に
は
止
む
な
く
公
私
各
種
機
闊
に

而
し
て
現
下
の
高
度
資
本
主
義
純
済
下
に
於
一
依
り
為
さ
れ
た
る
多
数
統
計
報
告
を
参
酌
し
な

i

い
て
複
雑
多
岐
を
極
む
る
各
般
事
業
の
純
緯
は
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
其
の
何
れ
に
従
ふ
も
、
其

l

之
を
最
も
端
的
正
確
且
つ
迅
辿
に
表
示
せ
ざ
れ
一
の
統
計
は
加
篇
四
な
る
方
法
に
依
り
蒐
集
さ
れ
叉

＿
ば
其
の
論
理
的
根
披
に
於
け
る
要
素
を
級
く
と
如
何
な
る
方
法
で
整
理
さ
れ
解
析
さ
れ
繭
表
化

さ
し
る
か
に
就
い
て
研
究
す
る
と
共
に
其
の
統

一
謂
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

i

統
計
は
斯
か
る
要
求
を
満
た
す
べ
く
作
製
せ
計
作
製
主
陵
が
非
螢
利
的
機
闊
で
あ
る
か
或
ほ

ら
る
4

も
の
に
し
て
、
耽
會
各
層
、
就
中
純
済
叉
螢
利
的
機
闘
で
あ
る
か
に
就
い
て
も
慣
重
な

る
考
慮
を
彿
ふ
必
要
が
あ
る
、
一
般
的
傾
向
と

し
て
大
な
る
統
計
機
闘
に
依
り
蒐
集
さ
れ
た
る

分
野
に
到
す
る
殷
汎
且
つ
徹
底
せ
る
理
解
を
絶"

S

場
合
は
資
料
豊
富
で
あ
る
が
其
の
反
面
、
動
も

盟
必
要
と
す
る
と
共
に
、
更
に
統
計
作
製
上
要

す
れ
ば
模
披
的
に
流
れ
易
く
、
之
に
反
し
小
な

求
さ
る
べ
き
悪
門
的
智
識
に
侯
つ
べ
き
も
の
カ

る
統
計
機
膳
の
涎
集
に
係
る
資
料
ほ
董
的
に
は

頗

る

多

い

．

―
豊
富
で
な
く
と
も
、
其
の
調
査
せ
む
と
す
る
事

祉
會
現
象
の
敷
字
的
表
示
を
研
究
す
る
に
常

こ
家
の
核
心
を
側
く
も
の
が
あ
る
、
叉
官
聡
統
計

り
個
別
現
象
に
現
は
れ
る
要
素
は
大
量
現
象
に
一

於
い
て
は
全
く
消
去
せ
ら
れ
弦
に
―
つ
の
新
し
一
ほ
比
較
的
公
平
な
る
も
、
利
益
圏
髄
の
場
合
は

き
現
象
を
生
ず
る
も
の
で
あ
つ
て
之
れ
統
計
愚
一
夫
れ
が
他
の
利
益
園
閥
と
直
接
闊
係
あ
る
場
合

が
祉
會
大
抵
の
敷
字
的
表
示
を
以
つ
て
本
領
と
一
に
於
い
て
正
鵠
を
期
し
難
い
場
合
が
あ
る
等
執

す
る
所
以
で
あ
る
、
而
し
て
之
が
量
的
研
究
の
一
務
上
の
煩
努
頗
る
多
ぎ
に
係
ら
ず
而
も
外
観
的

結
果
質
的
結
諭
に
到
逹
す
れ
ば
滋
に
創
め
て
其

i

に
ほ
直
接
第
一
線
に
立
ち
活
躍
す
る
の
華
々
し

の
効
用
を
生
ず
る
繹
で
あ
っ
て
、
私
生
兒
の
―
き
他
の
事
業
に
比
し
、
資
料
提
供
に
止
ま
る
本

敷
、
犯
罪
人
の
敷
、
就
駆
誓
の
敬
、
投
票
割
ー
事
業
の
如
き
ほ
縁
下
の
舞
た
る
の
憾
み
な
し
と

し
な
い

合
の
敷
な
る
批
的
研
究
を
根
腺
と
し
て
枇
會
の
一

斯
く
て
各
々
所
要
目
的
の
下
に
調
査
作
製
せ

風
像
、
國
運
の
産
盛
、
政
治
思
想
の
登
逹
な
る
一

質
的
結
論
に
到
逹
す
る
如
ぎ
ほ
其
の
例
で
あ
る

i

ら
れ
た
る
上
は
之
れ
が
利
用
者
に
於
い
て
十
分

本
市
に
於
い
て
は
年
々
市
勢
の
膨
張
を
来
た
一
に
理
解
し
活
用
さ
れ
て
こ
そ
統
計
本
来
の
使
命

[
に
合
致
す
る
も
の
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る

し
益
々
統
計
債
値
高
拗
の
時
模
に
直
面
せ
る
結
―

果
滋
に
従
来
漉
莱
紘
計
の
一
分
脚
に
眠
賄
せ
る
一
庶
幾
く
は
既
述
せ
る
本
統
計
革
新
の
趣
旨
を

統
計
事
務
を
拳
げ
て
獨
立
の
課
と
な
し
、
汎
＜
諒
と
せ
ら
れ
凡
有
事
業
網
螢
に
到
し
て
も
之
れ

祉
會
統
計
に
迄
其
の
活
動
分
戦
を
搬
充
す
る
こ
一
を
十
二
分
に
活
用
せ
ら
る
4

と
共
に
叉
之
れ
が

と
と
な
り
弦
に
新
し
き
使
命
を
附
典
さ
る
A

こ
一
事
業
遂
行
に
到
し
迦
切
な
る
援
助
を
呉
へ
ら
れ

一
む
こ
と
を
此
の
機
會
に
於
い
て
切
切
ま
す
る
次
第

と
と
な
っ
た
＇

由
来
統
計
作
製
は
そ
の
要
求
す
る
所
に
従
ひ
一
で
あ
る

統
計
の
活
用
に
就

四
五
一

し‘
統

と:
ダ‘
d .... 

一
、
投
栗
所
廣
島
市
己
斐
尋
常
高
啄
小
愚
校

備
考
投
票
時
間
午
前
七
時
ョ
リ
午
後
臨
時
迄

て

R
衛
生
綿
長
二
就
任
ヲ
認
可

．
昭
和
十
一
年
二
月
二
十
日
衆
議
院
議
員
綿
湛
學

昭
和
十
一
年
一
月
二
十
七
H

自
昭
和
十
一
年
一
月
十
七
日
-

殷
島
縣
殷
島
市
染
議
院
議
員
｝
執
行
二
付
服
島
市
第
十
二
投
票
置
投
菜
所
ヲ
左
―

（
至
昭
和
十
一
年
一
月
二
十
九
日

ノ
場
所
二
設
ク

第
八
投
票
班
投
票
管
理
者

,
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則
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文

投

匹
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甑

投

偲

管

理

者

告

示

第

二

銃

殿

瀬

町

東

通

衡

轟

長

寺

尾

秀

雄

塀

川

町

同

三

好

強

太

一
昭
和
十

i

年
i

一
月
二
十
日
衆
議
院
議
員
総
選
攀

て
投
票
所
廣
島
市
似
島
尋
常
高
等
小
駆
校
．
殷
島
縣
腺
島
市
衆
院
議
議
員

千

田

町

三

丁

目

同

渡

過

五

作

備
考
投
票
時
間
午
前
七
時
ョ
リ
午
後
六
時
迄
一
第
十
二
投
票
廠
投
票
管
理
者

殷
島
市
主
事
中
川
滋
治
一
執
行
二
付
廣
島
市
第
十
六
投
梨
慨
投
票
所
ヲ
左

R

第

九

投

票

甑

投

棠

管

理

者

告
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琥
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町

f
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I
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1

1
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1
ー

克

治

R
衛
生
副
綿
長
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就
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承
認

月
二
十
甘
衆
議
院
議
員
純
選
摯
備
考
投
票
時
間
午
應
時
ョ
リ
午
後
六
時
迄
一
＇
昭
和
十
一
年
一
月
二
十
七
H

昭
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十
一
年
ニ
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廣
鳥
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廣
島
市
衆
議
院
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執
行
二
付
殷
島
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第
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投
粟
慨
投
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C
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投
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理
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琥
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七
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投

票

漑

投
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管

理

者

至

昭

和

十

一
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月
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十

九

H

場
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二
設
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衛
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長
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宇
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典
一

昭
利
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年

i
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十

七

日

一

昭

和

十

一

年

二

月

二

十

日

衆

議

院

議

員

総

選

學

一

股

島

市

主

事

瀧

澤

捨

雄

廣
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島
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衆
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：
執
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二
付
股
島
市
第
十
三
投
票
嵐
投
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左

第

九

投

票
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投

票

管

理

者
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場
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投
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脱

島
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草

津
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常

高

等

小

學

校

西

大

工

町

同

吉

村

置

吉

脳

島

市

長

横

山

金

太

郎

．

昭

和

十

一

年

一

月

ニ

ト

七

H

備

考

投

票

時

間

午

應

時

ョ

リ

午

後

六

時

迄

堀

川

町

同

山
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一

、

投
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殷

島

縣

艇

島

市

衆
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院

議
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千

田
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三

丁

目

同
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―
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町
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組

同

佐
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木

三

郎

備
考
投
票
時
間
午
前
ゃ
時
ョ
リ
午
後
六
時
迄
第
十
三
投
票
匿
投
娯
管
理
者

殷

島

市

助

役

岡

太

學

―

一
、
投
票
所
股
島
市
殷
瀬
緑
常
高
等
小
學
校
―

⑰
第
十
投
票
匿
投
票
管
理
者
告
示
第
二
統

一
廣
島
祉
會
事
業
ク
ラ
プ
誕
生

昭
和
十
一
年
二
月
二
十
日
衆
議
院
議
員
総
選
學
『
備
考
投
票
時
間
午
前
七
時
ョ
lJ
午
後
六
時
迄

執
行
二
付
殿
島
市
第
十
投
栗
匿
投
票
所
ヲ
左
l

1

ヽ

一
月
二
十
七
日
部
々
し
く
結
成
式
を
畢
行
l

'

場

所

二

設

ク

⑲

第

●

四

投

票

匝

投

票

管

理

者

告

示

第

二

琥

昭
和
十
一
年
二
月
二
十
日
衆
議
院
議
員
綿
選
學

昭
和
十
一
年
一
月
二
十
七
H

}
執
行
二
付
廣
島
市
第
十
四
投
票
紙
投
票
所
ヲ
左

殷
島
縣
殷
島
市
衆
議
院
談
員

ノ

場

所

二

設

ク

本

市

祉

會

事

業

闊

係

者

が

相

互

に

知

合

っ

て

一

定

刻

一

時

安

部

中

央

職

業

紹

介

所

長

、

溝

涵

第
十
投
票
匿
投
票
管
理
者

居
る
と
仕
事
を
な
す
上
に
お
互
に
非
常
な
便
利
縣
祉
會
課
長
、
上
川
市
祉
會
課
長
、
．
伊
藤
宇
品

殷
島
市
主
事
―
―
―
谷
敬
』
一

昭
和
十
一
年
一
月
二
十
七
H

殷
島
縣
廣
島
市
衆
議
浣
議
員
が
あ
る
の
で
本
市
の
祉
會
事
業
家
を
網
羅
し
た
學
園
長
の
挨
拶
あ
つ
て
一
同
非
常
に
く
だ
け
た

一
、
投
票
所
殷
島
市
本
川
尋
常
高
縮
小
粗
校
一

I

I

l

|
＇
,
1
i
ー
，
＇
ー
第
十
四
投
票
慌
投
繋
筍
理
者
ー
ク
ラ
プ
の
組
織
に
つ
い
て
大
部
前
か
ら
話
が
出
一
氣
持
の
ダ
ち
に
座
談
を
進
め
談
笑
裡
に
午
後
四

備
考
投
票
時
間
午
前
七
時
ョ
リ
午
後
六
時
迄
一

喜

土

投

鼠

誓

管

理

者

告

示

笙

涵

殷

島

市

主

事

上

川

貢

一

て

お

っ

た

の

で

あ

る

が

昨

年

末

漸

く

話

が

揺

つ

一

時

散

會

し

た

た
の
で
去
る
一
月
二
十
一
日
中
央
職
業
紹
介
所
尚
ほ
ク
ラ
プ
の
會
費
は
毎
月
十
銭
で
、
事
務

一
、
投
票
所
廣
島
市
三
篠
惑
常
高
等
小
學
校

備
考
投
票
時
間
午
前
ゃ
時
ョ
リ
午
後
六
時
迄

昭
和
十
一
年
二
月
二
十
日
衆
議
院
議
員
練
選
學

,
1
ー

で

華

々

し

く

結

成

式

を

學

行

し

た

所

ほ

千

田

町

一

丁

目

新

聞

館

で

あ

る

が

會

務

ほ

執
行
二
付
廣
島
市
第
十
一
投
繋
姫
投
凜
所
ヲ
左

ノ

場

所

二

設

ク

〇

第

玉

投

票

甑

投

叩

熔

宜

理

行

告

示

第

二

琥

賞

日

は

常

分

幹

事

若

干

名

が

常

る

こ

と

に

な

つ

て

居

る

昭
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十
日
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議
院
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中
邑
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、
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一

昭
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十
七
H
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島
縣
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島
市
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議
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投
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所
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島
市
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七
H

長
、
早
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祉
會
事
業
婦
人
會
副
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長
等
本
市
一

備
考
投
票
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七
時
ョ
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時
迄
服
島
縣
廣
島
市
衆
議
院
議
員

第
十
五
投
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投
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理
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本
市
直
誉
の
屎
尿
汲
取
り
は
一
月
＝
干
日
か
ー
を
な
し
た
が
い
づ
れ
も
成
己
田
よ
く
非
常
な
好
評

ら
申
込
み
を
受
付
け
二
月
一
日
か
ら
汲
取
を
開
ー
を
得
た

始
し
た
の
で
あ
る
が
一
月
三
十
一
日
午
前
十
時
一

か
ら
岡
太
助
役
、
各
諜
員
、
汲
収
夫
な
ど
敷
十
一

名
列
席
の
も
と
に
本
聡
裏
庭
に
於
い
て
汲
取
始

＂
業
式
を
盛
大
に
皐
行
し
た

定
刻
岡
太
助
役
、
市
長
代
理
と
し
て
訓
示
を

な
し
之
に
野
し
稲
垣
監
督
答
僻
を
述
べ
閉
式
し

寒
風
の
中
に
岡
太
助
役
の
屎
尿
卓
の
分
列
査
閲
―

あ
っ
て
か
ら
祝
宴
に
移
り
同
十
時
半
散
會

i

午
後
一
時
か
ら
ほ
試
瞼
作
業
と
し
て
市
長
、
一

雨
助
役
、
市
會
談
長
宅
、
中
央
靡
業
紹
介
所
、
一

宇
品
出
張
所
、
千
田
町
市
密
住
宅
、
織
町
、
大
一

河
、
皆
賀
、
千
田
、
竹
屋
の
各
小
患
校
の
汲
版
一

式莱始販汲尿屎
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にみほ 常汲たにの作 I

大殺五なな取るや受業ク汲
童到面ほ好夫もけ持服入収
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漁
業
組
合
規
約
例
解
説
5
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第
十
七
條
過
怠
金
人
抽
戻
ヲ
為
サ
ゞ
ル
持
分

i

却
資
金
ほ
物
の
保
存
年
限
例
へ
ぽ
千
圃
の
漁
船

額
ハ
之
ヲ
準
備
二
紐
人
ル
、
モ
ノ
ト
ス
一
が
十
年
間
使
用
に
堪
へ
る
と
し
た
な
ら
ば
年
に

挑
戻
を
為
さ
ゞ
る
持
分
額
と
ほ
脱
退
し
た
糾
百
園
宛
伯
却
資
金
を
積
立
て
ヽ
置
け
ば
十
年
網

合
員
に
勁
し
排
戻
す
べ
き
持
分
額
を
脱
退
者
が
過
の
後
叉
元
の
通
り
樵
船
が
新
造
出
来
る
こ
と

任
意
に
彿
戻
を
受
け
な
い
か
、
又
ほ
漁
業
紐
合
ヽ
な
つ
て
財
産
が
少
し
も
滅
少
し
な
い
か
ら
組

令
第
四
十
八
條
の
四
第
二
項
の
規
定
に
依
つ
て
合
の
信
用
ほ
怠
々
厚
く
な
る
繹
で
あ
る

持
分
排
戻
の
詰
求
椛
が
消
滅
し
た
為
に
彿
戻
さ
職
員
退
職
給
輿
資
金
ほ
、
憔
業
協
同
組
合
ほ

な
く
と
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
た
場
合
に
彿
戻
を
従
来
の
組
合
と
異
な
り
仕
事
が
非
常
に
多
く
な

為
さ
ざ
る
持
分
が
出
来
る
の
で
あ
る
り
心
身
共
に
大
に
活
動
し
な
く
て
ほ
な
ら
な
い

此
の
彿
戻
さ
な
い
持
分
額
で
も
過
怠
金
で
も
従
つ
て
他
日
退
隈
し
た
場
合
に
ほ
相
常
の
待
遇

組
合
の
豫
定
外
の
牧
入
で
あ
る
か
ら
、
斯
る
4

を
し
て
後
顧
の
憂
の
な
い
や
う
に
し
な
け
れ
ば

不
時
の
牧
入
ほ
紐
合
の
準
備
金
に
組
入
れ
て
組
献
身
的
の
努
力
を
期
待
す
る
こ
と
が
出
来
な

合
の
基
礎
を
堅
く
す
る
の
が
適
常
で
あ
る
か
ら
い
、
之
れ
退
職
給
輿
資
金
を
積
立
て
し
む
る
所

此

の

規

定

を

設

け

た

の

で

あ

る

以

で

あ

る

第
十
八
條
準
備
金
ハ
損
失
填
補
二
充
ツ
ル
外
遭
難
救
油
査
金
は
綿
べ
て
の
憔
業
組
合
に
共

之

ヲ

虞

分

ス

ル

コ

ト

ヲ

得

ズ

通

に

摂

立

て

さ

せ

る

の

で

特

に

説

明

を

要

し

な

之
ほ
準
備
金
の
本
賀
上
常
然
の
事
を
規
定
し
い
と
思
ふ
、
憔
胎
、
建
物
叉
ほ
設
備
の
新
造
改

た
ま
で
A

あ

る

造

又

は

翼

人

の

費

用

に

勁

し

補

助

金

を

受

け

た

第
十
九
條
本
組
合
ハ
憔
骰
減
偵
慣
却
資
金
、
場
合
に
之
を
夫
れ
／
＼
の
償
却
資
金
に
組
入
れ

建
物
滅
債
伯
却
資
金
、
設
備
減
債
伯
却
資
金
、
さ
せ
る
の
ほ
補
助
金
を
使
ほ
さ
な
い
意
味
で
な

戦
員
退
戦
給
典
資
金
及
逍
難
救
抽
資
金
ヲ
積
く
、
補
助
金
ほ
紐
助
の
目
的
通
り
之
れ
等
の
設

立

ツ

ル

モ

ノ

ト

ス

備

の

毀

用

に

投

ず

る

の

で

あ

る

が

、

之

を

減

債

本
紐
合
ハ
樵
船
建
物
又
ハ
設
備
ノ
新
造
改
造
一
償
却
資
金
に
組
入
れ
し
む
る
の
ほ
組
人
れ
な
け

叉
盆
界
八
ノ
費
用
二
蜀
ジ
袖
助
金
ヲ
受
ヶ
タ
一
れ
ば
袖
助
金
が
剃
餘
金
と
な
つ
て
組
合
員
に
配

ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
洲
胎
滅
偵
歯
却
資
金
、
建
物
一
常
さ
れ
る
結
果
と
な
る
か
ら
で
あ
る

減
債
恨
却
資
金
又
ハ
設
備
減
債
償
却
資
金
ニ
―
第
二
十
條
漁
胎
減
偵
憤
却
資
金
、
建
物
減
債

紐

入

ル

、

モ

ノ

ト

ス

一

償

却

資

金

又

ハ

設

備

減

償

償

却

査

金

ハ

礁

洲
船
で
も
、
建
物
で
も
、
設
備
で
も
年
を
純
一
船
、
建
物
又
ハ
設
備
ノ
滅
似
憤
却
二
充
ツ
ル

る
に
従
つ
て
滅
損
し
て
債
格
が
下
る
の
ほ
自
然
一
モ
l

ト
ス

の
法
則
で
あ
る
、
然
る
に
其
の
偵
額
を
何
時
迄
一
戦
負
退
職
給
典
資
金
ハ
線
會
ノ
承
認
ヲ
純
テ

も
新
調
常
時
の
債
額
と
し
て
腔
く
こ
と
ほ
徒
ら
一
定
メ
タ
ル
支
給
規
程
二
依
リ
支
給
ス
ル
戦
員

に
空
な
財
窟
を
認
め
る
こ
と
4

な
る
、
そ
こ
で
一
ノ
退
戦
給
典
金
二
充
ツ
ル
モ
ノ
ト
ス

一
方
に
不
愛
の
側
額
を
記
載
し
て
も
一
方
に
滅
一
遭
難
救
憔
査
金
は
第
百
十
一
條
l

規
定
二
依

損
偵
額
に
相
営
す
る
金
嬰
整
立
て
ょ
置
け
ば
一
ル
救
憔
二
充
ツ
ル
モ
ノ
ト
ス

右
の
弊
害
を
防
ぐ
こ
と
が
出
来
る
故
に
そ
の
倣
之
れ
は
前
條
の
規
定
で
積
立
て
た
資
金
の
用
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卒
業
期
が
近
づ
い
て
来
た
が
本
市
の
高
等
並

に
尋
常
小
墨
校
か
ら
ほ
苺
年
一
ぞ
一
月
に
ほ
八
千
名

近
く
の
卒
業
生
が
送
り
出
さ
れ
る
、

K
級
慇
校

に
進
む
も
の
ほ
と
も
か
く
卒
業
と
同
時
に
批
の

荒
波
の
中
に
放
り
出
さ
れ
家
庭
の
為
め
、
自
己

の
将
来
の
為
め
に
働
か
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
が
尋

卒
に
於
い
て
卒
業
生
の
約
一
割
、
高
卒
で
ほ
約

六
割
を
占
め
而
も
そ
の
敦
が
年
々
壻
加
す
る
ば

か
り
で
あ
る
。・

・
:
*
＊
：
・
・
 

さ
て
之
等
少
年
少
女
が
将
来
素
直
に
且
つ
健

や
か
に
成
長
す
る
に
ほ
本
人
の
覺
悟
の
み
で
な

一
く
、
雨
親
附
主
ほ
勿
論
祉
會
一
股
の
搬
い
理
解

と
同
情
に
侯
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る

が
彼
等
の
最
初
の
選
職
こ
そ
ほ
そ
の
出
要
貼
で

あ
り
彼
等
の
将
束
に
非
常
な
影
響
が
あ
る
か
ら

周
閾
の
人
達
の
注
意
を
特
に
促
し
た
い
、

本
市
職
業
紹
介
所
並
に
殷
島
市
織
業
紹
介
事

業
後
援
會
で
ほ
彼
等
を
し
て
選
戦
を
誤
ら
し
め

ん
た
め
毎
年
卒
業
期
前
に
少
年
職
業
指
導
講
演

會
並
に
映
聾
會
を
も
よ
ほ
し
選
戦
に
就
い
て
の

彼
等
の
見
解
を
深
か
ら
し
め
て
居
る
が
本
年
も

一
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
一
日
の
四
日
間
、
午

後
一
時
か
ら
四
時
迄
千
田
、
第
一
高
、
本
川
、

この三月に巣立つ

幼い求職群の為めに

四
五
一

1

-

第
二
高
の
四
校
で
開
催
、
全
市
小
愚
校
の
就
職

希
菌
兒
窟
を
聴
講
せ
し
め
た
が
出
席
兒
窪
ほ
三

千
名
の
多
数
を
超
え
、
座
席
せ
ま
ぎ
為
め
あ
ぐ

ら
も
か
く
こ
と
が
出
来
ず
四
時
間
の
長
時
間
冷

め
た
い
板
の
上
に
正
座
し
て
聴
講
し
た
の
で
あ

る
が
、
そ
の
間
私
館
す
る
も
の
な
く
静
粛
熱
心

に
聴
入
る
彼
等
の
瞳
を
み
て
ほ
其
の
興
錬
な
る

心
情
が
察
せ
ら
れ
、
見
る
者
の
胸
の
う
ち
に
迫

ま
る
も
の
あ
る
を
感
ぜ
し
め
た
。

・・:*＊：・・ 

な
ほ
常
日
の
講
師
並
に
映
鸞
ほ
、
次
の
通
り

で
あ
っ
た
。

一
、
購
師

廣
島
市
中
央
職
業
紹
介
所
長

同
職
業
紹
介
事
業
後
援
會
長

歩
兵
第
十
一
聯
隊

津
田
式
ボ
ソ
プ
製
作
所
主

一
、
映
｛
為
せ
し
フ
イ
ル
ム

敦

業

湿

探

法

三

巻

時

代

の

女

性

二

巻

輝

き

の

路

一

一

一

巻

途
を
定
め
た
も
の
で
資
金
本
来
の
目
的
に
使
用
＿
準
備
金
等
の
積
立
金
ほ
必
し
も
現
金
で
保
存

し
他
の
こ
と
に
使
ほ
せ
な
い
や
う
に
す
る
為
で
一
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
繹
で
な
い
か
ら
紐
合
で
必

あ
る
か
ら
特
に
設
叫
す
る
迄
も
な
い
の
で
あ
る
一
要
あ
る
と
き
ほ
線
會
の
決
議
で
之
れ
を
事
業
資

第
二
十
一
條
本
組
合
ハ
剃
餘
金
ヨ
リ
特
別
積
羞
に
融
通
す
る
こ
と
を
認
め
た
の
で
あ
る
、
斯

立
金
ヲ
稜
立
ツ
ル
コ
ト
ヲ
闊
醤
業
椛
ノ
貨
貸
一
く
し
な
け
れ
ば
組
合
に
現
金
が
あ
る
に
も
拘
ら

料
ハ
之
ヲ
特
別
積
立
金
二
組
入
ル
、
モ
J

ト
一
ず
、
事
業
資
金
の
為
め
に
借
入
金
を
し
な
け
れ

ス

一

ば

な

ら

ぬ

や

う

な

不

逍

理

な

こ

と

ヽ

な

る

か

ら

特
別
積
立
金
ハ
損
失
填
補
二
充
ッ
ル
モ
J

ト
一
で
あ
る
、
事
業
資
金
に
融
逍
し
た
か
ら
と
言
っ

ス
祖
ジ
総
會
ノ
決
議
二
依
リ
臨
時
ノ
支
出
―
―
一
て
、
以
上
の
積
立
金
の
額
を
減
少
す
る
の
で
な

充

ツ

ル

コ

ト

ヲ

得

一

く

後

に

必

ず

戻

入

れ

て

減

少

を

防

ぐ

の

で

あ

る

第
十
六
條
乃
至
第
二
十
條
の
積
立
金
以
外
に
一
第
一
一
一
章
粗
合
員
I
加
入
、
壻
口

特

に

積

立

を

為

す

場

合

に

之

を

特

別

積

立

金

と

及

ビ

脱

退

言
ふ
の
で
特
別
積
立
金
ほ
損
失
填
補
の
目
的
で
第
二
十
三
條
本
組
合
二
加
入
セ
ソ
ト
ス
ル
者

積
立
て
る
の
で
あ
る
こ
と
ほ
準
備
金
と
同
じ
で
叉
ハ
出
資
口
救
ヲ
壻
加
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
申

あ
る
が
、
準
備
金
よ
り
も
前
に
損
失
填
補
に
充
一
込
書
二
氏
名
及
ビ
住
所
並
―
—
引
受
ヶ
ソ
ト
ス

て
ヽ
尚
ほ
不
足
の
場
合
に
準
備
金
で
填
柿
す
る
一
ル
出
資
口
数
ヲ
記
載
ジ
本
組
合
二
之
ヲ
差
出

一
ス
ベ
ジ

の
が
普
辿
で
あ
る
、
叉
特
別
積
立
金
ほ
綿
會
の

決
議
で
臨
時
の
支
出
に
充
つ
る
こ
と
が
出
来
本
組
合
前
項
I
申
込
ヲ
承
認
ジ
タ
ル
ト
キ
ハ

其
I
旨
ヲ
申
込
人
ー
ー
通
知
ジ
出
貸
第
一
回
ノ

る
、
漁
業
櫂
の
賃
貸
料
は
最
後
に
測
餘
金
と
し
一

て
之
を
組
合
員
の
醗
常
に
充
つ
る
と
き
ほ
組
合
彿
込
｀
ヽ
ヽ
ヲ
為
サ
ジ
メ
タ
ル
後
組
合
員
名
簿
―
-

の
苑
礎
を
危
く
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
斯
の
記
載
ス
ル
モ

I

ト
ス

如
き
不
努
所
得
ほ
之
れ
を
特
別
積
立
金
に
し
て
本
條
は
、
組
合
員
が
、
紐
合
に
加
人
す
る
手

績
を
定
め
た
も
の
で
組
合
員
が
申
込
書
を
組
合

損
失
の
填
補
に
充
て
さ
せ
る
の
が
相
常
で
あ
る

か
ら
必
ず
之
れ
を
特
別
積
立
金
に
組
人
れ
ね
ば
に
差
出
す
こ
と
4

、
組
合
が
申
込
み
を
承
諾
し

―
た
場
合
は
、
其
の
旨
を
申
込
人
に
通
知
す
る
と

な
ら
な
い

第
二
十
二
條
準
備
金
、
特
別
積
立
金
、
憔
船
―
共
に
出
資
第
一
回
の
排
込
み
を
催
告
し
、
其
の

減
債
償
却
資
金
、
建
物
減
偵
償
却
資
金
r

設
一
彿
込
み
が
齊
ん
だ
後
で
組
合
員
名
簿
に
加
入
年

備
減
恨
償
却
資
金
又
ハ
識
員
退
戦
給
典
資
金
一
月
H
、
組
合
員
の
氏
名
、
住
所
、
川
資
口
敷
、

ハ
綿
會
I
決
談
ヲ
網
テ
事
業
資
金
二
融
通
ス
一
排
込
金
額
、
彿
込
年
月
日
、
保
證
責
任
の
組
合

一
な
ら
ば
保
證
金
額
を
記
載
す
る
の
で
あ
る

ル
コ
ト
ヲ
得

ヽ
9
9
9
1
9
9
9
9
1
9
¥が
J‘,

｀
r
3
し
、
―
`
‘
‘
、
`
J
Jし

t

)

i
ヽ`
ー`ヽ

本
年
最
初
の
参
事
會
二
十
九
日
間
催
さ
る

l

L

I

 

一
月
二
十
九
日
午
前
十
一
時
か
ら
本
年
最
初
受
納
の
件
（
古
田
校
へ
同
校
術
生
室
一
棟
移

の
参
事
會
が
開
催
さ
れ
た
が
左
記
誂
件
を
い
づ
韓
工
事
寄
附
）
△
同
（
矢
賀
校
へ
同
校
倉
庫
一

れ

も

原

案

迎

り

決

定

し

た

棟

移

韓

工

事

寄

附

）

A

市
有
不
動
窟
賣
却
地

寄
附
受
納
の
件
盆
翡
校
ヘ
ビ
ア
ノ
寄
附
）
債
格
の
件
（
舟
入
川
口
町
地
内
賣
却
地
償
格

決
定
）
今
水
道
使
用
料
滅
額
の
件
（
錦
華
人
絹

A

同
（
三
篠
校
ヘ
ラ
ヂ
ォ
隠
収
器
寄
附
）
ム
同

癸
滴
校
へ
宵
銅
門
櫻
寄
附
）
ム
同
（
汀
骰
校

ヘ
数
喜
罹
掛
國
額
緑
寄
附
）
ム
事
業
寄
附
供
給
奮
料
金
遁
減
）

四
五
二

催

阿

部

秀

高

高

義

一

腰

林

大

尉

津
田
喜
次
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四
五
五

満
洲
事
綾
後
到
日
威
情
梱
め
て
好
轄

―
―
今
が
進
出
の
絶
好
の
機
會
ー
ー

商

(
9
,

＇¥
(
I
¥
I
¥．し、
1111,1ー‘‘

-
本
稿
は
去
る
一
月

1
-
+
H
本
市
の
主
催
に
依
り
廣
島
縣
産
業
奨
励
館
及
本
川
小
學
校
講
]

｝
堂
に
於
い
て
開
催
し
た
ペ
ル
ー
事
怖
座
談
合
及
講
油
會
に
於
け
る
ペ
ル

1
時
報
社
長
池

i

｝
ー
山
裔
夫
氏
の
講
梱
の
要
領
筆
記
で
あ
る
、
川
語
に
於
い
て
又
は
内
容
に
於
い
て
或
は
諧

d
[

～
師
の
意
思
に
添
は
な
い
貼
が
あ
り
は
し
な
い
か
を
炭
れ
る
も
の
で
あ
る
。
（
文
費
者
）
｛

\
i
'
‘

し
，
｀
~
し

~
'
‘
~
1
9
1

し

'
\
9
1
1
\
~

＼
：

\
I
I
`

｛
！

!
\
\
l
\
,
1
9

ヽ
ヽ

1
`
'

し
、

1
\

＇
＼
し

9
\
,

＇

9
,
’
J
'

私
が
本
日
御
話
申
上
げ
よ
う
と
云
ふ
ベ
ル
ー

ほ
日
本
の
向
ふ
岸
で
あ
る
、
太
平
洋
一
っ
隔
て

た
向
ふ
側
で
あ
る
、
其
の
ペ
ル
ー
の
事
に
就
い

て
少
し
ば
か
り
お
話
申
上
げ
た
い
と
思
ふ
、
ベ

ル
ー
の
在
住
邦
人
は
全
部
で
二
萬
五
千
人
租
で

あ
る
が
、
其
の
中
に
ほ
廣
島
縣
人
が
相
営
居
る
、

而
も
廣
島
縣
人
の
中
に
ほ
あ
ち
ら
の
有
力
者
が

大
愛
多
い
し
、
殷
島
に
ほ
相
常
知
人
も
あ
る
の

で
何
時
か
機
會
が
あ
っ
た
ら
、
一
度
樅
島
へ
も

行
っ
て
見
た
い
と
思
っ
て
居
た
が
、
岡
ら
ず
も

今
回
其
の
機
會
を
典
へ
て
頂
い
て
皆
さ
ん
と
親

し
く
お
話
出
来
る
事
を
大
楚
媒
し
く
思
つ
て
る

次
第
で
あ
る
、
然
し
な
が
ら
お
話
す
る
と
云
つ

て
も
自
分
に
ほ
細
か
い
具
骰
的
な
事
を
お
話
す

る
士
の
力
も
な
し
叉
準
備
も
な
い
の
で
．
極
<

大
ざ
つ
ば
に
在
住
八
年
間
の
私
の
純
瞼
や
見
聞

し
た
事
ど
も
を
取
止
め
も
な
く
お
話
し
て
見
た

い
と
思
ふ

ペ
ル
ー
と
云
ふ
闊
ほ
南
緯
―
―
一
度
か
ら
十
七
度

半
位
の
所
に
位
す
る
國
で
あ
っ
て
熱
帯
地
方
に

局
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
熱
帯
と
し
て
ほ
氣

温
ほ
極
め
て
濫
和
で
あ
る
、
年
中
内
地
の
六
月

頃
の
氣
候
で
夏
と
冬
と
が
僅
か
に
暑
く
な
っ
た

り
寒
く
な
っ
た
り
ず
る
位
の
も
の
で
あ
る
、
一

r
E
ー

後
で
あ
る
が
満
洲
事
菱
迄
ほ
彼
等
は
日
本
人
と

支
那
人
と
ほ
異
ふ
と
云
ふ
事
ほ
知
つ
て
居
て
も

貿
際
に
ほ
ど
ち
ら
で
も
大
し
た
事
ほ
な
い
位
に

考
へ
て
居
た
、
其
慮
へ
満
洲
事
勢
が
起
っ
た
、

問
題
が
國
際
聯
盟
に
持
ち
出
さ
れ
た
が
堂
々
所

信
を
述
べ
て
ビ
ク
ト
モ
し
な
い
、
彼
等
ベ
ル
ー

人
が
習
慣
的
に
ま
る
で
紳
か
何
か
の
様
に
考
へ

て
居
た
白
色
人
種
の
列
國
を
向
ふ
に
廻
ほ
し
て

平
氣
で
聯
盟
を
脱
退
し
て
了
っ
た
、
此
の
事
賀

は
彼
等
に
有
色
民
族
に
も
か
う
云
ふ
事
が
出
来

る
の
か
な
と
云
ふ
お
ぽ
ろ
げ
な
自
覺
を
典
へ
る

と
同
時
に
日
本
人
に
到
し
て
深
い
信
頼
の
念
を

起
さ
し
め
た
の
で
あ
る
、
曾
つ
て
箪
な
る
愛
稲

と
し
て
「
ハ
ボ
ン
」
（
日
本
人
（
「
ハ
ボ
ン
」
と
呼
ん

で
居
た
ハ
ボ
ン
の
言
葉
の
意
味
が
現
在
で
ほ
、

緑
敬
と
信
頼
の
意
味
を
含
め
た
「
ハ
ボ
ン
」
に
愛

つ
て
来
た
の
で
あ
る
、
ペ
ル
ー
ヘ
進
出
す
る
に

ほ
今
が
絶
好
の
機
會
で
あ
る
、
彼
等
の
吾
々
日

本
人
に
到
す
る
氣
持
が
此
の
様
に
奥
つ
て
来
た

今
日
、
そ
の
機
運
に
乖
ぜ
ず
し
て
何
時
又
其
の

機
會
が
あ
ら
う
か
と
私
ほ
云
ひ
度
い
の
で
あ
る

次
に
ペ
ル
ー
の
純
済
朕
態
に
就
い
て
一
言
し

た
い
の
で
あ
る
が
ペ
ル
ー
ほ
躙
家
と
し
て
の
格

か
ら
云
ふ
と
先
づ
二
等
國
の
下
か
三
等
闊
の
上

と
云
ふ
所
で
あ
る
が
親
済
的
に
ほ
非
常
に
安
定

し
て
居
る
、
貨
幣
の
箪
位
ほ
ソ
ー
ル
（
日
本
金

約
八
五
錢
）
で
あ
る
が
為
替
ほ
極
め
て
安
定
し

て
居
る
、
ペ
ル
ー
に
於
い
て
は
未
だ
曾
つ
て
為

替
管
理
等
と
云
ふ
も
の
を
や
っ
た
事
が
な
い
、

至
つ
て
宮
裕
な
國
で
あ
る
．
其
の
原
因
ほ
ペ
ル

ー
ほ
頗
る
資
源
が
聰
富
で
、
酷
業
が
多
角
的
で

あ
る
と
云
ふ
事
に
存
す
る
、
其
の
物
産
の
翫
な

る
も
の
を
撃
げ
て
見
る
と
砂
糖
が
あ
る
、
棉
花

が
あ
る
、
ペ
ル
ー
の
棉
花
ほ
繊
維
が
長
く
て
、

光
澤
に
富
み
而
も
強
靱
で
あ
る
、
印
度
棉
等
と

暴
つ
て
非
常
に
良
質
の
も
の
で
あ
る
か
ら
一
般

]
，
に
毛
織
物
、
タ
イ
ヤ
ー
等
に
用
ひ
ら
れ
る
、
従

来
ペ
ル
ー
棉
の
轍
出
先
ほ
英
闊
が
一
手
で
引
受

け
て
居
た
が
最
近
日
本
へ
も
相
常
輪
出
さ
れ
て

年
中
合
服
―
つ
あ
れ
ほ
用
が
足
り
る
の
で
あ

る
、
そ
れ
ほ
南
米
の
東
海
岸
を
寒
流
が
洗
つ
て

居
る
の
と
ア
ソ
デ
ス
山
脈
の
お
蔭
で
あ
る
が
興

夏
で
も
日
本
内
地
の
様
に
着
物
を
脱
が
な
け
れ

ば
や
り
切
れ
な
い
と
云
ふ
様
な
事
ほ
全
然
な

い
、
叉
ペ
ル
ー
と
云
ふ
闊
で
ほ
霧
ほ
折
々
か
A

る
が
雨
の
降
る
事
の
な
い
躙
で
あ
る
、
従
っ
て

雨
傘
な
ん
て
云
ふ
も
の
ほ
殆
ど
大
部
分
の
人
が

持
つ
て
居
な
い
、
偶
々
謗
等
が
か
A

つ
て
来
て

も
、
傘
は
さ
し
な
い
も
の
、
瞬
け
出
六
、
な
い
も

の
と
云
ふ
事
に
な
つ
て
居
る
雨
が
降
ら
な
い

と
水
に
困
る
だ
ら
う
と
云
ふ
疑
問
が
起
る
か
も

知
れ
な
い
が
、
冬
に
な
る
と
ア
ソ
デ
ス
山
脈
に
一
と
南
米
へ
侵
入
し
た
ラ
テ
ン
系
の
民
族
は
元
来

ほ
嘩
号
が
降
る
、
そ
の
雰
解
け
の
為
め
に
河
に
は
一
が
怠
惰
な
遊
び
好
き
な
民
族
で
あ
る
か
ら
先
住

年
中
水
が
消
々
と
流
れ
て
居
て
水
に
不
自
由
す
一
の
有
色
民
族
に
野
し
て
「
お
前
逹
は
今
迄
通
り

る
様
な
事
ほ
全
然
無
い
の
で
あ
る
．
一
其
の
儘
働
け
、
そ
の
代
り
働
い
て
得
た
も
の
ほ

次
に
ベ
ル
ー
の
國
柄
ほ
ど
う
か
と
云
ふ
と
人
一
皆
こ
っ
ち
へ
寄
こ
せ
」
と
云
っ
た
様
な
や
り
方

ロ
は
約
七

0
0萬
人
で
あ
る
が
1
,
I
七

0
0萬
一
で
先
住
者
を
追
彿
ふ
事
を
し
な
か
っ
た
、
其
虞

人
と
云
へ
ば
極
め
て
佃
か
な
人
口
で
日
本
で
云
一
が
北
米
と
南
米
の
現
状
の
違
ふ
所
で
、
北
米
が

ふ
と
東
京
市
の
人
口
と
京
都
市
の
人
口
を
合
せ
現
在
す
つ
か
り
白
い
罰
に
な
つ
て
居
る
に
も
拘

た
位
の
も
の
で
あ
る
ー
ー
面
積
ほ
日
本
内
地
の
．
ら
ず
南
米
が
依
然
と
し
て
有
色
民
族
の
國
と
し

約
二
倍
位
で
あ
る
か
ら
人
口
の
調
密
度
は
極
め
て
存
在
し
て
居
る
所
以
で
あ
る
、
南
米
西
海
岸

て
低
い
、
尤
も
之
等
の
人
口
は
全
闊
に
散
在
し
一
に
は
現
在
敷
箇
の
共
和
國
が
あ
る
が
之
等
ほ
皆

て
居
る
の
で
は
な
く
て
海
岸
地
帯
と
高
原
地
帯
民
族
的
自
覺
か
ら
最
近
夫
々
ラ
テ
ン
民
族
の
手

一
を
離
れ
て
獨
立
し
た
も
の
で
あ
っ
て
源
を
質
せ

の
一
部
に
の
み
住
ん
で
居
る
の
で
あ
る
、
ペ
ル

1
人
と
ほ
ど
ん
な
人
種
か
、
今
か
ら
約
二
千
年
一
ば
何
れ
も
イ
ン
カ
帝
闊
の
流
れ
で
あ
り
、
一
っ

前
南
米
西
海
岸
一
帯
に
イ
ン
カ
帝
靱
と
云
ふ
帝
一
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
、
現
今
で
は
有
色

の
南
米
人
が
政
治
的
に
も
、
鯉
済
的
に
も
、
祉

闊
が
あ
っ
た
が
其
の
首
都
の
あ
っ
た
所
が
即
ち
―

ペ
ル
ー
で
あ
る
、
従
つ
て
ペ
ル
ー
ほ
イ
ン
カ
帝
~
會
的
に
も
白
人
を
凌
い
で
ど
し
／
＼
進
出
し
て

雙
化
の
中
心
地
で
あ
っ
て
今
で
も
常
時
の
高
一
居
る
様
な
状
況
で
あ
る
、
現
在
ペ
ル

1
七
0
0

一
萬
人
の
人
口
中
白
色
人
種
ほ
僅
か
に
三
、
四
十

度
な
文
化
を
誇
る
廃
墟
等
が
あ
る
、
ベ
ル
ー
人
―

と
云
ふ
の
ほ
即
ち
其
の
イ
ン
カ
帝
國
を
建
設
し
一
萬
足
ら
ず
で
、
敷
に
於
い
て
も
有
色
民
族
が
断

た
人
々
の
末
裔
で
あ
る
、
皮
腐
の
色
も
吾
々
と
一
然
級
努
で
あ
る
、
吾
々
が
ペ
ル
ー
に
行
っ
て
も

同
じ
色
で
あ
り
、
顕
髪
も
黒
い
、
目
の
色
も
荼
一
決
し
て
異
っ
た
所
へ
来
た
と
云
ふ
感
じ
が
し
な

色
で
あ
る
、
杵
卑
喜
々
と
殆
ど
逮
が
は
な
い
、
一
い
の
も
其
の
為
て
あ
る
、
其
の
他
ベ
ル
1
人
と

そ
の
為
に
ペ
ル
ー
で
は
北
米
と
か
欺
洲
へ
秤
つ
ー
吾
々
日
本
人
と
は
大
愛
似
通
っ
た
所
が
少
く
な

た
時
の
様
に
他
闊
へ
行
っ
た
と
云
ふ
様
な
感
じ
一
い
、
例
へ
ば
文
章
の
構
成
等
に
し
て
も
「
吾
々

ほ
し
な
い
の
で
あ
る
、
白
い
奴
ば
か
り
居
る
所
＿
ほ
シ
ク
何
々
を
」
と
ほ
云
は
な
い
で
日
本
熙
と

ヘ
黄
色
い
の
が
這
入
っ
て
行
く
と
何
と
な
く
自
一
同
様
「
吾
々
ほ
何
々
を
ジ
タ
」
と
云
ふ
、
叉
箪

分
自
身
の
異
っ
た
或
も
の
を
感
ず
る
の
で
あ
る
一
語
等
も
、
」
チ
、
」
と
か
「
力
、
」
と
か
同
じ
様
な

が
、
南
米
で
ほ
全
然
そ
れ
を
感
じ
な
い
、
今
か
「
も
の
が
少
く
な
い
、
就
中
面
白
い
の
ほ
偲
説
等

ら
敷
百
年
前
北
米
も
南
米
も
欺
洲
人
に
依
つ
て
で
あ
る
、
昔
或
る
者
が
「
チ
、
力
、
」
と
云
ふ

湖
に
鉾
を
グ
イ
と
差
し
込
ん
で
そ
れ
を
抜
い
て

征
服
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
北
米
で
ほ
勤
勉
な
ア
＿

ン
グ
ロ
サ
ク
ゾ
ン
系
の
民
族
が
砂
入
し
て
来
て
―
振
っ
た
所
が
鉾
の
水
滴
が
方
々
へ
散
つ
て
各
山

先
住
民
族
た
る
ア
メ
リ
カ
ン
イ
ン
デ
ヤ
ゾ
に
野
一
々
に
な
っ
た
と
云
ふ
様
な
吾
闊
の
古
事
記
に
見

し
て
「
も
う
お
前
逹
は
此
の
土
地
に
ほ
用
ほ
な
一
る
と
同
じ
様
な
僻
説
が
あ
る
の
で
あ
る
、
以
上

い
、
田
も
畑
も
、
こ
っ
ち
へ
寄
越
せ
俺
逹
が
や
一
の
様
な
幽
か
ら
で
も
あ
ら
う
か
、
ペ
ル

1
人
ほ

る
、
縦
山
も
こ
っ
ち
へ
寄
越
せ
俺
逹
が
や
る
」
一
吾
々
日
本
人
に
蜀
し
て
決
し
て
悪
感
を
持
つ
て

と
云
っ
た
調
子
で
先
住
者
を
皆
追
排
つ
て
了
つ
―
居
な
い
の
で
あ
る
、
否
、
無
感
所
で
ほ
な
い
現

た
、
其
の
為
に
現
在
、
北
米
ほ
す
つ
か
り
白
い
＿
在
で
は
信
頓
の
念
さ
へ
抱
い
て
来
た
、
其
の
感

國
に
な
つ
て
了
っ
た
の
で
あ
る
が
其
虞
へ
行
く
一
じ
が
最
も
強
く
現
れ
始
め
た
の
ほ
憐
洲
事
麦
以

一
来
た
、
嗅
生
産
物
に
ほ
更
に
コ
ー
ヒ
ー
が
あ
る
が
一
以
上
の
様
な
闊
係
で
ベ
ル
ー
人
ほ
一
般
に
/
]
又
進
出
し
て
い
ヽ
と
考
へ
る
次
第
で
あ
る

―
之
れ
亦
プ
ラ
ジ
ル
コ
ー
ヒ
ー
等
に
比
し
て
極
め
一
ン
ビ
リ
し
て
居
る
、
ベ
ル
ー
に
ほ
工
業
と
云
ふ

i

此
虞
で
少
し
く
ベ
ル
ー
と
日
本
と
の
闊
係
に

一
て
質
が
良
く
、
聞
く
所
に
依
る
と
亜
米
利
加
の
一
も
の
ほ
殆
ど
な
い
と
云
つ
て
い
§
位
で
あ
る
‘
就
い
て
述
べ
て
見
た
い
、
ペ
ル
ー
ヘ
始
め
て
日

一
本
か
ら
移
民
が
這
入
っ
た
の
ほ
今
か
ら
三
十
年

上
流
祉
會
等
で
は
プ
ラ
ジ
ル
コ
ー
ヒ
ー
は
決
し
何
か
ら
何
ま
で
外
國
か
ら
買
ふ
、
そ
し
て
買
つ

て
用
ひ
な
い
で
ベ
ル
ー
又
は
中
米
産
の
コ
ー
と
た
も
の
ほ
決
し
て
修
繕
し
て
使
ふ
と
云
ふ
様
な
前
で
あ
る
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
等
の
様
に
大
量

ー
を
常
用
し
て
居
る
と
云
ふ
事
で
あ
る
、
叉
鎖
こ
と
を
し
な
い
、
使
へ
る
丈
使
っ
て
捨
て
4

了
的
に
移
民
の
奨
闘
を
す
る
と
云
ふ
事
を
や
ら
な

物
と
し
て
は
金
、
銀
、
銅
、
錫
等
が
出
る
、
之
ふ
、
明
日
の
事
は
餘
り
考
へ
な
い
と
云
っ
た
様
一
か
っ
た
為
に
現
在
プ
ラ
ジ
ル
に
ほ
二
十
五
萬
人

等
の
産
業
ほ
殆
ど
英
、
米
が
賓
櫂
を
握
つ
て
居
な
闊
民
で
あ
る
、
由
来
「
ラ
テ
ン
民
族
は
滅
亡
ー
の
邦
人
が
居
る
の
に
ペ
ル
ー
に
は
二
萬
五
千
人

る
が
現
在
採
掘
さ
れ
て
居
る
慮
以
外
に
ま
だ
し
て
行
く
民
族
で
あ
る
」
と
云
ほ
れ
て
居
る
が
し
か
居
な
い
の
で
あ
る
°
然
し
な
が
ら
ペ
ル
ー

／
＼
鍛
脈
が
あ
る
だ
ら
う
と
思
ほ
れ
る
、
銅
等
ァ
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
系
の
民
族
等
に
比
較
し
て
に
於
け
る
二
萬
五
千
人
は
プ
ラ
ジ
ル
に
於
け
る

ほ
皆
銅
板
と
し
て
轍
出
さ
れ
て
居
る
が
、
其
の
一
も
非
常
に
置
本
的
で
仕
事
の
嫌
ひ
な
民
族
で
あ
一
と
は
趣
を
媒
に
し
、
海
外
装
展
の
熱
意
に
燃
え

銅
板
の
中
に
ほ
多
量
の
金
を
含
有
し
て
居
る
と
＿
る
、
そ
れ
が
先
き
に
も
述
べ
た
様
に
北
米
と
異
る
、
一
人
一
人
が
集
ま
つ
て
出
来
た
二
萬
五
千

直
溶
贔
’
一
人
で
あ
る
、
従
つ
て
機
械
が
あ
っ
て
海
外
唸
毎
展

‘
 

云
ふ
事
で
あ
る
、
其
の
他
石
袖
が
多
鼠
に
出
る
一
，

義
翠
嘉
‘

喜買鵞．`

¥
.
‘
.
"
鬱
菫
彎
攣
の
熱
意
の
最
を
測
り
得
る
と
す
る
な
ら
ぽ
プ
ラ

が
之
も
殆
ど
米
闊
人
が
賓
椛
を
握
つ
て
居
る
、
一

4`

ジ
ル
在
住
邦
人
二
十
五
萬
人
の
中
か
ら
得
ら
る

ヽ
ヽ
．
．
鼻
璽
冒
嘉
尋
~

9畠

、
．
．
 

鸞
鬱
冒

石
油
の
事
で
思
ひ
出
し
た
が
、
白
人
が
如
何
に
、
へ
、
t

さ

淡

言

｀

霞

意

の

議

は

、

ベ

ル

ー

在

住

邦

人

二

萬

五

千

人

墨
璽
誓
喜
冒
｀

大
き
な
氣
持
で
外
國
で
仕
事
を
し
て
居
る
か
と
口
、
．
、

．．
 ト

囀
ニ
量
詈
胃
一

璽
會
鬱
響
虞
詈

9

ー
の
中
か
ら
緩
に
得
ら
る
と
自
負
し
て
居
る
次
第

云
ふ
一
例
で
あ
る
、
ペ
ル
ー
の
石
油
會
祉
等
で
、

｀

＼

t
[

ヽ
、
・
三
疇
疇
彎
鴫
宣
一
で
あ
る
、
故
に
ペ
ル
！
に
於
け
る
移
民
ほ
國
家

ー
も
澤
山
の
専
門
抜
師
を
雇
入
れ
て
全
土
に
亙
つ

y

い

一

て

石

油

職

脈

の

登

見

に

努

め

て

居

る

、

新

繊

脈

埒

‘

¥

¥

｀

言

＿

的

に

ほ

成

功

と

ほ

云

へ

な

く

て

も

個

人

的

に

ほ

璽
曇
言
大
成
功
で
あ
っ
た
と
私
ほ
信
じ
て
居
る
、
と
云

誓、

もヽ
鼻‘

が
疲
見
さ
れ
る
と
匝
ぐ
椛
利
丈
ほ
と
つ
て
置
く

一
ふ
の
は
ベ
ル
ー
在
住
邦
人
は
何
れ
も
相
常
成
功

喜
恣
喜
彎
議
一

、

、

ぶ

翌

｀

慕
腎
羹
姿

袋
ぶ
翌
恩
翌
~
i
.

一
し
て
居
る
し
其
の
中
に
は
一
介
の
椴
傭
努
働
と

贔
詈
鬱
〗
、
一

嘉
何
時
掘
る
も
の
と
も
分
ら
な
し
五
十
年
先
恵
ぐ
父
｀
洲
•
J
,
‘
、
、

、
量
”
―
し
て
他
人
の
下
で
働
い
て
居
る
邦
人
は
一
人
も

―
か
百
年
先
き
に
掘
る
様
な
も
の
で
も
多
額
の
贄
―
ヽ
い
さ
．
＞

呵
を
投
じ
て
せ
つ
せ
と
準
備
し
て
居
る
の
で
あ
一
、
、
｀
、
‘
/
｀

蕊

一
居
な
い
か
ら
で
あ
る
、
大
な
り
小
な
り
、
綿
て

疇
響
―

;
5喜

※
 

一
る
、
吾
々

13
本
人
も
そ
の
勁
は
十
分
に
埃
ば
な

、
い
、
疇
一
の
邦
人
が
自
分
で
獨
立
し
て
仕
事
を
し
て
居
る

ゞヽ
ヽヽ
．溌・1

．、．蕊鳳：`

―
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
あ
ち
ら
を
立
つ
時
ほ
資
本
｀
‘

ば
根
こ
そ
ぎ
持
つ
て
飾
る
等
云
ふ
様
な
根
性
ほ
一
イ
ン
カ
徽
時
の
街
路
の
石
坑
一
の
で
あ
る
、
此
の
幽
は
確
か
に
プ
ラ
ジ
ル
に
於

一
け
る
日
本
移
民
と
媒
る
所
で
あ
る
と
思
ふ
、
然

｀
て
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
此
の
事
は
後
に
又
ー

9

,

.

.

.

.

.

 

，•
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,

．
‘
‘
:
·
ヽ

9
,
:
9
9
9
9
9
,

っ
た
現
状
を
痛
し
た
原
因
で
あ
る
が
、
ベ
ル
ー
一
ら
ば
ベ
ル
ー
在
住
邦
人
ほ
如
何
な
る
仕
事
に
携

―
一
言
す
る
機
會
が
あ
る
と
思
ふ
か
ら
話
を
本
諭

ー
つ
て
居
る
か
、
二
萬
五
千
人
の
半
分
は
商
業
、

一
に
戻
し
て
、
ペ
ル
ー
の
物
産
と
し
て
有
名
な
も
一
般
に
さ
う
し
た
氣
風
が
見
受
け
ら
れ
る
、
然

の
に
グ
ワ
ノ
が
あ
る
、
鳥
撚
で
あ
る
、
之
が
肥
し
現
今
で
は
ペ
ル
1

人
が
白
人
の
駆
力
を
排
し
一
他
の
半
分
ほ
農
業
に
従
事
し
て
居
る
、
而
も
之

]
料
と
し
て
聾
苗
海
外
に
轍
出
さ
れ
る
、
昨
年
大
斥
け
て
グ
ン
／
＼
進
出
し
て
居
る
事
ほ
前
述
の
一
等
邦
人
の
中
に
は
あ
ち
ら
の
有
力
者
も
決
し
て

-
な
い
、
成
功
者
が
非
常
に
多
い
の
で
あ

通
り
で
あ
る
、
従
来
は
物
資
の
輸
出
先
も
梱
入
：
少
＜

一
倉
組
が
人
逝
肥
料
原
料
と
し
て
大
分
こ
の
グ
ワ

一
ノ
を
買
入
れ
た
事
が
あ
る
、
共
の
他
羊
毛
、
毛
先
も
英
、
米
、
伊
の
三
ヶ
闊
に
殆
ど
限
ら
れ
て
る
、
尚
ほ
現
在
と
雖
も
祉
會
的
に
網
演
的
に
盆

々
進
出
し
つ
4

あ
る
事
ほ
お
互
に
同
艇
に
堪
ヘ

一
皮
等
綿
て
原
料
品
で
ほ
あ
る
が
以
上
の
如
く
べ
居
た
感
が
あ
っ
た
、
其
虞
へ
日
本
産
業
が
崩
雪

b

そ
し
；4
[

な
い
所
で
あ
る
、
例
へ
ば
首
都
リ
マ
市
に
は
エ

を
打
つ
て
進
出
し
て
来
た
の
で
あ
る
、
オ
ヵ
ー

．
ル
ー
の
窓
粟
ほ
南
米
で
は
珍
し
い
程
多
角
的
で

ン
デ
リ
ヤ
と
稲
し
て
街
の
角
々
に
は
必

、コメ

―
あ
る
、
従
つ
て
―
つ
の
酷
業
が
打
撃
を
受
け
る
排
日
其
の
他
の
問
題
を
起
す
に
至
っ
た
原
因
で
ー
ン

ー
事
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
腹
ぐ
國
家
純
涜
の
洵
一
あ
る
が
9

そ
れ
は
一
部
分
子
の
策
動
に
過
ぎ
な
ー
ず
雑
貨
商
が
あ
る
が
、
現
在
其
の
ニ
ン
コ
メ
ソ

ー
長
に
闘
す
る
と
云
ふ
様
な
事
が
な
い
の
で
あ
一
．
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
ん
な
事
に
逮
態
は
不
必
要
一
デ
リ
ヤ
の
七
割
迄
ほ
邦
人
が
糎
管
し
て
居
る
、

一

る

ー

で

あ

る

、

ま

だ

／

＼

進

出

す

る

餘

地

も

あ

る

し

]

敦

年

前

迄

は

伊

太

利

人

が

大

多

敗

を

占

め

て

居

逼9 ドう
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ペ
ル
ー
事
俯
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工
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四
五
七

毎
年
寒
期
に
入
る
と
大
な
り
小
な
り
感
円
の

流
行
を
見
、
そ
れ
か
ら
感
渭
豫
防
の
間
題
が
人

一口
に
上
る
の
が
普
通
で
指
年
に
於
い
て
も
、
一

月
下
旬
、
本
市
よ
り
流
感
豫
防
心
得
の
ビ
ラ
が

醗
布
さ
れ
る
有
様
で
あ
る
、
宜
際
ほ
昨
年
末
よ

り
相
常
の
流
行
を
し
て
居
る
様
で
あ
る
が
、
本

”ロ間
年
に
人
つ
て
ぽ
つ
／
＼
懸
性
化
す
る
傾
向
が
見

え
、
寒
氣
も
未
だ
／
＼
綬
く
様
で
あ
る
か
ら
卿

手十ー
か
立
迦
れ
の
氣
味
が
あ
る
が
、
感
同
と
其
の
豫

年
一
防
の
事
を
記
し
て
見
る
の
も
蹴
夏
徒
事
で
ほ
あ

—
ま
る
い
と
思
ふ
、
大
骰
本
誌
上
で
紙
に
流
感
の

ニー月十
事
に
就
い
て
ほ
記
述
し
た
事
が
あ
る
か
ら
今
更

日
其
れ
を
此
慮
に
繰
返
す
積
り
ほ
な
い
が
豫
防
の

意
義
を
心
得
る
上
に
ほ
大
閤
感
胃
と
ほ
如
何
な

る
も
の
で
あ
る
か
を
知
つ
て
骰
く
必
要
が
あ
る
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一
の
で
簡
隼
に
説
明
を
試
み
其
れ
に
よ
っ
て
豫
防
―

法
に
つ
き
記
す
る
事
に
す
る

i

”
感
肖
と
稲
す
る
病
氣
は
常
識
化
し
た
誰
で
も

i

一
知
つ
て
居
る
病
氣
で
あ
る
が
さ
て
こ
の
病
氣
の
一

本
盟
ほ
と
云
へ
ば
未
だ
甚
だ
明
瞭
を
映
い
て
居
一

る
の
で
あ
っ
て
其
の
症
候
か
唸
云
つ
て
も
千
差
一

萬
別
で
、
感
月
に
罹
つ
て
居
る
人
に
つ
い
て
見
一

一
て
も
一
人
l
＼
皆
違
つ
て
居
る
即
ち
或
る
人
ほ
―

嘉
が
つ
ま
っ
た
り
鼻
汁
が
出
る
丈
け
で
あ
り
或
ー

る
人
ほ
嗽
咳
が
あ
り
或
る
人
ほ
扁
眺
腺
が
腫
れ
一

或
る
人
ほ
嬰
闘
純
痛
を
訴
へ
叉
熱
の
出
る
人

一
あ
り
出
な
い
人
あ
り
直
ぐ
治
る
人
も
あ
る
し
月

｀
曲
に
亙
つ
て
治
ら
ぬ
人
も
あ
る
と
云
っ
た
様
な

わ
け
で
甚
だ
多
種
多
様
で
あ
る
が
、
肉
楳
上
大

陵
之
を
次
の
八
種
に
分
つ
て
居
る
即
(

i

)

急
一

廣
島
市
立
衛
生
試
験
所
技
師

後

藤

腎
恨
拇
十

文

彦
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に
し
ャ
師
る
、
欝
國
し
て
か
ら
も
「
私
は
南
米

で
事
莱
を
や
つ
て
居
る
」
と
云
ふ
事
を
―
つ
の

誇
と
し
て
居
る
、
現
今
の
日
本
ほ
紙
に
汀
戸
へ

行
く
の
に
水
盃
を
し
た
時
代
の
日
本
と
は
違
ふ

の
で
あ
る
、
東
洋
の
日
本
か
ら
批
界
の
日
本
へ

迄
進
出
し
た
日
本
で
あ
る
、
内
地
で
す
る
事
業

と
外
國
で
す
る
事
業
と
に
罵
別
を
つ
け
る
時
代

で
ほ
な
い
の
で
あ
る
、
今
で
は
紙
に
悔
外
雄
飛

等
と
云
ふ
言
葉
は
捨
て
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、

i

雄
飛
で
も
何
で
も
な
い
、
批
界
の
日
本
と
し
て
―

ほ
営
然
の
事
で
あ
る
、
私
ほ
此
の
字
を
海
外
遊
一

飛
と
云
ふ
字
に
愛
へ
た
ら
ど
う
か
と
思
つ
て
居
―

る
次
第
で
あ
る

ま
だ
／
＼
餘
舌
れ
ば
申
上
げ
た
い
事
も
澤
山
一

あ
る
が
時
間
が
無
い
の
で
此
の
位
で
失
證
し
た
一

い
と
思
ふ
（
終
）
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大
衆
ほ
ど
ん
／
＼
日
本
人
商
店
へ
這
入
つ
て
行

く
の
で
あ
る
、
又
或
る
新
聞
へ
排
日
の
記
事
を

戴
せ
た
記
者
に
「
貴
様
何
故
あ
ん
な
事
を
書
い

た
の
だ
」
と
云
ふ
と
其
の
記
者
ほ
平
然
と
「
池

山
君
あ
れ
ほ
俺
が
書
い
た
の
で
ほ
な
い
、
手
が

書
い
た
の
だ
」
と
云
つ
て
居
る
、
将
来
吾
々
の

目
櫻
と
す
る
所
ほ
大
衆
で
あ
る
、
大
衆
が
動
か

な
い
以
●
如
何
な
る
事
も
意
に
介
す
る
必
要
ほ

な
い
と
考
へ
る
、
然
し
吾
々
と
し
て
も
将
来
悔

外
へ
平
器
展
す
る
場
合
．
外
躙
へ
行
っ
て
繊
っ
た

金
で
も
掘
ん
で
饉
ら
う
等
と
云
ふ
様
な
ケ
チ
な

氣
持
は
捨
て
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
海
外
か
ら

蹄
國
す
る
時
ほ
其
虞
へ
投
下
し
た
資
本
ほ
根
こ

そ
ぎ
持
つ
て
饉
ら
う
と
云
ふ
の
が
従
来
の
日
本

人
で
あ
る
、
其
慮
へ
行
く
と
欺
米
人
ほ
考
へ
が

大
き
い
、
冊
界
中
庭
園
を
歩
く
が
如
く
に
考
へ

て
居
る
、
蹄
戴
す
る
時
で
も
資
本
は
そ
の
ま
ヽ

零

‘,1 
r

、

9

、.
9

、ミ

た
が
、
現
今
で
は
日
本
第
一
、
支
那
第
二
と
云
る
、
何
故
な
ら
ば
先
き
に
＇
も
述
べ
た
如
く
、
ペ

ふ
状
態
で
あ
る
、
其
畠
屑
王
と
稲
さ
れ
て
一
ル
ー
人
は
綿
て
の
も
の
を
外
闊
か
ら
買
ふ
姻
民

讐
ベ
ル
ー
第
一
の
綿
化
栽
培
者
も
亦
日
本
人

i

で
あ
り
、
何
慮
か
の
國
か
ら
買
つ
て
居
る
の
で

で
あ
る
、
商
業
に
於
い
て
も
前
述
の
ニ
ン
コ
メ
一
あ
る
が
、
そ
れ
等
諸
外
躙
の
製
品
に
比
し
債
格

ン
デ
リ
ヤ
ば
か
り
で
は
な
い
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
―
に
於
い
て
、
質
に
於
い
て
日
本
的
品
ほ
決
し
て

於
い
て
邦
人
の
成
功
者
は
少
く
な
い
、
凡
そ
一
一
劣
る
も
の
で
な
い
か
ら
で
あ
る
、
従
来
我
が
國

—
に
於
い
て
ほ
商
品
市
場
と
し
て
ほ
南
米
ほ
鞭
説

國
の
國
民
が
海
外
に
於
い
て
装
展
せ
る
や
否
や
＿

ほ
、
其
の
闊
民
が
其
の
外
國
の
文
化
的
、
逍
憩
＿
さ
れ
て
居
た
様
に
思
は
れ
る
が
、
英
、
米
、
其

的
向
上
に
如
何
程
貢
献
し
た
か
と
云
ふ
事
に
存
の
他
の
闊
が
思
ふ
存
分
暴
利
を
貪
つ
て
市
場
を

す
る
と
信
ず
る
、
例
へ
ば
パ
ナ
マ
人
は
元
来
靴
姻
断
し
て
居
る
現
欣
よ
り
見
ぢ
も
、
将
束
決
し

羹
ふ
も
の
を
股
か
な
か
っ
た
、
股
か
な
い
の
て
冒
視
し
て
ほ
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る
と
考
へ

で
ほ
な
い
、
履
け
な
か
っ
た
の
で
あ
る
、
然
る
る
の
で
あ
る
、
此
虞
で
一
言
希
距
と
し
て
述
べ

に
最
近
に
至
っ
ャ
其
の
バ
ナ
マ
人
に
靴
を
履
か
て
見
た
い
の
は
、
成
る
程
日
本
製
品
は
債
格
も

せ
た
の
ほ
誰
で
あ
る
か
、
日
本
人
で
あ
る
、
斯
廉
く
、
質
も
い
4

の
で
あ
る
が
、
ど
う
も
諸
外

く
の
如
く
、
日
本
酷
業
の
海
外
進
出
ほ
同
時
に
阪
の
製
品
に
見
る
様
な
其
の
國
獨
特
の
匂
ひ
が

賭
外
國
の
文
化
、
道
徳
の
向
上
に
貢
献
し
つ
ヽ
少
い
様
に
息
ほ
れ
る
、
云
は
ゞ
此
の
商
品
の
品

格
と
云
っ
た
様
な
も
の
に
も
相
常
力
を
注
い
で

突
進
す
る
の
で
あ
る
、
其
虞
に
こ
そ
日
本
塁

頂
ぎ
度
い
、
現
今
で
は
日
本
産
業
も
既
に
模
倣

及
日
本
人
の
瞑
の
使
命
が
な
く
て
は
な
ら
な
い

時
代
を
過
ぎ
た
の
で
あ
る
か
ら
日
本
獨
特
の
匂

そ
れ
で
こ
そ
初
め
て
海
外
焚
展
と
云
ひ
褐
る
の

ひ
、
日
本
獨
特
の
品
格
を
持
た
せ
る
事
ほ
左
程

で
あ
る
、
及
ば
ず
な
が
ら
吾
々
海
外
居
住
者
ほ

困
難
な
事
で
ほ
な
か
ら
う
と
考
へ
る
の
で
あ

純
て
其
の
氣
構
へ
で
仕
事
を
し
て
居
る
の
で
あ

る
、
今
や
我
が
闊
も
東
洋
の
日
本
か
ら
他
界
の
る

最
後
に
誨
外
在
住
邦
人
に
課
せ
ら
れ
た
種
々

日
本
に
迄
成
長
し
た
、
今
後
益
々
其
の
精
帥
を

な
る
間
題
に
就
い
て
卿
か
私
見
を
述
べ
て
見
た

忘
れ
て
ほ
な
ら
な
い
と
思
ふ
、
今
ペ
ル
ー
に
例

し
其
の
第
一
ほ
在
外
邦
人
の
行
詰
り
の
間
題

を
と
つ
て
見
て
も
日
本
骸
業
の
進
出
ほ
目
覺
ま
、
、

し
い
も
の
が
あ
る
、
昨
年
穴
月
迄
の
ペ
ル
ー
蔚
で
あ
る
、
ベ
ル
ー
に
就
い
て
考
へ
て
見
て
も
、

在
留
邦
人
ほ
紙
に
凡
ゆ
る
方
而
に
手
を
出
し
て

日
本
の
輪
出
人
額
を
見
る
に
日
本
よ
り
の
綸
出ー

居
る
し
、
各
方
而
と
も
殆
ど
行
詰
り
の
状
態
で

六
面
六
十
萬
九
百
八
十
四
ソ
ー
レ
ス
、
ペ
ル

あ
る
か
の
様
に
思
は
れ
て
居
る
し
、
又
さ
ぅ
云

か
ら
の
轍
人
五
百
二
十
萬
六
千
二
百
一
一
平
＇
萬
ソ

ふ
腺
を
艇
々
聞
く
の
で
あ
る
、
然
し
な
が
ら
そ

・
レ
ス
に
逹
し
て
居
る
、
之
を
敦
年
前
の
貿
易

額
に
比
較
し
て
見
る
と
約
十
倍
以
上
の
壻
加
で
れ
は
昔
空
抹
に
寝
て
居
て
も
、
金
の
価
か
る
と

あ
る
、
ペ
ル
ー
よ
り
日
本
へ
来
る
物
資
ほ
大
部
云
ふ
様
な
事
が
無
く
な
っ
た
と
云
ふ
丈
の
事
で

魯
花
で
あ
る
が
、
ペ
ル
ー
棉
化
を
日
本
が
買
あ
っ
て
、
そ
ん
な
所
ほ
現
今
で
は
南
米
ば
か
り

ひ
初
め
た
の
ほ
此
慮
二
、
三
年
来
の
事
で
あ
そ
で
は
な
い
批
界
の
何
慮
に
も
あ
る
わ
け
が
な
い

喜
丈
日
本
工
業
が
進
歩
し
た
と
も
云
ひ
得
る
の
で
あ
る
、
私
は
日
本
へ
蹄
つ
て
来
て
恐
し
い

と
思
ふ
、
日
本
よ
り
綸
出
さ
れ
る
物
資
ほ
、
綿
布
一
様
な
氣
持
に
さ
へ
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
切
符

綿
製
品
、
雑
貨
等
で
あ
る
が
、
将
来
そ
れ
等
の
を
賀
ふ
時
で
も
、
汽
車
や
電
車
へ
乖
る
時
で
も

も
の
の
み
な
ら
ず
、
窄
業
日
本
の
あ
ら
ゆ
る
エ
ウ
ッ
カ
リ
し
て
居
る
と
ハ
ネ
出
さ
れ
て
了
ふ
‘
-

業
生
産
品
の
鍮
出
が
可
能
で
あ
ら
う
と
考
ヘ
一
ペ
ル
ー
の
人
口
の
十
倍
に
近
い
人
々
が
面
積
に
一

――
― 

＇ 

於
い
て
半
分
も
な
い
狭
い
所
で
押
合
っ
て
居

る
、
そ
し
て
働
い
て
も
働
い
て
も
暮
し
の
柴
に

な
ら
な
い
人
が
澤
山
あ
る
の
が
日
本
の
現
欣
で

あ
る
、
尤
も
そ
れ
が
日
本
を
外
へ
外
へ
と
装
展

せ
し
め
る
素
因
で
ほ
あ
ら
う
が
、
其
の
様
な
日

本
内
地
こ
そ
が
ほ
ん
と
う
に
行
詰
つ
て
居
る
の

で
あ
つ
て
、
そ
う
し
た
意
味
の
行
詰
り
は
ま
だ

／
＼
ベ
ル
ー
等
に
ほ
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
、

相
常
に
顕
も
働
か
し
、
舷
も
使
っ
て
働
く
覺
悟

で
あ
れ
ば
更
に
／
＼
そ
の
餘
地
が
残
さ
れ
て
居

る
と
恩
ふ
の
で
あ
る
、
少
く
と
も
働
い
て
も
働

い
て
も
生
活
が
槃
に
な
ら
な
い
等
と
云
ふ
事
は

絶
蜀
に
な
い
と
思
は
れ
る

次
に
在
外
邦
人
が
困
惑
し
て
居
る
共
通
の
憐

み
は
第
二
枇
の
問
題
で
あ
る
、
北
米
で
も
此
の

問
題
に
ほ
相
常
惜
ま
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
従

墨
殺
の
考
へ
も
日
本
政
府
の
方
針
も
第
二
世

ほ
何
れ
も
皆
あ
ち
ら
の
数
育
を
受
け
さ
せ
て
、

あ
ち
ら
の
國
家
に
同
化
さ
せ
る
事
が
最
善
の
方

法
で
あ
る
と
し
、
又
そ
う
云
ふ
方
針
で
や
つ
て

束
た
、
が
や
つ
て
見
る
と
成
る
程
文
化
的
に
も

言
葉
も
風
習
も
思
想
も
す
つ
か
り
同
化
す
る
事

ほ
出
来
る
、
然
し
如
何
に
し
て
も
同
化
出
来
な

い
も
の
ほ
皮
膚
の
色
で
あ
る
、
こ
ち
ら
で
幾
等

同
化
し
や
う
と
し
て
も
、
向
ふ
が
同
一
に
ほ
扱

つ
て
呉
れ
な
い
の
で
あ
る
、
種
々
な
る
國
際
問

題
が
色
々
な
形
で
現
れ
て
来
る
が
問
題
の
裏
面

に
必
ず
流
れ
て
居
る
も
の
ほ
人
種
間
題
で
あ

る
、
第
二

ilt
の
場
合
に
も
最
後
に
ほ
そ
の
問
題

で
行
詰
つ
て
了
ふ
の
で
あ
る
、
外
図
に
居
て
吾

々
ほ
曝
々
種
々
な
る
追
害
と
侮
蔑
と
に
際
會
す

る
、
其
の
際
常
に
自
分
自
身
を
激
闘
し
、
糊
撻

し
て
奥
れ
る
も
の
ほ
「
俺
ほ
日
本
人
だ
ぞ
」
と
云

ふ
事
で
あ
る
、
此
の
根
本
の
精
肺
を
骨
抜
ぎ
に

し
た
第
二
他
に
何
が
出
来
る
で
あ
ら
う
か
、
第

髯
に
ほ
や
ほ
り
日
本
人
と
し
て
の
敦
育
が
必

要
誓
云
ふ
事
に
最
近
氣
が
附
い
て
来
た
、
斯

か
る
見
地
か
ら
ベ
ル
ー
で
は
現
在
幾
多
の
犠
牲

を
彿
ひ
つ
ヽ
も
三
十
有
餘
の
日
本
人
小
學
校
を

性
鼻
加
答
兒
G
-
）
ア
ン
ギ
ー
ナ
（
咽
喉
の
腫
れ

痛
む
も
の
）
（
一
1-

）
上
氣
逍
加
答
兒
（
四
）
肺
炎

（
五
）
ロ
イ
マ
チ
ス
（
六
）
紳
舞
痛
及
顔
面
紳
純
麻

痺
（
七
百
胃
腸
障
碍
；
八
）
泌
尿
器
障
碍
（
排
尿
困

難
等
）
等
で
あ
る
が
大
部
分
寒
冷
作
用
に
闊
聯

一ー惑

胃

豫

防

心 電 仔｀•
~) 
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持
つ
て
居
る
、
此
虞
で
ウ
ン
と
日
本
敬
育
を
揆

け
、
更
に

K
級
の
路
校
へ
行
く
者
の
み
彼
地
の

震
へ
入
れ
る
事
に
し
て
居
る
、
日
本
人
小
學

校
を
卒
業
し
て
ょ
噂
愚
校
へ
進
む
場
合
に
ほ

小
駆
枚
卒
業
の
椀
定
試
験
を
受
け
る
事
に
な
っ

て
居
る
が
従
来
の
所
で
ほ
橡
定
試
瞼
に
於
い
て

極
め
て
良
好
な
成
績
を
摯
げ
て
居
る
、
小
學
校

卒
業
後
と
雖
へ
ど
も
姻
時
同
窓
會
を
開
催
し
て

互
に
日
本
精
紳
を
鼓
吹
し
日
本
人
た
る
の
自
覺

を
失
は
し
め
な
い
探
に
努
力
し
て
居
る
の
で
あ

る
、
外
國
に
於
い
て
日
本
敦
育
を
擾
け
る
事
を

以
つ
て
偏
狭
な
り
と
為
す
徒
輩
も
少
く
な
い
、

然
し
私
を
し
て
云
ほ
し
め
れ
ば
寧
ろ
そ
れ
ほ
反

到
で
あ
る
と
考
へ
る
、
彼
等
に
日
本
敦
育
を
揆

け
る
事
に
依
つ
て
の
み
、
属
に
彼
等
を
し
て
彼

國
の
為
に
も
我
が
日
本
帝
麟
の
総
に
も
役
に
立

つ
人
間
た
ら
し
め
得
る
の
で
あ
る
、
我
が
日
本

賃
ほ
「
日
本
の
事
喜
へ
て
居
れ
ば
他
國
の

事
は
何
も
考
へ
な
く
て
も
い
ヽ
」
等
羹
ふ
様

な
ヶ
チ
な
精
神
で
ほ
無
い
の
で
あ
る
、
ベ
ル
ー

蒻
い
て
日
本
教
育
を
受
け
た
第
二
枇
逹
が
や

が
て
確
固
不
動
の
猜
神
を
以
つ
て
ペ
ル
ー
の
為

に
為
す
あ
る
で
あ
ら
う
こ
と
を
信
じ
て
疑
ほ
な

い
の
で
あ
る
、
私
ほ
此
度
び
五
人
の
日
本
人
数

師
を
ペ
ル
ー
に
お
逍
れ
す
る
事
に
し
て
居
る
。

最
後
に
一
言
し
て
置
き
度
い
の
ほ
排
日
の
問

題
で
あ
る
、
最
近
。
ヘ
ル
ー
に
於
い
て
も
ま
ヽ
排

日
の
墜
を
聞
く
の
で
あ
る
が
そ
れ
ほ
純
濡
戦
の

常
逍
に
於
い
て
ほ
到
底
日
本
に
勝
目
の
な
い
先

進
賭
國
の
策
動
に
過
ぎ
な
い
、
前
に
も
述
べ
た

様
に
現
今
迄
ほ
宰
央
、
米
其
の
他
の
先
進
諸
國
が

南
米
の
利
益
を
恣
に
し
て
居
た
、
其
虞
へ
決
河

の
勢
で
日
本
産
業
が
割
込
ん
で
来
る
、
而
も
彼

等
ほ
常
道
に
於
い
て
ほ
日
本
と
太
刀
打
ち
出
来

な
い
の
で
あ
る
、
彼
等
が
あ
わ
て
る
の
も
無
理

ほ
な
い
の
で
あ
る
、
だ
が
そ
れ
ほ
肌
に
一
部
の

人
間
の
策
動
で
あ
っ
て
、
大
衆
ほ
そ
れ
に
ほ
何

等
の
闘
心
を
持
つ
て
居
な
い
、
排
日
の
新
聞
を

喧
し
く
賣
つ
て
居
る
新
聞
襄
の
鈴
を
く
ゞ
つ
て

I

-＿一●ー―
__ 

1
 

を
吸
つ
て
只
鼻
汁
丈
け
が
旺
に
分
泌
す
る
事
が

あ
り
叉
口
で
呼
吸
し
て
咽
喉
部
に
一
時
的
に
痛

を
感
ず
る
丈
け
の
事
が
あ
り
其
の
他
流
涙
、
噴

嘆
頻
登
等
を
訴
へ
る
等
ほ
之
丈
け
で
す
む
時
は

寒
冷
に
毀
す
る
反
射
作
用
に
す
ぎ
ぬ
の
で
殷
い

,
 
．．
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'·999999,'•99999, 
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]
5
皮
料
を
咄
牡
に
す
る
こ
と

適
度
の
運
動
、
規
期
的
生
活
に
よ
り
身
憫
の
強
牡
を
は
か
り
殊
に
乾
布
摩
擦
や

i

＊
宰
氣
浴
を
行
ひ
叉
冷
水
浴
、
冷
水
摩
擦
の
習
慣
あ
る
も
の
は
之
を
績
行
し
て
寒
~

さ
に
釘
す
る
皮
膚
の
抵
抗
力
を
強
め
る
こ
と

」
3
不
振
生
を
避
け
る
こ
と

怪
飲
、
船
食
‘
夜
更
か
し
、
過
度
の
症
努
等
は
身
謄
を
弱
め
感
胃
に
罹
り
易
く

i

[

な

り

ま

す

か

ら

注

意

す

る

こ

と

」

(9
衣
服
に
注
意
す
る
こ
と

不
潔
な
衣
服
を
着
川
せ
ぬ
こ
と
、
温
い
室
内
で
は
薄
く
し
寒
ふ
所
へ
出
る
時
は
｀
＂

厚
く
す
る
等
閥
温
の
調
節
を
闊
る
こ
と

[
)
マ
ス
ク
を
か
け
る
こ
と

殊
に
外
出
時
．
ど
居
．
活
動
汽
車
電
車
婚
混
み
合
ふ
場
所
に
て
は
必
要
で
す
、
[

病
人
．
咳
を
す
る
人
は
日
翌
非
か
け
る
こ
と

入
ゥ
含
嗽
を
励
行
す
る
こ
と

-
f
l
数
回
行
ふ
こ
と
殊
に
外
出
か
ら
鯨
つ
て
来
た
時
に
は
日
翌
非
行
ふ
こ
と
、
五
[

十
倍
の
成
曹
水
、
食
靡
菜
．
硼
酸
水
、
叉
は
術
茶
、
微
温
湯
で
も
結
構
で
す
一

G}
病
人
に
近
寄
ら
ぬ
こ
と

成
可
病
人
は
塙
離
す
る
こ
と
又
自
分
が
拙
っ
た
時
は
家
族
を
除
り
近
寄
ら
せ
な

i

＂

い

こ

と

＠
料
氣
丙
佃
っ
た
時
は
早
く
習
師
の
診
朕
を
受
け
る
こ
と

殊
に
悪
惑
、
発
熱
．
頭
痛
、
咳
嗽
あ
る
時
吐
安
幡
に
し
て
直
ぐ
腎
師
に
診
て
貰

i

ふ
こ
と

999999999,',•999999,
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999999999999.,'

,
99,•99 ,̀ 
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し
て
居
る
の
で
一
括
し
て
感
胄
と
概
栂
し
て
居
意
味
で
ほ
感
肖
で
ほ
あ
る
が
普
通
之
丈
け
で
ほ

る
わ
け
で
あ
る
、
然
ら
ば
寒
冷
作
用
が
之
等
悉
感
同
に
罹
っ
た
と
ほ
云
ほ
な
い
様
で
あ
る
、
感

く
の
原
因
で
あ
る
か
と
云
へ
ば
さ
う
で
ほ
な
い
円
ほ
鼻
汁
分
泌
と
共
に
鼻
粘
膜
の
痰
赤
腫
脹
等

ら
し
い
、
矢
張
り
細
歯
が
之
等
症
朕
を
起
す
主
炎
症
症
状
を
伴
ふ
の
が
普
通
で
あ
り
し
か
も
こ

役
を
演
じ
て
居
る
様
で
あ
る
、
寒
冷
な
る
空
氣
の
炎
症
ほ
撰
大
す
る
性
質
が
あ
る
、
即
ち
鼻
か

四
五
六
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別
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別
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（
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汽
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（
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帆
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汽
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（
小
）
汽
船
（
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ら
咽
喉
へ
そ
れ
か
ら
氣
管
．
へ
と
搬
が
る
之
の
反

野
も
あ
る
之
ほ
鼻
加
答
兒
等
に
罹
つ
て
か
ら
身

第
霞
を
い
く
ら
温
め
て
居
て
も
掘
が
る
場
合
が
多

―
―
ー
い
の
で
之
を
以
つ
て
見
て
も
細
菌
が
闊
典
し
て

種
居
る
事
ほ
考
へ
ら
れ
る
が
、
目
下
の
虞
こ
の
細

郵便
菌
の
本
證
が
不
明
な
の
で
あ
る
、
大
正
七
、
八

物
年
大
流
行
時
の
流
感
は
パ
イ
フ
ニ
ル
氏
の
イ
ソ

認
フ
ル
エ
ソ
ザ
菌
で
あ
り
大
流
行
を
す
る
感
阿
は

可

此
の
菌
に
よ
る
と
さ
れ
て
居
る
が
、
こ
れ
に
も

疑
間
を
悩
＜
挫
者
が
多
く
現
在
で
ほ
漉
過
性
病

原
陵
と
稲
し
て
素
燒
の
目
を
自
由
に
通
過
す
る

程
微
小
な
細
菌
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
説

が
有
力
で
あ
る
、
素
燒
の
目
を
通
過
す
る
程
の

微
小
骰
で
あ
る
か
ら
勿
論
マ
ス
ク
等
は
通
過
自

在
で
あ
り
此
の
幽
マ
ス
ク
の
債
値
ほ
低
下
す
る

を
免
れ
ぬ
が
試
み
に
硝
子
に
向
つ
て
咳
嗽
を
す

廣

る
と
聾
品
大
き
な
唾
液
（
叉
ほ
痰
）
片
の
飛
散
せ

島
る
を
證
明
す
る
事
が
出
来
る
が
か
と
る
大
き
い

飛
沫
は
マ
ス
ク
に
よ
り
防
止
し
得
る
事
ほ
明
か

で
且
空
中
の
塵
埃
等
の
剌
戟
物
を
避
け
叉
寒
烈

市
な
る
空
氣
を
直
接
吸
込
む
事
を
緩
和
す
る
作
用

が
あ
る
か
ら
マ
ス
ク
を
奨
励
す
る
事
は
無
用
で

ほ
な
い
と
思
ふ

報
細
菌
が
原
因
で
あ
る
と
し
て
寒
さ
が
如
何
に

之
に
闊
聯
す
る
か
人
陸
と
寒
さ
と
の
関
係
ほ
中

々
複
雑
し
て
此
慮
に
記
述
し
切
れ
ぬ
が
大
骰
皮

一
胸
を
寒
冷
に
す
る
と
皮
腐
ほ
貧
血
を
起
し
叉
腎

一
臓
の
血
管
も
牧
縮
し
反
野
に
肺
臓
や
呼
吸
器
道

胃
腸
等
の
粘
膜
ほ
充
血
を
起
す
の
で
皮
膚
を
寒

冷
に
す
る
事
ほ
相
常
の
影
響
を
全
身
に
及
ぽ
す

昭
i

も
の
で
あ
る
、
而
し
て
こ
の
寒
冷
作
用
後
は
循

手
還
充
進
反
應
と
稲
し
て
一
種
の
反
射
作
用
が
起

1

り
寒
冷
に
依
つ
て
生
じ
た
影
愕
を
調
節
し
全
身

＋
 

年
を
盤
調
に
保
た
ん
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
此
の

反
射
作
用
が
鈍
く
な
っ
た
り
不
良
に
な
っ
た
り

"
1
-十

す
る
と
全
身
の
調
子
が
惑
く
な
り
所
謂
「
風
邪

月H

氣
」
な
る
感
を
起
し
抵
抗
力
も
減
じ
細
菌
の
進

出
を
促
し
こ
4

に
感
胃
に
罹
る
も
の
で
あ
る
と

云
ほ
れ
て
居
る
、
こ
の
反
應
作
用
ほ
主
と
し
て

―-、全九 入

晏
一
0

、―――――

零
港

③
 

究
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乗

客

降

客

廣
島
港
出
入
船
舶
数
並
乗
降
客
員
敷
表
（
昭
和
十
年
）

．、

-
9
、
突

合 雑 戸
内
使
用
人

通

信

運

轍

水

産

業

殿

林

業

商
ヽ

,
’
f
1
,

＇

,

'

，

'

，

'

,

‘

'

し

9

9

.

‘

,

9

9

9

9

,

9

,

9

9

,

.. 
計 業 業

土

木

建

箔

工
業
及
鍍
業

職

別

RL1 

:J1 
ノ‘

I..; ユこ 允

四
畏 -

3
 -^

 -_L→ ，、
/‘ 

盆
七
七
六
0

ノ‘ 六
――七 兌

男

女ン

計j

求

人

数
奮
9

A9 
34念

四

盆
． 

4ニ ＝ 袋 一六
吾
宍

四
五
九

• 

写

中
央
職
業
紹
介
所
事
業
成
績

p 

＾ 
一七

・

ク

’

男

女

:Jし

こ

10~ 
―
-
[
）
 

三
i
O
 一六

」ヒ

羮

四
五
八

一七
0 ――-^ —•~ 

一
を
七

二
六 一

写

．
 -̂ ll..ヨ 一六

大-.__ 
’‘ 

吾一

＾ 
I ;;,ゞ

計 J

男

'女）

計

求

職

者

数

就

職

者

数

（
十
二
月
分
）

所
仝
東
隣
保
館
＾
修
道
院
£
段
原
町
住
宅
ム

白
島
町
住
宅
A

祉
會
事
業
婦
人
會
A

東
公
益

質
屋
A
-
＝
篠
託
兒
所
△
廣
瀬
託
兒
所
仝
養
老

院
仝
四
公
益
質
屋
ム
西
診
療
所
ム
観
香
町
住

宅
ム
舟
入
町
住
宅
△
江
波
託
兒
所
仝
早
津
託

兒
所
△
幅
島
町
住
宅
△
西
隣
保
館

作
用
せ
ぬ
時
や
身
賤
抵
抗
力
の
低
い
時
に
ほ
僅
る
時
は
此
の
反
應
も
活
浪
で
感
同
に
も
罹
り
難
思
っ
た
ら
巌
に
安
静
を
守
る
可
き
で
小
兒
の
避

か
の
寒
冷
に
よ
っ
て
も
容
易
く
感
同
に
椛
る
わ
一
い
、
足
袋
を
脱
ぐ
と
す
ぐ
感
屑
に
罹
る
様
な
人
び
度
い
氣
の
為
め
動
き
廻
り
叉
氣
の
勝
っ
た
老

け
で
あ
る
、
即
ち
身
骰
虚
弱
な
る
時
、
疲
努
、

i

で
も
犀
隷
唸
で
皮
腐
を
寒
氣
に
隊
し
叉
睾
師
の
前
人
、
．
律
氣
な
老
人
の
無
理
務
め
等
に
は
十
分
の

病
後
、
飢
餓
、
榮
養
不
足
又
ほ
過
剃
の
時
又
婦
一
で
肌
を
露
出
し
て
居
て
も
割
合
感
同
に
は
罹
ら
警
戒
を
怠
ら
ぬ
採
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
、
叉

人
な
れ
ば
月
純
時
、
姫
娠
時
等
ほ
罹
り
易
い
、

i

ぬ
も
の
で
あ
る
、
柄
紳
を
常
に
快
活
明
朗
に
保
局
所
の
豫
防
及
治
療
も
相
常
効
果
の
あ
る
も
の

か
4

る
朕
態
に
あ
る
人
は
特
に
注
意
す
可
き
で
-
つ
事
は
何
事
に
つ
け
て
も
有
利
な
も
の
で
あ
で
含
嗽
、
吸
入
等
ほ
よ
い
方
法
で
あ
る
が
殊
に

・
る
、
其
の
他
細
菌
を
避
け
る
目
的
で
患
者
に
近
一
含
嗽
は
外
出
後
に
は
必
ず
行
ひ
就
裟
前
起
床
時

あ
る
、
又
こ
の
反
幽
作
用
ほ
短
時
間
激
寒
が
作
i

一
寄
ら
ぬ
事
、
人
混
み
の
中
に
入
ら
ぬ
様
力
め
る
―
の
順
に
闘
行
し
た
い
も
の
と
思
ふ
、
感
阿
に
罹

用
す
る
よ
り
も
長
時
間
僅
か
の
寒
さ
が
作
用
す
＿

る
方
が
行
ほ
れ
難
く
従
っ
て
感
円
に
罹
り
易
一
事
も
豫
防
上
有
効
な
る
ほ
勿
論
で
あ
る
、
以
上
一
か
っ
た
ら
院
師
に
つ
く
の
が
原
則
で
素
人
療
法

一
記
述
の
如
く
し
て
十
分
に
注
意
し
て
居
て
も
寒
一
ほ
艇
々
危
瞼
を
惹
起
す
る
、
止
む
を
得
ず
臀
師

い
、
普
通
寒
冷
作
用
が
皮
膚
に
作
用
す
る
時
は

寒
い
と
云
ふ
感
じ
が
伴
ふ
の
で
あ
る
か
ら
寒
冷
一
期
に
於
い
て
は
大
な
り
小
な
り
寒
冷
の
作
用
を
一
に
か
ヽ
ら
ぬ
時
は
安
静
第
一
で
温
か
に
身
臆
を

作
用
を
避
け
る
為
め
に
ほ
寒
く
な
い
様
に
す
る
一
受
け
て
居
る
の
で
あ
り
叉
細
菌
も
如
何
に
注
意
一
保
ち
無
暗
に
下
熱
闘
を
用
ひ
ず
熱
い
湯
茶
、
橙

し
て
も
侵
入
せ
ぬ
と
限
ら
ず
従
つ
て
感
冒
に
罹
一
湯
等
で
稜
汗
を
計
る
が
安
全
で
あ
る
が
い
4

加

事
が
肝
要
で
あ
る
、
衣
類
ほ
寒
く
な
い
程
度
に
一

翌
隋
を
す
る
方
が
よ
く
厚
房
癖
を
つ
け
る
と
芦
誓
且
喜
支
璽
（
淋
巴
性
璽
、
一
減
な
事
を
し
て
終
に
欝
師
に
手
遁
れ
と
宜
言
さ

調
節
に
融
通
が
き
か
な
く
な
り
叉
皮
膚
の
抵
抗
二
岬
純
質
、
滲
出
性
證
質
等
）
と
し
て
寒
冷
作
川
：
れ
る
事
ほ
文
化
人
と
し
て
醜
態
の
う
ち
に
麗
す

；
グ
を
雙
ず
る
が
叉
無
暗
に
湖
荒
を
す
る
事
は
何
一
ゃ
細
菌
に
到
し
て
特
に
負
け
易
い
人
ほ
如
側
に

i

る
も
の
で
あ
ら
う
、
こ
の
一
文
を
讀
ま
れ
た
人

]
注
意
し
て
も
罹
る
事
が
多
い
、
か
ヽ
る
場
合
に

i

は
今
一
應
市
よ
り
配
布
の
流
感
豫
防
心
得
の
ピ

時
も
う
す
ら
寒
さ
を
感
じ
て
居
り
即
ち
長
時
間
―

寒
冷
作
用
を
受
け
る
事
に
な
り
前
記
の
如
く
感
五
病
愛
進
行
防
止
に
心
懸
く
可
き
で
特
に
肺
炎
一
ラ
を
譲
ま
れ
る
事
を
御
奨
め
し
坐
を
掴
く
次
第

胃

に

罹

り

易

い

＿

豫

防

に

注

意

す

可

き

で

あ

る

、

其

の

要

諦

は

保

]

で

あ

る

（

昭

十

一

、

一

、

廿

）

灌
、
安
勝
に
あ
る
、
殊
に
老
人
、
小
兒
、
慢
性
—

叉
不
注
意
に
汚
れ
た
齋
物
殊
に
肌
齋
を
齋
て
一

一
居
る
事
ほ
瘤
物
の
保
温
力
が
低
下
し
て
．
居
る
為
一

f̀iiJtJ‘ 

.

』

-

め
厚
荊
を
し
て
居
て
も
身
陵
が
冷
え
易
く
豫
防
[

の
目
的
に
添
は
な
い
、
感
肖
豫
防
の
為
の
皮
廊
一
日
の

祉
會
事
業
調
査
委
員
會
開
催

迅

の
鍛
練
と
し
て
冷
水
浴
、
冷
水
摩
擦
を
行
ふ
事
一
十

ほ
短
時
間
皮
腐
に
寒
冷
作
川
を
及
ぽ
し
之
が
反
一
三
＿

1最

應
作
用
を
活
喜
に
す
る
の
が
主
眼
目
で
あ
る
が
一
九

未
だ
こ
の
反
應
作
用
が
左
程
強
く
な
い
の
に
冬
一
廿
年

期

か

ら

之

を

始

め

る

の

ほ

餘

り

に

強

い

寒

冷

を

月

祉

會

事

業

施

設

を

細

に

視

察

ー

ー

l

受
け
過
ぎ
反
應
作
用
之
に
伴
ほ
ざ
る
事
が
あ
る
―
一
本

一

か
ら
従
つ
て
害
を
受
け
る
事
が
あ
り
之
は
温
か

い
時
季
か
ら
始
め
る
が
安
全
で
寒
い
時
か
ら
始
一
ー

め
る
に
は
日
光
浴
、
空
氣
浴
（
之
ほ
就
寝
時
朕
一
本
年
最
初
の
祉
箇
事
業
詞
査
委
員
會
は
~
一
月

衣
に
辛
哺
換
へ
る
時
傑
騰
と
な
る
丈
け
で
も
効
が
―
二
十
九
、
三
十
の
雨
日
午
前
十
時
か
ら
間
他
さ

あ
る
）
乾
布
殿
擦
（
之
ほ
乾
布
で
身
腔
の
赤
く
一
れ
た
が
前
回
の
委
員
會
の
決
議
に
も
と
づ
き
左

記
二

な
る
迄
庶
擦
す
る
の
で
あ
る
が
初
め
ほ
蒲
園
の
一
十
六
ヶ
所
の
祉
會
事
業
施
設
を
視
察
し
た

中
で
行
っ
て
も
効
が
あ
る
）
等
を
行
ふ
が
よ
い
一
△
職
業
紹
介
所
A

千
田
町
住
宅
△
無
料
宿
泊

叉
こ
の
寒
冷
に
弱
す
る
循
還
充
進
反
應
作
用
は
一
所
令
皆
貿
町
住
宅
△
宇
品
學
園
△
楠
那
託
兒

紳
純
（
植
物
紳
紐
）
が
司
つ
て
居
る
も
の
で
あ
る
一
所
△
仁
保
託
兒
所
仝
東
診
療
所
仝
荒
紳
託
兒
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＠
牧
入
證
紙
賣
捌
所

@@@@  

汲汲

肛

績

営
分
の
間
市
役
所
保
健
課
で
取
扱
ひ
ま
す
申
込
書
を
差
上
げ
ま
す
か
ら
そ
れ
に
所
定
の
堺
柄
を
記
入
し
て
拾
五
錢
の
牧
入
證
紙
を
貼

付
し
て
お
出
し
下
さ
い

巾
込
粛
と
引
換
に
汲
取
券
を
御
渡
し
致
し
ま
す
か
ら
汲
取
に
参

b
ま
し
た
時
汲
取
人
に
御
渡
し
下
さ
い

第
二
回
目
よ

b
は
没
取
券
を
御
持
ち
の
方
に
限

b
電
話
で
も
申
込
み
を
受
付
け
ま
す

申
込
受
付
開
始

申

込

場

所

取

開

始

取

料

金

4
 

市

役

所

農

工

銀

行

（

営

分

の

間

）

炭

島

．
iui
船
組
（
宇
品
町
三
丁
目
）

尚
市
役
所
の
汲
取
人
は
所
定
の
服
装
を
着
け
て
居
ま
す
。
汲
取
人
に
は
如
何
な
る
鯉
由
あ
る
も
金
品
を
恵
典
し
な
い
様
切
に
お
願
し
ま
す

汲
取
人
が
金
品
を
要
求
す
る
様
な
言
動
が
あ
っ
た
場
合
は
御
面
倒
で
も
直
に
市
の
方
へ
御
知
せ
下
さ
い

昭

和

十

年

月

｀
 

會

拾
J ー

一二Li

錢
（
四
斗
入
一
荷

日

市
役
所
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廣

島

£
 市

一
荷
末
瀾
で
も
一
荷
と
す
）

役

綸 所

屎
尿
の
汲
取
は
愈
々
二
月
一
日
か
ら
市
役
所
の
直
螢
に
な
り
ま
し

t
御
困
り
の
方
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績
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御
申
込

み
下
さ
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◇
三
月
十
日
陸
軍
記
念
日
行
事
決
定
：

．．．．．． 
緊
七

◇
昭
和
十
一
年
度
海
軍
志
願
兵
徽
募
・
・
・
・
・
・
・
西
窄

◇
小
學
校
長
會
巴
斐
小
恩
校
で
開
催
：
’
・
・
・
・
・
西
窄

◇
憔
業
紺
合
規
約
例
解
説
盆
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
窒

◇
選
學
法
と
選
撃
粛
正
：

．．．．．．．．．．．．．．．． 
緊
九

◇
新
入
駆
兒
弄
年
を
持
つ
お
母
橡
ヘ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
や

i
-

―

◇
廣
島
市
就
會
事
業
第
一
回
座
談
會

(
-
l
)
：
•
西
澁

◇
各
稲
統
計
：
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
西
共

念
都
市
の
衛
生
化
仝
産
業
道
路
を
計
擬
令
小
賣
業

者
を
到
象
と
し
て
商
業
簿
記
講
習
會
開
催
△
知
識

階
級
織
業
輔
恐
商
業
作
文
と
書
道
を
開
講
今
器
葬

場
近
く
瘤
工
の
邁
び
仝
風
致
地
匿
指
定
△
炭
都
の

道
路
網
△
観
光
ホ
テ
ル
具
腔
化
今
大
帥
都
の
計
概

成
る
△
新
聞
網
済
記
事
の
學
習
（
さ
△
赤
十
字
病

院
建
設
に
伴
ふ
就
員
募
集
朕
況
会
）

◇
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◇
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と
で
あ
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た
の
で
京
橋
と
名
づ
け
ら
れ
た
と
の
こ

5

．ゞ

京
橋
は
毛
利
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在
城
の
時
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二
月
二
十
日
綿
選
畢
執
行

去
る
一
月
二
十
一
日
談
會
が
解
散
さ

i

れ
て
所
謂
普
選
第
四
次
の
衆
議
院
議
員

i

練
置
胃
一
一
月
二
十
日
を
以
て
全
國
一

i

齊
に
執
行
さ
れ
た
本
市
に
於
け
る
選
學

i

雷
日
の
有
櫂
者
綿
敷
は
六
萬
九
百
五
十

i

〗
三
人
で
投
票
所
ほ
十
六
箇
所
を
設
け
た
~

-
淫
造
學
の
営
日
は
天
候
に
も
悪
ま
れ
て
投
~

~
票
開
始
後
一
時
間
に
し
て
五
千
二
百
餘
~

i

人
の
投
票
者
あ
り
午
後
六
時
投
票
締
切

i

i

迄
の
投
票
者
ほ
四
萬
九
千
一
壬
白
四
十
一
―
―
―

i

人
で
之
に
豫
め
不
在
投
票
を
為
し
た
四

i

2
}
g
i
十
人
を
合
せ
て
投
票
者
聰
数
ほ
四
萬
一

~
九
千
七
酉
五
十
三
人
と
な
り
棄
椛
者
ほ

i

~
一
萬
一
千
二
百
人
、
有
櫂
者
に
野
す
る
~

i

棄
椛
歩
合
は
一
割
八
分
四
厘
と
云
ふ
好

i

~
成
績
を
攀
げ
た

i

翌
二
十
一
日
午
前
八
時
よ
り
市
内
東
一

一
西
二
箇
所
の
開
崇
所
で
開
票
を
行
ひ
何

i

一
れ
も
午
後
三
時
過
ぎ
其
の
事
務
を
結
了

i

~
し
こ
キ
ー

i

議
會
解
散
以
来
満
一
箇
月
、
不
在
者

i

i

投
稟
の
事
務
を
始
め
選
學
人
の
暴
動
一

i

調
、
投
票
所
の
設
備
其
の
他
演
説
會
場

i

i

や
粛
正
運
動
に
も
忙
殺
さ
れ
殊
に
選
學

i

~
常
日
の
如
き
殆
ん
ど
全
襄
員
が
此
の
事

i

~
務
に
闊
輿
し
て
薮
に
上
下
を
攀
げ
て
の

i

i

粛
正
運
動
と
改
正
法
規
の
運
用
如
何
を

i

~
注
目
さ
れ
た
意
義
深
ぎ
本
選
學
も
無
事

i

i

終
了
を
告
げ
た
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＠
廣
島
市
告
示
甲
第
一
l

l

競

衡
生
組
合
規
約
椀
準
制
定

ノ
件

術
生
紐
合
規
約
擦
準
左
ノ
通
リ
定
ム

昭
和
十
一
年
二
月
七
日

殷
島
市
長
横
山
金
太
郎

何
え
佃
生
組
合
規
約
擦
準

（
廣
島
市
告
示
甲
第
―
二
披
）

――――― 

日五十二月二年一十和昭 報 市 島

補

助
胃
窒
ニ
ー
—
l
]

應ィ
支
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，

1

|

ー叫二＇

事
務
費
＿
ー

1

円
口
—
一

事
業
旦
~

,
．
,
‘
、

1

也
i

其

ノ

ー

1
:
i
1
|
|

．ロー一
1
1ー

差

引

＿

（
第
四
披
梯
式
）

昭

和

年

月

日

殷

島

市

町

紺

衛
生
組
長

樅

島

市

長

殿

役
員
表
彰
申
請

左
記
ノ
者
ノ
功
績
―
＿
到
シ
表
彰
方
決
談

致
候
條
可
然
御
取
計
相
成
度
此
段
及
申

請
候
也

追
而
組
合
員
一
同
ョ
リ
記
念
品
贈
旱

致
度
併
セ
テ
御
他
逹
相
成
度
候

職

―

―

―

―
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於
テ
選
攀
ジ
直
二
申
請
ス
ル
モ
ノ
ト

ス任
期
滴
了
前
餓
員
ヲ
生
ジ
組
合
二
支

樟
ア
リ
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
直
二
補

餓
選
攀
ヲ
行
フ
此
ノ
場
合
ノ
任
期
ハ

前
任
者
ノ
残
任
期
間
ト
ス

役
員
ノ
任
期
ハ
認
可
又
ハ
承
認
ノ
日

ヨ
リ
之
ヲ
起
算
ス

役
員
ハ
任
期
満
了
後
卜
雖
モ
後
任
者

就
任
ノ
日
迄
尚
其
ノ
戦
務
ヲ
行
フ
モ

本
組
合
祇
域
内
現
住
ノ
家
長
叉
ハ
首
ノ
ト
ス

長
ハ
如
何
ナ
ル
理
由
ァ
ル
モ
組
合
員
第
九
條
総
會
ハ
毎
年
二
回
以
上
開
催

タ

ラ

ザ

ル

コ

ト

ヲ

得

ズ

ジ

規

約

ノ

質

施

二

闘

ス

ル

事

項

ヲ

協

第
一
＿
一
條
本
組
合
ハ
衛
生
組
合
聯
合
會
議
ジ
且
諾
股
／
報
告
ヲ
為
ス

ニ

加

入

ス

ル

モ

ノ

ト

ス

第

十

條

線

會

盆

訊

長

之

ヲ

招

集

ス

第
四
條
本
紐
合
二
左
ノ
役
員
ヲ
置
ク
総
會
ノ
議
長
ハ
組
長
ト
ス
組
長
事
故

粗

長

一

名

ァ

ル

ト

キ

ハ

副

組

長

之

二

代

ル

第
十
一
＼
條
聰
會
ノ
談
事
ハ
多
敷
決
卜

ジ
可
否
同
敷
ナ
ル
ト
キ
ハ
議
長
ノ
決

副

紐

長

若

干

名

ス
ル
慮
二
依
ル

委

員

、

若

干

名

第
十

1

一
條
縮
會
ハ
組
合
員
半
敷
以
上

第
五
條
本
組
合
ノ
役
員
ハ
成
年
ノ
男

出
席
ス
ル
ニ
非
ラ
ザ
レ
バ
開
會
ス
ル

子
ニ
シ
テ
ニ
年
以
上
編
績
シ
テ
本
組

コ
ト
ヲ
得
ズ
但
シ
出
席
者
定
敷
ヲ
倣

合
慨
域
内
二
居
住
ジ
家
長
叉
ハ
首
長

ギ
再
招
集
ジ
タ
ル
ト
キ
叉
ハ
急
ヲ
要

タ
ル
モ
ノ
ニ
限
ル

ス
ル
ト
キ
ハ
此
ノ
限
二
在
ラ
ズ

第
六
條
紐
長
ハ
総
會
二
於
テ
候
補
者

二
名
ヲ
刷
組
長
及
委
員
ハ
其
ノ
定
員
前
項
但
書
二
依
リ
招
集
ジ
タ
ル
総
會

ヲ

湛

學

ス

ニ

於

テ

組

長

ヲ

選

學

ジ

タ

ル

ト

キ

ハ

襲
ハ
候
補
者
二
名
ヲ
副
紺
長
ハ
営
組
合
員
半
敷
以
上
ノ
同
意
ヲ
得
ル
コ

選
者
ヲ
市
長
二
申
請
ジ
認
可
ヲ
受
ク
ト
ヲ
要
ス

ル

モ

ノ

ト

ス

第

十

一

l

一
條
議
長
ハ
綿
會
ノ
記
録
ヲ
作

委
員
ハ
市
長
二
申
邸
叩
シ
承
認
ヲ
受
ク
成
シ
出
席
者
二
名
以
上
ノ
述
署
ヲ
得

ル

モ

ノ

ト

ス

一

之

ヲ

保

存

ス

ル

モ

ノ

ト

ス

前
二
項
ノ
認
可
叉
ハ
承
認
ヲ
得
ザ
ル
第
十
四
條
役
員
會
二
闘
シ
テ
ハ
綿
テ

ト
キ
徊
―
ー
選
學
シ
申
請
ス
ル
モ
ノ
一
継
會
二
闊
ス
ル
規
定
ヲ
準
用
ス
役
員

一
會
ハ
委
員
中
ョ
リ
會
計
監
査
員
二
名

ト
ス

第
七
條
役
員
ノ
選
學
ハ
線
會
二
於
テ
一
ヲ
互
選
ス

定

メ

タ

ル

方

法

二

依

ル

一

第

十

五

條

本

組

合

二

左

ノ

簿

妍

ヲ

備

第
八
條
役
員
ノ
任
期
ハ
―
―
―
年
ト
ス
但
へ
組
長
之
ヲ
保
管
ス

シ

再

湿

ヲ

妨

ゲ

ズ

一

経

饗

牧

支

簿

役
員
ハ
任
期
諦
了
前
一
-l
十

日

以

内

二

組

合

喪

徽

牧

簿

【
告
示
】

〇
廣
島
市
告
示
甲
第
一
〇
賊

廣
島
市
有
給
吏
員
定
員
規

程
中
改
正
ノ
件

殷
島
市
會
ノ
議
決
ヲ
網
昭
和
六
年
四
月

殷
島
市
告
示
甲
第
二
十
九
琥
殷
島
市
有

給
吏
員
定
員
規
租
中
左
ノ
通
リ
改
正
ス

昭
和
十
一
年
二
月
六
日

殷
島
市
長
横
山
金
太
郎

第
一
條
中
「
一
ぶ
詈
疇
｝
二
百
五
十
四

「
一
、
書
詭
｝
二
百
六
十
人
」

人
」
ヲ
一
、
書
記
補

、
「
一
、
技
手
｝
六
十
九
人
」
ヲ

二

一

、

技

手

柿

三

讐

虹

｝

七

十

九

人

」

二

改

ム

付

則＂ 

本
規
程
ハ
公
布
ノ
日
ョ
リ
之
ヲ
施
行
ス

〇
廣
島
市
告
示
甲
第
l

I

琥

殷
島
市
衛
生
甜
合
設
置

規
程
制
定
ノ
件

殷
島
市
衛
生
組
合
設
罹
規
程
左
ノ
通
リ

定

ム

，

昭
和
十
一
年
二
月
七
日

廣
島
市
長
横
山
金
太
郎

殷
島
市
術
生
紐
合
設
置
規
程

第
一
條
明
治
三
十
一
年
三
月
十
五
日

縣
令
甲
第
十
四
琥
衛
生
組
合
規
則
ニ

依
リ
衡
生
組
合
ヲ
設
置
セ
ン
ト
ス
ル

ト
キ
ハ
別
二
定
ム
ル
衛
生
組
合
規
約

櫻
準
二
基
ヅ
キ
規
約
ヲ
定
メ
之
ヲ
涜

付
名
認
可
（
第
一
琥
様
式
甲
）
ヲ
受
ク

ベ
ジ

前
項
ノ
規
約
ヲ
愛
更
セ
ン
ト
ス
ル
ト

キ
亦
同
ジ
（
第
一
競
様
式
乙
）

第
二
條
組
合
ハ
左
ノ
役
員
ヲ
設
ク
ベ

ジ一
、
組

長

名

第
一
條
本
組
合
ハ
明
治
三
十
一
年
一
―
―

月
十
五
日
縣
令
甲
第
十
四
琥
衛
生
組

合
規
則
二
依
リ
設
置
シ
保
健
衛
生
ノ

向
上
装
逹
ヲ
計
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

第
二
條
本
組
合
ハ
何
町
何
組
各
戸
ノ

家
長
（
會
祉
、
工
場
及
事
務
所
等
ニ

在
リ
テ
ハ
其
ノ
首
長
）
ヲ
以
テ
組
織

ジ
何
町
何
組
衛
生
組
合
卜
稲
ス

本
組
合
ノ
渥
域
ハ
何
町
何
組
一
圃
卜

ス

｛ r¢̀`  、ピ 2
i
t訊い
9
・

バー

喝9

一

、

副

組

長

若

干

名

一

、

委

員

若

干

名

前
項
ノ
組
長
及
副
紐
長
ハ
聰
可
（
第

二
競
様
式
甲
及
同
乙
）
ヲ
委
員
ハ
承

認
（
第
二
琥
様
式
丙
）
ヲ
受
ク
ベ
ジ

第
三
條
網
毀
牧
支
豫
算
及
決
算
（
第

三
披
様
式
）
ハ
決
定
後
直
二
報
告
ス

ベ
シ

第
四
條
純
毀
牧
支
癖
及
證
憑
雲
類
ハ

半
期
苺
二
検
胆
ヲ
受
ク
ベ
シ

但
ジ
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
臨

時
検
閲
ヲ
受
ヶ
シ
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ベ

ジ

第
五
條
紐
合
ハ
役
員
ノ
功
績
ヲ
表
彰

セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
功
績
概
況
ヲ
記

載
ジ
（
第
四
琥
様
式
）
申
賄
ス
ベ
ジ

前
項
ノ
場
合
併
セ
テ
記
念
品
ノ
他
逹

方
ヲ
申
請
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
其
l

旨
ヲ
記
載
シ
且
目
線
ヲ
涼
付
ス
ベ
ジ

第
六
條
本
規
程
二
依
リ
設
置
シ
タ
ル

組
合
二
到
シ
テ
ハ
豫
算
l
範
園
内
ニ

於
テ
柿
助
金
ヲ
交
付
ス

上

1

I

J

llf

貝

木
規
程
ハ
公
布
ノ
日
ョ
リ
之
ヲ
施
行

ス本
規
程
施
行
前
設
置
l

衛
生
組
合
ハ

本
規
程
二
依
リ
設
置
シ
タ
ル
モ
ノ
ト

看
倣
ス

（
第
一
琥
様
式
甲
）

昭

和

年

月

日

殷

島

市

町
代
表
者

殷

島

市

長

殿

衡
生
組
合
設
置
認
可
申
請

今
般
左
記
l
通
リ
衛
生
組
合
ヲ
設
置
致

度
候
條
御
認
可
相
成
度
別
紙
組
合
規
約

露
及
理
由
書
添
付
此
段
及
申
請
候
也

E
 

flllCI 

一
、
衛
生
組
合
名
稲

殷

島

市

町

組
衛
生
組
合

四
六
五

組

合

員

名

簿

‘

記

録

簿

財

産

豪

帳

物

品

受

彿

簿

第
十
六
條
組
長
ハ
組
合
ヲ
統
轄
名
諸

般
ノ
事
務
ヲ
掌
ル

副
組
長
ハ
組
長
ヲ
補
佐
．
ジ
粗
長
事
故

ア
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
代
理
ス
副
粗
長
二

名
以
上
ア
ル
ト
キ
ハ
豫
メ
定
メ
タ
ル

順
位
二
依
ル

第
十
七
條
組
長
ハ
衛
生
二
闊
ス
ル
法

令
告
示
等
ノ
趣
旨
ヲ
紐
合
員
二
周
知

セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

第
十
八
條
組
長
ハ
本
規
約
第
三
十
條

ノ
該
常
者
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
直
二
其

ノ
氏
名
及
概
況
ヲ
市
長
二
報
告
ス
ル

モ
ノ
ト
ス

第
十
九
條
役
員
ハ
本
組
合
匿
城
内
ノ

偲
染
病
息
者
叉
ハ
同
擬
似
患
者
登
生

ジ
タ
ル
ト
キ
ハ
速
二
應
急
ノ
慮
置
ヲ

為
ス
モ
ノ
ト
ス

第
二
十
條
紐
長
ハ
必
要
卜
認
メ
タ
ル

ト
キ
ハ
侮
染
病
豫
防
並
二
患
者
救
急

用
ノ
薬
品
又
ハ
器
具
ヲ
備
フ
ル
モ
ノ

ト
ス

第
二
十
一
條
紐
合
ハ
毎
年
二
回
以
上

術
生
請
話
會
ヲ
開
ク

第
二
十
二
條
紐
合
員
ハ
左
ノ
事
項
ヲ

闘
行
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

一
、
濡
潔
方
法
ハ
特
二
厳
霞
勘
行
ス

ル
コ
ト

一
、
常
二
蠅
ノ
稜
生
ヲ
防
ギ
之
ガ
謳

除
二
努
ム
ル
コ
ト

一
、
自
家
周
園
ノ
街
路
ハ
常
二
浦
潔

ヲ
保
ツ
コ
ト

一
、
貧
困
拙
病
者
催
染
病
患
者
叉
ハ

同
擬
似
者
ノ
稜
生
ヲ
知
リ
タ
ル
ト

キ
ハ
即
時
粗
長
二
通
報
ス
ル
コ
ト

一
、
他
染
病
豫
防
消
毒
ヲ
賞
行
ス
ル

コ
ト

（
第
二
競
様
式
乙
）

昭

和

年

月

脳

島

市

町

衛
生
紐
長

殷

島

市

長

殿

術
生
副
紐
長
認
可
申
睛

前

任

者

昭

和

年

月

日

何

々

二

付

昭

和

年

月

日

選

攀

候

慮

左

記

ノ

通
リ
常
選
候
條
御
認
可
相
成
度
此
段
及

申
請
候
也

係且日

節第
ニー
候候
捕 補
者者別——-I— 氏

．
 

種

名
＿
生
年
月
日

」

＿
 

記

一
、
設
岡
年
月
日

一
、
組
合
員
敷

（
第
一
披
様
式
乙
）

昭

和

年

月
廣

島

市

町

組

術
生
組
長

脳

島

市

長

殿

衡
生
組
合
規
約
改
正
認
可

日 昭
和

人年

月

，，ヽ
（； 

ツ`

a','，9 

’̀ 

＇` 
會，‘.．
． 

~
 

.,.~ 
A
^
 

申
請

常
組
合
規
約
左
記
ノ
通
リ
改
正
致
度
候

條
御
認
可
相
成
度
此
段
及
申
睛
候
也

B
 

nt-n 

（
第
二
琥
様
式
甲
）

昭

甜

年

月

日

殷

島

市

町

紺

衛
生
紐
長

廣

島

市

長

殿

衛
生
紺
長
認
可
申
請

昭

和

年

月

日

何

々

二

付

昭

和

年

月

日

選

攀

候

虞

左

記

ノ

通

リ

常

選
候
條
御
認
可
相
成
度
此
段
及
申
請
候

也

組
合
員
負
樅

Pl 

牧

入

説

I明

• 

昭
和
年
度
絆
費
牧
支

（
豫
卵
）
決
卵

東
京
市
産
業
局
で
は
中
小
商
業
者

の
総
螢
調
査
に
常
つ
て
純
督
疲
展
の

根
幹
と
も
云
ふ
べ
き
會
計
帳
維
が
甚

だ
不
完
全
で
あ
る
の
を
疲
見
し
た
の

で
中
小
商
業
の
振
興
を
期
す
る
総
め

先
づ
完
全
な
る
帳
維
を
記
す
る
こ
と

を
奨
励
す
る
こ
と
4

な
っ
た
が
複
式

簿
記
は
知
得
す
る
に
は
相
常
の
困
難

が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
叉
相
露
複

雑
で
も
あ
り
小
賣
業
者
に
は
勘
な
か

ら
ず
不
便
で
も
あ
る
の
で
、
今
日
小

賣
業
に
向
く
簿
記
の
研
究
家
と
し
て

斯
界
の
樅
威
東
京
商
大
の
太
田
哲
―
―
―

数
授
を
煩
ら
は
し
て
簿
記
に
闘
す
る

◇
小
蛮
業
者
を
酎
象
と
し
て

商
業
簿
記
講
習
會
開
催

（
東
京
市
）

し
て
も
そ
の
必
要
を
認
め
縣
商
工
課

に
お
い
て
交
通
拭
的
立
場
か
ら
産
業
一

逍
路
の
通
過
に
適
し
た
る
縣
下
の
町

村
朕
況
を
調
査
し
つ

A

あ
る
が
地
方

民
の
熾
烈
な
産
業
逍
路
敷
設
の
運
動

化
と
A
も
に
遠
か
ら
ず
寅
現
す
る
模

様
で
あ
る

右
の
産
業
逍
路
の
計
粛
は
一
っ
は

紳
戸
か
ら
有
馬
、
三
田
を
通
過
し
て

丹
波
に
入
リ
篠
山
、
柏
原
を
繹
て
幅

知
山
に
い
た
リ
さ
ら
に
綾
部
か
ら
舞

鶴
に
抜
け
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
他

の
一
っ
は
帥
戸
か
ら
有
馬
街
逍
を
総

て
箕
谷
か
ら
東
播
に
延
び
て
三
木
町

を
網
て
祉
町
に
い
た
る
産
業
逍
路
に

合
流
し
こ
4

か
ら
鍛
山
業
の
中
心
地

た
る
生
野
町
織
物
業
の
主
要
地
西
脇

町
を
つ
な
い
で
但
馬
に
池
出
し
和
田

山
を
網
て
豊
岡
町
に
い
た
リ
山
陰
街

逍
に
接
綴
せ
ん
と
す
る
大
産
業
大
逍

路
で
あ
る

日

一

記

ぷ
p

|

」

|

|

-

」

'

―
―
 

＇ 

―
―
 

（
第
二
琥
様
式
丙
）

昭

和

年

月

日

殷

島

市

町

組

衛
生
紺
長

股

島

市

長

殿

術
生
委
員
承
認
申
賄

前

任

者

昭

和

年

月

日

何

々

二

付

昭

和

年

月

日

湿

攀

候

虞

左

記

ノ

通
リ
常
選
候
條
御
承
認
相
成
度
此
段
及

申
請
候
也

じ
1
1
1
1
"
 

常
選
者
氏
名
一
生
年
月
日
一
前
任
者
氏
名
一

ロ

◇
産
業
道
路
を
計
零
皿
（
兵
眼
縣
）

四
六
四

六
大
都
市
中
、
學
甑
及
批
丁
の
骰

位
の
最
下
位
で
あ
る
名
古
総
市
で
は

依
健
衛
生
の
施
設
を
搬
充
し
て
市
民

の
促
康
を
増
進
す
る
こ
と
に
な
り
新

年
度
か
ら
現
在
の
市
立
衛
生
試
瞼
所

を
「
保
促
館
」
と
し
習
師
五
名
、
曹

記
一
名
｀
技
手
三
名
、
巡
回
看
應
姉

十
二
名
を
増
員
し
稜
桃
的
に
市
民
大

衆
の
衝
生
指
尊
に
乗
り
出
す
こ
と
に

な
っ
た
が
新
年
度
か
ら
市
内
六
箇
所

に
特
設
さ
れ
る
特
別
衛
生
地
悩
の
事

業
と
し
て
は
次
の
如
き
も
の
が
あ
る

i

水
洗
便
所
は
助
成
金
を
交
附
し
て

普
及
を
は
か
る
こ
と
企
植
木
市
な

ど
を
助
成
し
て
緑
化
運
勁
を
起
す

こ
と
ム
街
路
上
に
散
吼
す
る
馬
翁

犬
痰
を
取
締
り
街
路
の
椅
帰
と
保
~

眠
に
つ
と
め
る
こ
と
ム
街
路
の
照

明
の
助
成
と
統
制
を
図
る
こ
と
企

小
公
園
と
兒
ふ
●
迦
園
地
の
設
置
A

瓢
音
と
媒
捌
を
防
止
す
る
こ
と
＾

不
良
住
宅
の
改
蒋
指
導
す
も
た
め

住
宅
相
談
所
を
設
置
す
る
こ
と
△

塵
埃
箱
を
統
制
し
雑
芥
と
厨
芥
を

分
別
菜
集
す
る
こ
と

兵
庫
縣
で
は
汲
近
國
策
上
お
よ
び

縣
下
産
莱
振
興
を
目
的
に
紳
戸
市
を

基
貼
と
し
て
裏
日
本
に
伸
び
ゆ
く
産

業
逍
路
の
建
設
が
開
係
地
方
民
の
間

に
熱
心
に
饗
策
さ
れ
兵
庫
縣
賞
局
と

◇
都
市
の
衛
生
化
（
名
古
展
市
）

ー
だ
よ
り

i

各

市
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日五十二月二年一十和昭 島 廣 可認物便郵種三第

． 
日五十二月二年一十和昭 報 市 島 廣 可認物便郵種三第

．
 

三
月
十
日
記
念
祭
を
畢
行

l

綿
選
學
執
行
二
付
開
票
ノ
場
所
及
時
日

ヲ
左
ノ
通
定
ム

昭
利
十
一
年
二
月
八
日

隈
島
縣
服
島
市
衆
議
院
議
員

東
部
開
票
隈
開
票
管
理
者

樅

島

市

助

役

繭

田

五

郎

一
、
開
票
ノ
場
所
猥
島
市
竹
屋
尋
常

高
等
小
挫
校

一
、
開
票
ノ
日
時
昭
和
十
一
年
二
月

二
十
一
日
午
前
八
時
ョ
リ

⑲
廣
島
市
西
部
開
票
管
理
者
告
示

$
‘
,
»
`
‘
、
5
`
9

ヽ
ィ
~
r
直

~
J
`
‘
`

鼻

三
月
十
日
陸
軍
記
念
日
行
事
決
定

＂
来
る
三
月
十
日
ほ
―
―
―
十
一
回
目
の
陸

軍
記
念
日
で
あ
る
が
現
下
戴
際
情
努
の

瞼
慇
に
つ
れ
非
常
時
性
の
艇
力
盆
々
加

誼
せ
ら
る
4

に
鑑
み
本
市
始
め
左
記
在

報

股
の
多
数
賭
園
賤
共
同
主
催
（
或
は
後

援
）
の
も
と
に
営
日
午
前
十
一
時
十
分

よ
り
服
島
招
魂
祉
に
於
い
て
記
念
日

祭
開
催
、
日
露
戦
役
常
時
の
拳
闊
緊
張

の
情
を
回
顧
し
―
―
―
十
萬
市
民
に
非
常
時

局
の
瞑
の
翫
大
性
を
認
識
せ
し
め
る
こ

と
に
な
っ
た
が
常
日
の
主
催
圃
臆
ほ
左

の
通
り
で
あ
る

.

[

主

催

圃

閤

】

樅

島

市

帝
國
在
総
軍
人
會
版
・
島
市
聯
合
分
會

帝
國
軍
人
後
援
會
殷
島
支
會

日
本
赤
十
字
祉
殷
島
支
部

第

一

琥

一

昭
和
十
一
年
二
月
二
十
日
衆
談
院
議
員
一

穂
選
學
執
行
二
付
開
票
ノ
場
所
及
日
時
―

一
昭
和
十
一
年
度
海
軍
志
願
兵
徽
慕
椀

ヲ
左
ノ
通
定
ム

一
査
は
二
月
七
、
八
、
九
、
十
の
四
日
、

昭
和
十
一
年
二
月
八
日

一
本
市
公
會
堂
で
宜
施
し
た
が
志
願
者
線

脳
島
縣
版
島
市
衆
議
院
談
員

一
敷
は
二
四
九
名
受
檄
者
一
―
―
―

1
0名
で
う

西
部
閲
票
置
開
票
管
理
者

殷
島
市
長
横
山
金
太
郎
ち
合
格
者
七
六
名
不
合
格
者
一
五
四
名

一
、
開
票
ノ
場
所
廣
島
市
大
手
町
尋
そ
の
合
格
率
は
一
―
―
―
―
一
・
ニ
彩
で
、
之
を

常

高

等

小

愚

校

昨

年

に

比

較

す

る

に

昨

年

の

志

願

者

線

一
、
開
票
ノ
日
時
昭
和
十
一
年
二
月
敷
ほ
二
九
九
名
で
本
年
ほ
五

0
名
滅
少

二
十
一
日
午
前
八
時
ョ
リ

滲 ＄
 

一
、
種
痘
ハ
時
期
ヲ
失
セ
ザ
ル
コ
k

一
、
井
戸
浴
場
、
洗
場
、
便
所
、

下
水
溜
等
ハ
常
二
掃
除
ジ
其
ノ
破

損
箇
所
ハ
速
二
修
理
ス
ル
コ
ト

一
、
禁
厭
祈
儲
ヲ
妄
信
シ
病
蕗
ヲ
蕊

延
セ
ジ
メ
ザ
ル
コ
ト

一
、
膜
芥
ハ
覆
蓋
ァ
ル
容
器
二
蒐
集

シ
散
乱
セ
ジ
メ
ザ
ル
コ
ト

一
、
其
ノ
他
公
衆
術
生
上
必
要
卜
認

メ
タ
ル
コ
ト

第
二
十
三
條
組
合
員
ハ
組
合
慨
域
外

ニ
韓
出
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
速
―
-
．
紺
長
ニ

屈
出
ヅ
ベ
シ
轄
入
ジ
タ
ル
ト
キ
亦
同

ジ
第
二
十
四
條
組
合
ノ
網
毀
ハ
組
合
員

ノ
負
搬
ト
ス
但
シ
、
補
助
叉
ハ
寄
附

金
其
l

他
ヲ
以
テ
之
二
充
ツ
ル
コ
ト

ヲ
得

第
二
十
五
條
組
合
ノ
役
員
ハ
総
テ
名

春
職
ト
ス
但
ジ
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル

ト
キ
ハ
其
ノ
賞
費
ヲ
支
給
ス
ル
モ
ノ

ス

．
 

第
二
十
六
條
組
合
ノ
純
贄
盆
訊
長
之

ヲ
出
納
ジ
會
計
監
査
員
之
ヲ
監
査
ス

純
費
牧
支
二
闊
ス
ル
簿
冊
ハ
半
期
苺

ニ
市
長
ノ
検
閲
ヲ
受
ク
ル
モ
ノ
ト
ス

第
二
十
七
條
糾
合
ノ
會
計
年
度
ハ
毎

年
四
月
一
日
ョ
リ
翌
年
三
月
―
―
-
+
-

日
迄
ト
ス

第
二
十
八
條
翌
年
度
純
我
牧
支
豫
算

ハ
毎
年
十
月
迄
二
役
員
會
ノ
決
談
ヲ

純
之
ヲ
組
合
員
二
通
知
ス
ル
モ
ノ
ト

ス
前
年
度
純
費
牧
支
決
算
ハ
苺
年
六

月
迄
二
役
員
會
ノ
決
談
ヲ
純
組
合
員

ニ
報
告
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
二
十
九
條
役
員
又
ハ
組
合
員
ニ
シ

テ
、
特
二
功
績
ア
リ
ト
認
メ
タ
ル
ト

キ
ハ
役
員
會
ノ
決
議
ヲ
純
之
ヲ
表
彰

ス
ル
モ
ノ
ト
ス
•

第
三
十
條
糾
合
員
左
ノ
各
披
ノ
一
―
―

該
霜
ス
ル
ト
キ
ハ
規
約
還
背
者
卜
認

メ
役
員
會
ノ
決
談
二
依
リ
荘
十
銭
以

上
一
園
五
十
銭
以
下
／
違
約
金
ヲ
徴

牧
ス一

、
他
染
病
患
者
ヲ
墜
蔽
シ
タ
ル
ト

キ
一
、
箭
潔
方
法
並
二
偲
染
病
豫
防
消

毒
ヲ
質
行
セ
ザ
ル
ト
キ

一
、
役
員
ノ
職
務
執
行
ヲ
妨
宙
ジ
タ

ル
ト
キ

一
、
其
1

他
本
規
約
二
違
背
ジ
タ
ル

年
度
海
軍
志
願
兵
徴
募

二
月
七
日
よ
り
四
日
間
公
會
堂
で
學
行
ー
ー

し
て
居
る
が
昨
年
の
合
格
率
は
二
八
・

二
彩
で
本
年
ほ
五
彩
よ
く
非
常
な
好
成

績
で
あ
っ
た

尚
ほ
本
年
の
合
格
兵
種
別
を
示
せ
ば

次
の
如
く
で
あ
る

水
兵
ニ
―

A
電
信
兵
―
一
△
機
闊
兵

二
五
だ
航
空
兵
一
般
五
4
航
空
兵
豫

科
練
習
生
―
―

-
4王
計
兵
八
A

看
誤
兵
―
―
―

談長級い八
にの ii;．て日市
人愚 に 開 午 内 ｝ 會長校學小｛
つ校特催前公
た純定さプ［，私
が管學れ時立
他談級たか小
遁あのがら駆
屯り参午己校
項午観•前斐長
を後己中小會
／）；か斐は學ほ
せら小ー校二
ばほ學殺に月
‘協校限於十

........... __ _ 

・左
子金大進の
青の會恩通
年 件 閉 兒 り
圃 A 催 章 で
聰寄ののあ
會方件指る
閉 公 ＾ 瑶
催開敦の
の数育件
伴投塔＾

の建敦
件設員
△寄式
男 附 道

.
ン
`
/
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漁
業
組
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解
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（

9
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二
月
十
八
日
己
斐
小
學
校
で
開
催

昭
和
十
一

羞ぃ

ン`
•'ぷで

ジ`

四
六
七

脱
島
商
工
會
裳
所

廣
島
市
教
育
會

殷
島
阪
防
研
究
會

股
島
市
町
聰
代
聯
合
會

枷
叫
島
市
聯
合
専
円
年
圏

海
軍
協
會
版
島
支
部

愛

闊

婦

人

會

樅

島

縣

支

部

一

日
本
赤
十
字
祉
篤
志
看
護
婦
人
會
樅

島

支

臼

属

二

十

四

條

組

合

負

ノ

持

分

ヲ

調

渡

一

に

、

議

受

人

ほ

、

紐

合

員

で

あ

る

こ

と

樅

篇

防

婦

人

會

一

セ

ン

ト

ス

ル

場

合

二

於

テ

ハ

本

紐

合

＿

と

、

組

合

員

で

な

い

こ

と

と

あ

る

、

紐

i

合
員
外
の
者
か
持
分
を
晶
受
け
れ
ば
初

ノ
承
諾
ヲ
紐
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

[
第
二
十
三
條
ノ
規
定
ハ
紐
合
員
二
非
一
め
て
糾
合
負
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
其

東

、

西

、

宇

品

認

ぷ

察

署

―

一
ス
シ
テ
持
分
ヲ
頷
受
ヶ
ソ
ト
ス
ル
肴
一
の
手
緞
ほ
加
人
の
手
紹
に
準
じ
て
出
資

後

援

関

證

口
敬
と
氏
名
、
住
所
を
屈
出
さ
せ
る
の

-
―
―
之
ヲ
準
用
ス

第

五

師

幽

一
紐
合
負
は
、
組
合
の
承
罰
が
あ
れ
一
で
あ
る
、
此
の
場
合
に
は
、
新
規
の
申

廣

島

縣

ま
、
自
分
の
有
す
る
持
分
を
、
他
人
に
込
の
場
合
と
媒
な
り
頷
渡
人
が
第
一
回

了

陸

軍

運

輸

部

一
譲
渡
す
こ
と
が
出
来
る
、
此
の
場
合
の
排
込
を
し
て
あ
る
か
ら
特
に
第
一
回

霞
廣
島
市
告
示
甲
第
十
i
-
i

琥

道
路
工
事
受
盆
者
負
据
規
程
第
十
三
條

ニ
依
リ
受
釜
者
負
搬
金
ヲ
賦
諜
ス
ベ
キ

工
事
施
行
箇
所
等
左
ノ
通
リ
定
ム
＠
廣
島
市
告
示
甲
第
一
四
琥

昭
和
十
一
年
二
月
十
二
日

廣
島
市
臨
時
産
業
調
査

委
員
規
程
改
正
J

件

殷
島
市
長
横
山
金
太
郎

殷
島
市
會
ノ
議
決
ヲ
純
廣
島
市
臨
時
窟

一
、
受
盆
者
負
据
金
ヲ
賦
課
ス
ベ
キ
エ

業
詢
香
委
員
規
程
左
ノ
通
リ
改
正
ス

事
名
及
工
事
施
行
箇
所

昭
和
十
一
年
二
月
十
二

H

失
業
應
急
事
業
道
路
新
設
工
事

廊
島
市
長
横
山
金
太
郎

横
川
町
二
丁
目
地
内
九
百
八
十
六
番

一

廣

島

市

臨

時

酷

業

調

査

地
ノ
一
、
九
百
九
十
二
番
地
ノ
一
、

\1,1,_1,,Ii(• 

｛

．

委

員

規

程

廣

島

市

公

債

償

還

二

]
第
一
條
市
制
第
八
十
三
條
二
依
リ
臨

ク
時
窟
業
閥
杏
委
員
ヲ
置
ク

二
月
二
十
四
日
本
市
公
債
償
還
抽
鍛
執
行
ノ
虞
左
記
番
披
常
簑
二
付
束
ル
―
―
―
ノ

｝
第
二
條
委
員
ノ
紐
織
左
ノ
如
ジ

月
三
十
一
日
常
該
證
券
引
換
二
支
排
可
致
候

｝

市

會

議

員

七

名

昭
和
十
一
年
二
月
二
十
祝
日

一
第
三
條
委
員
會
ノ
職
務
左
ノ
如
シ

廣

島

市

長

横

山

金

太

郎

ビ

〈
一
、
酷
業
改
良
登
逹
―
—
闊

圭
n

．

ス

ル

調

査

研

究

炭
島
市
駕
債
償
還
借
替
公
個
ち
披

｝
第
四
條
委
員
ノ
外
必
要
二
應
ジ
相
賞

壼
萬
闘
券
一
、
三
、
三
八
、
四
一
―
-
、
五
二
、
八
五
、
一
―
六
、
ニ
―
九
｝

｝
ノ
慇
識
網
鰍
ァ
ル
者
二
前
條
ノ
事
務

壼
千
圃
券
二
、
二

0
、
二
七
、
四
六
、
五

0
、
九
八

‘
1
0七

｝
ヲ
蝙
託
ス

隈

島

市

第

三

期

水

道

搬

張

費

齊

個

償

還

借

替

公

債

り

琥

）

鸞

圃

券

人

、

一

七

、

四

一

、

六

二

｛

魁

託

員

ハ

委

員

會

二

参

典

ス

ル

コ

ト

ヲ
得

登
千
圃
券
一
一
、
ニ
一
、
二
八
、
三
八
、
四
四

～
蝙
託
員
ノ
任
期
ハ
委
員
二
準
ズ

右
支
排
場
所
猥
島
市
役
所
、
廣
島
縣
農
工
銀
行

‘,f‘ー）））！`
，’＼i/11/i、9)¥II,')i)'(‘

第
五
條
市
長
ハ
市
吏
員
中
ョ
リ
幹
事

ー
l
\
l
\

ノ
.
、
）
、

f

ヽ
ー
、
ノ
／
；
し
j
\
，
\
／
＼
j
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‘
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、
1
/
i
/
）
i
ー
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/
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、
）
＼
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ヽ
1
ー
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＼

l

＼
／
1

ト

キ

一

九

百

四

十

九

番

地

ノ

ニ

、

九

百

九

十

＿
一
番
地
ノ
一
、
地
先
及
常
該
道
路
維
一
名
ヲ
任
命
ジ
委
員
會
ノ
事
務
ヲ
準

備
盤
理
セ
ジ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

第
三
十
一
條
本
組
合
ノ
規
約
ハ
綿
會
一

第
六
條
市
長
ハ
毎
年
度
豫
算
ノ
定
ム

ニ
於
テ
之
ヲ
定
メ
市
長
ノ
認
可
ヲ
得
一
持
上
必
要
ナ
ル
施
設

二
、
工
事
着
手
年
月
日

ル
所
二
依
リ
委
員
二
蜀
ス
ル
毀
用
ノ

直
二
所
轄
警
察
署
長
二
報
告
ス
ル
モ

ノ

ト

ス

昭

和

十

一

年

二

月

十

三

日三
、
負
据
慨
及
地
炉
rn

辮
償
及
曝
託
員
二
野
ス
ル
手
賞
ヲ
支

給
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

之
ガ
愛
更
ヲ
為
ジ
タ
ル
ト
キ
亦
同
ジ

付

第
三
十
二
條
本
規
約
施
行
二
闘
ジ
必
一
本
工
事
施
行
箇
所
ヲ
一
負
据
涯
ト
ス

u
.

一
第
一
地
痺
道
路
境
界
線
ョ
リ
十
四

F

g

^

レ

本

規

程

ハ

公

布

ノ

日

ョ

リ

之

ヲ

施

行

ス

要
ナ
ル
事
項
ハ
役
員
會
ノ
決
議
ヲ
糎
―

l

l

 
）
 

メ

第
二
地
帯
第
一
地
帯
ノ
外
側
線
ョ

テ
別
二
之
ヲ
定
ム

リ
十
四
メ
ー
ト
ル

附

則

本
規
約
ハ
認
可
ノ
日
ョ
リ
之
ヲ
施
行
四
、
貨
据
率

ス

負

据

額

純

工

費

ノ

三

分

一

ト

ス

e
廣
島
市
東
部
開
票
管
理
者
告
示

第
一
賊

昭
和
十
一
年
二
月
二
十
日
衆
議
院
議
員

地
帯
二
於
ケ
ル
配
分
率
左
ノ
如
ジ

第
一
地
帯
百
分
ノ
八
十

第
二
池
帯
百
分
l

二
十

一
て
ゐ
る
も
の
を
参
考
に
し
て
最
も
戦

新
な
も
5
を
採
用
す
る
方
針
で
あ
る

が
燒
却
能
力
は
日
平
均
三
十
骰
の
豫

一、
定
で
使
用
料
は
現
在
民
間
の
も
の
よ

り
は
遥
か
に
低
廉
の
も
の
と
す
る
由

（
三
重
縣
）

三
重
縣
で
は
帥
都
聖
地
計
毎
寧
の
前

提
と
し
て
過
般
の
都
計
地
方
委
員
會

で
同
地
に
九
ヶ
所
の
風
致
地
謳
設
定

を
可
決
し
内
務
省
に
巾
請
し
た
が
、

さ
ら
に
本
省
の
許
可
あ
リ
次
第
風
致

地
罷
倅
護
の
縣
令
を
痰
す
べ
く
成
案

を
急
い
で
ゐ
る
由
、
該
縣
令
の
内
容

は
風
致
地
麿
内
の
建
築
物
そ
の
他
の

工
作
物
に
甜
し
新
設
移
韓
撤
去
な
ど

の
場
合
禁
上
ま
た
は
知
事
の
許
可
を

要
す
る
事
項
を
定
め
た
も
の
で
建
築

物
そ
の
他
工
作
物
の
新
、
改
、
培
築
、

移
韓
、
修
絣
、
愛
更
ま
た
は
除
却
、

土
地
の
佃
態
、
盛
土
、
水
而
の
埋
立

締
の
現
朕
焚
更
．
竹
木
土
石
の
採
取

等
の
行
鯰
は
知
事
の
許
可
を
要
し
該

謳
域
内
は
原
則
と
し
て
工
場
の
新

築
、
螢
業
用
浴
場
の
新
設
、
市
場
業

地
締
の
設
腔
を
紫
止
し
て
ゐ
る

◇
3

京
都
の
道
路
網

字
部
市
で
は
三
期
的
大
事
業
と
し

て
都
市
・
計
幽
翌
追
路
網
の
披
允
を
行
ひ

炭
都
宇
部
市
街
の
而
日
を
一
新
す
べ

く
計
載
し
先
づ
十
一
年
炭
，
か
ら
第
一

次
事
業
と
し
て
十
年
計
枇
で
線
工
費

百
九
十
七
萬
闘
除
ゃ
投
じ
祁
計
迎
路

二
十
九
線
巾
榮
町
通
線
束
沖
両
洵
作

通
ほ
か
十
線
の
改
修

t

迄
m
手
す
る
こ

と
に
な
っ
た

四
六
六

◇
風
致
地
謳
指
定

（
字
部
市
）

、
ヤ
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東
京
市
螢
火
葬
場
建
設
費
―
―
ー
十
萬

闘
の
起
恨
は
一
月
八
日
附
で
内
務
省

よ
り
認
可
さ
れ
た
の
で
東
京
市
公
園

課
で
は
直
ち
{
丘
建
設
の
部
ぷ
加
に
瑕
リ

か
3

っ
た
建
設
場
所
は
江
戸
川
厖
一

之
江
町
の
約
一
萬
二
千
坪
の
所
で
あ

る
が
起
債
認
可
前
既
に
約
―
―
一
萬
闘
で

買
牧
す
る
こ
と
に
恨
契
約
を
了
し
て

居
る
の
で
近
く
地
な
ら
し
工
事
を
開

始
す
る
こ
と
に
な
っ
て
居
る

火
葬
場
の
建
築
設
計
は
公
園
課
と

建
築
課
で
協
議
の
上
最
も
適
常
な
方

法
を
決
定
す
る
筈
で
火
葬
畑
の
様
式

も
各
會
社
、
各
都
市
の
現
在
使
用
し

◇
火
葬
場
近
く
荒
H
の
運
び

（
東
京
市
）

東
京
市
祉
會
局
で
は
知
識
階
級
職

業
輔
導
闊
胞
に
商
業
作
文
と
書
逍
を

行
ふ
こ
と
に
な
リ
一
月
十
―
―
ー
日
よ
リ

二
月
二
十
六
日
ま
で
小
石
川
の
知
識

階
級
職
業
紹
介
所
に
於
い
て
巾
等
學

校
卒
業
以
上
の
學
力
あ
る
も
の
七
十

名
に
鉗
し
開
欝
し
て
居
る
が
本
月
下

旬
か
ら
謄
寓
印
刷
を
ー
「
月
に
は
珠
筑

維
記
の
猫
座
を
開
齢
す
る
由

◇
知
識
階
級
職
業
輔
導

商
業
作
文
と
書
道
を
開
講

・
盆
ぶ
京
市
）

一
切
の
知
識
・
と
簡
易
錨
記
の
謡
習
會

を
開
他
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
其
の

期
日
は
二
月
十
日
か
ら
三
月
十
二
日

迄
の
侮
辿
月
水
金
の
午
後
況
時
半
か

ら
八
時
半
迄
合
計
十
互
日
＝
―
-
十
時
間

一
で
聴
誂
蓑
格
は
小
夜
業
練
螢
者
及
び

其
の
商
店
員
で
定
員
は
約
七
十
名
、

聴
購
料
は
熊
料
で
あ
る
と
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私
ほ
「
選
攀
法
と
選
攀
荊
正
」
と
い

ふ
お
話
を
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す

が
、
決
し
て
諄
々
し
く
選
學
法
の
講
繹

を
い
た
す
積
り
で
ほ
あ
り
ま
せ
ぬ
、
唯

選
學
粛
正
と
い
ふ
こ
と
を
、
選
學
法
の

立
場
か
ら
眺
め
た
上
で
所
感
の
一
端
を

述
べ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
り
ま
す

申
す
ま
で
も
な
く
我
が
閾
に
立
憲
政

治
が
施
行
せ
ら
れ
、
叉
地
方
自
治
制
度

が
賓
施
せ
ら
れ
て
か
ら
、
最
早
や
五
十

年
に
も
近
い
即
ち
我
々
は
既
に
半
枇
紀

に
亙
つ
て
、
選
學
政
治
の
閤
瞼
を
積
ん

だ
も
の
で
あ
り
ま
す
、
こ
の
五
十
年
と

い
ふ
歳
月
は
、
考
へ
方
に
依
つ
て
ほ
箕

に
束
の
間
と
も
い
へ
ま
せ
う
、
然
し
な

が
ら
湛
拳
と
い
ふ
―
つ
の
制
度
を
運
用

す
る
上
か
ら
は
、
さ
ま
で
短
い
時
間
と

ほ
い
へ
ま
す
ま
い
、
殊
に
こ
の
選
學
な

る
方
法
は
、
．
國
會
や
地
方
談
會
ば
か
り

で
な
く
、
他
の
多
く
の
方
面
に
も
應
用

せ
ら
れ
て
束
ま
し
た
か
ら
、
選
學
ほ
既

に
幾
度
と
な
く
我
々
の
間
に
反
覆
し
て

賞
行
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
°
従
っ

て
こ
れ
等
の
盟
殿
か
ら
選
學
が
、
今
日

相
裳
立
振
に
行
は
る
べ
き
こ
と
を
期
待

し
て
も
強
ち
無
理
と
は
申
さ
れ
ま
す
ま

い
、
然
る
に
選
學
界
に
於
け
る
賀
際
の

朕
況
を
見
ま
す
と
、
年
を
網
る
に
従
ひ

度
煎
な
る
に
伴
れ
、
却
つ
て
そ
の
情
弊

ほ
壻
し
て
行
く
傾
き
さ
へ
見
え
る
始
末

で
あ
り
ま
す
、
選
學
粛
正
の
運
動
が
最

近
一
大
國
民
運
動
と
な
り
、
津
々
浦
々

に
至
る
ま
で
彰
涛
と
し
て
捲
起
つ
て
来

た
の
も
、
洵
に
理
あ
る
次
第
と
存
じ
ま

す
然
ら
ば
一
賤
選
攀
粛
正
と
は
ど
ん
な

こ
と
を
い
ふ
の
か
、
叉
選
攀
界
ほ
何
故

瘤
正
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
か
と
い
ふ
こ

と
に
な
り
ま
せ
う
が
、
一
言
で
こ
れ
に

答
へ
る
な
ら
ば
、
選
學
粛
正
と
い
ふ
こ

と
ほ
畢
齊
ル
選
攀
の
自
由
公
正
を
保
つ
こ

と
、
平
た
く
い
へ
ば
興
面
目
正
直
な
選

攀
を
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

し
て
そ
れ
に
依
つ
て
良
い
議
員
を
得
、

良
い
議
會
を
得
て
憲
政
自
治
を
仕
上
げ

て
行
か
う
と
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
粛
正

根
本
の
理
由
で
あ
る
と
い
へ
ま
せ
う
、

そ
も
／
＼
憲
政
自
治
の
特
徴
は
、
國
民

に
参
政
椛
を
認
め
、
我
々
の
考
を
聴
き

そ
れ
を
汲
入
れ
て
政
治
行
政
を
進
め
て

行
く
こ
と
A

、
そ
の
半
面
政
治
行
政
の

責
任
を
國
民
に
分
据
さ
せ
る
こ
と
4

に

在
ら
う
と
思
ひ
ま
す
、
而
し
て
こ
の
我

々
の
考
ほ
一
人
／
＼
に
こ
れ
を
問
ふ
こ

と
は
難
し
い
、
そ
こ
で
議
會
を
作
り
、

議
員
と
相
談
す
る
の
で
あ
っ
て
こ
れ
が

所
謂
代
談
制
で
あ
り
ま
す
、
従
つ
て
代

談
制
も
亦
憲
政
自
治
の
特
色
と
い
う
て

す
、
元
束
選
拳
粛
正
と
い
ふ
膝
ほ
．
必

ず
し
も
昨
今
始
め
て
聰
か
さ
れ
る
の
で

ほ
あ
り
ま
せ
ぬ
、
或
ほ
選
學
の
滑
化
と

い
ひ
、
或
は
選
攀
界
の
革
正
と
い
う
て

随
分
以
前
か
ら
唱
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
ま
す
、
そ
れ
で
あ
り
ま
す
か
ら
湿
學

粛
正
な
る
問
題
ほ
一
面
、
頗
る
祖
い
問

題
で
あ
り
な
が
ら
而
か
も
、
選
學
界
の

宣
情
か
ら
し
て
今
日
尚
常
面
焦
眉
の
新

し
い
問
題
と
な
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま

四
六
九

潮

恵

之

舗

選
欅
法
と
選
畢
粛
正

可
い
の
で
あ
り
ま
す
、
而
か
も
こ
の
議
根
本
に
於
い
て
出
良
任
を
負
ふ
べ
き
も
の

員
ほ
我
々
お
互
が
選
學
で
決
め
る
の
で
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
ほ
な
り
ま
せ

あ
り
ま
し
て
、
一
般
闊
民
の
参
政
椛
な
一
ぬ
、
萬

l

そ
こ
を
感
運
ひ
し
て
偏
へ
に

る
も
の
ほ
、
議
員
を
決
め
る
こ
の
選
摯
為
政
者
や
議
員
だ
け
を
咎
め
立
て
す
る

を
通
し
て
初
め
て
装
勁
し
、
又
選
攀
を
こ
と
は
、
寧
ろ
本
末
韓
倒
賓
任
の
韓
嫁

通
し
て
の
み
装
勁
す
る
の
で
あ
り
ま
と
も
い
ふ
べ
き
で
あ
り
ま
せ
う
、
選
學

す
、
か
く
し
て
我
々
の
選
ん
だ
議
員
の
の
不
健
而
目
不
正
直
に
出
来
な
い
道
C
第
二
、
三
學
期
の
賀
施
朕
況

意
見
は
、
國
の
法
律
豫
算
の
上
に
、
叉
理
、
投
票
の
軍
要
性
と
い
ふ
も
の
が
こ
（
五
）
職
員
の
準
備

地
方
の
法
規
豫
罪
の
上
に
、
そ
の
他
我

4

に
至
っ
て
判
然
と
す
る
の
で
あ
り
ま
學
唸
時
間
に
於
い
て
指
導
の
任
に

々
の
賞
際
生
活
の
各
方
而
に
亙
り
具
證
す
、
選
攀
の
髄
験
五
十
年
を
純
た
る
今
賞
る
職
員
は
そ
の
た
め
に
相
賞
の
準

的
さ
れ
た
政
治
行
政
と
な
つ
て
現
れ
て
時
、
更
め
て
そ
の
粛
正
を
大
朦
疾
呼
せ
備
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
云
ふ
ま
で

来
る
の
で
あ
り
ま
す
、
で
あ
り
ま
す
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
は
心
外
な
次
第
で
あ
り
も
な
い
。
元
末
新
聞
に
は
日
々
、
あ

ら
選
攀
は
、
か
や
う
な
筋
道
を
辿
つ
て
ま
す
が
、
さ
り
と
て
現
宜
の
選
學
界
ほ
ら
ゆ
る
鯉
猜
部
門
に
闘
す
る
記
事
が

政
治
行
政
の
全
局
面
に
そ
の
影
響
を
惨
到
底
こ
れ
が
放
任
を
許
さ
ぬ
事
情
に
在
掲
載
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
す
べ

込

ま

せ

て

行

く

の

で

あ

り

ま

す

、

即

ち

る

の

で

あ

り

ま

す

て

の

記

事

を

理

解

す

る

た

め

に

は

す

継
て
の
政
治
行
政
は
宜
に
選
學
を
基
幽
さ
て
選
學
粛
正
の
行
き
方
ほ
色
々
あ
べ
て
の
部
門
に
つ
い
て
静
的
及
び
動

と
し
て
出
猿
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
ひ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
従
来
そ
れ
に
ほ
的
豫
備
知
識
を
備
へ
な
け
れ
ば
な
ら

得
る
2

の
で
あ
り
ま
し
て
、
憲
政
自
治
の
凡
そ
二
つ
の
大
き
な
行
ぎ
方
が
あ
り
ま
な
い
の
で
あ
る
。
併
し
職
員
が
各
総

甚
調
が
湛
學
に
在
る
と
い
ほ
れ
る
の
も
し
た
。
そ
の
一
っ
ほ
収
締
を
喧
し
く
し
滸
部
門
に
つ
い
て
、
か
A

る
程
度
迄

同
じ
趣
意
で
あ
り
ま
す
、
従
つ
て
興
面
重
い
制
裁
を
設
け
法
の
力
を
用
ひ
て
選
に
造
詣
を
深
め
る
こ
と
は
決
し
て
一

目
正
直
な
選
拳
ほ
自
か
ら
善
政
を
招
束
攀
界
を
瘤
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
、
即
帆
夕
に
な
し
得
る
こ
と
で
は
な
い
の

し
、
不
箕
面
目
不
正
直
な
選
學
か
ら
ほ
ご
ヮ
立
法
の
手
段
に
依
る
も
の
で
あ
り
、
で
あ
っ
て
、
本
校
に
於
け
る
鍵
瞼
に

隠
洛
し
た
政
治
が
産
ま
れ
て
、
結
局
園
今
―
つ
ほ
即
ち
敦
化
訓
練
の
方
面
か
ら
よ
っ
て
も
本
施
設
を
開
始
以
来
約
．
―
―

利
民
闘
の
将
来
ほ
既
緬
せ
ら
れ
る
外
ほ
國
民
の
選
摯
観
念
を
啓
装
し
て
選
慇
界
ヶ
年
間
は
各
職
員
共
、
相
党
苦
心
を

匙
口
め
束
っ
た
も
の
で
あ
る
。
尤
も
生

な
い
の
で
あ
り
ま
す
、
不
健
面
目
不
正
を
粛
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま

徒
と
し
て
も
そ
れ
ぞ
れ
分
招
し
て
各

網
浣
部
門
に
就
い
て
専
門
的
に
研
究

直
な
選
學
を
し
て
置
い
て
、
政
治
の
正
し
た
、
そ
し
て
こ
の
中
啓
蒙
運
動
と
も

準
備
す
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ

明
を
雑
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
は
全
く
い
ふ
べ
ぎ
も
の
ほ
熱
心
な
特
志
家
有
力

る
が
、
併
し
こ
れ
は
學
習
時
間
に
於

無
理
な
話
で
あ
り
ま
す
、
で
す
か
ら
荀
一
者
の
努
力
が
峨
ね
ら
れ
た
に
拘
ら
ず
、

い
て
な
る
べ
く
生
徒
自
封
の
間
で
質

も
憲
政
自
治
を
艮
く
し
よ
う
と
希
ふ
な
兎
角
一
般
の
共
嗚
を
得
る
こ
と
が
困
難

疑
廊
答
せ
し
め
、
自
學
自
習
の
習
慎

ら
ば
、
先
づ
以
て
そ
の
運
用
の
第
一
歩
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
多
く
の
人
の
贅

を
梵
は
ん
が
た
め
に
行
は
し
め
る
も

と
も
い
ふ
べ
き
選
攀
を
艮
く
す
る
こ
と
同
を
受
け
た
も
の
は
寧
ろ
法
制
の
建
直

の
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
職
員
の

が
、
そ
も
／
＼
の
根
抵
で
あ
り
ま
す
、
し
で
あ
り
、
選
奉
法
の
改
正
が
粛
正
の

殊
に
政
治
を
艮
く
す
る
こ
と
ほ
、
憲
政
方
法
と
し
て
頻
り
に
収
上
げ
ら
れ
た
と
準
備
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
は
決
し

自
治
其
者
の
建
前
か
ら
我
々
に
課
せ
ら
い
ふ
賀
況
で
あ
り
ま
し
た
、
由
束
選
翠
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
、
蓋
し
職
員

れ
た
大
責
任
で
あ
り
ま
す
、
そ
れ
を
想
法
規
に
ほ
祖
く
か
ら
還
拳
の
自
由
公
正
は
生
徒
の
應
答
の
妥
常
な
リ
や
否
や

へ
ば
若
し
政
治
に
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
を
保
障
す
べ
き
幾
多
の
定
め
が
織
込
ま
を
判
覇
し
、
又
生
徒
に
於
て
應
答
な

と
す
れ
ば
、
そ
れ
ほ
唯
少
敷
の
為
政
者
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
、
例
へ
ば
し
得
ざ
る
楊
合
は
職
員
が
之
に
代
つ

や
議
員
の
責
任
と
の
み
は
い
は
れ
な
い
＿
無
記
名
投
票
の
制
を
採
用
し
て
投
票
の
て
應
答
し
更
に
又
時
に
は
職
員
の
側

の
で
あ
り
ま
し
て
、
我
々
闊
民
が
そ
の
秘
密
を
守
る
が
如
ぎ
且
「
何
人
と
雖
選
よ
り
進
ん
で
解
説
に
賞
る
べ
き
必
要

’
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、
特
設
時
間
に
お
け
る
學
習

新
聞
経
満
記
事
の

學
習
（
六
）
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の
彿
を
込
さ
せ
る
必
要
が
な
い
の
で
直
一
け
れ
ば
常
然
紐
合
員

tて
取

扱

ふ

こ

一

ト

キ

ほ

業

務

を

妨

ぐ

る

場

合

で

例

へ

ば

他

の

に
組
合
員
名
簿
に
所
定
の
事
項
を
記
載
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
本
條
は
除
名
の
事
由
を
定
め
た
も
の
組
合
員
を
誘
引
し
て
漁
獲
物
を
組
合
の

し
て
よ
い
の
で
あ
る
家
督
相
緻
と
あ
る
か
ら
遺
産
相
綬
の
で
、
此
の
事
由
の
一
っ
以
上
に
該
常
し
共
同
販
賣
所
に
福
げ
ず
に
他
の
商
人
に

持
分
の
製
渡
に
、
紐
合
の
承
諾
を
必
場
合
に
は
営
嵌
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
、
な
け
れ
ば
綿
會
の
決
議
を
以
て
し
て
も
抜
賣
す
る
と
か
、
又
ほ
憔
業
協
同
組
合

要
と
し
た
の
は
、
其
の
譲
受
人
が
、
彿
例
へ
ば
家
族
が
憔
業
梱
を
有
し
組
合
員
除
名
出
来
な
い
の
で
あ
る
、
叉
此
等
の
の
事
業
に
付
、
悪
宣
侮
を
す
る
如
き
が

で
あ
っ
た
の
が
、
死
亡
し
て
其
の
子
が
事
由
に
該
雷
し
て
も
除
名
し
な
い
こ
と
之
に
常
る
の
で
あ
る

込
の
資
力
が
な
い
と
き
は
紐
合
が
不
利

盆
を
蒙
る
か
ら
で
あ
る

組
合
員
の
持
分
を
譲
受
け
た
者
ほ
誤
遥
應
相
緻
を
し
て
璽
雷
を
取
得
し
て
も
出
来
る
の
で
あ
る

i

第
四
披
は
組
合
員
た
る
理
事
が
組
合

渡
人
の
椛
利
義
務
を
飛
纏
す
る
こ
と
ほ
も
常
然
組
合
員
と
な
る
の
で
な
く
て
新
第
一
琥
ほ
二
回
以
上
の
督
促
を
し
て
一
の
金
を
横
領
し
聾
消
し
た
と
か
組
合
の

勿

論

で

あ

る

に

組

合

に

加

入

の

手

績

を

執

ら

ね

ば

な

も

其

の

義

務

を

履

行

し

な

い

場

合

で

な

受

け

た

る

補

助

金

を

自

分

一

個

の

補

助

組

合

員

は

出

資

二

口

以

上

を

有

し

て

ら

ぬ

の

で

あ

る

く

て

ほ

な

ら

ぬ

、

故

に

少

く

と

も

二

回

金

の

如

く

に

利

用

し

た

と

か

云

ふ

が

如

居
れ
ば
組
合
の
承
諾
を
得
て
其
の
中
の
組
合
員
が
死
亡
し
家
督
相
綾
が
あ
れ
ほ
督
促
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
唯
注
意
す
き
を
指
す
の
で
あ
る

一
口
を
他
の
組
合
員
又
ほ
組
合
員
以
外
ば
相
絞
人
は
相
綾
の
日
か
ら
被
相
緻
人
べ
き
こ
と
ほ
二
回
目
の
督
促
を
し
て
指
第
ニ
ャ
七
條
練
會
二
於
テ
除
名
ノ
決

の
者
に
糾
渡
し
す
る
こ
と
の
出
来
る
こ
に
代
り
組
合
員
と
為
る
こ
と
は
、
漁
業
定
期
間
内
に
義
務
を
履
行
し
な
い
こ
と
議
ヲ
為
ジ
タ
ル
ト
キ
ハ
本
紐
合
ハ
事

と
ほ
勿
論
で
あ
る
が
、
若
し
組
合
員
が
組
合
令
第
四
十
七
條
の
規
定
す
る
所
で
が
必
要
で
督
促
朕
を
装
す
る
と
同
時
に
由
ヲ
明
示
シ
タ
ル
書
而
ヲ
以
テ
其
J

あ
る
か
ら
家
督
相
績
人
か
ら
屈
出
が
ぁ
納
入
の
餘
裕
を
興
へ
ず
し
て
除
名
の
決
旨
ヲ
本
人
二
通
知
シ
紺
合
員
名
簿
ノ

一
口
だ
け
有
し
て
居
る
と
き
に
、
其
の

一
部
を
他
の
組
合
員
叉
ほ
組
合
員
以
外

ー
記
載
ヲ
抹
消
シ
且
除
名
ノ
年
月
日
ヲ

れ
ば
之
に
依
つ
て
紐
合
員
名
簿
に
記
載
議
を
す
る
な
ど
ほ
不
常
で
あ
る
―

す
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
家
督
相
綬

の
者
に
誤
渡
し
て
一
口
の
持
分
を
共
有

す

る

こ

と

は

で

き

な

い

の

で

あ

る

第

二

競

ほ

憔

業

椛

の

行

使

又

ほ

盪

平

記

入

ス

ル

モ

ノ

ト

ス

第
二
十
五
條
組
合
員
ノ
死
亡
―
ー
ヨ
リ
人
か
ら
屈
出
が
な
く
て
も
組
合
で
其
の
の
方
法
が
規
約
に
違
反
し
た
場
合
で
ぁ
本
條
は
憔
業
組
合
令
第
四
十
九
條
の

家
督
相
綬
開
始
ジ
タ
ル
ト
キ
ハ
家
督
事
が
分
れ
ば
相
綬
人
を
紐
合
名
簿
に
記
る
が
、
特
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
「
専
改
正
に
伴
ふ
規
定
で
従
来
は
除
名
の
決

相
績
人
ョ
リ
書
面
ヲ
以
テ
其
ノ
旨
ヲ
載
し
て
其
の
こ
と
を
相
績
人
に
通
知
せ
用
漁
業
椛
二
濁
ス
ル
洲
業
ハ
組
合
員
各
議
を
し
た
だ
け
で
直
に
除
名
の
効
力
あ

自
叉
ハ
共
同
ジ
テ
之
ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
る
如
く
収
扱
っ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、

本

組

合

二

屈

出

ッ

ヘ

シ

ね

ば

な

ら

ぬ

の

で

あ

る

ス
」
と
規
定
し
た
規
約
の
條
文
を
引
ぃ
そ
れ
で
ほ
除
名
者
が
聰
會
に
出
席
し
て

前
項
ノ
屈
出
ア
リ
タ
ル
ト
キ
又
ハ
本
第
二
十
六
條
紐
合
員
左
ノ
各
琥
ノ
一

て
之
に
違
反
し
た
る
と
ぎ
を
除
名
の
事
居
れ
ば
分
る
け
れ
ど
も
自
分
を
除
名
の

組
合
ヵ
組
合
員
J

死
亡
二
因
リ
家
督
二
該
常
ス
ル
ト
キ
ハ
聰
會
l

決
議
ヲ

相
績
開
始
ア
リ
タ
ル
コ
ト
ヲ
知
リ
タ
純
ナ
之
ヲ
除
名
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

ル
ト
キ
ハ
骰
相
摂
人
二
代
リ
紐
合
員
一
、
出
資
l

排
込
其
ノ
他
本
紐
合
二
由
と
す
る
こ
と
は
雷
ら
な
い
の
で
ぁ
決
議
を
す
る
に
は
、
除
名
さ
れ
ん
と
す

ト
為
リ
タ
ル
家
督
相
績
人
―
ー
付
組
合
蔚
シ
支
彿
フ
ヘ
キ
金
錢
J

支
挑
ヲ
る
、
何
と
な
れ
ほ
組
合
員
各
自
叉
ほ
共
る
も
の
ほ
決
議
に
加
ほ
る
こ
と
が
出
来

員
名
簿
ノ
記
戟
ヲ
為
シ
其
ノ
旨
ヲ
営
怠
リ
ニ
回
以

K
督
促
ヲ
受
ク
ル
モ
同
し
て
為
す
こ
と
に
組
合
員
ほ
違
反
の
ー
ぬ
の
で
其
の
席
を
外
づ
す
べ
き
で
あ
る

該
家
督
相
綾
人
二
通
知
ス
ル
モ
ノ
ト
防
其
ノ
義
務
ヲ
履
行
セ
サ
ル
ト
キ
し
や
り
が
な
い
か
ら
で
あ
る
、
又
第
百
か
ら
知
ら
ぬ
の
が
普
通
で
あ
る
、
そ
れ

ス

ニ

、

第

六

十

一

熊

胃

十

七

條

第

百

二

十

一

條

に

常

る

規

定

（

霊

業

料

を

納

に

も

拘

は

ら

ず

、

決

議

の

仕

放

し

で

除

本
條
に
付
て
特
に
注
意
す
べ
き
こ
と
十
八
條
又
ハ
第
百
二
十
鰐
規
定
付
す
べ
き
規
定
）
に
違
反
し
た
場
合
を
ー
名
の
効
力
が
あ
る
と
す
る
こ
と
は
不
営

本
琥
に
規
定
し
た
例
が
あ
る
け
れ
ど
も
で
あ
る
の
で
、
今
回
の
改
正
が
あ
っ
た

ニ
逹
背
シ
テ
憔
業
ヲ
為
シ
タ
ル
ト

ほ
、
粗
合
員
の
相
綬
人
が
憔
莱
組
合
員

之
ほ
第
一
琥
の
中
に
含
ん
で
居
る
か
ら
繹
で
あ
る
、
従
つ
て
除
名
さ
れ
た
者
に

た
る
資
格
（
漁
業
者
で
あ
る
か
叉
ほ
規
キ

之
を
第
二
披
の
中
に
掲
げ
る
こ
と
ほ
震
通
知
し
た
上
で
な
け
れ
ば
除
名
を
以
て

約
第
七
條
の
規
定
に
依
り
組
合
員
た
る
三
、
本
組
合
ノ
秩
序
ヲ
胤
シ
又
ハ
其

こ
と
を
得
る
者
）
の
あ
る
者
で
な
く
て
ノ
行
為
―
一
因
リ
本
組
合
J

信
用
ヲ

ほ
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
、
例
へ
ば
骰
相
毀
損
シ
タ
ル
ト
キ
復
す
る
か
ら
本
琥
に
は
攀
げ
な
い
様
に
其
の
組
合
員
に
野
抗
す
る
こ
と
が
出
来

綾

人

が

憔

業

者

又

は

従

業

者

で

あ

っ

て

四

、

犯

罪

其

ノ

他

不

正

ノ

行

為

二

因

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

ぬ

の

で

あ

る

（

未

完

）

も
相
績
人
が
漁
業
者
又
ほ
従
業
者
で
な
リ
本
組
合
ノ
信
用
ヲ
毀
損
シ
タ
ル
第
一
云
軍
は
組
合
の
秩
序
を
胤
し
、
叉

• ◇
大
稗
都
の
計
蜜
成
る.

（
宮
崎
市
）

都
市
計
驚
宮
崎
地
方
委
員
會
で
は

さ
き
に
宮
崎
市
合
の
決
議
を
も
つ
て

政
府
に
意
見
書
を
提
出
し
た
が
そ
の

後
賞
局
で
は
設
計
を
急
い
で
こ
の
程

大
骰
完
成
し
た
そ
の
内
容
は
宮
降
に

隣
接
し
た
史
跡
景
勝
に
富
む
青
島
木

花
住
吉
赤
江
の
四
箇
町
村
海
岸
地
常

を
包
含
し
た
一
大
風
致
地
厖
を
設
け

る
と
と
も
に
天
紳
山
公
園
か
ら
聖
跡

皇
宮
閑
に
い
た
る
間
、
及
び
牟
田
町

御
親
閲
楊
跡
か
ら
幽
地
阿
波
峰
ヶ
原

を
結
ぶ
二
つ
の
直
線
幹
線
迎
路
を
開

一
堅
、
旭
通
り
の
撰
張
縣
誕
前
通
り
橘

通
り
な
ど
の
メ
ー
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に

は
芙
し
い
緑
樹
地
帯
を
設
け
ん
と
す

一る
も
の
で
五
箇
年
計
驚
で
完
成
す
る

由

四
六
八

鳥
取
市
で
は
同
市
の
疲
展
策
と
し

て
市
内
の
有
力
者
間
に
観
光
ホ
テ
ル

の
建
設
が
提
唱
さ
れ
大
山
國
立
公
園

の
正
式
指
定
を
目
前
に
控
へ
て
ゐ
る

の
で
最
も
適
切
緊
要
な
計
搬
と
し
て

各
方
面
か
ら
こ
れ
が
質
現
を
要
望
さ

れ
る
に
至
っ
た
の
で
鳥
取
商
工
會
議

所
で
は
過
般
来
代
表
者
を
先
進
都
市

に
出
張
せ
し
め
て
や
テ
ル
建
設
に
伴

ふ
賭
般
の
調
査
を
行
ひ
辛
珀
々
と
準
備

工
作
を
進
め
て
居
る
が
近
く
猥
光
ホ

テ
ル
建
設
委
員
合
を
組
織
し
市
常
局

並
縣
賞
局
に
働
き
か
け
る
由
で
あ

る

◇
観
光
ホ
テ
ル
具
騰
化（

鳥
取
市
）
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々
ほ
こ
の
改
正
法
に
野
し
て
大
に
選
學
つ
て
、
選
學
界
を
瘤
正
す
る
に
は
、
先

粛
正
の
成
果
を
切
睾
す
る
も
の
で
あ
り
づ
法
制
を
整
へ
、
こ
れ
を
薗
行
す
る
こ

ま
す
°
然
る
に
こ
れ
ま
で
我
々
ほ
湿
學
と
ほ
、
最
も
肝
腎
で
あ
り
ま
す
°
然
し

法
改
正
後
の
効
果
に
つ
い
て
度
々
念
願
な
が
ら
、
従
来
繰
返
さ
れ
た
速
攀
法
の

の
叶
は
な
か
っ
た
、
如
古
い
純
殿
を
営
め
改
正
と
そ
の
廊
行
と
、
そ
れ
が
選
撃
界

た
の
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
際
餘
程
の
に
齋
し
た
粛
正
の
効
果
と
を
、
照
合
し

戒
心
を
加
へ
て
か
さ
ら
な
い
と
復
た
ぞ
一
ま
す
と
、
何
と
し
て
も
遮
柴
法
ほ
、
選

ろ
覆
轍
を
踏
む
の
隧
が
な
い
と
も
限
り
學
粛
正
の
萬
能
膏
に
非
ざ
る
こ
と
を
、

ま
せ
ぬ
、
現
に
改
正
選
攀
法
に
倣
っ
た
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

改
正
府
縣
制
の
下
で
行
は
れ
た
、
昨
秋
一
陥
か
に
そ
れ
が
、
萬
能
脊
で
な
い
故
に

の
府
縣
會
議
員
の
総
選
學
に
於
て
も
、
土
そ
れ
に
椅
頼
し
過
ぎ
、
そ
れ
へ
の
制
待

あ
の
制
裁
の
加
痕
、
あ
の
粛
正
収
締
の
一
が
餘
り
に
大
き
い
と
却
つ
て
、
落
的
に

強
調
に
拘
ら
ず
営
反
者
ほ
一
萬
六
千
有
終
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
で
あ
り
ま
せ

餘
に
上
り
、
甚
し
ぎ
ほ
有
棚
者
の
九
割
―

5
0
そ
こ
で
ど
う
あ
っ
て
も
、
そ
の
興

が
瞼
學
せ
ら
れ
て
、
役
場
事
務
ま
で
停

l

個
の
病
源
を
装
見
し
て
、
こ
れ
を
根
治

止
さ
れ
た
村
さ
へ
あ
る
と
、
聞
く
の
で
一
す
る
途
を
請
ぜ
ね
ば
、
置
生
珈
正
ほ
、

あ
り
ま
す
°
尤
も
か
く
ま
で
多
敷
が
攀
一
百
年
河
洞
を
待
つ
に
筈
し
と
存
じ
ま

げ
ら
れ
た
こ
と
ほ
、
悔
學
の
骰
甫
公
正
す
。
而
し
て
、
つ
く
人
＼
考
へ
て
見
る

に
依
る
と
も
い
ほ
れ
ま
せ
う
が
、
何
と
ー
の
に
、
そ
の
病
源
と
い
ふ
べ
き
も
の
は

し
て
も
、
撒
し
い
違
反
で
あ
る
と
思
竺
結
局
、
國
民
の
咄
慕
に
野
す
る
聰
織
と

ま
す
J

そ
し
て
、
候
補
者
の
中
に
ほ
‘
一
粛
正
に
蜀
す
る
熱
意
と
の
餓
乏
で
あ
る

相
嬰
ら
ず
巨
額
の
運
動
費
を
撒
い
た
者
一
と
、
私
は
信
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
。

も
あ
り
．
殊
に
候
袖
者
の
涼
反
は
前
救
＿
「
法
は
死
物
、
こ
れ
を
活
す
ほ
人
」
と
い

回
の
そ
れ
に
比
し
て
放
倍
の
多
ぎ
を
占
―
ほ
れ
る
や
う
に
、
涜
扇
に
つ
い
て
も
、

め
、
贔
璽
塁
委
員
の
厨
粛
あ
る
人
一
こ
の
認
識
と
熱
意
と
が
凝
つ
て
法
を
活

す
ら
各
地
で
、
少
か
ら
ず
違
反
し
て
ゐ
一
か
す
べ
き
魂
と
な
り
、
法
に
こ
の
魂
が

る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
以
て
見
れ
＿
打
込
ま
れ
な
い
以
上
、
何
と
立
振
に
法

ば
、
改
正
府
縣
制
ほ
既
に
色
々
の
方
而
一
を
幣
へ
て
も
、
粛
正
の
成
功
せ
ぬ
こ
と

か
ら
侵
犯
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま
す
一
は
火
を
賭
る
よ
り
も
明
か
で
あ
り
ま
せ

か
ら
、
今
後
の
運
學
に
於
て
ほ
、
更
に

-
5
0
従
っ
て
、
法
の
整
備
厠
行
と
共
に

一
段
の
覺
醒
と
努
力
と
が
要
求
さ
れ
ね
一
否
寧
ろ
、
そ
れ
よ
り
も
一
層
先
に
、
法

ば
な
ら
ぬ
と
考
へ
ま
す
°
而
し
て
、
そ
一
を
活
か
し
て
、
逮
學
界
を
荊
正
す
る
為

も
／
＼
か
ヽ
る
事
態
が
、
幾
度
と
な
く
一
に
、
阪
民
の
選
摯
に
蜀
す
る
正
確
な
認

反
梃
せ
ら
れ
、
期
待
の
兎
角
襄
切
ら
れ
＿
識
と
、
敗
烈
な
熱
意
と
の
高
ま
つ
て
行

る
所
以
の
も
の
ほ
、
畢
党
何
等
か
根
本
一
く
と
い
ふ
こ
と
が
、
粛
正
の
恨
抵
で
な

の
禍
因
が
そ
こ
に
、
潜
在
す
る
こ
と
を
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
こ
の
認
識
熱
意

想
像
さ
せ
る
の
で
あ
り
ま
す
、
成
る
程
の
足
り
な
い
と
、
選
摯
法
は
、
宵
不
用

法
の
力
と
い
ふ
も
の
ほ
、
極
め
て
強
大
意
に
守
ら
れ
な
い
の
み
な
ら
ず
、
奸
智

で
あ
り
ま
す
。
法
が
選
學
粛
正
に
有
効
に
長
け
た
輩
ほ
、
こ
れ
を
潜
り
こ
れ
を

で
あ
る
こ
と
ほ
勿
論
で
あ
り
ま
す
0

従
逆
用
し
て
ま
で
も
、
尚
買
牧
そ
の
他
の

I 

四
七
一

脱
法
行
為
を
目
論
む
や
う
に
な
り
ま
す
如
子
を
擁
誰
す
る
こ
と
に
な
ら
ね
ば
、
立
尚
網
常
的
準
備
と
し
て
望
ま
し
き

か
く
し
て
何
時
に
な
つ
て
も
、
情
弊
の
一
祇
な
選
學
の
行
ほ
れ
る
こ
と
は
、
毛
頭
こ
と
は
網
清
雑
誌
を
閲
讀
す
る
こ
と

根
絶
は
到
底
望
ま
れ
ま
せ
ぬ
。
こ
の
認
一
期
待
出
来
ま
せ
ぬ
、
前
に
も
申
し
た
や
で
あ
っ
て
、
之
に
よ
っ
て
新
聞
に
よ

識
熱
意
な
る
も
の
ほ
、
恰
か
も
建
築
の
一
う
に
、
選
攀
の
粛
正
と
い
ふ
こ
と
ほ
、
る
斯
片
的
理
解
を
綜
合
し
捕
強
す
る

地
縮
に
も
腎
ふ
べ
く
、
法
ほ
こ
の
地
鍛
竺
要
す
る
に
、
選
學
を
自
由
公
正
に
、
箕
こ
と
を
得
る
も
の
で
あ
る

の
上
に
組
立
て
ら
る
べ
き
建
物
に
も
比
面
目
正
直
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
依
つ
口
、
指
導
前
の
準
備

す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
地
盤
が
碓
乎
出
―
て
以
て
、
良
い
識
員
、
良
い
識
會
を
得
土
曜
日
の
學
習
時
間
に
は
木
曜
日

来
て
ゐ
な
い
と
、
建
物
ほ
危
ぶ
な
い
の
一
て
、
憲
政
自
治
の
美
を
齊
す
こ
と
を
、
附
の
舘
清
記
事
を
数
材
と
す
る
の
で

で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
掘
立
小
屋
か
ら
一
そ
の
終
局
の
目
的
と
す
る
の
で
あ
り
。
あ
る
が
、
前
述
の
繹
常
的
準
備
を
励

鐵
筋
混
凝
士
造
り
に
、
進
め
ば
進
む
に
一
選
撃
法
の
目
標
も
亦
こ
れ
に
外
な
ら
ぬ
行
し
て
ゐ
る
な
ら
ば
、
そ
の
指
導
も

伴
れ
て
、
家
屋
の
安
定
ほ
却
つ
て
脅
か
の
で
あ
り
ま
す
°
然
る
に
、
従
来
兎
角
大
骰
に
於
い
て
過
誤
な
く
な
し
得
る

さ
れ
盆
、
瞼
呑
に
な
つ
て
参
り
ま
す
。
一
湿
學
法
の
こ
の
本
旨
に
野
す
る
認
識
が
も
の
で
あ
る
。
併
し
数
材
た
る
網
清

足
ら
ず
、
粛
正
の
熱
意
に
鍛
げ
る
と
こ
記
事
の
指
導
は
特
に
詳
細
正
確
を
期

選
摯
粛
正
も
こ
れ
と
同
様
で
、
國
民
の

聰
識
熱
意
が
不
足
す
れ
ば
、
選
學
法
は
ろ
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、
選
學
界
の
弊
し
た
い
た
め
に
職
員
は
學
習
時
間
前

魂
の
な
い
脱
殻
と
な
っ
て
了
ふ
ば
か
り
風
か
今
に
一
掃
さ
れ
な
い
認
で
あ
り
ま
迄
に
特
に
指
尊
の
た
め
の
準
備
を
行

で
な
く
、
そ
れ
が
周
到
緻
密
に
な
る
に
す
°
而
か
も
、
こ
の
認
識
の
不
足
、
熱
ふ
の
で
あ
る
。
．
次
に
昭
利
十
年
十
一

謡
の
映
餡
ほ
、
官
憲
の
側
に
も
、
政
治
月
二
十
八

H
（
木
曜
日
）
附
の
某
新
聞

一
家
の
側
に
も
、
又
一
般
願
民
の
側
に
も
に
つ
い
て
そ
の
準
備
方
法
を
例
示
し

伴
れ
て
、
往
々
弊
害
の
百
出
を
見
る
こ

と
も
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
法
に
抜
本

一
共
存
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
し
て
、
て
み
よ
う

睾
源
の
即
効
が
切
手
め
な
い
逍
理
は
、
即
一

こ
の
共
通
の
弱
湖
が
、
互
に
原
因
を
な
こ
の
日
の
新
聞
に
は
純
清
記
事
に

ち
こ
ヽ
に
在
り
、
晰
正
の
鍵
を
握
る
も

し
、
結
果
を
な
し
て
、
選
學
の
自
由
公
大
記
事
が
多
く
従
て
記
事
件
数
は
通

正
を
、
各
方
面
か
ら
稿
し
て
来
た
の
で
常
の
日
K
り
も
少
'
‘
、
次
の
如
く
佃

の
ほ
、
こ
の
認
識
と
熱
意
と
で
あ
る
こ
―

こ
の
り
ま
す
。
即
ち
、
常
局
者
や
、
候
補
に
十
一
＝
件
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る

と
を
、
承
知
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
一

忍
運
動
員
な
ど
の
側
か
ら
は
、
梱
力
に

1
、
一
歩
は
一
歩
づ
A

（
二
段
抜
）

ま
す

一
依
っ
た
り
、
金
力
に
依
っ
た
り
、
叉
ほ
一
（
フ
ラ
ン
ス
の
金
本
位
制
維
持
維

我
が
闊
の
数
育
は
、
今
日
誡
に
立
祇

禄
力
に
依
っ
た
り
し
て
、
選
學
干
渉
、
に
闘
す
る
評
論
）

な
成
績
が
摯
げ
ら
れ
て
居
り
ま
す
°
然

設
懸
設
、
叉
ほ
逮
拳
妨
害
な
ど
が
起

2
、
日
閾
悔
蓮
豫
備
會
談

し
、
國
憲
國
法
を
醤
奉
す
る
と
い
ふ
悠

;
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
等
ほ
何
れ
も
力
を
侍
．
け
ふ
帥
戸
で
再
會
（
四
段
抜
）

性
に
至
つ
て
は
、
そ
の
完
成
、
尚
未
だ
一

み
、
選
拳
の
自
由
公
正
に
野
し
て
、
不

3
、
佛
政
府
は
飽
く
迄

し
の
感
が
あ
り
ま
す
‘
°
元
来
人
間
は
一

正
な
製
肘
、
誘
惑
乃
至
侵
犯
を
加
へ
る
金
本
位
制
を
堅
持
（
三
段
抜

祉
會
生
活
を
営
み
ま
す
。
祉
會
生
活
に
＿

は
必
ず
統
制
を
要
し
ま
す
、
そ
し
て
、
も
の
で
あ
り
ま
す
。
更
に
一
般
國
民
の

4
、
平
債
切
下
げ
反
甜

最
も
進
歩
し
た
統
制
の
あ
る
祉
會
生
活
方
に
も
、
敢
て
自
ら
こ
の
自
由
公
正
を
佛
首
相
ラ
ヂ
オ
で
力
説

が
、
即
ち
我
々
の
営
む
図
家
生
活
で
あ
一
冒
薇
す
る
者
が
あ
り
ま
す
。
滝
り
に
棄

(

1

一
段
抜
）

り
ま
す
。
法
律
も
宜
に
こ
の
統
制
の
一
一
椛
し
、
ョ
イ
加
減
の
投
票
を
し
、
叉
投

面
と
し
て
、
窟
れ
出
る
も
の
で
あ
り
ま
票
を
賣
る
の
類
が
、
即
ち
こ
れ
で
あ
り

し
て
、
こ
の
統
制
が
棄
さ
れ
た
の
で
は
一
ま
す
。
本
来
、
一
般
の
認
識
熱
意
が
十

罰
家
生
活
の
よ
く
行
く
筈
ほ
あ
り
ま
せ
＿
分
で
あ
り
さ
へ
す
れ
ば
、
他
力
に
屈
す

ぬ
、
こ
れ
を
選
摯
に
つ
い
て
見
て
も
、
一
る
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
利
盆
や
箭
賞
因

闊
民
が
湛
學
法
の
所
期
す
る
粛
正
の
こ
緑
な
ど
に
迷
ほ
さ
れ
る
筈
ほ
な
い
の
で

と
を
判
然
と
辮
へ
、
箕
剣
に
選
學
の
紳
一
あ
り
ま
す
。
買
牧
で
も
、
選
攀
干
渉
で

,．≫ 9:．o 

學
人
の
投
祟
し
た
る
骰
選
拳
人
の
氏
名
の
如
く
明
治
二
十
二
年
に
創
定
せ
ら
れ

を
陳
述
す
る
の
義
務
な
し
」
と
い
ふ
や
た
衆
議
院
議
員
選
攀
法
は
、
同
一
―
-
+
―
―
―

う
な
軍
大
な
意
義
を
有
つ
規
定
を
設
け
年
の
改
正
と
併
せ
て
既
に
四
回
の
大
改

た
る
が
如
き
、
叉
投
娯
所
の
設
餅
や
投
正
が
加
へ
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
四
回

粟
用
紙
に
ま
で
も
周
密
な
細
目
を
示
し
中
一
―
―
回
の
改
正
は
宜
に
大
正
、
昭
和
に

た
る
が
如
き
、
更
に
秘
密
の
侵
犯
に
到
亙
る
二
十
年
間
に
な
さ
れ
た
の
で
あ
り

し
亙
厳
罰
数
箇
條
を
罹
き
た
る
が
如
ま
し
て
こ
の
二
十
年
は
方
に
我
闊
に
於

き
、
皆
そ
れ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
外
投
け
る
選
學
法
大
改
正
の
時
代
と
い
ふ
て

胃
牧
の
防
止
、
選
攀
運
動
に
闊
す
る
も
可
い
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ

制
限
、
選
學
干
渉
の
防
止
節
に
つ
い
て
等
母
回
の
改
正
に
於
い
て
そ
の
翫
賜
と

も
い
ふ
べ
き
も
の
ほ
成
る
べ
く
多
敷
の

國
民
に
参
政
柚
を
興
へ
ん
と
し
て
、
漸

の
規
定
、
そ
の
他
選
學
投
票
の
自
由
公

次
選
學
椛
を
搬
張
し
た
こ
と
A

、
政
界

正
を
保
た
ん
と
す
る
滉
山
の
規
定
も
厳

の
廓
洞
を
圏
る
為
に
徹
底
的
に
選
學
界

存
し
た
の
で
あ
り
ま
す
°
而
か
も
か
く

を
粛
正
せ
ん
と
し
た
こ
と
A

、
こ
の
二

の
如
く
自
由
公
正
を
保
降
す
べ
き
多
く

つ
に
在
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
選

の
規
則
を
有
ち
な
が
ら
｀
尚
従
束
の
選

攀
粛
正
と
い
ふ
一
事
は
選
學
法
の
改
正

撃
怯
に
滴
足
出
束
ず
し
て
選
砥
年
法
の
改

に
際
し
て
は
、
何
時
も
そ
の
主
眼
の
一

正
ほ
殆
ん
ど
引
切
り
な
し
に
計
劃
せ
ら

つ
で
あ
り
ま
し
た
°
殊
に
こ
の
勁
で
注

れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
唯
こ
A

に
そ
の

目
す
べ
き
も
の
ほ
普
通
堪
學
法
の
内
容

成
行
の
一
伍
一
什
を
述
べ
立
て
る
こ
と

で
あ
り
ま
す

ほ
却
グ
ヽ
差
措
く
こ
と
ヽ
し
て
、
一
應
大

正
以
来
の
網
過
を
振
返
る
こ
と
に
す
る
一
平
日
選
法
の
培
髄
が
置
年
資
格
中
か
ら

な
ら
ば
、
大
隈
内
閣
、
原
内
閣
、
加
隊
納
税
要
件
を
撤
陵
し
て
人
格
主
義
の
選

子
爵
の
内
閣
、
山
本
内
閣
、
湘
浦
内
閣
‘
攀
椛
を
確
立
す
る
こ
と
に
在
る
こ
と
ほ

加
癖
伯
の
内
閣
、
濱
口
内
閣
及
び
齋
膝
今
更
謂
ふ
を
埃
ち
ま
せ
ぬ
°
然
し
そ
れ

内
閣
即
ち
大
正
こ
の
方
殆
ん
ど
徳
て
の
と
同
時
に
我
が
普
選
法
が
大
い
に
選
學

内
閣
が
選
摯
法
の
改
正
を
爾
要
政
嗣
の
一
手
綾
を
改
革
し
、
選
攣
運
勁
の
方
法
及

一
に
掲
げ
て
そ
の
宵
現
に
附
手
せ
ら
れ
び
運
動
搬
の
支
出
に
野
す
る
厳
粛
な
制

た
の
で
あ
り
ま
す
°
尤
も
こ
れ
等
各
内
限
の
下
に
選
學
蓮
勁
に
徹
底
し
た
収
締

閣
に
於
い
て
調
査
せ
ら
れ
た
も
の
、
中
を
加
へ
、
又
運
學
涼
反
に
峻
厳
な
制
裁

に
は
政
府
部
内
の
立
案
に
終
っ
た
も
の
を
科
す
る
こ
と
な
ど
に
依
つ
て
逮
撃
界

も
あ
り
、
福
密
院
に
御
諮
詢
を
仰
い
だ
を
粛
正
す
べ
く
如
何
に
腐
心
し
て
ゐ
る

も
の
も
あ
り
、
又
貴
衆
雨
院
を
通
過
し
か
を
見
逃
す
こ
と
ほ
出
来
ま
せ
ぬ
0

か

て
愈
法
律
と
な
っ
た
も
の
も
あ
り
ま

A

る
異
彩
を
放
っ
た
普
選
法
で
あ
り
ま

す
。
が
就
中
大
正
八
年
原
内
閣
の
改
正
す
か
ら
そ
の
誕
生
に
常
つ
て
各
方
面
か

喜
伝
、
大
正
十
四
年
加
藤
内
閣
即
ち
ら
こ
の
法
律
に
か
け
ら
れ
た
選
攀
粛
正

璽
翌
派
内
閣
の
普
通
選
攀
法
及
び
昭
の
期
待
が
頗
る
多
大
で
あ
っ
た
こ
と
も

和
九
年
齋
森
内
閣
の
改
正
選
攀
法
ほ
我
決
し
て
不
思
談
は
な
い
の
で
あ
り
ま

が
憲
政
史
上
に
特
筆
せ
ら
る
べ
き
大
改
す
。
即
ち
或
人
は
「
従
前
の
汚
れ
た
選

正
で
あ
る
と
稲
せ
ら
れ
ま
し
た
。
か
く
學
を
鯉
験
し
な
い
新
有
梱
者
の
壻
加
ほ

“鬱 ／く、し

6
、
明
年
炭
豫
坑
編
成

財
界
も
大
骰
好
感
（
一
段
抜
）

7
、
租
税
牧
入
見
稼
リ

九
低
二
千
萬
闘
に
上
る

5J
、
金
本
位
危
機
下
に

け
ふ
佛
議
會
開
く
（
詔
物
）

（
三
段
抜
）

必
ず
選
學
界
を
浄
化
す
る
に
相
迩
な
倍
に
搬
ま
り
、
且
運
動
の
到
蒙
た
る
有

い
」
と
い
ひ
、
或
人
は
「
三
百
餘
萬
の

9

椛
者
も
四
倍
に
激
増
し
た
為
に
、
演
説

有
櫂
者
が
一
千
二
百
餘
萬
に
も
な
っ
た
文
書
に
依
る
合
法
的
運
動
毀
も
自
然
と

の
で
あ
る
か
ら
、
縦
し
投
票
貨
牧
等
を
嵩
ま
る
ば
か
り
で
な
く
、
殊
に
そ
の
間

企
て
た
と
こ
ろ
で
普
＜
幽
手
の
屈
く
も
不
法
の
買
牧
毀
が
隠
密
に
振
り
撒
か
れ

の
で
は
な
い
、
従
つ
て
選
痺
年
は
自
か
ら
て
、
法
定
制
限
額
ほ
愚
か
「
五
常
三
落
」

浄
化
さ
れ
る
で
あ
ら
う
」
と
考
へ
、
叉
の
評
熙
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
段
々
「
七

或
人
は
「
こ
の
厳
密
な
阪
締
と
、
峻
烈
霜
五
落
」
と
競
上
げ
ら
れ
る
と
い
ふ
賓

な
罰
則
と
は
何
と
腐
敗
し
切
っ
た
選
攀
欣
と
な
り
、
加
之
綿
密
な
取
締
規
定
は

界
で
あ
っ
て
も
、
終
に
革
正
せ
ず
に
ほ
却
つ
て
官
椛
濫
用
に
好
都
合
と
い
ふ
非

措
く
ま
い
」
と
信
じ
、
わ
け
て
も
取
締
難
す
ら
も
起
つ
て
来
た
の
で
あ
り
ま

及
び
罰
則
の
威
力
に
闊
し
て
は
多
く
の
す
。
か

4
る
箭
勢
か
ら
是
非
共
今
一
度

人
が
殆
ん
ど
一
致
し
て
、
非
常
な
期
待
選
撃
法
を
改
正
し
、
更
に
珈
正
の
質
を

を
有
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
螂
今
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
輿
論
が
、
追

が
登
國
ら
ん
や
昭
和
三
年
に
行
は
れ
た
々
喧
し
く
な
つ
て
参
り
ま
し
た
、
そ
の

普
選
法
に
依
る
第
一
次
綿
選
慇
の
賞
績
上
近
年
政
界
に
野
す
る
不
信
朝
、
政
治

に
野
す
る
不
評
判
が
、
漸
く
一
般
に
襦

頭
す
る
に
至
り
、
政
界
革
正
の
前
提
と

を
吟
味
す
る
に
及
ん
で
そ
の
期
待
が
多

く
裏
切
ら
れ
た
の
に
痛
く
失
蒙
を
感
ぜ

し
め
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
°
而
か
も
し
て
第
一
に
選
拳
法
を
改
正
す
べ
し
と

そ
の
後
第
二
次
第
三
次
と
結
局
普
選
法
す
る
希
茎
は
、
盆
贔
烈
の
度
を
加
ヘ

下
に
三
回
の
綿
湛
攀
が
緑
返
さ
れ
ま
し
彼
此
波
瀾
霞
墜
の
数
年
を
経
て
、
終
に

た
が
、
柳
か
も
愁
眉
を
開
か
し
む
る
も
第
六
十
五
回
帝
國
議
會
に
於
い
て
改
正

の
ヽ
な
い
の
み
な
ら
ず
、
回
を
厭
ね
る
選
摯
法
の
成
立
を
見
た
の
で
あ
り
ま

に
従
つ
て
投
票
の
買
牧
と
か
、
逮
拳
運
一
す
。
改
正
澁
學
法
ほ
宜
に
か
A

る
事
情

言
の
膨
脹
と
か
、
又
は
湿
學
干
渉
と
一
来
脈
か
ら
成
立
し
た
の
で
あ
り
ま
す
か

か
い
ふ
や
う
な
以
前
か
ら
三
大
宿
弊
と
ら
、
そ
の
主
力
は
三
大
宿
弊
の
防
除
に

稲
へ
ら
れ
て
ゐ
た
湛
拳
界
の
精
弊
ほ
、
傾
注
さ
れ
て
ゐ
ま
す
。
即
ち
こ
れ
を
曹

逆
に
撰
大
す
る
趨
勢
さ
へ
も
見
え
て
束
法
に
比
べ
ま
す
と
投
票
買
牧
に
蜀
し
て

ま
し
た
。
即
ち
買
牧
速
反
者
は
三
回
の
ほ
一
層
厳
罰
の
方
針
を
採
り
、
湿
攀
運

聰
選
摯
に
於
い
て
、
常
に
選
撃
違
反
の
動
の
組
織
及
び
蓮
勁
行
為
を
一
段
制
限

八
九
割
を
占
め
、
殊
に
第
一
次
純
湿
學
し
て
運
勁
裳
の
低
減
を
期
し
、
更
に
収

で
ほ
純
興
を
豫
想
さ
れ
た
新
有
梱
者
の
締
の
強
化
と
相
捩
つ
て
逮
攀
公
管
制
を

方
に
、
寧
ろ
蓮
反
率
は
高
か
っ
た
の
で
取
入
れ
労
運
動
費
の
法
定
制
限
額
を
引

あ
り
、
殊
に
買
牧
に
野
す
る
罪
縣
観
は
下
げ
た
の
で
あ
り
ま
す
、
又
官
公
吏
の

益
々
麻
痺
し
、
椴
令
刑
辟
に
躙
れ
た
と
湿
學
涼
反
に
も
一
入
甫
刑
を
以
て
臨
み

て
自
他
共
に
一
時
の
厄
難
位
に
考
へ
干
渉
そ
の
他
積
極
消
極
共
に
、
糀
力
の

て
、
け
ろ
り
と
し
て
ゐ
る
や
う
に
な
つ
不
正
行
使
を
防
止
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
の

た
の
で
あ
り
ま
す
。
選
學
運
勁
裳
の
間
1

で
あ
り
ま
す

も
、
小
逮
撃
匝
制
を
止
め
て
中
濶
攀
罷
＿
滉
攀
法
は
、
既
に
か
く
ま
で
に
改
正

制
を
採
用
し
た
の
で
運
動
の
幅
域
は
数
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
、
依
つ
て
我

I 

も
生
ず
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
c

従

つ
て
學
習
時
間
に
於
て
は
職
員
は
そ

の
疲
言
を
最
少
限
度
に
止
め
る
と
は

云
へ
、
職
員
の
準
備
は
決
し
て
忽
に

す
べ
き
で
は
な
い

上
述
の
如
く
職
員
の
準
備
は
廣
＜

且
深
き
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
準
備
の
方
法
に
は
次
の
如
く
網

常
的
準
備
と
指
導
前
の
準
備
と
の
砥

別
を
考
へ
得
る

イ
、
親
常
的
準
備

綽
滸
記
事
の
理
解
に
は
動
的
豫
備

知
識
即
ち
網
涜
事
象
の
謄
史
的
推
移

綾
遷
に
闊
し
知
識
を
必
要
と
す
る
こ

と
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の

動
的
豫
備
知
識
を
得
る
た
め
に
は
網

洲
記
事
を
侮
日
緻
絞
的
に
閲
韻
し
て

行
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
即

ち
毎
日
の
記
事
に
よ
lJ
各
網
清
部
門

毎
に
、
前
日
ま
で
の
怖
勢
が
今
日
如

何
に
菱
化
池
展
し
た
か
を
明
か
に
し

て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
記
事
を
切
抜
き
分
類

照
理
す
る
と
か
、
軍
要
事
項
を
書
き

抜
く
と
か
職
員
は
そ
れ
ぞ
れ
適
宜
の

手
段
を
靡
ず
る
わ
け
で
あ
る
。
而
し

て
か
く
の
如
く
侮
日
訣
か
さ
ず
閲
賊

す
る
こ
と
は
箪
に
動
的
豫
備
知
識
を

得
る
た
め
に
必
要
な
る
の
み
な
ら

ず
、
今
後
の
網
齊
事
箭
の
解
緑
の
た

め
に
基
本
的
に
必
要
な
る
べ
き
新
用

語
、
新
制
疫
の
疲
生
更
に
新
會
社
、

新
財
界
人
の
出
現
に
至
る
ま
で
、
こ

れ
ら
の
静
的
豫
備
知
識
を
補
充
す
る

た
め
に
も
諏
要
な
こ
と
で
あ
る
。
か

く
て
兎
に
角
興
味
の
有
無
を
問
は
ず

始
非
と
も
侮
日
網
清
記
事
を
固
贖
す

る
と
い
ふ
こ
と
は
指
導
者
と
し
て
の

第
一
の
義
務
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
で

あ
る

四
七
〇
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中
島
小
學
佼
長

寒
い
寒
い
と
言
っ
て
ゐ
る
う
ち
に
、

新
學
年
が
す
ぐ
や
つ
て
来
ま
す
、
新
し

い
洋
服
を
瘤
て
帽
子
を
眼
洗
に
か
ぶ

り
、
ラ
ソ
ド
セ
ル
を
背
に
し
て
小
狼
校

の
門
を
く
ぐ
る
、
生
々
と
し
た
可
愛
ら

し
い
我
が
兒
の
姿
を
今
か
ら
待
ち
佗
び

て
居
ら
る
る
お
母
様
方
へ
少
し
く
人
駆

ま
で
に
知
つ
て
樅
い
て
戴
き
た
い
、
又

躾
て
置
い
て
戴
き
た
い
事
ど
も
を
申
し

て
御
参
考
に
供
し
ま
せ
う

（
一
）
先
つ
自
分
の
柩
校
へ
「
人
で
往

復
出
来
る
様
に
し
て
平
皿
く
こ
と

通
駆
途
上
に
於
け
る
電
車
道
、
十
字

路
等
通
過
の
際
注
意
す
べ
き
幽
を
知

ら
し
て
置
く
こ
と

自
分
の
住
所
を
ハ
ッ
キ
リ
言
へ
る
様

数
へ
て
確
く
こ
と
（
「
あ
な
た
の
お
う

ち
は
何
慮
で
す
か
」
と
問
へ
ば
、
た

新
入
學
兒
童
を
持
つ
お
羅
様
へ

松

本

知

い
ふ
幽
に
、
大
き
い
原
因
が
あ
っ
た
や
果
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
亀
唯

う
に
思
ほ
れ
ま
す
。
今
二
者
併
進
の
こ
こ
の
地
方
選
學
ほ
、
粛
正
の
大
事
業
か

の
機
運
に
際
會
し
た
の
で
あ
り
ま
す
ら
い
へ
ば
、
ー
つ
の
試
錬
に
過
ぎ
ま
せ

が
、
若
し
こ
の
機
會
を
逸
し
て
、
復
た
ぬ
°
而
か
も
相
常
忌
は
し
い
事
質
も
あ

情
弊
を
反
覆
ナ
る
や
う
な
こ
と
が
あ
つ
る
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
逮
に
業
観
は

て
ほ
、
そ
の
悪
影
響
ほ
恐
ら
く
奮
に
倍
出
来
ま
せ
ぬ
、
然
し
似
令
部
分
的
に
ほ

す
る
で
あ
り
ま
せ
う
。
一
入
寒
心
に
堪
未
だ
満
足
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
ほ
あ
る

え
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
世
k

に
し
て
も
大
陵
か
ら
す
れ
ば
確
か
に
、

往
々
堪
攀
界
に
愛
憎
を
つ
か
し
て
、
終
粛
正
の
芽
生
え
ほ
見
初
め
ら
れ
た
の
で

に
憲
政
自
治
に
弱
す
る
闊
民
の
能
力
に
あ
り
ま
す
°
故
に
こ
れ
を
契
椴
と
し
園

疑
を
骸
く
人
す
ら
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
民
の
精
紳
的
綿
動
員
に
依
つ
て
、
更
に

の
際
週
攀
粛
正
の
失
敗
を
繰
返
す
な
ら
直
往
邁
進
す
る
な
ら
ば
、
流
石
の
選
暴

ぽ
愈
以
て
、
こ
の
疑
念
を
深
か
ら
し
め
界
も
終
に
は
、
粛
正
し
得
ら
れ
る
と
思

て
、
現
下
の
時
局
打
開
ほ
勿
論
、
畷
運
ひ
ま
す
0

否
粛
正
の
こ
と
ほ
「
し
得
る
」

の
躍
進
に
非
常
な
障
害
と
な
る
の
で
あ
「
し
得
な
い
」
の
問
題
で
ほ
あ
り
ま
せ
ぬ

り
ま
す
。
そ
れ
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
我
憲
政
自
治
の
こ
の
難
局
を
乖
り
切
る
為

々
ほ
最
早
や
、
生
暖
い
態
度
で
ほ
過
ご
に
、
必
ず
「
ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
國
家
の
大

さ
れ
ぬ
國
情
を
静
思
し
な
け
れ
ば
な
り
事
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
叉
、
そ
れ
を

ま
せ
ぬ
0

而
し
て
昨
秋
行
ほ
れ
た
府
縣
成
し
遂
げ
る
こ
と
は
即
ち
立
憲
政
治
の

會
議
員
の
綿
湿
學
に
於
て
ほ
、
殆
ん
ど
大
道
を
通
し
て
天
業
を
麓
贅
し
奉
る

選
學
干
渉
の
膝
を
聞
か
ぬ
の
み
か
プ
ロ
ベ
ぎ
臣
節
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
°
私
ほ

ー
カ
ー
の
屏
息
、
運
動
徽
の
低
減
及
び
ー
最
後
に
こ
の
所
見
を
述
べ
て
、
今
日
の

一
般
の
自
覺
に
つ
い
て
、
欣
ぶ
べ
ぎ
結
一
講
演
を
終
り
ま
す

（
本
稿
は
一
月
十

1
疲
行
の
市
報
に
掲
載
す
べ
き
筈
で
あ
っ
た
が
潮
氏
の
佼
閲
を

鍔
た
る
鈴
め
止
む
な
く
迎
れ
た
る
も
の
で
そ
の
黙
御
諒
承
を
願
ふ
）

四
七

だ
「
ア
ッ
チ
、
ア
ッ
チ
」
の
み
の
返
毎
朝
歯
を
磨
か
せ
る
こ
と
（
毎
夜
就
て
、
例
へ
ば
縣
性
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ

床

前

も

）

ン

、

総

替

平

衡

資

金

、

金

流

出

防

止

事
で
ほ
困
る
）

姓
も
よ
く
知
ら
し
て
置
き
何
時
呼
ば
以
上
に
規
律
的
生
活
に
慣
れ
さ
せ
て
策
と
し
て
の
金
利
引
上
魯
に
つ
い
て

れ
て
も
「
ハ
イ
」
と
ハ
ッ
キ
リ
返
事
置
く
上
か
ら
も
必
要
で
あ
り
ま
す
r

そ
の
意
義
を
明
確
に
し
、
更
に
最
近

を
す
る
や
う
に
慣
れ
さ
せ
て
お
く
こ
食
餌
の
好
練
の
な
い
や
う
に
、
工
夫
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
政
界
の
形
勢
に

と

で

す

し

て

矯

正

せ

ら

れ

、

食

量

の

多

少

に

っ

い

て

そ

の

脈

史

的

事

俯

を

調

査

し

（
二
）
よ
く
陪
り
や
す
い
こ
と
ほ
入
愚
も
氣
を
つ
け
ら
れ
、
叉
食
事
の
前
に
お
き
、
記
事
の
一
節
鋸
に
更
に
記
事

し
て
他
の
兒
窟
に
負
け
さ
す
ま
い
と
手
を
洗
ふ
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
で
す
全
文
に
就
き
そ
の
趣
旨
を
適
確
に
把

す
る
親
心
か
ら
、
早
く
よ
り
文
字
や
（
五
）
昨
年
末
の
未
就
學
兒
窟
の
身
骰
握
し
、
進
ん
で
今
後
の
動
向
に
つ
い

敷
字
を
数
へ
込
む
こ
と
で
、
そ
の
必
椀
査
の
結
果
、
装
育
の
程
度
、
榮
養
、
て
も
察
知
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

要
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
、
た
だ
片
恨
臆
車
指
敷
（
百
又
は
そ
れ
以
上
か
、
な
い
。
尚
又
必
要
な
る
場
合
に
は
右

名
で
自
分
の
姓
名
を
書
け
る
や
う
に
九
十
以
下
か
）
貧
血
性
か
、
腺
病
質
記
事
の
理
解
に
資
す
る
た
め
参
考
統

し
て
置
い
て
下
さ
い
．
性
か
、
鯛
歯
は
、
其
他
注
意
す
べ
き
計
数
字
や
闘
係
法
規
類
等
を
謄
寓
刷

啓
科
書
、
靴
、
鞄
等
所
持
品
に
は
必
事
項
は
な
か
っ
た
か
、
に
し
て
生
徒
に
配
布
す
る
準
備
を
も

ず
姓
名
を
書
い
て
お
く
こ
と
病
的
の
髪
化
例
へ
ば
眼
病
、
耳
鼻
な
す
べ
き
で
あ
る

敬
科
書
以
外
の
既
用
品
は
人
昂
前
に
咽
喉
疾
患
、
皮
膚
病
、
内
臓
疾
患
等
次
に
綺
讀
記
事
以
外
の
十
二
種
の

購
入
せ
ず
愚
校
の
意
見
を
聞
い
て
後
稜
見
し
な
か
っ
た
か
、
記
事
に
就
て
は
既
述
の
如
く
見
出
し

に

す

る

こ

と

有

熱

兒

（

一

逮

間

以

上

競

温

測

定

の

を

中

心

と

し

て

そ

の

記

事

の

大

意

を

(
-
―
-
）
家
庭
で
自
分
の
學
用
品
を
置
く
結
果
三
七
・
―
―
一
度
以
上
、
叉
寝
汗
を
掴
み
、
網
涜
部
門
に
お
け
る
動
向
の

場
所
を
定
め
て
お
い
て
何
時
も
そ
の
か
く
等
）
で
ほ
な
い
か
大
勢
を
會
得
す
る
程
度
に
止
め
る
の

で
あ
る
か
ら
、
指
導
者
と
し
て
の
そ

位
置
に
お
か
せ
る
こ
と
で
す
、
自
分
以
上
を
御
考
慮
の
上
證
師
（
小
兒
科

れ
に
甜
す
る
準
備
は
特
に
深
く
詳
細

の
事
は
自
分
で
す
る
習
慣
を
つ
け
て
證
）
に
御
相
談
さ
れ
入
愚
ま
で
に
は

に
立
入
る
必
要
は
な
く
多
く
の
場
合

下

さ

い

努

め

て

良

い

朕

態

に

し

て

お

か

れ

る

は
繹
常
的
準
備
の
み
で
、
即
ち
H
々

そ
の
他
靴
の
脱
ぎ
履
き
、
鞄
へ
数
科
こ
と
で
あ
り
ま
す

新
開
を
閲
讀
す
る
う
ち
に
自
ら
蓄
積

さ
れ
る
知
識
の
程
炭
で
十
分
事
足
リ

書
の
出
し
入
れ
、
荒
物
の
滸
方
、
洋
（
六
）
幣
師
よ
り
特
別
注
意
の
な
い
子

る
と
思
ふ
の
で
あ
る

服
の
ボ
タ
ン
の
ほ
め
方
等
の
練
習
‘
供
で
も
次
の
こ
と
ほ
つ
と
め
て
質
行

又
少
し
後
で
は
あ
り
ま
す
が
お
辮
常
さ
せ
る
こ
と

尚
學
習
の
前
日
即
ち
金
曜
日
に
は

商
業
科
職
員
は
全
員
會
合
し
て
、
数

の
包
み
方
の
練
習
（
家
に
蹄
つ
て
見
戸
外
の
遊
び
を
奨
励
し
、
充
分
日
光

材
に
闊
し
質
疑
廊
答
し
各
自
の
理
解

た
時
に
ほ
包
み
の
み
残
っ
て
辮
常
入
を
浴
し
得
る
場
所
を
呉
へ
て
や
る
と

を
正
し
且
つ
深
め
、
又
相
互
に
聯
携

が
無
く
な
つ
て
ゐ
た
や
う
な
滑
稽
も
酷
寒
の
外
ほ
つ
と
め
て
湖
着
を
さ
せ

あ
る
）
等
も
大
切
で
あ
り
ま
す
る
習
慣
を
つ
け
る
こ
と

を
取
っ
て
職
員
に
よ
り
そ
の
指
導
に

深
浅
、
精
紐
の
差
を
生
ぜ
し
め
な
い

お
母
様
方
が
可
愛
さ
の
餘
り
に
、
っ
食
餌
ほ
榮
養
を
主
と
し
た
網
済
的
な

や
う
に
努
め
る
の
で
あ
る

い
自
分
で
や
つ
て
し
ま
つ
て
、
自
然
も
の
で
あ
る
こ
と

に
依
頼
心
を
起
さ
せ
る
結
果
を
招
き
常
に
快
活
で
朗
か
に
遊
ば
せ
る
こ
と

や
す
い
か
ら
注
意
を
要
し
ま
す
其
の
他
一
般
に
注
意
す
べ
き
勁
ほ

（
四
）
早
寝
、
早
起
の
習
慣
と
睡
眠
を
（
七
）
病
氣
等
の
原
因
で
就
學
の
癒
豫

充
分
に
と
ら
す
様
に
（
時
刻
を
定
め
や
免
除
を
要
す
る
時
ほ
、
愚
校
に
御

嘉

旦

く

こ

と

）

相

談

に

な

れ

ば

手

綾

の

仕

方

が

分

り

毎
朝
便
通
に
行
く
習
憐
を
つ
け
る
と
ま
す

鬱
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働

亀

らにるぽ者決選亦棄 ・1止百金めり代にぎ縦るまらら令所外由荀ぅ局自ば意正生 す瑕常ても
なさに‘がめ學慣櫂間弊瀧らま償蜀ほしこせううそ信の公も‘—治‘義が命自る締で‘‘
いへ有國漫るのむすにの祓るせやすな‘とぬととれをこ正不か片の代に壊で由だをあそ選
←‘識民り仕結べるほ俯屋とぬ謝るかそな°‘‘が任とを正やの明議なさあとけ官つの攀
と或層のに紐果ぎ人種をのす‘臆選つのど殊共自‘げで傷なう空朗制つるり公で憲てこ妨
かほと艘投ではこも々作修れ叉の攀た野‘にに身他てあけ力な想 ‘iまてれま正ほに‘と害
-, -,尿栂意票あ多とあのる羅ばこあのと債到投正の力投るるに次にそ自了ばす‘駄委唯なで
ど 理せほ柚り敷でり圭の場‘豆 のる責しの底票し心に票こが依第りのかひ‘°そ目ね候かも
の想ら判かまのあま月1Jでと所、代べ任て為許にい得強すと如つで

経：

候 のれり行す意りすかあ化詮償き上もにさ反も違ひるほきてあ
る

改らま選萬れで‘補ら‘
善陪す學一ほあ又者し—―

補候 るま使か思まがらりし‘や筋‘‘‘れ野のひらが勿は‘りで滑落°ほそ宜り常やめ般・
者補 人せしらにす‘‘ま‘選謝合投憲本ま給でかれ如論‘選まあ美しさ全のにま局運るが
も者逹ぬな‘依°こ自すこ學橙で票政心せ付ほらてぎ‘以學すりも‘うく自憚すを動の監
園がの‘け有つ元れ儘゜し界がほへ自のぬをあでゞ‘自てのかま‘憲な‘由蓼°非員が視
栗居問然れ櫂て々もに尚には認あの治揺°得りああ骰らの自らせ結政れ無公の 雑の本し

--
情は莱ま棄ふな伏者にを二と度横効度傾批が情出役のほ私のるず開ほれにれこま束かの
もせりですこり在の棄選善すとた能の聰評‘ヵ~馬立應あほだのにけなば入るれで部い丈
あて杭位のるとます常櫂ぶ三れしほは下すもそらやた酬るこ L._ tま‘てい‘らのに非すひ競
つ‘な湛ももする選をべ善ばてるなにべ亦れほ推ぬでとのと詰唯あか自ずでほ難る‘べ
た棄ら攀の選まのをすぎに‘ほ選い行き‘と少脳も多思雙いり彼る‘分‘あ箕すも或‘
で 柚ししまで學いで助るで就認‘學のほで後同々届のくひ方ほ‘此°別で叉り向るのは選
あをめ‘あ投°あけこあぎめ理にでれあ日時無出と‘ま共れ骸とそに立訛まか人と終擦
り唆 ‘往り票要るるとり比ら想慮あるるのに理を考現す‘る艮いの叉候方しらがしにほ
まか浣々まのすこ‘はま絞れにすり選と立‘で振へ寓が一のいひど推補をてのあて立出
せし攀識す自るを消‘せ的た適べま拳し法候あ靡『まの‘應で口なち薦す選-,駁り‘候来
うたに者°由に心極最う良方ふぎすにて論補りすす選何考あ質がら屈れぶ候論ま候補餓
°や闘を賞を棄考の悪°い法者我°ともと者まの°攀分ふりにらを出ばも補もす補のね
然う心しほ自椛へ危の叉候範が々眼つ‘し制せほ自に‘べま隧棄もの可難者聰°者自る
しな を て 今 ら と ね 瞼 候 無 葡 園 な の 前 て 現 て 度 う ‘身ほ理ぎすれ椛採途いしがか尤制由←
今事失氣日拗いばも補嗜者でい態にほ制ほの°現の‘窟幽°るすらもでけ氣さも度をと

ら せてま我ち正あ禁て選買ぬこ攀てを政と々々忘の立治地ぬま典補くめあ あて攀見後
とぬそせが上をらに侵學牧のれの健な自いのほ却賓憲の方‘すへ者‘ねる選りの界方の
て°れぬ選ら破う饒犯法とでが本にさ治ふ有‘し｛T:図大のこからやこばと攀ま人をを選
法又だ‘撃な壊とれさのかあ粛質憲ぬも勁つ闊て道民成公のられ有のない投すの立愛攀
ほどけ叉法いす‘ずれ禁‘り正‘政こ‘にてのほ義‘に利椛‘た椛梱りほ票°考直へに
何んで出ほのる瑕慮ぬ J卜潤まにそ自と箪‘ゐ政なが自貢公利膀も者利まれは をさ‘蜀
となほ鱈棄でや初罰こ制慕す誠の治をに深る治り殊治献益自手のの自せま糀 向うおし
も候‘目椛あうにをと限干°意震の篤形<-‘まに公すを由なで私由ぬす利 け と 互 て
ぃ序甫 罰 の を り な も 受 ほ す 渉 さ を 要 藁 し 態 思 媒 地 せ 霊 民 べ 背 ほ 慮 は 利 な ° °で ていのほ
た者則投制ま不選け勿るとう捧性石益炉をと方ぬ大とき負‘置な御る申但あ 貰ふ力‘
しを に 票 裁 す 都 學 な 論 こ か す げ を た 鼻 げ 放 の の ‘ な し も ひ 國 ほ い 都 も す し り ひ方でこ
ま選問だし‘合のい‘と‘れね確るしでし辿行そこての‘利出の合のま誤‘ た角‘れ
せんほかて例は自事瑕がそばば認べ‘ほ‘絡政ことはで憲民来でのほで解自 いに必ま
ぬだれらほへ‘由柄令‘の投なしきそ効又交とでを‘あ政顧まあ為‘もを由 の‘ずで
°か まとゐば持公で法敢他票ら‘湿し用憲渉我我‘こり自‘せりに候な戒で で総選の

^ • 

か於りま正念せ空二つ兎行國ま 洵 先 こ 意 で 活 れ 界 法 幸 力 に 熱 が 力 か と れ 出 無 と 等 期 然
つてにすにひう前大の角きをし今に行とにあに‘しまにひ〈堂意先を肴認に来雑ての待し
の見唱°奪‘°の阻、大離方風た日こ要が依り即従粛多こ 々の決攀ち識ほな作選制に選
ほるへこ起自従こ潮きれ只靡°選し件‘つましつ正少の粛と餓問げ選し我く無學裁副攀

べられす治つとがい〈 しそ攀をで法てす tー て せ の 認 正 滉 げ 題 る 奉 ‘ 々 な 分 投 ‘ は 法 1,

こぎれまべのてヽ合行 啓てし法見あ律‘°成政ら不識の緑るでと界選がる別票何んを
の もなでき将荀い流きで蒙ゐてほたるの選私治治れ備熱見法以あいを攀‘のなに等と生
二のがも絶来もふし方あのま選立認旨改攀ががほ‘が意込を上りふ粛猫選で態裳のすか
大しら‘好を‘てたがつ行す學派でを正法前行公政あがほ改はま心正正學あ度つ虞れし
思‘‘選の憂憲可ここたぎ°粛にあ述よににほ明界つ進立正何す構すののりをて罰ば‘
潮極そ攀機へ政いと L‘ 方即正改りべり魂これとほてんちしと°にる燃本ま執冷が‘そ
のめの粛會るのでは r粛とち運正またもをのてな革もでまて度こな為ゆ義する淡なその
跛て結正で者前ぁ、靡正、立動せすの‘打認参り正‘来せも々のるにるを°こにいこ終 四
行少果があの途り盛手の従法ほら も寧込識る且ぜ選れぬ‘如認こ全熱確唯と構かに局
となに切り‘をましし二束の全れ ‘ろむ熱の生ら學ば゜・ナ何識と能意乎そほへら何の I七
あ ばめ立て事前し持つで闘事ン事るのて 1312 11 10 9 8 
る次 6 5 4_321 な次ち ‘tこのて維←あすがスはの場精さ‘‘ ‘‘ 
維 で理維‘脱‘國‘‘`‘らの‘先到準選にとるる殊の一で合讀て短日 ソ中 一 幣
解記由持最をフ 現フフ日な事基づす備定闊いか記に金見あ‘的既 産再コ南到志上制
の事 を近娠ラ 在ララ佛い項本第るはすすふら事多本しる右に述評二び二米英二海の
語に 困フ悪ン 金ンン法 を的ー．準主るるフ恨はく位てがの學の 分末）組総片市餘
句即 難ラすス 本ス貨定 調理に備とこ評ラに数‘制明‘中習如 減 朝 社 合 替 崇 場 儘
及し とンる國 位のの平 査解記をしと論ン--,材又危かこ唯すく 部 長理回へ隊牧
びて すス理民制金鉗債＇し事事指てとをスーと貨機なの一る學 事復 るま
理は るの由がを保外 お項にすこす蒋金歩し幣 i~ る H つ記習 會 リ
論そ に金金維有銘 かと入ののる讀本はて及闊如のを事時ここ二 ここ つ つ
にの 至本本持額替 なしるで精°記位ーも 1．裔すく総選は 1闊
つ中 れ位 位 す 朴l けてにあ讀指事制歩重替るフ清定多に

段段段段段段段

I いに る制離 る 場 れ豫先つ記導と維づ要に記ラ記すく於ッ
抜抜抜抜抜抜抜
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四
七
五

の
組
織
と
な
つ
て
居
る
の
で
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
四
百
五
十
萬
弗
が
敷
日
で
集
ま
附
詑
ア
メ
リ
カ
：
・
・
運
動
の
起
源
大
衆
に
向
つ
て
充
分
理
解
せ
し
む
る
様

す
が
、
此
慮
等
が
既
に
根
本
的
に
日
本
る
こ
と
ほ
洵
に
驚
き
入
る
障
で
ご
ざ
い
ほ
祉
會
事
業
園
閤
で
な
く
常
に
限
な
組
織
に
な
つ
て
居
る
の
で
あ
り
ま

に
ほ
逹
し
な
い
と
存
じ
ま
す
、
何
の
只
ま
す
、
全
く
無
報
酬
で
御
活
動
下
さ
る
ら
れ
た
有
力
な
寄
附
者
側
か
ら
起
す
、
雑
誌
と
か
新
聞
に
よ
つ
て
充
分
徹

今

之

が

紐

織

に

つ

き

ま

し

て

具

騰

的

の

険

員

が

敷

千

人

で

あ

り

ま

し

て

ま

る

で

っ

た

事

業

底

さ

し

．

て

置

く

の

で

す

か

ら

幾

等

足

ら

詳
述
は
素
よ
り
省
ぎ
ま
す
が
、
之
を
我
戦
弔
朕
態
で
あ
り
ま
す
、
不
思
談
な
程
大
骸
に
此
の
様
な
靱
家
祉
會
的
利
益
が
ん
と
云
ふ
所
の
装
表
を
す
る
と
前
に
充

図
に
宜
施
致
し
ま
す
る
に
先
づ
根
本
的
委
員
が
勇
敢
に
立
働
か
れ
ま
す
が
そ
の
あ
る
繹
で
あ
り
ま
す
、
大
髪
下
ら
ぬ
こ
分
宜
他
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
祉
會
の
為

組
織
の
建
詢
と
致
し
ま
し
て
一
言
要
勁
委
員
に
上
げ
ら
れ
る
方
は
全
く
名
魯
と
と
を
長
々
申
述
べ
さ
し
て
頂
き
御
耳
を
都
市
の
為
で
あ
る
と
云
ふ
様
に
直
ぐ
集

を
申
さ
し
て
頂
く
こ
と
に
致
し
ま
す
心
得
て
居
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
、
喜
煩
は
し
ま
し
て
洵
に
恐
縮
に
存
じ
ま
す
ま
る
の
で
す
、
日
本
で
も
さ
う
な
る
だ

之
ぽ
一
縣
で
な
く
一
都
市
／
＼
を
紐
前
び
競
う
て
奉
仕
運
動
を
な
さ
る
様
に
な
が
不
悪
御
諒
承
頂
き
ま
し
て
此
の
制
度
ら
う
と
思
ひ
ま
す
が
、
あ
る
櫂
威
あ
る

と
し
て
行
な
は
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
つ
て
居
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
、
洵
に
洵
に
つ
き
ま
し
て
御
緊
明
な
る
御
批
判
を
―
つ
の
聯
絡
―
つ
の
圏
臆
組
織
が
出
来

先
づ
知
事
閣
下
を
総
裁
聰
理
の
名
の
下
に
結
構
な
仕
組
と
相
成
つ
て
居
る
の
で
賜
り
一
層
の
御
研
究
を
遊
ば
し
ま
し
て
て
来
ま
す
な
れ
ば
必
ず
さ
う
な
っ
て
束

に
、
叉
市
長
閣
下
を
會
長
委
員
長
の
名
ご
ざ
い
ま
す
、
餘
り
下
ら
な
い
こ
と
を
一
日
も
早
く
此
の
運
動
が
開
始
せ
ら
れ
る
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す

の
下
に
推
戴
致
し
ま
し
て
、
地
方
の
有
申
し
ま
し
て
長
く
な
り
ま
し
て
御
耳
を
ま
し
て
國
家
詞
會
人
道
の
為
よ
り
よ
く
廊
島
縣
聯
合
保
謹
會
（
帆
高
壽
一
氏
）

力
な
識
者
財
界
各
方
面
の
有
力
者
を
多
類
は
し
恐
縮
に
存
じ
ま
し
た
が
、
只
い
貢
献
が
出
来
ま
し
て
明
る
い
正
し
い
祉
ア
メ
リ
カ
邊
り
の
一
般
就
會
の
現
在
の

讐
冒
致
し
ま
し
て
、
又
縣
市
祉
會
事
、
よ
／
＼
最
後
に
此
の
募
金
制
度
宜
施
後
會
が
出
来
ま
す
る
様
祈
つ
て
止
ま
な
い
朕
態
と
云
ふ
も
の
と
我
闊
と
ほ
大
分
相

逮
が
あ
る
り
で
す
か
ら
、
日
本
の
網
滑

座
長
（
岡
太
阻
左
氏
）
有
益
な
御
装
表
で
界
に
於
い
て
そ
れ
が
出
来
る
か
ど
う
か

業
闊
係
の
方
々
を
叉
方
面
委
員
の
皆
様
の
其
の
効
果
成
果
を
工
品
固
條
的
に
要
次
第
で
あ
り
ま
す
．

e

；
御
そ
こ
に
憐
み
が
あ
る
様
に
私
共
ほ
考
へ

方
等
を
委
員
と
致
し
ま
し
た
所
の
要
ほ
項
を
申
し
て
見
ま
す
れ
ば

る
の
で
す
が
ア
メ
リ
カ
邊
の
あ
う
云
ふ

半
官
牛
民
的
の
最
も
櫂
威
あ
る
紐
織
と
一
、
就
會
大
衆
が
よ
り
よ
き
祉
會
正
義
多
大
の
御
参
考
に
な
り
ま
し
た
カ

繁
華
な
場
所
で
の
普
通
一
般
の
も
非
常

致
し
ま
す
る
こ
と
は
大
切
な
根
本
要
素
感
に
生
き
共
存
共
榮
の
精
紳
を
涵
養
質
問
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
此
の
際
御
話

に
多
い
の
で
せ
う
が
、
さ
う
云
ふ
方
而

と
存
じ
ま
す
の
で
ご
ざ
い
ま
す
r

此

の

す

る

に

至

り

ま

す

る

事

願

ひ

た

い

と

思

ひ

ま

す

、

北

村

さ

ん

ゼ

の
闊
係
は
ど
、
5
云
ふ
風
に
な
つ
て
居
り

共
同
募
金
委
員
の
中
を
叉
別
け
ま
し
て
―
-
、
就
會
事
業
の
瞑
の
聯
絡
統
制
が
行
ネ
ヴ
に
あ
る
と
云
ふ
の
ほ
委
員
が
直
接

ま
せ
う
か

或
ほ
宜
他
係
員
、
斯
業
調
査
負
、
園
腔
ほ
れ
各
そ
れ
人
＼
機
能
を
充
分
に
装
此
の
過
に
寄
附
を
す
る
と
同
じ
任
務
で

殷
島
修
道
院
長
（
北
村
孝
義
氏
）
さ
う

へ
の
募
金
分
配
委
員
、
聯
絡
統
制
員
等
揮
し
得
る
に
至
り
ま
す
る
事
集
め
る
の
で
す
か
、
大
骰
募
金
の
金
額

で
す
、
決
し
て
ア
メ
リ
カ
の
こ
と
に
何

ざ
必
要
に
應
じ
分
け
ら
れ
、
尚
其
の
下

i

―
-
、
計
會
事
業
資
金
醐
出
に
掌
り
ま
し
を
定
め
て
御
願
ひ
す
る
の
で
す
か

に
叉
小
委
員
を
組
織
せ
ら
れ
ま
す
な
ど
て
従
来
の
様
に
不
偏
頗
と
云
ふ
不
合
殷
島
修
道
院
長
（
北
村
孝
義
氏
）
い
や
に
も
か
ぶ
れ
様
と
は
思
ひ
ま
せ
ん
が
よ

洵
に
結
椙
な
仕
紐
と
な
る
諄
で
ご
ざ
ぃ
理
が
硝
滅
致
し
ま
し
て
折
角
の
浄
財
委
員
が
直
接
御
嶋
き
に
な
る
の
で
は
あ
い
こ
と
ほ
箕
似
を
し
た
ら
よ
ろ
し
い
の

ま
す
、
尚
た
母
年
定
め
ま
し
た
月
の
一
迎
が
最
も
有
放
踏
正
に
使
用
致
さ
れ
ま
り
ま
せ
ん
、
日
本
で
ご
ざ
い
ま
す
と
方
で
あ
り
ま
す
が
、
大
盟
ア
メ
リ
カ
で
は

間

或

は

十

日

間

の

内

に

い

よ

／

＼

運

動

す

る

事

面

委

員

と

か

そ

の

他

の

町

綿

代

、

衛

生

年

に

一

回

一

H
の
働
料
を
提
供
す
る
と

開
始
と
な
り
ま
す
れ
ば
尤
も
開
始
以
前
四
、
國
家
廊
會
純
涜
的
に
考
へ
ま
し
て
委
員
と
か
さ
う
云
ふ
方
が
や
つ
て
居
ら
云
ふ
様
な
大
骰
立
詢
の
様
で
ご
ざ
い
ま

す
、
出
さ
ん
人
も
あ
る
さ
り
で
ご
ざ
い

一
ヶ
月
位
前
か
ら
宜
他
委
員
の
働
き
に
費
用
、
時
間
及
努
力
の
多
大
の
節
約
れ
ま
す

よ

っ

て

其

の

市

中

は

開

始

日

に

氾

ず

き

と

な

り

ま

す

る

事

さ

う

し

て

期

間

も

大

抵

八

日

間

か

一

週

ま

す

が

只

何

も

ア

メ

リ

カ

式

を

僕

似

る

ま
す
に
従
つ
て
白
熱
化
し
全
く
戦
乖
朕
五
、
不
必
要
叉
は
不
正
の
就
會
事
業
の
間
十
日
以
内
の
様
で
ご
ざ
い
ま
す
、
そ
と
云
ふ
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
今
日
各

態
の
様
な
の
で
あ
り
ま
す
、
此
の
市
ほ
霞
複
及
跛
屈
を
防
ぐ
こ
と
に
よ
り
一
し
て
額
も
牧
入
が
幾
等
あ
っ
て
幾
等
足
混
雑
化
し
た
靴
相
に
嬰
つ
て
参
り
ま
し

約
i

一
百
萬
の
都
市
で
あ
り
ま
す
が
八
日
般
寄
附
者
ほ
應
器
の
煩
雑
を
除
か
れ
ら
な
い
と
云
ふ
様
な
こ
と
を
的
確
に
調
て
祉
會
事
業
の
種
類
が
多
く
な
り
ま
す

間
に
四
百
五
十
萬
弗
の
目
的
ゴ
ー
ル
が
年
一
回
又
は
二
回
の
正
常
の
醜
出
に
査
し
て
そ
の
不
足
額
を
五
萬
閥
と
致
し
と
さ
う
云
ふ
こ
と
に
で
も
な
ら
な
け
れ

完
全
に
逹
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
安
心
し
喜
ん
で
應
す
る
に
至
り
ま
す
ま
す
れ
ば
、
そ
の
額
を
殷
島
な
ら
脱
島
ば
終
局
は
弦
に
ど
う
し
て
も
到
逹
し
な

す

、

之

が

毎

年

で

あ

り

ま

す

か

ら

懲

く

る

事

ー

に

向

つ

て

装

空

す

る

の

で

あ

り

ま

す

、

け

れ

ば

何

時

ま

で

純

ち

ま

し

て

も

徹

底

ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
、
尤
も
茨
命
万
六
、
就
會
事
業
純
営
者
を
助
け
る
意
よ
さ
う
し
て
殷
島
に
割
常
て
ら
れ
た
所
の
し
た
合
理
的
な
祉
會
事
業
を
純
螢
し
紐

能
の
ア
メ
リ
カ
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
り
も
寧
ろ
就
會
大
衆
殊
に
資
本
家
が
金
額
ほ
そ
れ
を
八
日
問
か
十
四
日
間
で
織
の
本
常
の
機
能
を
翌
揮
す
る
こ
と
ほ

か
ら
、
問
題
に
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
庇
誰
せ
ら
れ
利
す
る
所
大
な
る
事
集
め
る
の
で
す
、
そ
れ
よ
り
前
に
祉
會
ど
う
か
と
存
じ
て
居
り
ま
す

叉
一
方
の
考
へ
と
致
し
ま
し
て
ほ
祉
會

大
衆
が
祉
會
事
業
と
云
ふ
も
の
4

興
の

理
解
認
識
に
つ
き
僭
越
で
は
ご
ざ
い
ま

ず
が
決
し
て
認
識
充
分
で
ほ
な
い
と
存

じ
ま
す
の
で
ご
ざ
い
ま
す
、
之
等
の
こ

と
は
賢
明
な
皆
さ
ん
方
が
充
分
御
承
知

に
な
つ
て
居
る
こ
と
4

存
ず
る
の
で
ご

ざ
り
ま
す
、
相
常
識
者
級
と
思
は
れ
ま

す
御
方
々
で
も
随
分
就
會
事
業
と
云
ふ

も
の
に
つ
ぎ
驚
く
程
の
無
理
解
者
の
あ

る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の

で
ご
ざ
い
ま
す
『
尤
も
此
の
こ
と
ほ
一

方
的
に
祉
會
大
衆
の
無
理
解
な
こ
と
そ

れ
が
箪
に
悪
い
と
所
定
致
す
こ
と
は
出

来
な
い
と
存
じ
ま
す
、
之
は
祉
會
事
業

者
側
に
寧
ろ
落
度
が
あ
っ
た
繹
で
ほ
な

い
で
せ
う
が
何
れ
も
よ
い
と
は
申
さ
れ

ま
せ
ぬ
、
そ
こ
が
我
閻
就
會
事
業
道
程

の
過
渡
期
で
あ
っ
た
認
で
ご
ざ
い
ま

す
、
過
去
ほ
申
ざ
ぬ
こ
と
に
致
し
ま
し

て
只
現
在
将
来
に
確
か
り
目
を
見
開
き

心
を
し
め
ま
し
て
善
虞
し
て
進
み
た
い

と
存
じ
ま
す
、
何
事
で
も
左
様
で
ご
ざ

拿 鬱

い
ま
す
が
祉
會
事
業
の
み
は
特
に
祉
會

大
衆
的
に
普
及
徹
底
致
し
ま
す
る
こ
と

に
よ
り
興
に
そ
の
効
果
が
最
も
合
理
的

に
必
要
な
浚
達
を
致
し
ま
す
る
も
の
と

存
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
、
今
―
つ
祉

會
事
業
の
一
般
的
純
螢
状
況
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
官
公
炒
国
の
斯
業
に
あ
り
ま
し

て
ほ
別
で
ご
ざ
い
ま
す
が
民
間
私
管
に

あ
り
ま
し
て
は
全
國
殆
ど
の
圏
骸
が
資

金
潤
澤
の
も
の
ほ
な
く
凡
て
皆
純
管
難

に
喘
ぎ
も
だ
へ
て
居
る
状
態
に
見
へ
る

の
で
ご
ざ
い
ま
す
、
別
し
て
十
年
前
来

祉
會
不
況
の
反
映
と
致
し
ま
し
て
要
救

維
者
の
増
加
に
反
比
し
ま
し
て
一
般
寄

附
牧
人
の
如
き
漸
減
の
状
態
で
あ
る
の

で
ご
ざ
い
ま
す
、
斯
く
の
如
ぎ
賀
朕
ほ

全
く
枇
の
矛
府
不
條
理
と
申
さ
な
く
て

ほ
な
ら
ぬ
と
存
し
ま
す

世
の
中
に
餘
分
な
不
必
要
な
斯
業
園
臆

が
存
立
し
て
居
る
の
な
ら
別
の
こ
と
で

あ
り
ま
す
が
布
く
も
祉
會
に
必
要
映
＜

べ
か
ら
ざ
る
耽
會
事
業
で
ご
ざ
い
ま
す

る
以
上
そ
の
純
営
が
常
に
／
＼
鯉
螢
難

零

一
期
種
痘
證
を
準
備
し
て
四
月
一
日
一
質
に
な
っ
た
り
、
帥
経
過
敏
に
陥
っ
た
一
を
か
こ
ち
、
充
分
の
機
能
を
装
揮
出
来
ま
す
こ
と
は
洵
に
喜
に
堪
へ
喜
ぬ

に
持
参
ず
る
こ
と
、
若
し
紛
失
の
際
り
、
叉
萎
縮
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
事
ま
せ
ぬ
こ
と
は
洵
に
逍
憾
の
こ
と
で
ご
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す

ほ
市
町
村
役
場
で
再
交
附
を
受
け
て
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
人
愚
前
に
以
上
申
ざ
い
ま
し
て
不
條
理
な
次
第
で
あ
り
ま
此
の
制
度
の
み
ほ
是
非
日
本
に
移
入
致

お

く

こ

と

一

し

ま

し

た

様

な

賭

黙

を

習

慎

づ

け

た

す

、

そ

れ

で

ご

ざ

い

ま

す

の

で

最

後

に

し

ま

し

て

日

木

の

斯

業

の

唸

登

逹

に

資

し

高
師
、
縣
師
等
の
附
屈
小
學
校
或
ほ
一
り
、
治
療
し
て
お
い
た
り
し
て
最
良
の
私
ほ
少
し
共
同
募
金
運
勁
に
つ
き
ま
し
度
い
と
は
不
肖
私
し
の
敷
十
年
の
宿
願

私
立
小
駆
校
に
入
根
さ
せ
た
場
合
は
一
欣
態
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
て
一
言
申
さ
し
て
戴
く
こ
と
に
致
し
ま
て
こ
ざ
い
ま
す

常
然
入
誓
す
べ
き
駆
校
に
屈
出
る
＿
す
、
然
し
無
階
に
叱
り
つ
け
て
、
底
校
す
、
一
羹
一
年
ア
メ
リ
カ
の
デ
ン
バ
偶
々
明
治
四
年
澁
澤
子
爵
松
井
先
生
の

こ
と
を
お
棚
め
し
ま
す
ー
に
到
す
る
恐
怖
心
を
起
さ
せ
た
り
、
先
ー
で
此
の
制
度
が
出
来
ま
し
て
以
束
今
御
後
援
等
に
よ
り
ま
し
て
祉
會
事
業
大

嬰
す
る
に
小
愚
校
に
人
つ
て
急
に
い
ろ
一
生
を
「
こ
わ
い
」
も
の
に
し
て
し
ま
つ
日
で
は
全
米
全
都
市
に
此
の
運
動
が
毎
會
に
出
席
芳
々
渡
米
致
し
ま
し
た
際
、

い
ろ
な
事
を
習
ひ
、
叉
多
勢
の
翌
患
予
た
の
で
は
い
け
ま
せ
ん
、
根
校
を
最
も
年
一
回
年
中
行
事
と
し
て
行
な
は
れ
て
此
の
募
金
制
度
に
つ
い
て
柳
か
調
査
研

共
同
生
活
を
す
る
た
め
、
希
菌
に
滴
ち
細
木
し
い
場
所
と
思
は
せ
る
や
う
に
指
導
居
り
ま
し
て
安
全
に
合
理
的
に
必
要
な
究
致
し
叉
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
宮
際
運
動

て
登
校
し
た
兒
窟
が
窓
外
に
も
、
紳
純
一
さ
れ
る
こ
と
を
希
菌
致
し
ま
す
祉
會
事
業
が
行
な
ほ
れ
て
居
る
の
で
ご
員
に
も
加
へ
ら
れ
ま
し
て
柳
か
資
料
も

ざ
い
ま
す
、
ア
メ
リ
カ
の
祉
會
事
業
装
災
集
致
し
蹄
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が

逹
ほ
将
に
懺
界
一
の
誇
名
の
あ
り
ま
す
此
の
制
度
の
み
ほ
洵
に
結
構
な
仕
組
と

こ
と
は
皆
様
方
の
よ
く
御
承
知
の
こ
と
な
つ
て
居
り
ま
し
て
是
非
我
國
に
移
入

で
ご
ざ
い
ま
す
、
之
は
全
く
共
同
募
金
致
し
ま
し
て
大
愛
効
果
的
で
あ
る
と
確

確
立
の
賑
で
あ
り
ま
す
る
こ
と
は
論
を
信
を
有
し
て
居
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
、

佼
た
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
、
然
し
ァ
決
し
て
今
日
之
を
賓
施
致
し
ま
し
て
も

メ
リ
カ
で
成
功
し
ま
し
た
か
ら
と
て
此
的
早
の
き
ら
い
は
な
い
の
み
な
ら
ず
、

の
方
法
を
そ
の
似
我
國
に
移
殖
し
模
倣
私
ほ
寧
ろ
餘
程
遮
い
感
じ
が
致
す
の
で

し
て
必
ず
我
阪
で
豫
期
の
成
果
を
得
ら
ご
ざ
い
ま
す
、
只
政
に
洵
に
大
切
な
こ

れ
る
と
は
考
へ
ら
れ
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
と
は
ア
メ
リ
カ
の
如
き
個
人
主
義
の
民

我
國
ほ
文
物
制
度
を
移
人
致
し
ま
す
る
、
王
躙
と
m要
な
り
我
闊
の
如
き
尊
い
主
國

に
は
餘
程
々
々
慎
庫
な
考
囲
を
嬰
す
る
騰
を
有
し
祉
會
制
度
に
家
族
制
度
に
彼

こ
と
と
常
に
信
じ
て
居
る
こ
と
で
ご
ざ
の
麟
な
ど
と
は
非
常
な
差
違
の
あ
る

い
ま
す
、
枇
の
中
の
こ
と
を
静
か
に
眺
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
れ
ば
、
此
の
慕
金

め
ま
す
る
と
、
ど
う
も
今
椅
西
洋
か
ぶ
制
度
を
移
人
致
し
ま
す
る
に
我
が
闊
閥

れ
の
こ
と
が
多
く
併
し
よ
い
所
も
あ
り
國
情
を
よ
く
／
＼
勘
酌
致
し
ま
し
て
國

ま
す
の
で
す
か
ら
そ
の
美
幽
を
移
人
す
民
性
に
即
し
た
様
に
工
夫
致
し
ま
し
て

れ
ば
よ
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
兎
角
私
餘
程
慎
姐
に
大
都
市
か
ら
始
め
な
い
様

共
の
感
心
致
さ
れ
な
い
様
な
模
倣
移
人
に
先
に
二
三
十
萬
都
市
位
の
ジ
テ
イ
か

が
多
い
様
に
見
え
る
の
で
あ
り
ま
す
ら
健
寅
に
賓
施
致
し
ま
す
れ
ば
、
決
し

が
、
之
ほ
洵
に
逍
憾
に
思
つ
て
居
る
こ
て
／
＼
失
敗
な
い
と
存
じ
ま
す
、
彼
の

と
で
ご
ざ
い
ま
す
、
扱
て
此
の
共
同
慕
洵
に
結
構
な
方
而
委
員
制
度
と
云
ふ
も

金
制
度
の
如
ぎ
ほ
私
ほ
ア
メ
リ
カ
よ
り
の
が
斯
く
ま
で
普
及
徹
底
致
し
て
居
る

も
寧
ろ
日
本
に
於
て
の
方
が
成
功
す
る
日
本
の
事
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
立
派

の
で
ほ
な
い
か
と
考
へ
て
居
る
位
で
ご
に
成
果
を
牧
め
ら
れ
ま
す
こ
と
を
信
ず

ざ
い
ま
す
、
ア
メ
リ
カ
に
於
き
ま
し
て
る
も
の
で
あ
り
ま
す
、
一
寸
申
．
上
げ
る

古
く
数
十
年
前
来
毎
年
引
綾
ぎ
官
施
致
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
ア
メ
リ
カ
に
於
き

し
ま
し
て
立
派

r
成
果
を
牧
め
て
居
り
ま
し
て
ほ
此
の
制
度
ほ
全
然
民
間
の
み

,‘̀3,1
、5

、r
9
1
9
1
1
i
'
`
9
1
？ヽ̀

rJJJ9919ヽ‘

廣
島
市
祇
會
事
業
第
一
座
談
會
（
二
）

ー
贔

'
‘
Z
`
’
L
~
,
c

ヽ

r

ー

四
七
四

＇横平千南西 •Jil• 平國中横楠柚西銀土平横横巾荒東横堺榎平二鍛猫東天細西誤堀横盛吉鍛鍛荒
千引入田泰島 大 田 r~ 如、、

川塚田
田御 JlI屋寺本 工

川木木 山手 JI! J ll呵 刹l胡 JIl
だ 大昔 ,,..島冶冶

l至 オ、 野 ・デ贔屋胡刷lゴのエ本川 此本屋屋前1ll

町町町町盤口町町町町町町町町町 Ill「町町町町町町町町町里町町町 IIIJ.nlJ• III「町町町町町町町町
町町

山友箭石佐皆内安伊本飯田鼻山罹ぅ将小棉宮山安 I.u1Lじ新山山小吉加原高加古大木和今楡加田
本 HI水本伯川洵信膝田田村本本見籐田川原岡國本良見根縣出村藤 n1松藤谷西谷泉中山籐 113
佐光 善 久久源喜恒 忠直
兵勇友三善三幸良籐熊次只京米讚榮瀧久惣次省重盛次太サ雅郎一徳悟信 次喪太樅窯ユー
梱夫蔵郎吉郎ーニ吉一郎一市．三六吉三夫吉郎三吉吉郎郎ダ詳九郎松峯一圃郎平郎六只ク郎
殿殿殿殿殿殿殿殿殿殿殿殿殿殿殿殿殿殿殿殿殿殿殿殿殿殿殿殿殴殿殴殿殿殿殿殿殿殴殿殿

｀ 

金
中研千三愛愛堺鐵細猿塚匹堺烏大小白豪土宇宇西 喰 米安材土大白仁西宇咸
島 息-屋田瀧宕宕 砲工築本子 屋手 網 口 屋 手 品 品 大 藪 島保大口百特爾 木手手本 品 中 工二郡西町工 nn隕l
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町コ賓ジ國府町町町巾堀町町醐別

ラヨ中 Ili]・越 出

イセ村 社

高武沖谷藤藤 1『堀齊田武小植長飯瀬木小平茶畠山モ ラ

木田村・川野野山内膝邊田林木崎田川村松田山山縣フ ム

勇 lI-り宇 松マ松安 スフ゜

駕徳夕太勇二 餌文秀七誠太尚常次 ‘.'I五太庄庄キ キ
茂造ーメ郎八郎光一夫樹吉一郎武次郎ノ郎郎ー一）
殿殿殴殿殿殿殿殿殿殿殿殿殿殿殷殿殿殿殿殿殿殿殿 殿

山

田

助

松

殿

信
浪
助
次
郎
殿

新
納
吉
太
郎
殿

桑

田

晋

三

殿

宮
本
仙
太
郎
殿

坪
井
好
之
助
殿

大

塚

禰

七

殿

枇

山

鯰

夫

殿

赤
十
字
病
院
建
設
に
伴
ふ

祀
員
募
集
状
況
（
六
）

（
自
昭
烈
一
年
一
月
一
日
）

至

同

二

月

北

日

員



ロ-‘9--..,e,c •こ’;:.ー→ ー・—~-～- -ヽ•一F ．呵ー9 -―-――̀  --、一 し ＿ ＿て ―・ -、9 9,. 

日五十二月二年一十和昭 報

． e．今か、•啜文←sg,；ぞ・咤ぶつ』千2:m;•9’●でx.S<t: rて9•沃••n •さ：丸ぷ9と心•！心な”ども｀＇久9 9•,·“~ 

··-—.. e,．． 

市 島 廣 可認物便郵種三第

吟-”'．`ー、ウふゞヤ、一～．，．．‘-｀アヤデし｀9• 9モ・9二19•~Xか匹へ→｀ぢぶと＇ニ--- ~・ →ふり…匹9.•内 s -.. --…--•9”'.,¢..,,, ”...．9 9~,．下マc.～•、.^·~ -＇＂ ｀ ~C←99年

H五十二月二年一十和昭 報 市 烏 廣 可認物便郵種三第

計

コ 痘 チベ 赤
計

レ

ラ 病

流
行
性
脳

脊
髄
膜
炎

猟

紅

熱

テヂ

リ

ヤフ

プ

スラ

脆

チ

プ

ス

疫

痢

痢

九―――
i
-
F 四

――――――――盟

JZ.CJ ⇔ 

現

在

息

者

数

病

名

｀

ン

・
男

女

計

男

-^
 

．
 

1工

に
Eヨ 五

＾ ＾ :)し ヨ

迄

女

計

男

女

計

六 四

ーとz 立

以

来死

亡

.

し

-

．

‘

男

女

計

-^
 

一七
~ 

Pヨ

男

女

四 l 早ー ， I I 四 I I ~！写
- - --—• • -- - --

計

/・ 

生

棄

出

庶
～
ム手

印印人

鑑民
鑑

證召

明届喚
合

計

計 コ

哭

r 
女男

＝ ニユ六

四
七
七

l -

l = 
I I 

I I 

-l 

且

ー

1

ー

ー

ー

レ
ラ
｛
女
ー
1
|

—
ー

ユ 冗―――― I I 

痘

病
r 
女男

I I 

I I 

I I 

I I 

I I 

I I 

I I 

流

行

性

脚

男

ー

脊
髄
膜
炎
｛
女
ー

I= 

I I 

| = 

猟

紅

・ 熱r 
女男

一三

I ! 

l I 

I I 

I I 

一三

テヂ

リ

ヤフ
r 
女男

I I 

I I 

I I 

I I 

I I 

チパ

フ

スラ
r 
女男

I I 

I I 

l、|

I I 

I I 

男
一

l

――

服
チ
フ
ス
｛
竺
―
O

．
 

l -

・ I I 

I I 

I I 

- 1 

一三

疫

痢
r 
女男

I I 

I I 

I I I 

I I 

赤

痢r-し一
女男

本

年

初
I

.

 

疲

国

全

入

院

別

一月。・・所

院病

院病

種 ， ．

ノ
／ 

／場

億

染

病

患

者

数

月

報

其國就戸氏失入巖分籍韓後推家家隠私養養離婚死

名 籍家――--、
離家及 轄市

見 定 督

籍及籟康
家

出
人督相督

族 及及系包計 内及相綾

訂稲復
籍絶

家 及保綾人相

愛拒再韓
移人

佐 密 指

他 喪 籍 正 更 踪 絶 家 興 入動人除定緻居知橡組婚姻亡- -帽 女男

藉

得

＝ ヽ
0 - -
^．芦 i - ＝ー＾九四＝＝
三 0 - 0 早ーニ早〇早＾写〇七

写――――

一
――-
0
 

一、尭六

-1 I 早六— I l I -I 

生
子子

子

認
離縁

計

- = =＝ 4 
Cつ一 ー ヨ ＝ エ ー 四 ＾

三五早七五三写ー＾七＾

一三I ー六 0 0 
ー 四早九＾ー 'iiI 

生

種r
 嫡

出

兒子子子

----、--、,....,_、別
女男女男女男女男

早=本
ー ＾ 七

ーエ九六⇔七籍

人

戸

籍

表
（
一
月
分
）

;≫ 
: 

'̀ 
治澄

（
一
月
冊
一
日
現
在
）

非
云西本

ー 1 四九＾早籍

人

一

ヽ- - - = ＝ 三 ⇔ コ::u.
- ＝ー＾九四＝＝ I ⇔ー 一 写 ＝ 七 ＾ 四 九 1 | -＝  ＝＝升
一三ーエ九一三．＾五〇七 四五三＾写七六〇六＾早 ニエ三写＾゜日

ー

累

計

自

宅

、
―
―
―
―
-
＝
-
、
—

-
I■
1
-

―
―J

男

女

計

往

復

文

書

諸

届

書

返

戻

I I 

I I 

I I 

I I 

I I 

入茄

島

院病戌衛

院病他

院腎他

宅

計

廣

其

其

自

牧

容

不

能

現

在

患

者

ノ

所

在

●’ ``t'
｀
 

ー

~
9
9
9
,
t
'

曹
去
B
5
r
g
f
生
如
江
心
ぃ
屯
ぃ
，
＇

4
-＇
ふ
』
が
1
1
バ
1
ざ
代
を
1

.. ••• 

‘
i
i
ヤど^

t
＂

J
5、9
9

9

.

,

＇．

:'2• 

• 

"、
i
3
c
`

l
:

、
▲
[

t

.

 

●し

.̀
J•

———————' 

心ふ
＾
 

―
-
i

〈

O

一、一窄

手
数
料
翌
―
―
-
、
四
0
0

一、九

返受

戻理

一、生―
1
0

――――四

寄

留

簿

謄

抄

本

手
数
料

四
0

、1
0
0

戸

籍

謄

抄

届

出

述

反

通

知

抗

告

寄

[

留

．

受

證

明

一

身

證

明

一

、

0
-
-
l

閲

笠

哭

一

戸

籍

蹄

有

手

敬

料

寄
留
飾
其
他
有
手
数
料

謄

抄

本

四

、

美

0

分理

錯

瞑

違

漏

通

知

六――

催 戸 戸 入

籍籍籍

抹編通

告消製知

四＝ ＝ 

＾ ^ユ

戸

締

届

出

、写九六

孟 回照寄戸

闘
答會届届無有無有

． 手手手手
六‘＝ 一数数数敬
孟羮 I~ 料斜料料

宍
三一九
ocつ写

ー/'-一 C二）

——
10~ 

本
四
、
0
写一

手
数
料
一
‘
I
O
I
、
九
0
0

器――一四九

無
手
敬
料

無
手
数
料

九
〇

手
敬
料

手
数
料

写一、――
1
0
0

西
、
九
0
0

手

数

料

、

一

邑

手
数
料
一
命
、
―
1
0
0

本

籍

人

非
本
籍
人

本

籍

人

非
本
籍
人

I I 

本

籍

人

非
本
籍
人

戸

籍

事

件

ー写
（ニ

‘。̂―――
竺―――

表
（
一
月
分
）

四
七
六

内
無
料
1
0
0件
~
有
料
件

,'99~ しー．＿ 只ム '“ーし J 9. ` e ．．．上ユ4“”̀ ＿ •:I'; 9.. t• 箪•...、1a.-.3へ-吋—'言41 汗 f- ―云~ ← ̀ ••sc•...........,. "・・ 



L ゞ日 ～ ， ， ． ． 9 

.『 ・1・ .．.. l.  9.,．l l"”•`.l T,'’'., "吐＇
ヘ•...,,.,’` • 

.. • 9.' ，ヽ・

` ・・` • ..-
；ヽ．

．9，' 1  

呵 •9...:

サ、'

日祝十二月二年—+．和昭 (m叶晶）月鉗 報 市 ＇島-ヽ
，： 

廣 （可恕物便郵裡三第）
日五十二月二年八莉昭

＞

慟

い

て

夜

學

ベ

業 商 間 夜

生

奮

闘

的
青

年

よ

,.....'. 

如 愈
働
學

◎
授

ー

9,~51~~J~ 

~
、
.

・
ペ
・
冑
·
i
、
.
、
り
]
:
'
'
，
'
い
ウ
~
｀
ヽ

〇

巾

込

期

~
 

費

一
ヶ
月
五
十
錢
ノ
割

織

入

學

式

四

月

十

三

日

午

後

六

時

廣
島
市
立
商
業
専
修
青
年
學
校

（
本
川
小
學
校
内
電
話
二

0
二
六
番
）

日
四
月
十
日
迄
（
願
書
受
付
錦
日
午
後
三
時
ョ
リ
九
時
迄
）

業
毎
日
午
後
六
時
ヨ
リ
九
時
十
分
迄

織

普

、

科

鋤

本

科

〇

珠

算

専

修

科

織

簿

記

専

修

科

翁
支
那
語
専
修
科

同

し
＂
リ

合

N

．十十百

通

五 五 二 百 五

名 名 名 名 名

（同

し

IJ)

、i!E

同

ヽ9-

即j

（同

前）

高

等

科

卒

業

程

度

一

般

志

望

者

（
二
年
卒
業
）

（
半
年
修
了
）

尋

常

科

卒

業

程

度

十

ヽ

四
七
八

三

年

修

了

）

▼̀ 
9-~ -a..．』9言・が' .占・ o ' ‘`̀ 



..、・• -．、;.:.、•-． ·-,.:-c:•._;,●●―，ー：～・·-ノ．．し•9. - - ....., ., . ¥ ・・・・・・・..-・ツ・； ・• ・ :; ?t,．9ゞ jc"-.'.・ •·... ・ .・・ ・•.· ',c 、．：ゞi.．e. ，’’..＂,‘. ： ~','.9. ・、 9.,＂ ’̀→ -,,、 9‘S~ ~ー’『曹~・:-,,_:,.•山 J 、;←:~ ・ ・ l 呵ー．`.. -- ，^-今、→ 雪， e～‘̂ ~ ・ ▲・ :~ ~、、，'. ｀ぶ~＇ゞ曹し“,；9；：ヽ99.`

｝
 

一
〉｛

 
（
 

-
～
 

-
｝
 

｝
 

｝
 

〉〉

昭

・

｝

）
 

～．
 

和

｛
 

し
'

J

↑
i
 

一[]
 

、

‘

.

，
 

t

,

 

H
 

`

9

 

.• 

，
 

~;~i.F 

．

．

 

条
市
数
員
、
尿
蛮
、
宵
年
武
道
會
仝
川
綺
文
相

懃
迎
會
こ
屈
繋
の
兆
？
△
本
邦
各
種
欅
校

云

a,娑
△
赤
十
字
病
院
建
設
に
伴
ふ

祉
員
募
集
朕
況
・

9

ぶ
臼
1
,
1
1
 

9

.

．` 
ヘ

9

，．．鵞｝
・-' 

i 

•一-~-•`-.｀し～.. 
:―  

ー ←二4--- ----- --

，. 0 ＊ （暉晶品：昨）

―—―ー―→―-----～—、

◇◇  ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ 

各厳刀宇高本中：身縣公痢告太
種島刻 品 等 市 等 ： 騰 下
統 市誂水小敬撚．的四
計祉習::.ヒ隊員校：機市
・會會託校研受：能長＇告報示川
：事・兒の究緻：及會・≫.
：莱．：所戦装兒：陵議・・
：第・託莱表窟：格開： ： ： ： 
・ー：兒指會健：と催・・
・・ 回 ； 決瑶 ： 康 ・ 運 ． ・

：座：定： ・調 ：動：
・談・ ・：査：能：．．．．
： 會・ • 

.... 
．．：  ：力： ： ： ： ： 

：会： •.:: :：と・： ： ： ： 
・＼ノ・ ． ： の ： ． 

． ．： ： ：闊：・．．．．

．．．：係： ： ： ： ： 
四に1 四四四四四四 四四四四四
;)... ;)し ;J... :Jし/‘/‘/‘/‘/‘/‘^’‘~七写ーー・一九八立三 9 = - -0九

報 市 島 廣

田
、【目•” 

（日五十＝月ゴ[J¥.莉昭）
可認物憫郵種写第；

次
】

払

.;..  9、

： 己
:• ・・， し＇

＂，令；鯰・
，ゞ， ；，．好初，＇、^

'?•.”9. `  J・＇困’;'『:・:9.； 

琥二+言|）＇
刷印日八月立年—＋莉昭

，行餞日十月三年一十祠昭

成参金部一
錢拾七金年ー｝畔

所匹克，島廣閃講•|“
所版活弟兄田増

式椋 ＇ 
社合郷1印

婚奢一目丁七町手大市島廣・・
雄肝田壻者刷印
地苓一月'、T七町手大市島廣

-●■●,9 999 9 ●9— ■•一.●l■■•●● ;, 

、＇
-） ., 
,，̀ 

9 9 

<, 

四
七
九

• 

野

非

人

追

放

天

明

五

年

三

月

近

来
諸
郡
か
ら
野
非
人
（
乞
食
）
が
廣
島
城
~

下
に
入
り
込
む
も
の
多
く
賓
夜
街
路
の

i

-

傍
に
哀
ぬ
風
俄
を
棄
し
且
火
災
の
憂
ぁ
'

'

i

'
一
岸
邊
に
訪
れ
た
春

る
を
以
て
之
を
捕
へ
町
新
開
の
者
の
外

は
全
部
郡
部
に
追
放
し
た

1

1

一
太
田
川
ー
ー
・
‘
心
口

-
•
川
に
は
も
う
、
と
つ
く
に
春
ほ
束
て

i

i

ゐ
る
、
卓
庁
邊
の
色
に
も
、
温
ん
だ
滴
潮

i

一
の
水
に
も
、
の
ど
か
な
静
か
さ
が
ほ
つ

i

}
き
り
と
感
ぜ
ら
れ
る

一
夢
の
様
な
柔
さ
ー
ー
あ
く
ま
で
キ
メ
~

i

の
細
か
い
滋
味
の
あ
る
柔
さ
|
ー
ー
太
田

i

一
川
の
美
し
さ
ほ
全
く
水
彩
驚
的
よ
さ
に
"

.

i

あ
る

-
四
季
、
朝
夕
、
睛
雨
そ
れ
人
＼
髪
化

i

i

が
あ
り
い
つ
見
て
も
よ
い
が
春
は
特
に

i

：
美
し
い

~
こ
ん
な
静
か
な
美
し
い
川
が
街
の
中

i

i

を
流
れ
て
居
る
の
ほ
全
闊
で
も
稀
れ
で

i

i

こ
の
勁
殷
島
市
民
ほ
全
く
恵
ま
れ
て
居

i

~
る
と
云
つ
て
よ
い

一
太
田
川
ほ
陰
陽
の
境
に
そ
の
源
を
稜

i

i

し
其
の
流
域
は
百
二
、
八
方
里
、
流
路
―

i

i

の
延
長
四
一
デ
八
、
五

0
0
米
で
あ
る
が

i

i

水
力
浚
電
五
一
―
-
、

O
l
―1
0馬
力
、
木
村

i

一
の
流
送
年
額
八

0
八
、
八
三
六
石
翌
父

i

e
 

-
通
網
済
に
寄
典
す
る
所
も
甚
だ
多
い

i

＂
ゞ
し
芯
"
・y

．
心
〗
翌
→
‘

•
四
忍

"
.
Z
,

土
宝
'
,
£
$
~
＂
ぃ
"
{
,.
 

•••••• 

,
 

•••••.••.••••• 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

，
 _

1
-―

 

"
 

•• 
‘̀_、• 
• 

9

.

 

如
3
-

田 太）

, 
ゞS

J
 

,＇/ 
t
も
｛＇ 

どの

て＇



^ r 、.．.,．,＇.9・‘̀・、..っ,9己おSぷ翠；さ否'.'｀こ． f―’空 c.？が•—•文 9→ ~..，．-． ． .，'・,.. ：＇999 9• -＿— ~L和岳幻翠字·炉＇誓汽.9 →砕•；ーし．．．ふ望砂···年．辛•ふ•-．べ•<）.．，'·＇,;.,.-• •• -.·土＂•r.芦:へ••ず．,.•',
が ．． ．．，．5‘9-t・：．ヽ・i·窄 p.＿•3 •. 9•: ••......．,..,•心..:琴冠ぶ塩ぷぷ塁墨翌迄記琴記さ涵訳ぷ‘喜',・ク;.,;、•ぎ｀：』ふ；•r• ;7,..-’-t., -.... 

- --..―...．  

1l l’1 1直 lIIII:11919II’ll199999999 1,n, ii,で'古ぷギ-るこ‘,
し

• ・ • 9----ニ-------．． ←̀:，し9-・-"9-・ --疇,．.-•----- •`’’--....‘•‘• , ＂....-•一．．．｀：•-9-一•'―. ·--~--,,------—、 •----、..,． J｀ヽ～ー・一-- . __. ー・ ~ •9..., .． .9．ふふとこごぷiぷ ．． ここ．：泣五ぶ溢．ふへ、~- —•- -• -
渇炉•,_, -
注··_,·.•,

、 9 ¥ 

t, 
滋，

日十月三年一十和昭 日十月三年一十和昭 報

4
 

倉,fL 

i

、.99.＇だ’.’姜ゞ
19,,”,．9:'C,5、,9;tttj.19、~9、9へ．

5

へ
t
t
;と
r,'
ヤ、／・ヽ

x

、9,;＇．i:9’ft99:＇
g.

、しぶ
i

'

．．
 

,
r

マ
ダ
｀
t
，
t
'
し
i
`
9
9
1
"
,

＂
t
§
'
S

ぷ
9
9
7
9
,
T
々
と
＇
）
“
『
；
ぃ
ト
ー
が
，

1
＼
'
．
i
§
’
;
＇
,
；
ー
し

I
i

見
因
脚

~
1
1

・
桐
~

I
今
｀
“
：
ん
．
し
•
』
:
.
’
-
.

ペ冷
ミ｝

二

、

翌

益

者

負

据

金

ヲ

賦

課

ス

ベ

キ

エ

一

装

西

側

ョ

リ

奮

電

一

事

名

及

工

事

施

行

箇

所

・

"

.

'

車

軌

逍

東

側

二

至

一

失

業

應

急

事

業

路

面

改

良

鋪

装

．

ル

間

―
第
三
負
器
罷
第
一
盟
ョ
リ
第
三

工
事

第

働

廣

島

市

告

示

甲

第

十

五

琥

一

一

雑

二

至

ル

各

支

線

-

―

―

-

種
道
路
工
事
受
盆
者
負
据
規
程
第
十
三
條
一
横
川
町

i

一
丁
目
都
市
計
恨
道
路
紙

郵
二
依
リ
受
盆
者
負
檄
金
ヲ
賦
課
ス
ベ
キ
設
鋪
装
ョ
リ
打
越
町
巾
央
橋
通
リ
道
路
二
接
ス
ル
部
分
ヲ
地
帯
ト
ス

便物
工
事
施
行
箇
所
等
左
ノ
通
リ
定
ム
一
二
至
ル
間
及
鋪
装
工
事
維
持
上
必
四
、
負
据
率

認

昭

呼

十

一

年

二

月

二

十

四

日

一

要

ナ

ル

懺

間

穂

工

費

ノ

四

分

ノ

一

ト

ス

可

ー

e
廣
島
市
告
示
甲
第
一
八
跛

鷹
市
長
横
山
金
太
郎
一
―
-
、
工
事
瘤
手
年
月
日

一
、
受
盆
者
負
搬
金
ヲ
賦
課
ス
ベ
キ
ェ
一
昭
和
十
一
年
二
月
二
十
四
日

事

名

及

工

事

施

行

箇

所

―

―

―

-

、

負

搬

匝

及

地

帯

殷

島

市

會

ノ

談

決

ヲ

純

タ

ル

昭

和

十

年

道

路

改

築

工

事

本

工

事

施

行

箇

所

ヲ

一

負

搬

慨

卜

度

脳

島

市

歳

入

出

豫

算

追

加

I
要
領
左

ノ
如
シ

旭
町
千
七
百
一
番
地
ノ
一
、
千
七
ス

百
五
番
地
、
千
七
百
六
番
地
乙
一
道
路
二
接
ス
ル
部
分
ヲ
地
帯
ト
ス
但
シ
本
豫
算
ハ
郎
日
執
行
ス

及
仁
保
町
甲
百
二
十
五
番
地
I

一

四

、

負

搬

軍

昭

和

十

一

雙

一

月

廿

六

H

一
、
甲
百
二
十
五
番
地
乙
一
乙
百

l

総

工

費

ノ

四

分

ノ

一

ト

ス

廣

島

市

長

横

山

金

太

郎

二
十
五
番
地
ノ
一
、
地
先
及
常
該
I
I
I
'
1
_
！
ー
・
1
1
1
|
_
1
1
:
'
昭
和
十
年
度
隈
島
市
歳
入
出

廣

道

路

維

持

上

必

要

ナ

ル

施

設

〇

廣

島

市

告

示

甲

第

十

七

賊

豫

算

追

加

一

、

工

事

蒲

手

年

月

日

道

路

工

事

受

盆

者

負

搬

規

程

第

十

三

條

歳

入

島
―

昭
和
十
一
年
二
月
二
十
四
日
二
依
リ
受
益
者
負
据
金
ヲ
賦
課
ス
ベ
キ
第
一
款
維
牧
入

―

―

-

、

負

据

福

及

地

帯

一

工

事

名

及

工

事

施

行

箇

所

等

左

ノ

通

リ

金

八

千

四

百

参

拾

七

圃

市

本

工

事

施

行

箇

所

ヲ

一

負

据

ト

ス

一

定

ム

第

一

項

繰

越

金

戻

入

第
一
地
帯
道
路
境
界
線
ョ
リ
十
一
昭
和
十
一
年
二
月
二
十
況

H

金
八
千
四
百
参
拾
七
圃

殷
島
市
長
横
山
金
太
郎
歳
入
合
計
金
八
千
四
百
参
拾
七
圃

四
メ
ー
ト
ル

第
二
地
帯
第
一
地
帯
1
外
側
線
一
、
受
益
者
負
据
金
ヲ
賦
課
ス
ベ
キ
ェ
歳
出
純
常
部

ヨ

リ

十

四

メ

ー

ト

ル

事

名

及

工

事

施

行

箇

所

第

四

十

三

款

維

支

出

失

業

應

急

事

業

路

面

改

良

錦

装

金

八

千

四

百

参

拾

七

園

，

四

、

負

搬

率

負

搬

額

線

工

費

ノ

四

分

ノ

一

一

工

事

第

一

一

一

項

繰

替

金

・

ト

ス

第

二

十

五

琥

路

線

宇

品

町

一

丁

目

．

金

八

千

四

百

参

拾

七

圃

地
帯
二
於
ケ
ル
配
分
率
左
ノ
如
シ
都
市
計
鸞
道
路
ョ
リ
奮
電
車
軌
道
純
常
部
計
金
八
千
四
百
参
拾
七
圏

第
一
地
帯
百
分
ノ
八
十
二
至
ル
間
及
鋪
装
工
事
維
持
上
必
歳
出
合
計
金
八
千
四
百
参
拾
七
闘

第

二

地

帯

面

分

ノ

ニ

十

両

女

ナ

ル

匿

間

歳

人

出

差

引

雙

金

ナ

ジ

I

I

1

|

1

ー

ー

ニ

、

工

事

着

手

年

月

日

〇

廣

島

市

告

示

甲

第

十

六

競

昭

和

十

一

年

二

月

二

十

六

日

道
路
工
事
受
盆
者
負
撥
規
程
第
十
三
條
三
、
負
搬
罷
及
地
帯

ニ
依
リ
受
盆
啓
負
据
金
ヲ
賦
課
ス
ベ
キ
第
一
負
据
蔦
都
市
計
覺
道
路
西

工

事

名

及

工

事

施

行

箇

所

等

左

ノ

通

リ

，

側

ョ

リ

御

幸

通

リ

定

ム

既

設

鋪

装

二

至

ル

昭
和
十
一
年
二
月
二
十
四

H

間

．

服

島

市

長

横

山

金

太

郎

御

幸

通

リ

既

設

鋪

【
告

示】

第
二
負
檄
慨

〇
廣
島
市
告
示
甲
第
十
九
琥

道
路
工
事
受
益
者
負
据
規
程
第
十
三
條

ニ
依
リ
受
釜
者
負
据
金
ヲ
賦
課
ス
ベ
キ

工
事
名
及
工
事
施
行
箇
所
等
左
ノ
通
リ

定
ム昭

和
十
一
年
二
月
二
十
八

H

殷
島
市
長
横
山
金
太
郎

や
}
.

•{ か`

一
、
翌
年
者
負
据
金
ヲ
賦
課
ス
ベ
キ
エ

事
名
及
工
事
施
行
箇
所

失
業
應
急
事
業
路
面
改
良
錦
装

工
事

第
十
六
辣
路
線
相
生
橋
西
詰
ョ
リ

横
川
橋
南
詰
二
至
ル
間
及
鋪
装
工

事
維
持
上
必
要
ナ
ル
慨
間

二
、
工
事
蒲
手
年
月
日

昭
和
十
一
年
二
月
―
―
廿
八
日

―
―
-
、
負
据
匿
及
地
帯

本
工
事
施
行
箇
所
ヲ
一
負
橡
罷
卜

ス

｀

道
路
二
接
ス
ル
部
分
ヲ
地
帯
ト
ス

四
、
負
据
率

綿
工
費
ノ
四
分
l

一
ト
ス

第
二
．
負
搬
慨

四
八
一

蝙
廣
島
市
告
示
甲
第
二
十
競

道
路
工
事
受
盆
者
負
搬
規
程
第
十
三
條

ニ
依
リ
受
盆
者
負
据
金
ヲ
賦
課
ス
ベ
キ

工
事
名
及
工
事
施
行
箇
所
等
左
／
通
リ

定

ム

ー

昭
和
十
一
年
二
月
二
十
八

H

廣
島
市
長
横
山
金
太
郎

一
、
受
益
者
負
撒
金
ヲ
賦
課
ス
ベ
キ
エ

事
名
及
工
事
施
行
箇
所

失
業
態
急
事
業
路
面
改
良
鋪
装

工
事

第
二
十
三
琥
路
線
白
島
東
中
町
通

リ
及
鋪
装
工
事
維
持
上
必
要
ナ
ル

福
間

二

、

工

事

着

手

年

月

日

，

昭
和
十
一
年
二
月
二
十
八
日

三
、
負
据
匝
及
地
帯

第
一
負
据
匪
白
島
東
中
町
五
十

四
番
地
地
先
ョ
リ

・
同
町
七
十
八
番
地

ノ
ニ
地
先
二
至
ル

間白
島
東
中
町
十
九

番
地
地
先
ョ
リ
同

町

堤

防

二

至

ル

間

定

ム

働

廣

島

市

選

馨

長

告

示

第

一

琥

一

尾

長

町

荒

紳

通

副

綿

代

金

谷

第
三
負
据
．
砒
第
一
琥
支
線
昭
和
十
一
年
豆
月
五

H

殷
島
市
選
學
福
選
出
廣
島
縣
會
議
員
古
ー
牛
田
町
南
町
謳
綿
代
佐
藤

第

道

路

二

接

ス

ル

部

分

ヲ

地

帯

ト

ス

廣

島

市

長

横

山

金

太

郎

田

喜

三

太

其

ノ

轍

ヲ

僻

ジ

タ

ル

ニ

因

リ

＿

同

副

徳

代

西

本

三

四

、

負

据

率

．

同

石

川

新

天

地

継

代

水

田

一
、
翌
年
者
資
据
金
ヲ
賦
課
ス
ベ
キ
エ
i

府
縣
制
第
八
條
第
一
項
但
書
ノ
規
定
二
同

種

総

工

費

ノ

四

分

ノ

一

ト

ス

事

名

及

工

事

施

行

箇

所

一

依

リ

常

選

者

ヲ

定

ム

ル

為

左

／

通

リ

廣

失

業

態

急

事

業

路

面

改

良

鋪

装

島

市

選

學

漑

選

學

會

ヲ

開

ク

同

副

線

代

小

林

郵物

工

事

昭

和

十

一

年

二

月

二

十

六

H

-

復

・

廣

島

市

告

示

甲

第

二

十

一

競

ー

認
道
路
工
事
受
盆
者
負
搬
規
程
第
十
三
條
第
九
銃
路
線
刑
務
所
北
筋
通
リ
及
廉
島
縣
會
議
員
廣
島
市
選
摯
漑
一
で
公
告
】

-n

ー

ー

依

リ

受

益

者

負

臨

金

ヲ

賦

課

ス

ベ

キ

鋪

装

工

事

維

持

上

必

要

ナ

ル

漉

間

一

選

學

長

一

字

名

設

定

1

件

工
事
名
及
工
事
施
行
箇
所
等
左
ノ
通
リ
ニ
、
工
事
着
手
年
月
日
｛
廣
島
市
長
横
山
金
太
郎
一
廣
島
市
仁
保
町
字
山
之
紳
地
先
辛

ニ
色
・
チ
7
ザ
ヤ

r
／
ヵ
』
し

一
立
地
二
蜀
シ
新
二
「
仁
保
町
字
山
之
紳
」

雙

昭

和

十

一

年

一

ー

一

月

六

日

―

-

、

選

學

會

ノ

場

所

廣

島

市

役

所

―

-
I
字
名
稲
ヲ
附
ス
ル
件
本
縣
知
事
ノ
許

昭
利
十
一
年

1

一
月
二
十
八

H

―

―

-

、

頁

搬

砥

及

地

帯

―

-

、

選

學

會

開

會

1

日
時
昭
和
十
一

＿
可
ヲ
得
タ
リ

廣
島
市
長
横
山
金
太
郎
本
工
事
施
行
箇
所
ヲ
一
頁
据
懺
ト
一
年
二
月
二
十
八
日
午
後
一
時
ョ
リ

昭
和
十
一
年
二
月
二
十
九

H

-
R
廣
島
市
選
攀
長
告
示
第
二
賊

一
、
受
盆
者
負
据
金
ヲ
賦
課
ス
ベ
ギ
エ
ス

廣

島

市

役

所

事

名

及

工

事

施

行

箇

所

四

、

資

据

牢

f

i

―
一
月
一
日
午
後
一
時
ョ
リ
五
時
マ
デ

失
業
應
急
事
業
路
面
改
良
鋪
装
聰
工
毀
ノ
四
分
ノ
一
ト
ス
一
昭
和
十
一
年
二
月
二
十
八
日
開
會
ノ
匹

（
四
時
間
）

工

事

一

島

縣

會

議

員

殷

島

市

選

學

逼

選

學

會

―

―

-

廣
．

於
ケ
ル
常
選
者
左
ノ
通
リ
定
マ
リ
タ
リ

一
第
一
藝
路
線
荒
紳
町
ョ
リ
西
蟹
屋

0
廣

島

市

告

示

甲

第

二

十

＿

＿

＿

琥

―

「

都

市

燥

業

讐

螢

指

導

講

習

會

」

―
昭
和
十
一
年
二
月
二
十
八
日

島

道

路

工

事

受

盆

者

負

檄

規

程

第

十

三

條

一

廣

島

縣

會

議

員

殷

島

市

選

學

慨

一

購

師

帝

園

誕

會

参

事

宵

鹿

四

郎

町
二
至
ル
（
荒
紳
町
中
通
リ
）
間
及

ニ

依

リ

受

盆

者

負

据

金

ヲ

賦

課

ス

ベ

キ

選

學

長

―

會

場

古

田

宵

年

會

館

鋪
装
工
事
維
持
上
必
要
ナ
ル
慨
問

i

聰
衆
操
家
一
般
二
百
五
十
名

工
事
名
及
工
事
施
行
箇
所
等
左
ノ
通
リ
i

股
島
市
長
横
山
金
太
郎
―

二
、
工
事
滸
手
年
月
日

i

主
催
本
市
殖
産
課

定
ム

昭
和
十
一
年
二
月
二
十
八
日

廿

・-l-`
資

据

嵐

及

地

帯

―

選

學

匿

詣

選

者

住

所

常

選

者

氏

名

一

廣

島

市

下

流

一

来

賓

縣

操

會

幹

事

高

橋

深

蔵

昭
和
十
一
年
ー
ニ
月
茸

H

第
一
負
捩
屈
荒
紳
町
十
八
番
地

血

／

―

(

命

廣

島

市

比

治

山

公

園

内

土

地

慇

島

市

長

横

山

金

太

郎

厨

島

市

川

町

十

八

番

慶

信

男

一

ノ
一
、
二
十
番
地

i
 

ー

一

、

貸

地

敷

四

ヶ

所

哨

ノ

一

地

先

ョ

リ

西

一

、

受

盆

者

資

檄

金

ヲ

賦

課

ス

ベ

キ

J

,

I

―
-
、
貸
渡
坪
敷
一
ヶ
所
二
付
参
坪

置

町

二

百

四

十

事

名

及

工

事

施

行

箇

所

【

彙

報

]

―
右
競
争
入
札
二
依
リ
貨
貸
ス
希
哨
者
ハ

―
―
一
番
地
、
二
百
一
―
―
失
業
應
急
事
業
路
面
改
良
鋪
装

玉
籠
各
項
承
知
セ
ラ
ル
ベ
ジ

十

番

地

ノ

一

覧

工

事

一

魯

町

正

副

穂

貸

任

認

可

)

i

昭
和
十
一
年
三
月
八

H

ニ
至
ル
幹
線
全
部
第
十
五
競
路
線
己
斐
町
二
古
一
番
ー
（
自
昭
和
十
一
年
二
月
一

H

-

地

ノ

一

地

先

ョ

リ

同

町

小

格

校

人

至

同

二

月

二

十

九

H
-

妍

市

町

副

綿

代

木

盛

芳

太

郎

隈

島

市

役

所

第
二
資
据
匝
第
一
琥
ョ
リ
第
五

琥
―
—
至
ル
各
支
線
ロ
ニ
至
ル
間
及
鋪
装
工
哨
維
持
上

大
手
町
二
丁
目
綿
代
隊
井
徳
兵
術
一

道
路
二
接
ス
ル
部
分
ヲ
地
粗
ト
ス
必
要
ナ
ル
福
間

二

、

エ

庫

箭

手

年

月

日

一

同

副

綿

代

尾

前

友

助

ー

四
、
資
捩
率

総
工
痰
ノ
四
分
I

―

ト

ス

―

昭

和

十

一

年

i

―

―

月

七

日

一

上

流

川

町

上

紺

綿

代

大

西

善

六

一

三

、

資

搬

慨

及

地

帯

一

同

副

綿

代

道

田

義

造

―

〇
廣
島
市
告
示
甲
第
二
十
二
琥
本
工
事
施
行
箇
所
ヲ
一
負
檄
慨
ト
―
牛
田
町
本
町
慨
綿
代
田
羅
毀
市
一

副

総

代

石

本

廣

吉
i

道

路

工

事

受

益

者

負

搬

規

程

第

十

三

條

ス

同

同

平

野

静

―

ニ

依

リ

受

益

者

負

搬

金

ヲ

賦

課

ス

ベ

キ

四

、

頁

据

牢

同

両

四

同

山

地

勝

司

工
事
名
及
工
事
施
行
箇
所
等
左
ノ
通
リ
一
線
工
費
ノ
四
分
I

一
ト
ス

敏稲静正千敷
雄一人男吾男

四
八
〇

◇
市
民
自
ら
交
通
禍
を
防
ぐ

（
東
京
市
）

帝
都
の
交
通
朕
態
は
日
に

l
＼
頻

紫
の
度
を
加
へ
咋
年
中
の
事
故
線
数

は
二
部
九
千
七
百
三
十
六
件
、
死
亡

者
は
五
百
二
十
六
人
と
い
ふ
驚
媒
的

数
字
を
示
し
主
要
逍
路
に
は
親
知
ら

ず
の
難
所
さ
へ
少
な
く
な
い
の
で
警

蔵
塵
客
辿
課
で
は
春
の
交
通
事
故
季

節
を
控
へ
積
極
的
運
動
を
起
す
べ
く

そ
の
鉗
策
と
し
て
従
来
各
署
管
内
に

あ
っ
た
後
按
闊
骰
即
ち
自
動
車
業
者

か
ら
成
る
「
交
通
事
故
防
止
會
」
自
韓

車
業
者
を
も
つ
て
組
織
さ
れ
た
「
交

通
安
全
會
」
を
一
齊
に
解
散
し
六
百

萬
市
民
の
手
に
よ
っ
て
新
に
「
交
通

事
故
防
止
協
會
」
を
組
織
し
市
民
の

稼
極
的
な
協
力
に
よ
っ
て
交
通
禍
を

防
ぐ
こ
と
に
な
っ
た

而
し
て
そ
の
根
本
方
策
は

一
、
交
通
事
故
防
止
協
會
を
披
大
強

化
し
管
内
居
住
の
有
力
者
を
會
長

と
し
町
會
、
學
校
と
協
力
す
る
こ

と
エ
、
管
内
の
交
通
事
故
に
鉗
し
て
各

署
が
責
任
を
も
つ
て
防
止
に
賞
る

こ
と

三
、
市
民
が
交
通
逍
徳
に
鉗
す
る
闊

心
を
深
め
る
た
め
な
る
べ
く
各
町

會
に
交
通
部
を
設
け
る
こ
と

で
あ
る
が
同
協
會
の
設
立
に
闊
し
て

は
交
通
課
長
か
ら
各
署
長
あ
て
既
に

璽
要
指
示
が
装
せ
ら
れ
、
築
地
、
澁

谷
、
四
谷
、
麺
町
、
高
輪
、
三
田
、

紳
架
坂
の
各
薯
で
は
綬
々
と
防
止
協

會
の
設
立
を
見
、
暫
覗
螂
と
協
力
し

交
通
事
故
の
調
査
研
究
、
事
故
防
止

の
施
設
、
従
業
者
の
訓
練
及
び
表
彰

兒
政
の
交
通
誘
導
諧
樅
會
｀
購
習
會
ぃ

の
開
催
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ス
タ

ー
等
の
配
布
等
に
よ
り
大
々
的
に
交

通
逍
徳
の
普
及
宜
他
に
活
躍
す
る
由

◇
美
観
を
損
ふ
電
桂
統
制

（
東
京
市
）

路
上
か
ら
醜
い
電
柱
を
無
く
し
た

ら
ー
—
ー
と
は
賞
局
は
勿
論
、
市
民
の
．

誰
で
も
が
考
へ
て
ゐ
る
こ
と
だ
が
、

な
か
／
＼
宜
行
さ
れ
な
い
、
と
こ
ろ

が
今
炭
東
京
市
で
は
大
塚
辻
町
か
ら

大
塚
騨
ま
で
逍
路
改
修
を
行
ひ
鋪
逍

を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
こ

の
際
遜
信
省
、
陸
軍
省
、
警
説
誕
の

電
柱
を
統
制
し
て
一
本
の
電
柱
に
＝
＝

つ
の
電
線
を
同
居
さ
せ
れ
ば
電
柱
の

数
は
三
分
の
一
で
消
む
の
で
東
京
市

よ
り
斡
旋
し
た
と
こ
ろ
―
―
ぶ
官
嵐
が
快

諾
挺
に
京
演
國
逍
で
も
稗
親
螂
、
逓

信
省
が
協
議
の
う
へ
共
同
加
線
す
る

こ
と
に
決
定
、
今
春
よ
り
消
工
す
る

こ
と
に
な
っ
た
、
こ
れ
を
皮
切
り
と

し
て
弊
蔵
螂
、
選
信
省
、
陸
海
軍
雨
．

省
、
各
電
力
軌
逍
會
社
締
で
は
更
に

新
逍
路
の
敷
設
の
場
合
や
、
逍
路
改

じ

修
の
場
合
出
来
る
限
リ
一
本
の
電
柱

-1-iI2 

一
、
入
札
ノ
日
時
昭
和
十
一
年

に
共
同
架
線
す
る
こ
と
に
協
定
が
成

三
月
二
十
四
日
午
前
十
一
時

二
、
入
札
ノ
場
所
猥
島
市
役
所
土
立
し
た
が
こ
れ
が
質
施
さ
れ
ヽ
ば
現

木

部

管

理

課

在

帝

都

の

路

上

に

あ

る

種

々

雑

多

な

三
、
入
札
参
加
資
格
廣
島
市
内
現
合
計
四
十
萬
本
に
上
る
電
柱
は
そ
の

誓
―
ー
ジ
テ
料
理
店
業
、
飲
食
店
一
半
敬
以
下
に
減
少
さ
れ
る
見
込
で
あ

業
、
仕
出
業
者
、
食
料
品
商
、
菓
．
る
己
．
~

だ
よ
り

各

市
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成
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I
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肺
活
最
の
運
動
効
果
に
関
係
あ
る
ほ

肺
活
醤
と
運
動
能
力
と
の
一
般
の
認
む
る
所
に
し
て
職
業
別
叉
ほ

闊

係

選

手

非

選

手

別

に

肺

活

最

大

小

の

差

暴

肺
活
緻
と
運
動
能
力
と
の
闊
係
は
第
あ
る
ほ
、
常
然
な
る
も
運
動
選
手
を
除

二
表
に
示
す
如
く
、
「
筋
力
」
を
除
く
他
外
し
た
る
羞
誓
（
三

-O型）ょ

の
運
動
に
あ
り
て
ほ
肺
活
量
の
大
さ
に

正
比
例
し
て
各
種
の
運
動
能
力
大
と
な
り
観
察
す
る
時
第
三
表
に
示
す
如
き
結

り
、
前
述
の
呼
吸
縮
張
の
差
と
の
闊
係
果
を
得
た
、
即
ち
身
長
の
大
小
に
闊
係

よ
り
も
更
に
頴
著
な
る
傾
向
を
示
し
た
な
く
比
肺
活
墓
の
大
な
る
も
の
程
運
動

之
れ
肺
活
批
ほ
呼
吸
能
力
を
最
も
忠
賞
能
力
大
な
り
と
言
ふ
こ
と
が
出
来
る
、

に
示
し
、
臆
力
測
定
上
璽
要
々
素
な
る
依
つ
て
本
法
は
ス
ボ
ー
ツ
指
導
上
甫
要

を

立

證

す

る

も

の

と

思

ふ

な

る

参

考

資

料

な

り

と

思

ふ

第一
1

表
③
肺
活
輩
と
運
動
能
力
と
の
闊
系

辛
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四
八
一
1
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齢

肺

活

献

走
幅
跳

筋
力

年 (2) 

訓

難

吉

岡

信

夫

身
骰
的
機
能
及
骰
格
と

運
動
能
力
と
の
闊
係

す
る
こ
と
4

し
て
可
決

九
、
縣
下
観
光
事
業
の
逃
絡
統
制
方
法

に
関
し
御
意
見
承
り
度
し
（
廣
島
市

提
出
）

縣
に
於
い
て
近
く
観
光
協
會
聯
盟
を

組
織
し
縣
下
観
光
協
會
の
述
絡
統
制
を

計
り
遊
覚
者
の
利
使
を
圏
る
計
甕
あ
り

既
に
来
年
度
豫
算
に
補
助
金
を
組
入
れ

あ
る
由
に
て
既
に
其
の
目
的
を
達
し
た

か
ら
具
陸
案
を
協
議
す
る
こ
と
も
な
く

縣
聡
に
競
し
て
連
絡
、
統
制
及
び
指
導

を
仰
ぐ
こ
と
に
決
定

〗
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叫
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線
に
東
京
潤
沿
岸
の
紺
橋
附
近
に
出

る
大
運
河
を
開
墜
す
る
も
の
で
工
事

費
だ
け
で
四
千
滴
闘
を
要
す
る
大
工

事
で
あ
る

こ
の
運
河
は
大
洪
水
時
の
利
根
川

水
批
を
完
全
に
放
水
す
る
だ
け
の
大

述
河
と
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
河
幅

は
六
十
間
、
深
さ
一
丈
、
延
長
は
布

佐
か
ら
紐
橋
ま
で
七
里
に
及
ぶ
も
の

で
あ
る

こ
の
蓮
河
開
幣
に
よ
っ
て
搬
出
さ

れ
る
土
砂
は
船
橋
か
ら
千
葉
市
に
至

る
海
岸
一
帯
の
埋
立
を
行
ひ
約
一
千

町
歩
の
工
業
地
帯
を
出
現
さ
せ
更
に

述
河
が
手
賀
沼
、
印
廂
沼
を
通
過
す

る
の
で
こ
の
二
つ
の
沿
を
完
全
に
千

し
上
げ
雨
方
で
約
四
千
町
歩
の
田
畑

を
作
り
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る

現
在
海
軍
で
は
霞
ヶ
油
航
空
隊
に

は
一
隻
の
謳
逐
艇
も
常
置
し
て
な
い

が
こ
の
述
河
開
睾
の
晩
に
は
横
須
賀

か
ら
紐
橋
網
由
で
運
河
を
廻
航
さ
せ

て
多
数
の
縣
逐
艇
を
餃
ヶ
浦
に
常
訟

出
来
、
軍
事
上
の
債
値
増
大
す
る
ば

か
リ
で
な
く
貨
物
運
送
か
ら
云
つ
て

始
ど
利
便
の
な
か
っ
た
銚
子
、
東
京

間
に
立
派
な
ー
つ
の
巡
送
路
が
出
来

上
リ
述
河
の
出
現
は
英
大
な
債
値
を

こ
の
方
面
に
も
た
ら
す
こ

4

と
期
待

さ
れ
て
居
る
、
し
か
も
工
業
地
帯
は

最
小
計
毀
の
三
百
滴
坪
と
し
て
坪
十

闘
と
す
れ
ば
三
千
紙
闘
、
そ
れ
に
雨

方
の
沼
の
埋
立
で
一
弓
一
千
町
歩
、
こ
れ

を
金
額
に
見
秋
れ
ば
エ
費
囮
千
萬
岡

ぐ
ら
ゐ
は
立
ち
ど
こ
ろ
に
浮
く
の
で

一
石
＝
―
-
鳥
も
四
鳥
も
の
索
睛
ら
し
い

大
計
蓋
と
云
は
れ
て
ゐ
る

．
 

｀
 

H十月三年一十和昭

1
9
 

拿》
i

本
年
度
本
市
に
於
い
て
開
催
の
順
番
等
出
席

廣
に
な
っ
て
ゐ
た
縣
下
四
市
長
會
議
ほ
二
定
刻
横
山
市
長
の
開
會
の
挨
拶
に
次

月
二
十
四
日
午
前
十
時
半
よ
り
市
長
公
い
で
本
會
議
の
議
長
決
定
を
諮
り
横
山

室
に
於
い
て
開
催
、
縣
よ
り
安
岡
練
務
市
長
議
長
に
決
定
、
直
ち
に
協
議
に
入

島
部
長
、
稲
内
地
方
課
長
、
市
側
よ
り
中
一
り
左
記
議
題
を
審
議
し
午
後
一
一
時
半
閉

野
輻
山
市
長
、
奥
山
尾
道
市
長
、
籐
原
會
し
た

呉

市

文

書

課

長

並

に

本

市

よ

り

横

山

市

一

〔

提

出

議

題

〕

市
長
以
下
雨
助
役
、
牧
入
役
、
各
部
課
長
一
、
縣
下
四
市
吏
員
を
以
て
吏
員
協
會

を
糾
織
し
吏
員
の
親
睦
共
済

の
途
を
購
ず
る
の
可
否
（
輻

山
市
提
出
）

可
決
せ
ら
れ
其
の
賞
行
方
法

に
就
て
ほ
縣
聡
の
指
導
及
び
援

助
を
仰
ぎ
本
市
に
於
い
て
具
骰

案
を
研
究
す
る
こ
と
に
決
定

二
、
全
闘
市
長
會
談
々
決
事
項

は
本
年
の
市
長
會
議
に
於
て

再
審
議
し
更
に
諒
否
を
決
し

て
採
る
べ
き
も
の
は
必
ず
宣

行
を
計
る
こ
と
（
翫
山
市
提

出
）

従
来
全
國
市
長
會
談
ほ
識
決

事
項
餘
り
に
多
く
賓
現
を
見
る

も
の
ほ
極
め
て
稀
で
あ
る
か
ら

こ
れ
迄
の
議
決
事
項
で
賓
現
を

見
な
い
も
の
を
此
際
盤
理
し
て
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出

サ

ル

ベ

ジ

飽

迄

そ

の

宜

現

を

計

り

度

い

と

云

ふ

の

（

廣

島

市

提

出

）

四

、

貸

渡

期

間

（

ハ

）

落

札

ハ

一

人

一

ヶ

所

ト

ス

が

本

間

の

主

旨

で

あ

っ

た

が

、

従

来

の

衆

議

院

議

員

選

學

と

同

様

府

縣

會

議

自
昭
和
十
年
四
月
一
日
]
(
-
-
）
競
争
入
札
二
依
リ
落
札
シ
タ
議
決
事
項
を
一
々
整
理
す
る
こ
と
は
容
員
選
學
に
於
い
て
も
投
票
管
理
者
及
び

至
昭
和
十
一
年
吾
月

i

―
-
+
―
日
一
ル
者
ハ
昭
和
十
一
年
三
月
二
十
易
の
こ
と
で
ほ
な
い
か
ら
将
来
を
誡
め
其
の
代
理
者
故
障
あ
る
と
き
之
を
代
理

五

、

人

札

者

心

得

一

五

日

午

後

四

時

迄

二

使

用

料

ヲ

る

こ

と

に

し

、

次

の

様

に

修

正

可

決

す

る

者

を

市

長

が

豫

め

定

め

得

る

様

に

（
一
）
全
國
市
長
會
議
々
決
事
項
は
以
後
規
定
の
改
正
を
要
華
せ
ん
と
す
る
の
で

（
イ
）
入
札
者
ハ
本
入
タ
ル
コ
ト
一
納
付
ス
ル
コ
ト

1

)

人

札

希

粗

者

ハ

入

札

常

日

一

細

ハ

常

胞

土

木

部

瑯

必

ず

質

行

を

計

る

こ

と

あ

っ

て

本

問

に

就

い

て

ほ

各

市

共

其

の

三
、
市
は
市
民
公
共
の
利
益
の
為
め
保
必
要
を
痛
感
し
て
ゐ
る
の
で
満
場
異
議

前
九
時
迄
二
現
二
督
業
者
タ
ル
一
ハ
サ
ル
ベ
ジ

隙
事
業
の
純
営
を
為
し
得
る
こ
と
に
な
く
可
決
、
縣
側
亦
賛
意
を
表
明

ノ
證
明
害
ヲ
士
木
部
管
理
課
ヘ
一

闘
係
法
令
を
改
正
す
る
か
或
は
特
別
一
六
、
職
業
紹
介
所
を
躙
螢
と
せ
ら
れ
ん

こ
と
を
其
の
筋
に
建
議
し
た
し
（
隈

―
島
市
提
出
）

法
を
制
定
す
る
様
其
の
筋
に
建
議
す
―

る
こ
と
（
追
加
議
題
）

縣
下
四
市
長
會
議
開
催

二

月

二

十

四

日

市

長

公

宅

に

於

い

て

本

議

題

ほ

昨

年

度

の

縣

ド

四

市

長

會

一

戦

業

紹

介

所

の

事

務

は

一

市

町

村

内

談
に
輻
山
市
か
ら
提
出
さ
れ
た
問
題
で
に
限
ら
ず
他
の
市
町
村
若
く
は
府
縣
に

同
會
談
に
於
い
て
可
決
、
中
闊
四
國
市
跨
り
其
の
間
に
完
全
な
迦
絡
と
統
制
が

な
け
れ
ば
十
分
の
能
率
を
要
揮
す
る
事

が
出
来
な
い
が
現
在
の
様
に
各
市
町
村

長
會
議
を
紐
て
全
闊
市
長
會
に
提
出
、

可
決
せ
ら
れ
た
が
未
だ
其
の
賓
現
を
見

に
分
局
し
て
ゐ
る
と
其
の
目
的
を
達
す

な
い
の
で
あ
る
が
璽
要
問
題
で
あ
る
か

る
事
が
出
来
な
い
、
之
を
全
部
躙
管
と

す
れ
ば
辿
絡
統
制
が
完
全
に
保
た
れ
従

ら
更
に
霞
ね
て
中
闊
四
國
市
長
會
議
を

つ
て
其
の
目
的
を
十
分
に
遂
行
し
得
る

網
て
全
瞑
市
長
會
の
議
決
を
煩
ほ
し
飽

迄
其
の
寅
現
を
企
岡
す
る
こ
と
4

な
り

と
云
ふ
の
で
縣
側
贅
威
の
下
に
可
決

七
、
殷
島
縣
満
洲
綸
出
紐
合
設
立
の
件

可
決

四

、

談

員

選

學

の

資

格

改

正

に

闊

す

る

（

殿

島

市

提

出

）

件

（

尾

道

市

提

出

）

二

十

四

日

迦

々

廣

島

縣

貿

易

協

會

の

衆
談
院
議
員
選
警
資
格
と
其
の
他
府
成
立
を
見
た
か
ら
同
協
會
の
成
績
を
一

縣
市
町
村
會
議
員
選
學
賽
格
を
同

1

に
箇
年
位
静
観
し
た
上
で
決
し
た
ら
と
云

一
ふ
議
論
も
あ
っ
た
が
結
局
可
決
の
上
更

し
て
名
簿
を
一
に
す
れ
ば
事
務
上
多
大

に
調
査
す
る
こ
と
に
決
定

の
手
敷
と
網
毀
と
を
節
岐
し
得
る
か
ら

八
、
度
量
衡
器
及
び
計
量
器
第
一
種
取

と
云
ふ
理
由
で
提
出
さ
れ
た
の
で
既
に

締
に
要
す
る
純
痰
を
縣
に
於
い
て
負

今
日
の
情
努
に
於
い
て
ほ
議
員
湿
學
資

格
に
差
異
を
設
け
た
理
由
は
解
消
し
府
―
据
せ
ら
る
4

や
rよ
要
望
の
件
（
演
島

縣
若
ほ
市
町
村
に
六
箇
月
も
住
居
す
れ
市
提
出
）

ば
其
の
公
民
と
し
て
選
學
棚
を
典
へ
て
度
量
衡
器
及
び
計
量
器
第
一
種
取
締

然
る
べ
き
で
ほ
な
い
か
と
云
ふ
こ
と
に
は
地
方
長
官
之
を
行
ひ
市
町
村
長
ほ
之

決

し

可

決

を

補

助

す

る

事

に

な

つ

て

ゐ

る

に

拘

は

五
、
府
縣
會
議
員
選
攀
に
於
け
る
投
票
ら
ず
純
贄
の
殆
ん
ど
を
市
町
村
に
負
搬

管
理
者
及
び
其
の
代
理
者
故
障
あ
る
さ
せ
て
ゐ
る
の
ほ
不
合
理
で
あ
る
と
云

と
き
之
を
代
理
す
べ
き
者
を
事
前
に
ふ
の
で
本
間
が
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
る

定
め
得
る
様
規
定
改
正
方
要
哨
の
件
が
各
市
の
要
成
に
依
り
縣
の
参
考
に
供

◇
大
利
根
と
航
橋
を
繋
ぐ

大

運

河

（

千

葉

縣

）

四
八
二

鹿
兒
島
市
認
合
改
築
は
こ
の
ほ
ど

工
費
の
起
偕
認
可
も
あ
リ
ニ
月
十
三

日
に
地
銀
祭
を
執
行
し
既
に
率
加
工
し

た
が
エ
我
五
十
五
萬
餘
闘
、
地
下
一

階
、
地
上
三
階
、
鐵
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
九
州
第
一
の
俄
々
た
る
設
計
で
明

春
―
―
一
月
竣
工
の
豫
定
で
あ
る

大
演
松
市
建
設
の
第
一
期
計
驚
で

あ
る
曳
馬
町
、
宮
塚
村
の
合
併
は
二

月
十

1
H
の
佳
節
を
卜
し
賞
施
さ
れ

た
が
濱
松
市
は
而
絞
一
二
十
七
キ
ロ
百

―
―
―
十
九
平
方
米
、
戸
数
一
一
萬
八
千
四

十
八
戸
、
人
口
十
四
摘
五
千
三
百
四

十
九
人
、
全
國
策
二
十
五
位
小
椀
市

に
次
ぐ
都
市
と
な
っ
た

大
洪
水
と
な
つ
て
利
根
川
の
提
防

が
決
潰
し
た
ら
大
東
京
も
五
時
間
で

完
全
に
水
浸
し
に
な
る
こ
と
は
数
理
ょ

的
に
判
然
と
し
て
居
る
こ
と
で
あ
る

が
昨
秋
闘
東
地
方
を
襲
っ
た
大
暴
風

雨
で
懲

I
J
l＼
し
た
内
務
省
で
は
利

根
川
洪
水
鉗
策
委
員
會
を
設
け
利
板
．
―

川
の
堤
防
決
浪
か
ら
必
然
的
に
起
る

大
東
京
の
水
浸
し
防
衛
到
策
を
練
つ

て
居
た
と
こ
ろ
、
此
の
程
漸
，
ヽ
そ
の

i

成
案
が
出
来
上
っ
た

そ
の
内
容
を
掻
い
つ
ま
ん
で
見
る

に
、
千
葉
縣
布
佐
附
近
に
利
根
川
取

入
口
を
設
け
、
そ
こ
か
ら
手
賀
沼
の

東
端
印
旅
泊
の
西
端
を
通

lJ-Wi

◇
曳
馬
富
塚
を
合
併
大
濱

松
市
誕
生

◇
市
廊
舎
新
築
工
事
着
工

（
鹿
兒
島
市
）

ヽ
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男

兒
女

兒

昭

・

男

兒

和

女

兒

十一
但
し
調
査
人
員
は
餓
席
の
為
め
三
月
に

与
於
け
る
調
査
に
は
若
干
名
の
減
少
あ
り

――― 月
陵
軍
測
定
方
法

十
陵
諏
測
定
回
敷
は
各
校
共
毎
月
一
回
と

日
し
其
の
期
日
ほ
各
月
共
日
曜
等
の
為
め

正
確
に
ほ
一
致
せ
ざ
る
も
略
々
同
一
日

；
を
選
び
前
月
二
十
日
な
れ
ば
次
月
も
二

2

●
 

日十月主年一十和昭 報 市 島 廣 可認物便郵種三第

齢

四
0
六
名

三
六
二
名

――1
1

一
九
名

三
四

0
名

――
-kg
非
受
瞼
組
平
均
睦
璽
―
―

.
o
k
g

に
ー
に
し
て
蓉
諏
糾
は
殆
ん
ど
偕
近
く
の
多

し
て
前
者
に
比
し

O・
七
kg
小
な
り
、
敷
を
示
す
、
一
ヶ
月
減
少
一
ヶ
月
不
愛

墨
準
偏
差
四
・
九
最
大
骰
軍
五
一
・
九
k
gな
る
も
の
前
者
に
於
い
て
五
•
四
二
劣

最
小
陵
璽
三
・
―

-kg
な
り
一
後
者
ニ
・
七
四
疹
之
亦
受
験
組
に
於
い

第三種

”

、

以

上

に

因

り

て

見

れ

ば

受

験

組

兒

章

は

一
て
二
倍
の
多
き
を
示
す
、
ニ
ヶ
月
共
睦

郵

軍
壻
減
な
き
も
の
前
者
一
ニ
・
ニ
劣
後
者

便
近
時
小
駆
校
兒
窪
に
於
け
る
中
等
嬰
校
十
日
を
測
定
日
と
定
む
、
測
定
時
刻
も
男
女
共
非
受
験
組
兒
窪
に
比
し
平
均
睦

0
・
九
二
劣
に
し
て
受
殿
紐
に
於
い
て

物
入
學
準
備
数
育
の
兒
窟
健
康
に
及
ぼ
す
成
る
可
く
毎
回
同
時
刻
を
選
び
授
業
の
霊
大
な
り
、
而
し
て
女
兒
窪
ほ
男
兒
窟

瞑
影
響
に
付
き
識
者
間
に
論
議
せ
ら
れ
其
闊
係
上
多
く
ほ
午
後
一
一
時
乃
至
一
一
一
時
を
よ
り
も
睦
霊
大
な
り

の
稜
育
期
に
於
け
る
兒
窪
の
身
整
に
及
測
定
時
間
と
せ
り
、
骰
粛
は
一
日
間
に
受
験
及
非
受
験
兒
章
各
自
腔
霊
増
加
人
二
二
倍
の
多
き
を
見
る
、
女
兒
受
瞼
組
は

可

三
ヶ
月
迦
績
陵
煎
減
少
者
ニ
・
一
七
彩

ぽ
す
障
碍
の
大
な
ら
ん
こ
と
を
惧
れ
種
於
い
て
も
相
営
廣
範
園
の
動
揺
を
来
す
員
百
分
李

々
緩
和
策
の
應
じ
ら
れ
つ4
あ
る
の
時
も
の
に
し
て
最
も
闘
係
の
大
な
る
も
の
受
瞼
及
非
受
瞼
組
各
月
腔
軍
増
加
人
員
非
受
験
組
六
•
六
一
疹
に
し
て
後
者
に

に
常
り
準
備
数
育
が
果
し
て
如
何
な
る
ほ
描
食
と
身
賤
運
動
な
り
、
而
し
て
臆
は
第
二
表
に
於
け
る
如
く
二
月
は
前
者
＿
於
い
て
一
二
倍
強
の
敷
を
示
す
、
一
ヶ
月

程
度
の
障
碍
を
兒
窟
の
身
盟
に
及
ぽ
す
煎
増
加
の
因
子
は
描
食
に
し
て
減
少
の
男
兒
の
増
加
人
員
は
六
七
ヽ
五
彩
後
者
一
減
少
一
ヶ
月
増
減
な
き
も
の
前
者
四
・

-
0
疹
後
者
一
―-
•
O四
劣
に
し
て
受
瞼

も
の
な
る
や
を
知
ら
ん
と
欲
し
昭
和
十
因
子
ほ
生
理
的
に
ほ
身
腔
運
動
な
る
を
は
七
五
形
、
三
月
ほ
前
者
六
―
―
-
•
五
劣
一

組
に
於
い
て
梢
々
多
し
、
ニ
ヶ
月
共
壻

年
一
月
に
於
け
る
受
瞼
組
及
非
受
殿
組
以
て
之
等
に
就
い
て
ほ
特
に
注
意
を
排
後
者
六
八
•
五
匂
ク
に
し
て
受
験
組
の
増

廣

減
な
き
も
の
前
者

O・tfl
五
劣
後
者
一
・

男
女
兒
甑
睦
重
比
較
、
昭
和
十
年
一
月
ひ
、
亦
排
尿
、
排
便
は
前
以
て
之
を
行
加
人
員
ほ
非
受
験
組
に
比
し
少
数
な
り

よ
り
三
月
に
至
る
一
―
―
ヶ
月
間
に
於
け
る
ほ
し
む
、
瘤
衣
ほ
湖
き
パ
ン
ヅ
一
枚
と
女
子
受
瞼
組
は
二
月
は
増
加
人
員
六

前
記
兒
蛮
の
騰
軍
愛
動
、
受
瞼
誓
の
し
、
陵
霞
計
ほ
秤
禅
式
、
自
働
式
の
二
八
・
査
疹
非
受
験
紐
六
九

・
O
*に
し
一
―
劣
に
し
て
非
受
験
紐
に
於
い
て
倍
敷

島

各
入
愚
駆
校
別
、
各
月
賤
甫
差
、
受
瞼
種
な
る
も
使
用
前
豫
め
瞼
査
し
置
き
其
て
前
者
梢
々
劣
れ
る
も
一
＿
一
月
に
於
い
て
を
示
す
、

及

非

受

瞼

兒

蛮

病

氣

映

席

日

敷

等

を

調

‘

の

正

確

を

期

す

ほ

前

者

の

増

加

李

著

し

く

良

好

と

な

男

女

を

比

較

す

る

に

ニ

ヶ

月

連

績

骰

蹴

査
し
て
其
の
健
康
朕
態
を
観
察
せ
り
、
【
1
表
]
受
瞼
及
非
受
瞼
兒
平
皐
栂
軍
比
較
表

i

減
少
者
は
非
受
瞼
組
女
子
に
於
い
て
最

市

兒
常
の
種
類
燈
重
平
均
様
準
偏
差
設
大
頻
敷
最
大
睦
霞
汲
小
證
直
一
も
多
く
、
次
ほ
受
瞼
紐
男
子
に
し
て
最

試
験
前
―
―
―
ヶ
月
を
選
べ
る
ほ
此
の
時
期

受
瞼
男
―
―
―
―
―
.
＾
k
g

四
．
＾
―
―
―
―l
l
•
O
は
竺
．

o
ば
―
1
0
•四
丘
一
も
少
き
は
受
瞼
糾
女
児
な
り
、
一
ヶ
月

に
於
け
る
受
瞼
兒
蛮
ほ
精
神
緊
張
最
も
一

非
受
瞼
男
一

1―
-
•
四
四
・
―
―
―
―
―
―
-
·
―
亨
＾
―
―
―
-
·
―
―
―
減
少
一
ヶ
月
壻
減
な
き
も
の
ほ
受
瞼
紐

甚
し
く
従
っ
て
身
陵
的
影
響
も
亦
甚
大

受
瞼
女
品
。
七
立
•
四
早
四
．
＾
竺
•
九

I
l
l
·
―
―
―
男
兒
最
も
多
く
次
ぎ
に
受
瞼
紐
女
兒
、

報
な
る
べ
き
を
以
て
な
り

非
受
瞼
女
―
―
―
四
•
O

四
・
九
―
―
―
四
．
＾
竺
•
九
圭
・
―
―
ー
最
も
少
ぎ
ほ
非
受
瞼
紐
男
兒
な
り
、
ニ

調

査

學

校

受
験
及
非
受
瞼
児
窟
の
骰
軍
を
比
較
す
り
、
後
者
と
の
差
九
疹
を
示
す
一
ヶ
月
共
臆
軍
不
愛
者
ほ
受
瞼
組
男
兒
に

織
町
、
中
島
、
紳
椅
、
千
田
、
皆
賞
、

比
治
山
、
殷
瀬
、
大
手
の
八
小
駆
校

調

査

人

員

る

に

第

一

表

に

示

す

如

く

男

子

受

験

組

【

2

表

】

受

瞼

及

非

受

瞼

兒

ふ

嬰

各

月

骰

煎

増

加

及

減

少

人

員

百

分

半

月

の
平
均
陵
璽
―
―
―
-
•
八

k
g、
標
準
偏
差

四
・
八
最
も
頻
数
の
多
ぎ
ほ
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―
―
―
―
―

.
o
k
g

、I-
―
―
―
―
―
―
―
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―
―
―
―
'
ー
ー
ー
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,

最
大
陵
翫
ほ
五
一
．

o
k
g
最

小

骰

箪

二

兒

窪

の

種

頻

増

加

減

少

増

加

減

少

0
•
四
k
gな
る
に
非
受
瞼
組
ほ
平
均
睦
受
瞼
男
窄
・
塔
―
―
―
-
＿
・
唸
益
・
落
癸
・
菜

璽
＿
二
•
四k
gに
し
て
前
者
よ
り
一
・
四
非
受
瞼
男
芸

•
O
-

＿
五•
O

交
・
ェ
―
―
―
-
·
工

k
g少
＜
擦
準
偏
差
四
・
ニ
最
大
頻
敷
―
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受
瞼
女
突
・
エ

l―
―
-
·
工
芸

•
O
-
K
.
o

―
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-
k
g
最
大
五
ニ
・
八
k
g最
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一
三
・
非
受
瞼
女
完

•
O
I
-
l
l
.
o

六
i
-
l
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o
-
-
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な
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一

受

慶

嬰

塵

翡

軍

辿

緻

減

少

者

一

最

も

多

く

受

験

紐

女

兒

に

於

い

て

最

も

女
子
は
受
警
組
平
均
璧
璽
一
四
・
七
kg

＿
第
一
一
＿
表
に
見
る
如
く
受
瞼
組
男
子
は
二
少
し

椀
準
偏
差
五
•
四
最
大
頻
敷
一
＿
一
四
•
八

k
g
ヶ
月
迪
績
陵
軍
減
少
者
ほ
四
•
四
五
劣

最
大
腺
軍
五
一
・
九
kg
最
小
慨
璽
ニ
―
・
一
な
る
に
非
受
瞼
紐
男
兒
ほ
ニ
・
四
四
彩
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島
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ひ
、
特
に
別
記
の
技
術
優
秀
者
に
は

褒
賞
が
あ
っ
た
、
宵
年
は
午
後
六
時

よ
り
開
始
し
た
が
、
こ
れ
は
ま
た
血

氣
横
溢
の
牡
者
の
こ
と
故
、
そ
の
旺

盛
な
る
覇
氣
は
悩
楊
を
腿
し
、
そ
の

凄
牡
な
る
熱
戦
は
、
観
衆
を
し
て
齊

し
く
緊
張
魅
了
せ
し
め
た
と
こ
ろ
で

あ
っ
た

か
く
て
数
員
盲
學
欲
の
部
は
午
後

五
時
半
に
、
胄
年
の
部
は
午
後
九
時

に
何
れ
も
緊
張
裡
に
閉
會
し
た

”q 

技
術
僅
秀
者

柔
道
数
員
松
本
春
三
（
市
商
）

沖
谷
景
三
（
宇
＂
叩
）

高
石
霊
盆
早
津
）

（
五
人
掛
俺
勝
）

.

9

子
都
宮
浩
行
二
高
）

肯

年外
一
等
田
川

ニ
僻
鼻
岡

0
段

健
―
―
-
（
廣
瀬
）

義
正
（
三
篠
）

廣
島
市
紋
育
合
、
廣
島
市
聯
合
宵

年
園
主
他
、
廣
島
縣
柔
剣
逍
有
段
者

會
後
按
の
、
廣
島
市
数
員
、
學
童
、

胄
年
武
逆
大
會
は
、
一
一
月
二
十
九
日

午
後
一
時
半
か
ら
廣
島
武
徳
殿
で
開

催
さ
れ
た

出
場
選
手
は
数
貝
約
百
名
、
學
疵

約
五
十
名
、
青
年
百
餘
名
と
い
ふ
盛

況
、
市
か
ら
は
中
邑
数
育
部
長
を
は

じ
め
三
宅
祉
會
数
育
課
長
、
中
井
、

片
岡
市
蔵
學
、
吉
田
本
命
芋
工
事
そ
の

他
係
員
、
闘
係
者
来
賓
な
ど
百
名
列

席
、
一
同
紳
前
敬
證
、
東
方
逝
拝
、

諷
歌
合
唱
を
な
し
、
中
邑
数
育
部
長

の
開
合
の
癖
の
後
、
演
武
は
開
始
せ

ら
れ
た

個
人
試
合
に
到
抗
試
合
に
、
各
選

手
は
何
れ
も
息
づ
ま
る
白
熱
戦
を
披

じ
、
結
局
、
数
員
の
剣
逍
は
、
東
軍

西
軍
何
れ
も
十
二
貼
の
同
貼
と
な
っ

た
た
め
雨
軍
の
大
将
同
志
の
一
騎
打
―

に
よ
っ
て
決
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、

東
軍
（
白
島
校
）
資
志
選
手
、
西
軍

（
大
手
町
校
）
柿
川
選
手
は
何
れ
も
自

軍
を
代
表
し
て
、
龍
虎
相
拇
つ
の
熱

戦
を
な
し
遂
に
裳
志
選
手
の
勝
と
な

り
、
凱
歌
は
東
軍
に
挙
っ
た
一

柔
逍
は
、
六
到
四
を
も
つ
て
東
軍

堂
々
快
勝
し
、
萬
丈
の
氣
を
吐
い
一

た

か
く
て
榮
あ
る
俺
勝
旗
は
、
柔
逍

剣
逍
共
に
東
軍
側
の
手
に
蹄
し
、
別

に
個
人
試
合
に
於
け
る
技
術
停
秀
者

に
は
賞
品
及
賞
朕
の
授
奥
が
あ
っ

た

、

受

賞

者

別

記

の

通

り

．

'
學
戒
は
個
人
試
合
に
て
勝
負
を
争

本
市
敬
員
、

學
童
｀
脊
年

武

道

大

會
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商
入
學
者
の
證
軍
壻
加
率
最
も
大
に

L

好
な
る
も
殊
に
廉
女
入
嬰
者
の
壻
加
率

て
0
•
四
五
を
示
す
、
三
月
に
於
い
て
大
に
し
て0
・
九

1一
を
示
す

ほ

人

員

少

敷

な

る

も

附

中

入

患

者

壻

加

綿

括

李
最
も
大
に
し
て
一
中
入
昂
者
之
に
次
受
瞼
糾
ほ
男
女
兒
共
非
受
緻
紐
に
比
し

ぐ
、
女
子
ほ
第
七
表
に
示
す
如
く
二
月
平
掏
骰
翫
大
な
り
、
受
瞼
及
非
受
瞼
兒

に
於
い
て
ほ
市
女
入
學
者
の
脆
重
増
加
蛮
腺
煎
増
加
人
員
は
二
月
に
於
い
て
は

率
最
も
良
好
に
し
て
、
不
合
格
組
の
増
受
験
組
は
男
女
共
非
受
験
紐
に
比
し
少

加
率
最
も
不
良
な
り
、
三
月
に
於
い
て
し
、
殊
に
男
子
に
於
い
て
其
の
差
大
な

は
前
記
の
如
く
骸
軍
増
加
率
一
般
に
良
り
、
三
月
に
於
い
て
も
男
子
受
瞼
組
ほ

[
6
表

】

入

學

々

校

別

競

重

増

減

表

一
ー
ニ
月

ー

ニ

修

縣

市

山

崇

修

落

中

中

商

商

陽

中

夜

中

中

附

-
l
-
―一月

附

―

二

修

縣

市

山

崇

落

中

中

中

中

商

商

陽

中

．
 

庸枷-叫Ilり-＇ヰ’叫，直二 r且

可認物使郵種三第

2
 

2
 

3
 

2
8
3
5
2
4
8
1
3
4
2
3
0
2
4
9
5
2
5
3
9
2
5
2
3
7
4
9
 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

+

＋

+

+

+

＋

+

+

＋

+

＋

+

＋

+

 

非
受
瞼
糾
に
比
し
依
然
と
し
て
増
加
人

i

―
―
ヶ
月
迦
績
減
少
者
ほ
三
分
の
一
、
一

員
少
き
も
女
子
受
瞼
紐
ほ
非
受
瞼
粗
よ
ヶ
月
減
少
一
ヶ
月
不
髪
者
ほ
梢
々
多
敷

り
も
増
加
人
員
著
し
く
増
加
し
九
％
の
に
亦
一
一
ヶ
月
不
菱
者
は
後
者
の
半
敷
を

差

を

示

す

示

す

男
子
受
瞼
紐
は
睦
璽
一
ヶ
月
湖
績
減
少
受
瞼
及
非
受
瞼
紐
兒
章
病
氣
餓
席
人
員

者
及
一
ヶ
月
減
少
一
ヶ
月
不
髪
一
一
ヶ
月
ほ
非
受
瞼
組
男
子
最
も
多
く
受
瞼
組
男

共
不
愛
の
三
者
何
れ
も
非
受
験
組
に
比
子
最
も
少
し
、
病
倣
平
均
日
敷
ほ
非
受

し
二
倍
若
く
ほ
二
倍
以
上
の
多
敷
を
示
瞼
女
子
最
も
多
く
非
受
験
男
子
最
も
少

す
、
女
子
受
瞼
組
は
非
受
瞼
組
に
比
し
し
、
病
餓
最
大
日
敷
は
非
受
瞼
紐
女
子

―――――――――― 
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―
―
～
多
零
は
璽
年
の
兆

t

{

ー｝
今
年
は
全
く
等
の
多
い
年
で
あ

一四
｛
っ
た
が
「
多
雰
は
豊
年
の
兆
」
と
の

．
乙
口
来
の
云
ひ
他
へ
に
ょ
●
今
年
の

写
～

豊
作
を
豫
想
し
て
居
る
人
も
か
な

六

｝
り
あ
る
が
果
し
て
多
警
は
塁
年
の

5

兆
か
之
に
就
い
て
故
稲
垣
乙
丙
博

一玉
の
明
治
二
十
一
年
よ
リ
同
一
二
十

入
年
に
至
る
十
八
年
間
の
東
北
六

孟
縣
の
而
白
い
統
計
が
あ
る

s
 ～

◇

多

零

の

年

◇

少

雰

の

年

-

種

類

回

数

回

数
・

ニ

―

-

-

ご
L^
豊
作

：

豊

作

四

七

-

上

作

―

―

九

小

計

一

七

一

七

▽

平

作

一

六

一

四

下

作

四

九

六

凶

作

一

小

計

下

作

以

下

八

ニ

―

▽

綿

計

四

一

五

一

こ
の
統
計
に
、
ふ
つ
て
見
る
と
上

作
以
上
の
成
果
の
割
合
は
多
雲
の

冨
に
は
4
1
甜
17
少
雲
の
年
に
は
62-

s
 ニ

到

17
で
多
雪
の
年
の
方
が
や
4
良

女

女

中

女

—徳

商

女

—女

—中

- - -—女

徳

商

裕

落

縣

[
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表
】

入

學

々

校

別

骰

重

増

減

表

一
月
ー
ニ
月

市

山

廣

進

女

縣

二
月
1

ヨ
月

市

山

廣

進

女

臣
川
崎
卓
吉
閣
下
が
去
る
一
一
月
十
九

日
よ
リ
四
日
間
わ
が
廣
島
縣
下
を
訪

は
れ
た
の
を
機
合
に
、
我
が
廣
島
市

数
育
合
は
、
本
縣
数
育
會
と
聯
合
主

催
の
も
と
に
、
そ
の
歓
迎
會
を
廣
島

縣
敬
育
會
館
謡
堂
に
於
い
て
開
催

し
、
同
氏
の
就
任
祝
賀
の
意
を
表
す

る
と
と
も
に
前
途
を
説
幅
し
た
。

． 
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月
骰
菫

1
――91
-尻―

-
•
六
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l-•O 

一ふ
l

ー
＿
1-
ー―――
... ‘
 

非
受
瞼
組

―
―
―
―
―
―
―
;
 

二

月

三

月

一

ー

-; • 

＝ 
ェ月．

[
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表
]
受
瞼
・
、
非
受
瞼
兒
童
骰
璽
一
ヶ
月
連
級
減
少
、
不
菱
、

減
少
と
不
菱
者

種

類

ニ

ヶ

月

共

減

少

一

り

い

頭

麟

ニ

ヶ

月

共

不

愛

第三

人

員

及

％

人

員

疹

人

員

彩

人

員

彩

写
•
四1
1
.

―
―
―
―
―
―
―
.
―

1
0

種
・
郵
受
瞼
男
一
＾
四
•
四
エ
ー
ー
ー
ー

便
~
非
受
瞼
男
＾
＿
＿
•
四
四
九
＿
＿
．
七
四
.

1

―
I
 

O•i

—— 

物
▼

受
瞼
女
＾
―
-
·
―
七
一
立
四

•
1
0

ti 

0
•嚢

認
‘
可
．
非
受
瞼
女
―
―
四
六
•
六
一
―
―
―
―
―

·
O四
四

l• 

10 

百
分
比
は
各
兒
窟
に
甜
す
る
も
の
な
lJ

受
験
及
非
受
瞼
兒
章
病
氣
倣
席
枷
叩
平
均
日
敷
及
最
大
日
敷
は
最
も
大
な

受
験
及
非
受
瞼
兒
章
の
病
氣
餓
席
を
調
；
り
、
之
を
第
二
表
睦
蹴
増
加
人
員
表
及

査
せ
る
に
第
四
表
に
示
す
如
く
受
験
組
一
第
三
表
盟
霞

1

一
ヶ
月
迪
績
減
少
人
員
表

男
子
に
於
い
て
は
非
受
瞼
男
子
に
比
し
～
と
競
照
す
る
に
他
群
園
に
比
し
最
も
健

餓
席
者
は
少
敷
な
る
も
餓
席
平
均
日
敷
ー
康
状
態
の
不
良
な
る
を
思
ほ
し
む

猿
多
く
最
大
日
敷
亦
大
な
り
、
女
子
ほ
受
甲
男
子
受
験
糾
の
映
席
人
員
少
き
も
其
の

瞼
紺
ほ
非
受
瞼
紺
に
比
し
鍛
席
人
員
梢
平
土
均
日
敷
及
最
大
日
敷
多
ぎ
ほ
些
細
な

々
多
き
も
平
均
日
敷
少
く
最
大
日
敷
も
＿
る
病
氣
は
押
し
て
登
校
せ
る
為
め
一
朝

島

亦

梢

々

小

な

り

病

臥

の

際

ほ

却

つ

て

其

の

治

癒

日

敷

を

男
女
を
比
較
す
る
に
非
受
瞼
女
子
に
於
戸
茶
5
か
し
従
つ
て
餓
席
日
敷
の
遷
延
を

い
て
ほ
餓
席
人
員
ほ
多
か
ら
ざ
る
も
餓
ー
来
す
も
の
な
ら
ん

【

4
表
】
一
ー
芝
月
受
瞼
及
非
受
瞼
兒
ふ
塾
柄
峡
調
査
表

市

類

別

人

員

し
●
―
―
―
―

-
=
A

――――――――――.

報

人

員

及

日

数

寅

人

員

彦

受

瞼

男

＾

0

1-;!

・エ
0

非
受
瞼
男
七
四
―
―
―
―
.
＾
-
―
―

受
瞼
女
芸

1
1
0
•
益

非

受

瞼

女

究

―

10・
――

[
5
表

】

各

月

骰

重

培

減

表

男

,j●●●
I
I
-
.
――
-
1・・――●―――――――
-
1
――――――――

受

瞼

組

―`-ー一●●一

A
-

―――-＝――――●-、

二

月

三

月

＇̀’’ 二
月

｀ 

女,＇‘,1-――_1璽―●-．
i

,

受

瞼

粗

非

受

瞼

組

平
均

H
数

――-・―七
1
1
•
写

=
-
•
益

1
―
-
•
益

森ャ

日

．
 

――一月

数

~•F 

最
大
頻
数
最
大

H
数

-1-――
 

-

l

七

―

―

―

―

 

―

―

―

写

゜
愚

-
•
四1.-

O•^ 0
•エ

0
 
•. 

――
 

゜

O•

—— 
O•lil O•^ -•1 

-
•
四1.七

――
.o 

—-•-—— 
――。六

―
-
•
九

N

四
0六
四

00

1――――が一――↑
K

M
+
0
•
1
1
1
1
+
0
•
1
1
-
¥
+
-
0
•
1

―
―
六
十O•―
-
＝
-

受
瞼
及
非
受
験
紐
各
月
證
霞
壻
加

各
月
骰
取
壻
加
を
第
五
表
に
よ
り
見
る

に
男
子
受
肱
紐
は
非
受
瞼
組
に
比
し
各

月
共
幽
壁
患
増
加
率
少
し
、
即
ち
二
月
ほ

前
者
の
平
均
騰
煎
増
加
0
•
三
一
な
る

に
後
者
ほ

O・
―
-
．
六
に
し
て
受
瞼
組
に

於
い
て

0
・
O五
少
し
、
三
月
ほ
受
験

組
の
平
均
壻
加
0
・
1
1
七
非
受
験
0
・
1
――

一
に
し
て

O
・
C
'四
の
差
違
あ
り
、
女

子
〖
条
諏
組
ほ
二
月
の
平
均
騰
霞
増
加

0
・
ニ
八
、
三
月
は
0
•
五
五
の
増
加

を
示
す
、
非
受
験
紐
は
二
月
の
平
均
壻
~

加
0
•
三
四
に
し
て
前
者
よ
り
も
O
·
O

六
大
な
る
も
一
＿
＿
月
は
其
の
平
均
壻
加

0
・
ニ
五
に
し
て
受
瞼
糾
に
於
い
て
ニ

倍
以
上
の
壻
加
率
を
示
す

女
子
に
於
け
る
此
の
急
速
な
る
騰
重
増

加
の
所
以
ほ
證
翫
測
定
日
は
各
校
共
概

ね
月
の
下
旬
な
る
に
よ
り
多
く
の
受
瞼

兒
童
ほ
其
の
難
闘
た
る
入
學
試
験
を
終

了
し
且
つ
小
學
校
卒
業
日
を
目
前
に
控

示 各 各の三小因恵しく加もぽ受期好加組な従へ
す入入低月亦れ氏‘の率のさ瞼前と率はれつ最＋
如學學下はほばの之他をなず準のな小三るても

cっ
•三

く々々を其臆四皆ほ概比ら速備翌れな月に睦架＾ ＝一
＝ 六

男 校 校来の軍月賞大ね絞んか数育るるに因翫し＋
子別別せ前減乃小手三す‘に育旺ほに於る増か⇔
ほ骰骰る期少歪患町月る二倍も盛女女い

•早

な加るエ写
二重軍にと期七校小にに月猶著期子子て

ユブー
ら率ベ

月壻差因 し に 月 に 準 於 女 と の し に に に も ん も キ ＋
に減 るて常ほ於校い子三良き常あ於引‘著時

⇔ 
•三

於ほ な睦れ陵け長て受月登悪れりい綾融しな
三 四
四ここ）

い第 ら翫る霞る入壻瞼の育影るててき男くる＋

ほ表
て六 ん壻を壻調澤加組整を響をは斯骰子良をテ早

市に
か加以加査滴率を軍示を以破く粛受好以孟逗

量て鐵に喜少除壻す及て爪良壻瞼とて
• 9 99 9 9.  
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一、緒論で、約三千五百人が高等小學へ人

逝時職業指導といふことが数育學する者である

上露要視され、小愚校に於いても即ちその割合は百分の五十五、

箕創に研究されて、懃々その効果乃至それ以上に逹する情況であっ

窒拳げてゐることほ誠に喜ぶべきて、而もこヽに熟ぶ大部分の者が

ことである頂接勤努大衆として躍進日本の各

抑々吾人は職業を通じて個性を種産業に従事する現況よりして閾

稜揮し、人格を賓現して自己の生家的に見ても、叉地方的に見ても

活を管むと共に國家祉會の疲展幸高等小駆校こそほ園民放育上霞要

繭の為めに盛し、文化の開我に貢な地位を占むるを知ることが出来

獣してゐるのであるる、而して全國にも稀な設備と充

賓した内容を有する我が脱島市の

高等小學校に學ぶ兒蛮は叉幸なり
駆校に學ぷ兒箪を数育して、滑

ヽ

と謂ほねばならぬ
に祉會へ常嵌まるやう指導して行

‘̀、、、、、

然らば是等祉會と直接に交渉を
くこと、此の教育の祉會化といふ

持つ高小教育に於いてその植軸を
ことが職業指導だと思ふ

なすものほ何であらうか、それは二、高小敦育と戦業指導

我が國に於ける尋常科卒業兒窟公民的訓練、賞業的教育及職業指

敷ほ毎年約百一二十萬人で、その内尊であると思ふ、就中職業指導ほ

約七十萬人が高等小學校に入學し高小兒童の大部分が卒業後直に祉

その八十彩ほ卒業後直に宜就會に會の各種戦業に従事し、生産、寅

活躍するものであると聞く務の第一線に活躍する賞朕より見

之を我が殷島市に徽するに昨年て極めて飼餓な問題である

度の尋常科卒業生ほ約六千人で、今試に我が校開校以来の卒業生

塁百人ほ卒業後直に祉會に出の進路朕況を表にして見よう

:̀（計）鱈鱈（計）鱈麟（計）量攣釦顎二讐

昭和七年度｛繹五｝―1001~} 1―――-1戸｝＿器ー□贄
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昭和九年度｛豆麟｝六＿＿彗｝^―――疇｝四四-15翌[
昭和十年度｛虹頸｝工会琴｝た尋｝璽1ご訟註

合計｛豆五琴―九四七五｝―-四1二藝―m-lg-5麟●麟

—•...... 
回ロ

等
小
學

第 校
ニの
稟職
校 業

様贋 l

~. I 愚｝
勝
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本
市
で
は
毎
年
一
回
小
學
校
敬
員
研

究
會
を
開
催
し
、
数
員
の
研
究
を
酸
表

せ
し
め
数
員
の
研
究
心
を
助
長
す
る
と

共
に
一
般
数
員
の
数
疫
上
の
参
考
た
ら

し
め
非
常
な
効
果
を
攀
げ
て
ゐ
る
が
本

年
ほ
全
市
を
地
域
に
よ
り
四
班
に
分
け

三
月
二
十
七
日
ほ
第
一
斑
（
於
荒
紳
校
）

第
三
班
（
於
中
島
校
）
三
月
五
日
ほ
第
二

班
（
於
竹
屋
校
）
第
四
班
（
於
天
満
校
）
に

分
け
て
中
邑
数
育
部
長
、
中
井
、
片
岡

雨
規
學
の
臨
席
の
も
と
に
午
後
一
時
よ

り
開
會
、
各
班
と
も
夫
々
二
百
名
以
上

の
敬
員
列
席
、
左
記
題
目
の
有
益
な
る

研
究
の
登
表
あ
り
、
同
四
時
半
盛
會
裡

に
散
會
し
た

〔
研
究
稜
表
事
項
〕

第
一
班

高
等
小
駆
校
に
於
け
る
公
民
数
育

一

高

校

西

尾

静

夫

唱
歌
数
授
に
於
け
る
拍
節
法

白

島

校

正

岡

榮

吉

我
が
校
の
學
校
放
送
に
就
い
て

段

原

校

石

松

敏

雄

廃
物
利
用
と
手
エ
数
育
．
．
．

牛

田

校

二

井

茂

裁
縫
科
の
色
彩
指
導
に
就
い
て

比

治

山

校

池

田

政

子

尋
五
威
史
の
ほ
い
り
方
に
就
い
て

荒

紳

校

渡

邊

昇

私
の
書
方
指
導宵

崎

校

陰

山

睦

子

・
~
最
も
大
に
し
て
非
受
瞼
組
男
子
最
も
小
く
、
不
合
格
者
最
も
少
し
、
三
月
に
於

い
て
ほ
山
中
入
學
者
最
も
良
好
な
り

な

り

、

受
瞼
及
非
受
瞼
組
各
月
髄
軍
壻
加
批
は
以
上
を
通
観
す
る
に
男
子
受
験
紐
は
非

受
瞼
組
男
子
に
於
い
て
は
非
受
瞼
組
男
受
瞼
組
に
比
し
平
均
陵
煎
は
多
き
も

子
に
比
し
二
、
三
月
共
其
の
壻
加
盪
小
二
、
三
月
に
於
け
る
睦
軍
壻
加
率
ほ
不

な
り
、
女
子
受
瞼
組
ほ
二
月
に
於
い
て
良
な
り

は
非
受
験
粗
に
比
し
壻
加
癒
少
き
も
一
―
―
女
子
受
瞼
紐
ほ
一
時
は
非
受
瞼
糾
に
比

月
に
於
い
て
ほ
著
し
く
良
好
と
な
り
非
し
骰
璽
壻
加
率
不
良
な
る
も
受
験
後
ほ

受
瞼
組
に
比
し
二
倍
以
上
の
壻
加
最
を
速
か
に
回
復
し
倍
猶
の
健
康
朕
態
を
猥

示

す

得

す

る

も

の

と

倣

さ

る

各
人
學
々
校
別
骰
重
増
加
鏃
ほ
男
子
―
―
女
子
非
受
瞼
組
ほ
辿
綾
陵
翫
減
少
者
の
一

月
ほ
市
商
入
愚
者
最
も
多
く
、
三
月
に
多
き
亦
病
氣
餓
席
者
の
多
敷
な
る
等
を

於
い
て
ほ
附
中
入
昂
者
最
も
多
く
、
一
拙
察
す
れ
ば
其
の
健
康
朕
態
は
聰
括
的

中
入
弗
者
之
に
次
ぐ
、
女
子
は
二
月
に
に
ほ
良
好
な
ら
ざ
る
も
の
と
認
む
―

於

い

て

ほ

市

女

入

愚

者

壻

加

量

最

も

多
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市
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研
究
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表
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全

市

を

四

班

に

分

け

第
一
第
三
班
は
二
月
廿
七
日

に
・
開
催

第
二
第
四
班
は
三
月
五
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九

男
子
上
席
訓
導
會
は
二
月
十
九
日
午
談
同
五
時
散
會
し
た

後

一

時

か

ら

中

邑

敬

育

部

長

、

三

宅

祉

◇

●

◇

令

會
数
育
課
長
、
中
井
、
片
岡
雨
視
學
臨
女
子
上
席
訓
簿
會
ほ
数
育
部
か
ら
中

席
の
も
と
に
艇
瀬
小
學
校
に
於
い
て
開
井
硯
底
臨
席
の
も
と
に
三
月
四
日
午
後

催
、
午
後
一
時
か
ら
一
一
時
迄
は
授
業
参
一
時
か
ら
開
會
、
授
業
参
観
、
津
田
本

観
同
二
時
か
ら
岸
廣
瀬
校
長
の
座
校
紐
川
校
長
の
學
校
純
管
談
あ
っ
て
協
議
に

螢
談
あ
り
同
二
時
半
よ
り
協
議
に
入
り
入
り
作
法
敦
揆
の
要
網
に
就
い
て
協
談

適
切
な
祉
會
敦
育
の
方
法
に
就
い
て
協
を
な
し
午
後
五
時
散
會
し
た
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合

貝

塚

石
器
時
代
の
辿
跡
の
一
つ
で
、
之

は
食
用
に
供
し
た
貝
殻
を
一
定
所
に

堆
く
な
る
ま
で
捨
て
た
楊
所
を
い
ふ

此
中
か
ら
は
往
々
獣
骨
及
石
器
、
骨

器
、
土
器
等
の
人
工
品
が
疲
見
せ
ら

れ
、
古
代
生
物
並
に
古
代
民
族
の
研

究
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
多
い

＇ 
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第
三
班

女
数
員
と
し
て
の
任
務

江
波
校
榎
並
キ
ク
ヨ

淡
字
数
授
の
徹
底
に
就
い
て

千

田

校

寺

地

正

美

私
の
綴
り
方
賓
践
記
録
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席

訓

導

會

男

子

は

二

月

二

十

九

日

女

子

は

三

月

四

日

開

催

第
二
班

水
素
瓦
斯
稜
生
装
置
の
考
察

大

河

校

節

村

弘

志

我
が
校
に
於
け
る
作
法
数
育
の
蜜
際

織
町
校
尾
山
ミ
ッ
コ

珠
算
指
導
に
闊
し
て
の
盟
瞼

l

l

――― 

似
島
校
大
下
留
太
郎

私
の
家
事
敬
育仁

保

校

板

倉

闊

江

閾
案
指
導
の
一
陵
験

楠

那

校

睾

月

正

信

修
身
数
揆
前
の
兒
蛮
調
査

皆
寅
校
佐
々
木
憲
馬

國
史
に
現
ほ
れ
た
る
人
物
数
材
の
版

扱

ひ

宇

品

校

沖

谷

抵

―

―

―

地
理
的
考
察
力
養
成
に
闊
し
て

竹

屋

校

松

岡

哲

夫

幼

稚

園

一

、

七

＾

査

校

小

學

校

―

―

写

、

完

七

校

師

範

根

校

一

Olil
校

高

等

師

範

學

校

．

翌

校

臨
時
数
員
旋
成
所
（
各
種
）
邑
校

中

學

校

益

＾

校

高

等

女

學

校

夫

一

校

賞

科

高

等

女

學

校

一

全

校

高

等

學

校

呈

校

大

根

翌

校

――窃校

専

門

學

校

宜

業

専

門

學

校

．

写

四

校

賞
業
學
校
盆
中
）
＾
―
-
―
-
校

宜

業

學

校

（

乙

）

―

1
D
l
l

校

盲

課

唖

學

校

一

塁

校

各

種

學

校

一

、

九

一

七

校

（
昭
和
八
年
度
帝
國
統
計
年
鑑
）

-
＊
邦
各
種
學
校
敷
一
覧
一

一
ヶ
年
継
綾
せ
る
我
が
校
駈
足
運
動

尾

長

校

大

井

有

隣

四
八
八

一■
――――-＿
■

――ニ―●-―-．＿
■
―

喜

生

活

指

賢

町

校

原

田

善

一

｛

い

い

い

[
tい
戸

ぃ

旦

中
島
校
落
合
浦
一
定
す
る
こ
と
は
早
計
で
あ
9

畜

讀
方
考
査
に
於
け
る
評
幽
の
つ
け
方
垣
隙
士
は
述
べ
て
ゐ
る

の
研
究
本
川
校
．
伊
逹
忠
之

'
:
`
I
I
;
：
し
）
：

1

＼
＼
\
，
}
\
＼
\
＼
~
、

第

四

班

ー

ー

ー

1
,

算
術
数
育
の
本
質
よ
り
眺
め
た
る
準

備
敦
育
の
反
省天

満

校

校

川

卓

士

我
が
校
の
乾
布
摩
擦
に
就
い
て

三

篠

校

林

ヵ

ホ

ル

善
き
浚
膝
へ
の
指
瑞

観―
=Ff
校

新

藤

二

葉

宵
年
指
瑶
の
陸
殿
を
語
る

己
斐
校
泉
岡
逹
―
―
―

盗
癖
兒
童
の
訓
育
に
就
い
て

大

芝

校

難

波

就

男

書
取
指
導
よ
り
み
た
る
尋
一
の
仮
名

遣

繭

島

校

光

宗

煕

我
が
校
に
於
け
る
戦
業
指
尊
の
宜
際

に

就

い

て

二

高

校

様

膀

海

雖
書
に
於
け
る
理
解
的
数
授
に
就
い

て

草

津

校

湯

益

榮

ニ

迎
進
兒
中
心
學
級
に
野
す
る
指
導
上

の

留

意

幽

殷

灘

校

後

隊

琢

三

――-ー-_＿―――
ni-

ヽ
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宇
品
に
は
直
一
、
四
十
冊
帯
の
水
上

認可
生
活
者
が
あ
り
今
日
は
此
方
の
岸
邊
、

明
日
ほ
彼
方
の
島
か
げ
に
と
孵
を
休
め

と
こ
ろ
定
め
ぬ
生
活
を
つ
づ
け
て
居
る

が
陸
上
生
活
者
の
思
ひ
も
か
け
ぬ
と
こ

ろ
に
種
々
の
不
便
や
惟
み
が
あ
る

『
嵐
に
遭
遇
す
る
危
瞼
は
云
ふ
ま
で
も

な
く
病
人
が
出
て
も
一
寸
院
者
を
呼
ぶ

わ
け
に
ほ
ゆ
か
ず
、
お
産
を
し
て
も
狭

廣

ま
い
舟
で
ほ
全
く
不
充
分
で
あ
る
、
新

聞
の
配
布
を
う
け
る
便
な
く
大
阪
な
ど

で
ほ
文
盲
の
も
の
が
大
愛
多
い
と
の
こ

島

と
で
あ
る
、
だ
が
彼
等
の
顛
を
惟
ま
し

心
を
痛
め
る
の
ほ
何
と
云
つ
て
も
子
供

の

敬

育

で

あ

る

．

狭
ま
く
る
し
く
動
揺
す
る
舟
の
中
で

ほ
子
供
ほ
落
箭
い
て
愚
習
す
る
こ
と
も

'
、
,

9

,

＇,

座
長
（
岡
太
準
氏
）
締
南
さ
ん
祉
會
事
ま
す
が
、
之
も
―
つ
の
祉
會
事
業
の
聯

業
の
将
束
に
蜀
す
る
御
観
察
で
も
あ
れ
絡
統
制
と
云
ふ
様
な
意
昧
で
御
意
見
を

ば
此
の
際
に
聰
か
し
て
戴
け
ば
参
考
に
御
装
表
に
な
り
ま
し
た
ら
矢
張
聯
絡
協

i

な

ら

う

と

思

ひ

ま

す

調

に

闊

連

の

あ

る

こ

と

で

あ

り

ま

す

か

＿
宇
品
寮
主
事
（
高
山
秀
雄
氏
）
一
寸
申
ら
簡
附
に
話
し
て
貰
ひ
た
い
と
思
ふ
の

出
来
な
く
、
ま
た
附
親
ほ
絶
え
ず
仕
柑
一

｝
上
げ
ま
す
が
縣
聡
の
係
が
大
分
居
ら
れ
で
あ
り
ま
す
、
勿
論
之
を
今
ど
う
す
る

に
従
事
し
て
ゐ
る
の
で
子
供
の
冊
話
ほ

る
様
で
あ
り
ま
す
が
、
奉
仕
袋
の
初
め
と
云
ふ
様
な
事
ほ
別
問
題
で
あ
る
こ
と

免
角
不
充
分
で
あ
る
、
特
に
困
る
こ
と
―

と
現
在
と
ほ
ど
う
な
っ
て
居
り
ま
す
か
ほ
皆
さ
ん
御
承
知
下
さ
る
と
思
ひ
ま
す

ほ
仕
事
の
都
合
に
よ
り
遠
方
に
出
掛
る

時
に
ほ
止
む
な
く
子
供
に
駆
校
を
休
ま
そ
れ
か
ら
そ
の
施
設
に
つ
い
て
の
菌
局
し
主
催
者
も
さ
ぅ
思
っ
て
居
り
ま
す
、

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
之
が
何
に
よ
i

と
し
て
の
御
観
察
は
ど
う
で
あ
る
か
、
さ
ぅ
云
ふ
意
味
に
於
き
ま
し
て
此
の
機

贔
痛
の
種
で
あ
る
、
水
上
生
活
者
ヘ
一
尚
地
方
に
於
け
る
此
の
仕
事
に
蜀
し
て
會
に
障
南
さ
ん
の
御
話
を
承
り
た
い
と

の
祉
會
施
設
と
し
て
ほ
産
院
、
施
療
院
一
般
の
人
の
感
じ
と
云
ふ
や
う
な
も
の
思
ひ
ま
す

健
康
相
談
所
、
水
上
文
庫
等
種
々
あ
る
一
ほ
ど
う
か
只
今
の
募
金
と
大
分
闊
係
が
縣
祉
會
事
業
協
會
（
締
南
惹
海
氏
）
社

が
本
市
で
は
二
月
六
日
宇
品
水
上
託
兒
深
い
様
に
思
ひ
ま
す
の
で
合
せ
て
御
聞
一
會
事
業
協
會
で
は
昭
和
六
年
奉
仕
璽

所
を
開
設
し
保
塑
一
名
を
罹
き
幼
兒
並
か
せ
を
願
ひ
た
い
と
思
ひ
ま
す
を
開
始
し
た
の
で
あ
り
ま
す
、
元
よ
り

に
尋
常
一
、
二
年
生
を
預
る
こ
と
に
な
版
島
養
老
院
長
（
本
林
膀
之
助
氏
）
此
一
奉
仕
運
動
は
そ
の
前
他
の
縣
で
ほ
や
っ

り
特
に
雨
親
の
遠
出
の
時
に
限
り
兒
箪
の
募
金
と
云
ふ
様
な
問
題
ほ
中
央
で
も
一
て
居
り
ま
す
が
最
も
主
眼
と
致
し
ま
す

畜
し
く
な
つ
て
居
る
問
題
で
あ
り
ま
し
の
ほ
就
會
事
業
に
野
す
る
意
識
を
一
般

を
宿
泊
せ
し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
が
本

＿
て
之
を
此
の
席
で
一
寸
話
合
っ
た
位
で
に
普
及
す
る
と
云
ふ
こ
と
が
主
な
の
で

市
水
上
生
活
者
に
と
つ
て
ほ
何
よ
り
の

＿
ほ
何
等
揺
っ
た
こ
と
に
な
る
認
で
も
な
あ
り
ま
す
、
祉
會
奉
仕
デ
ー
で
瀕
集
献

こ
と
で
あ
る

一
し
、
之
を
や
る
と
し
て
も
さ
う
急
に
出
金
運
動
を
や
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
、
あ

99.,•9,9, 

一
来
る
も
の
で
も
な
し
、
斯
う
云
ふ
問
題
れ
か
ら
恰
度
今
年
で
五
回
に
な
り
ま

1

を
何
時
ま
で
舷
で
や
り
ま
し
て
も
時
間
す
、
各
市
町
村
の
御
方
々
に
聞
き
ま
す

•
一
が
何
ん
ぼ
う
あ
っ
て
も
な
い
様
に
な
っ
と
あ
の
運
動
に
依
つ
て
非
常
に
一
般
が

習
食
~

•11-

=-

．．．． 
1
-
_
1
-

―●-1
雪一●●ニ―

一
て
了
ひ
ま
す
か
ら
、
い
4

加
減
の
所
で
祉
會
事
業
に
弱
す
る
奉
仕
の
観
念
が
湧

す
、
昭
和
六
年

一
此
の
問
題
は
別
段
に
研
究
問
題
と
し
て
し
て
来
た
の
で
あ
り
ま

日

よ

b
五

H
間

．
委
員
を
選
ぶ
と
か
何
ん
と
か
し
て
座
談
に
や
り
ま
し
て
翌
年
等
ほ
市
町
村
長
か

産

業

奨

動

舘

に

於

い

て

開

催

昭

＿

會

の

方

ほ

座

談

會

で

そ

の

目

的

を

逹

す

ら

是

非

之

を

編

藪

し

て

貰

ひ

た

い

と

云

和
．
ャ
本
市
で
は
金
刻
工
幽
の
改
靡
靡
に
市
に
移
入
さ
れ
た
も
の
で
今
後
本
市
の
一
る
様
に
進
行
し
て
戴
き
た
い
と
思
ひ
ま
ふ
様
な
要
求
も
非
常
に
多
か
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
、
一
而
そ
の
奉
仕
璽
に
よ

す

一
寒
す
る
為
め
東
京
府
立
工
器
翌
籠
師
金
刻
工
藝
に
一
新
紀
元
を
捌
す
る
も
の
＿

年
2

―
―
―
煎
尾
安
太
郎
氏
を
招
聘
し
洋
刻
に
就
と
期
待
さ
れ
て
居
る
匝
長
（
岡
太
愚
氏
）
御
誓
ほ
御
尤
で
＿
つ
て
吾
々
が
源
ぐ
ま
し
く
感
じ
ま
す
の

一
ご
ざ
い
ま
す
が
、
矢
張
主
催
者
側
と
致
ほ
そ
の
運
動
に
献
金
せ
ら
れ
る
方
が
光

月
ぃ
て
の
講
習
會
を
一
一
一
月
一
一
日
よ
り
五
日

..-―-十

間

産

業

奨

喜

に

於

い

て

開

催

し

た

が

一

―

し

ま

し

て

も

此

の

問

題

を

別

に

具

陵

的

程

北

村

さ

ん

の

御

話

に

あ

り

ま

し

た

如

E`.
本

市

の

金

刻

工

夢

の

年

産

額

ほ

六

、

七

如

叫

織

に

す

る

と

か

、

叉

や

ら

な

け

れ

ば

く

そ

の

資

格

の

充

分

あ

る

方

よ

り

も

今

ロ

十

薔

回

で

そ

の

技

術

は

「

た

が

ね

刻

」

の

一

な

ら

ん

と

云

ふ

様

な

こ

と

ほ

此

の

懇

談

ま

で

曾

つ

で

救

助

を

受

け

て

現

在

尚

困

＿

み

で

洋

刻

ほ

全

然

な

く

今

回

始

め

て

本

一

會

で

な

す

べ

き

も

の

で

ほ

な

い

と

思

ひ

つ

て

居

る

決

し

て

裕

か

で

な

い

と

い

ふ
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就に四我然のくなべ能高 る指て業調＿しそに週時成業る之
が駆にの と れ 即

くあ百が数就知いき事小口 噂興者査岳たのよー拝功紹
‘級仕で職 な‘ち

者る名校師職つ‘就終敦‘ のにの ‘に戦搬糾二業イする統是
も‘がにのをた兒戦る育就 し も資つ時聴者介其棠業任ま箇指‘この一等

あ無直於責賞吾童問もは職
寅生閥て懇の料て問さ等所のら精にれ年導指指で具が

：Iる論にい務現々の題の一の
際き験貴其でほ行のせの職他れ紳罹‘を眺導導あ現極

けそ賓てでさが個をで般斡
化た苦粛の‘我つ割て極員数‘のぃ之以話誂のるさめ

れの業ほあせ家性考ほ敬旋
を資心な他特がてでゐめ‘育指陶てをつほ話質 れて

ど中に年るて庭やへ t 去— 圏料談材各に職ゐ別るて名闊瑞冶 行て最に際 て有

もに従々とやと能ずいの就
よ目し つた等料種本璽るに‘有士係主方ゐふ完も就一 善機

‘ほ事三信る協力に‘みぃ
てらをを戦
居しも得業噂

市和 編墨盆及常任面る人了特い班 き的

大自す百ずこ力をほ次をて るめ併‘のの部
纂級なび局もほのほす色て

部家る名るとし最居に以 し据誂一者営學で本るぁ 冒届 I_-

分業現乃
の‘せ尚寅産が 7看話股‘つ校あ睦やる ・巳、八

‘ほてもら来つ でそ載ほ朕業編餐ほも賓市て長るをうも 闘誓 I絡連バ生業卒I
I 
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ほ
他
に
戦
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
、
蓋

し
毎
年
二
、
三
月
の
頃
躯
校
に
小
年
小

女
を
求
め
ら
れ
、
需
給
宜
し
き
を
得
て

一
般
求
人
者
か
ら
撒
迎
さ
れ
て
ゐ
る
の

も
愉
快
で
あ
る

今
滋
に
本
年
度
の
概
況
を
學
げ
て
見

る
と
、
求
職
者
ほ
男
一

1
1
0
0名
、
女
六

七
名
で
そ
れ
に
野
す
る
求
人
敷
は
男
六

0
八
名
、
女
―
二
八
名
で
昨
年
度
に
比

す
る
と
合
計
ニ
―
九
名
増
と
い
ふ
非
常

な
好
兼
氣
を
示
し
て
ゐ
る

是
等
の
兒
窪
が
卒
業
ま
で
に
は
各
自

涸
戦
を
得
て
求
人
者
の
懐
に
抱
か
れ
、

将
来
の
善
き
職
業
人
と
し
て
修
練
を
積

み
•
本
市
産
業
の
第
一
線
に
活
躍
す
る

こ
と
を
思
へ
ば
数
育
し
た
吾
々
の
喜
び

も
亦
無
上
で
あ
る

五

、

結

論

4

之
を
要
す
る
に
小
學
校
の
檄
業
指
導

ほ
専
門
技
能
を
揆
け
た
り
、
戦
人
を
養

成
し
た
り
す
る
こ
と
で
ほ
な
く
て
、
そ

の
根
本
と
な
る
も
の
ほ
職
業
精
紳
の
陶

冶
で
あ
り
、
迦
戦
を
選
据
さ
せ
る
上
の

指
導
で
あ
る
、
特
に
高
等
小
學
校
に
於

い
て
ほ
兒
童
の
凡
て
の
事
情
か
ら
考
へ

て
極
め
て
健
剣
を
要
す
る
問
題
で
あ

り
、
そ
の
就
戦
の
逹
否
ほ
直
接
一
身
一

家
の
幸
幅
や
國
家
祉
會
の
繁
榮
の
上
に

大
な
る
影
響
を
持
つ
も
の
で
あ
る
故
、

大
い
に
闘
心
を
持
つ
べ
く
又
盆
々
研
究

さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
問
題
だ
と
思
ふ
一

◎
以
上
は
去
る
一
一
一
月
五
日
天
滴
小
學

校
に
於
け
る
本
市
敬
員
研
究
疲
表
會

（
第
旧
班
）
の
際
、
疲
表
し
て
市
賞
局

よ
り
中
井
視
學
及
第
四
班
数
員
諸
氏

の
御
批
判
を
得
た
る
も
の
を
記
し
た

の
で
あ
る

赤
十
字
病
院
建
設
に
伴
ふ

祀
員
募
集
状
況
（
七
）

（
自
昭
和
十
一
年
一
月
一

H
)

至

同

一

一

月

党

H

吐ニー

特

別

員

楠

木

町

煎

井

堺

町

山

崎

束

千

田

町

柴

山

富

士

見

町

八

幡

大

須

賀

町

吉

田

廣

瀬

元

町

市

川

特
志
寄
附
者
芳
名

金
武
百
闘

紙

屋

町

株
式
會
社
丸
安
高
橋
哭
服
店
殿

八

丁

堀

稲

葉

賞

殿

金
森
百
闘

己

斐

町

中

村

豊

一

殿

寄
附
確
定
金
額
及
町
芳
名

金
四
拾
八
闘
也
（
第
一
回
分
）

東

新

天

地

殿

金
八
拾
闘
也
（
第
一
回
分
）

崇

屋

町

殿

令
翠
臼
七
拾
五
闘
也
（
策
一
回
分
）

皆
喪
町
二
丁
目
殿

金
壼
百
況
闘
也

宇
品
町
南
部
中
組
殿

金
七
拾
五
闘
也

牛
田
町
早
稲
田
甑
殿

金
七
拾
五
闘
也
（
第
一
回
分
）

斜

屋

町

殿

金
参
百
六
拾
五
岡
也

束

千

田

町

殿

金
七
拾
五
闘
也
（
第
一
回
分
）

白

島

北

町

殿

金
壼
百
闘
也
（
第
一
回
分
）

楠
木
町
四
丁
目
殿

命
ぷ
立
百
五
闘
也

舟
入
本
町
東
組
殿

金
甚
百
闘
也
（
第
一
皿
分
）

己
斐
町
上
町
罷
殿

基
一
殿

孝
殿

棟
郎
殿

俊
一
殿

茂
明
殿

常
登
殿
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△
矢
賀
貝
塚

中
組
の
貝
塚
か
ら
石
斧
を
浚
掘
さ

れ
た

今
廣
島
市
の
主
な
る
も
の
は
、

合
比
治
山
貝
塚

比
治
山
公
園
の
南
端
に
あ
り
、
昭

和
七
年
秋
、
禰
生
式
土
器
破
片
十
数

個
を
疲
掘
し
た

△
牛
田
貝
塚

牛
田
町
廣
田
に
存
す
る
貝
塚
二
箇

と
同
町
牛
田
山
平
岡
山
林
中
に
あ
る

貝
塚
と
を
穂
稲
し
て
牛
田
貝
塚
群
と

呼
ぶ
こ
と
と
す
る

廣
田
の
中
東
方
の
貝
塚
か
ら
既
に

禰
生
式
土
器
破
片
、
犬
の
下
顎
骨
及

び
牛
骨
を
装
掘
し
、
そ
の
後
に
は
畑

の
艇
に
貝
殻
雪
の
如
く
白
く
露
出
し

平
岡
山
林
中
で
は
昭
和
八
年
笑
禰

生
式
土
器
を
痰
見
し
た

△
高
須
貝
塚

宮
島
線
高
須
瞬
の
西
北
方

0
、
四

粁
高
須
、
古
江
間
の
一
小
丘
の
東
傾

斜
而
に
あ
リ
、
現
在
は
桃
園
に
化
せ

ら
れ
て
佃
か
に
貝
殻
を
澁
存
し
、
幾

多
の
貝
塚
を
想
見
せ
し
む
る
も
の
で

あ
る
こ
A

よ
リ
禰
生
式
土
器
破
片
を

痰
見
さ
れ
た

今
古
江
貝
塚

磨
製
石
斧
が
疲
掘
さ
れ
た
こ
と
あ

゜
リ

四
九
〇
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祉試のもそのる純うほ事に従めの全と斯まな必いり何法うないれに何やせきあなへ至り事道事
會み で私れで必螢云な業な事て御騰しまうしこ要か適かが云つまほなかるうまりい方極ま業院業
事てあほかあ 要lこふいのるす置 考 の 一 云 て と が 何 切 そ 行 ふ て す叉るのさけしまかに御すをど方
業居り永らりがの様か統のる＜へ祉人ふはがあんにこな風居が 例と事うれてすと依結‘御相面
家りま年會まあーなと制で人とを會ニホ多更ると行にはなる‘を云業しども‘云つ構之純並で
のます持合する部方思上あの 云加事人のくにでかく打れ愛行赤出ふ闊ても色例ふてのれ螢んほ
座す他つと の分而ふ非り為ふへ業のをの進ほそ方合て國誰十し様係育育々へ風ほ腺もにで股
談‘府て云 でとにの常まにこてそ思要就んなこ法せ居錨錨字てにで兒兒のばに何に考な蜀島
會知縣居ふ ほし野でにすほ と 狩 の ひ 求 會 で い に が の る 人 或 就甚し他院ほ事純も等考へつ立育
と事にるこ なてすあ前‘多も束他付す事艇か研あ結と會はか だたのの修情螢思考へ方てし兒
云官於希と い豚るり要之大批ののぎる業島斯究る果云と巡ら失ら方方道が者は慮まに居て院
ふ舎て菌に か来所まなれな會意方で｝．と市りしのもふ同廻御 證どにと院ごのれのす依る目と
橡邊ほが就 と 研 の す こ ほ る事見面な云しと云てでつこ様箔差で う 御 し の ざ 方 る 餘 ‘ つ の 下 廣
なり隈あい 思究所‘と祉参 業 を の し ふ て 致 ふ 行 は と と な 楼 遣ごか使て方いにの地叉てで同島
催で々るて ふす訊斯で會考に定人にこほし様くなよは方さにざ之ひはでま於でが考ほあじ修
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で程ににのうでるて申けにでほ 見然 でこ 互統 思云 人ふ に持 ものかしで般解業ひ御やき官あにし
ぁ霞便す紹ともかもし合於あなて市あとひ制ふふ~敷縣於の知横もてあがをにま聴らにがら於が
り要宜ぎ介云大知私まふいりい置内りものをのこが市けこれ咸知之る注求野すぎうな直ういあ
まなをまをふ溜恥のす意てま か く の ま 近 事 岡 で と 寄 の る と ま 窒 りれと意ヽめす‘にとる接とてり
すこ見せ御見祉ま所と味互すとと凡す時業るあほつ方座もせ高まほ思かるるそなしと事思私ま

這 Iu同込會せ．の紹にひ‘云云ゆが大をとり餘ての談考ん めせ極ふ惹と一れるてか業ふはす
で合が箭み 生 ／ 使 介 於 のさふふる‘分質云ま程さ御會へがるんめのく云股以の居或家の非‘
ほふ各かが・r『シ・宜所い便う風こ祉少行際ふす意う談のる‘少けてで‘ふの外でるほので常之

-lか
なと事戴付に を 邊 て 宜 しにと會ななに幽‘義云元みなさしれ感あ闘勁認に至か如純あにれ
い云業く け蒲紐申り例をて考が事くは知か尚のふになれう妥ど 惜 り 心 か 識 於 極 と 何 営 り 結 ほ
かふ者オ ばかすすにへ計各へ最業もれ合らそあ會於らばし雷も的まをらをい結云な賓ま梢色
とこ間啄 特 れ の 様 於 ば り事らもの吾てふ互のるかいず獨たで砒なす喚非深て構ふる瞼すな々
思とがほ にる所にき賞合業れ必質々居とひ他こ開てさり様な會 考 ‘ ぶ 常 め 就 だ こ こ を が こ の
ふが．ff．ー就だ邊聰ま例ふ 者る要際ほる云に聯とく涸う官ない事へさこにて會ととと御‘と意
の 餘 ひ例戦らりえしを扶間のでを常様ふお絡とと常云舎氣か業方うと一理事思をを開長で味
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営に人まる前様員あまいすあ始能あ開定通本卜．ーが等減綾でまあせー もま奉救惰てなの様
に携に す 様 年 に の り す ‘ の り め 性 つ く し り 年 げ 回 非 に つ き あ す り な 殺 の し 仕 助 民 ‘ い 袋 な
相は呼‘なよ課方まし勿にまののた者て開呉ての常於たのりとまくのとたにさを一との人
違るび 緒現り長のせ現論成す四充のが居眼市参時にかの闊ま最すて所し時参れ養面云中が
が方か局況五か御ん在そべ‘易（音分が二り診につよ御れで係す初‘ほ謂てに加た成斯ふに二
あのけ奉に割ら盛のでれ＜従以な瞼百ま察於たり壺ますかがの今な無ー吾す人すうこ這銭
る 努 る仕な以御力ではに早つ上も診五しをきのも力しがらそ年五ら理層夕るがる云と入三
と 力 と運つ上願を特自ほくてにのの十た始まで非願て特割のがケな解そ祉と尚とふをつ錢
思に云動てのひ願•に分非手之なが結人よめしあ常ひほに合後一・年いのの會云困云も聞てで
ふ依ふを居壻しひ呉で常術をり五果とりまてりにま方廣に絆番間と人事事ふりほのか居も
のりシーる加また市出のし手ま百ほ云最しほま醐し而島農涜良の思逹業業氣なれをさなさ
でま等股のをしいのす金て術し三開ふ初て御す金た委市村界か成つにのに持がる救＇いう
あしの祉 で 見 て と 方 能 も や 致 た 十 眼 見 は 最 承 ‘ の の 員 ‘ の の つ 縦 た 普 主 椀 を ら ‘ 助i1,こ云
りてこ會あら忽云面力掛りしの四の営目初知殊額での呉方不たをの及旨は考此ーしまとふ
ま非とのりれちふ委ほりたまで名可での豫のにを第方市が況の見でさをるへの面てしほ方
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出 れ利まれとてのに方致にの効てた業し立まヒたすくすたなあた一所なでたて四割居参す
来ば用 し ば Lあ闊なのし於でに御い協た場しーの所‘てと金奉り方逼で各す様居割をりり‘
る自し て 祉 思 り 係 つ 部 ま き あ な 諒 と 會 聯 と た 様 の 奉 ほ 方 が 仕 ま が に は 人 が に り を 市 ま ま 併
の然‘も會ひまかて内しまける解思と絡しので氣仕な法貰運す出はさがア餘ま協町すすし
でに充研事ませら居にてしま様をつし協てであ持運ら等へ煎J所し出り大メ程す會村奉‘現
ほ 相 分究業すん今る別事てすに願てて調今耽りは動んにるのに易しできリ研‘のの仕祉在
な互に 委自がのにのけ業ほ‘御ひ居之に日會ま縣がか於と様於い難もな力究先・方批運會協
い的研員騰そほそでて研祖：大願そるかつ話事すと過とい云なきといあ財のし租に會動事同
か の 究會もれ洵のあや究會睦ひのこらき題業‘致去思てふ方ま云かり力様て御戴事で莱募
と全しと市がに機 hる 委 事 祉 し 事 と 寅 ま に 協 尚 し 五 ふ も こ 法 し ふ ら ま を な 参 話 く 業 今 協 金
思 戟て云民出申闊まと員業會た柄に行し學會指ま年の相とがて生敷す持資りのこ毀見會に
ふの行 ふか束認がす云會の事いがつしてげと名し間で常に相ほ活をまつ力まあとにたで闊
の聯き もらまな置がふを行業と賓きて祉らしをてにあ考な常今情多いてのしりに営様や係
で絡まの申すいか色こ各事協思際ま行會れて戴は受・りへり郷の況くが居大たまなてにつし
あがすをしなこれ々と地と會ふ有しき串まのき以けまなまつ捺にし‘るきのしつし六てて

—'—·—---.~• -～ー•--

開市のししい利に充く事にあ於そたのの強し考な我のの併す叉やも員てにいま効まに大り
催にでてまの用考分な業御るいのい園就調てへくが間もし機皆つり會将考てしにしも會ま
致於あほしですへ理り等出とて意と 1橙 會 し の ま て 縣 に の 縣 闊 さ て で に 来 へ そ て や て 必 に す
しきり年てあるま解叉もし云御味思‘事て會すほに聯ほ下雑ん戴さ御事ての隔つも要出‘
ままま々ほりとすさそ調願ふ取かふ聯業参議のな於絡互で誌のけぅ出業居効意て貿です従
ししす誂ーま云のれのべひ様扱らの絡協つ等でらきしひ同祉御ば云席協る果な行際あ つ
てて‘習 つすふでる園ままなの皆で機會たに今んまてのじ會手結ふ願會のをきくにり讐て
そ愛最會の‘幽常様骰すし例上さあ闊がの於まとし行仕仕時許梢方ふとで攀意と各ま題今
れ育近等 聯 尚 を 祉 に の れ て ほ に ん り に 縣 で き で 云 て く 事 庫 報 に だ 面 場 致 あ げ 見 云 部 す と 般
に保でも絡祉御會な本ばそ祉非方まな 1‘• あま中ふもとををが行とに合しりたをふ内し云の
祉謹ほや法會考時ら常矛れ會常のするのりし央様機云知しあつ思力にままい交この将ふ様
會研我つと協へ報うの盾で時な各 橡祉まてにに闊ふ合てりてひをはしすと換と事来様な
事究がて致會願を‘使等縣報矛圏 r會すそ於私雑為ふ居ま居ま入そて‘云しに業にな一
業會廣居しとひ充斯命も下の盾盟 致事‘れき共誌に又るすりすれのは従ふてつを於場つ
協を島るま致た分檬がなの方がに し業縣をまほがはそ所がま‘て詰委つ様戴き有き合の

•一

會催し合すの致な闊猥つ座ま云様り會のかり云かる協いしたしの云れるじ氣娘ひのすたあ會
事さたを‘ーしこ係島い長すふ将ま事をらまふし闊會とて‘ま主ふたと様を闘までののりで
業 れ の必昨端まと上翠て＾ 様来 業逍御す氣て係の思行斯し催様様云に出係す‘ではまほ
協るで 要 日 を し ほ 此 園 一 岡 にのし協憾期が持此上本ふくうてでなにふ元しのが止事勿す保
會 所 あと以述て此の長つ 太

ののりす来べ方の問
＾ 御 學 計計 て 會 と 待 人 は の 吾 来 の こ い 相 祉 勁 思 様 氣 て 方 猥 む 業 論 ‘ 娘
古 慨聾成に致にの充聯々のでとふ常會にふなを他が島をを事その

何主まる 各 て 法 際 題 森 願 巴 致をべ勁し副少分絡と使あを時の事就のこ出府さ市得休業の購
れ證す御方見の述の ひ
にほが意面た麟べ必已致古

しやくすまふな持をし命り御に費業きでとし縣う内んむを請習
てつク す こ い つ 充 ま は ま 含 ほ 用 協 ま あ が て か 云 の 幽 こ や 習 會

致縣‘ 見 の しる要氏し森 居てるるがと勁て分し聯すみ施を會しり相子らふ育もとつ會を
し市而に賓い就こ性ッまさ る行氣要皆の‘居取て絡‘置設出とてま営供来所兒あがてにや
ま或も大 際 と い と と すん のき持求さ出色るりも統祉きをしし折す見のたに闊ら出居見つ
しほ之競家、思、てを云時 主 でたに等ん来々のた何制會願充てて角‘受為人来係う来らえた
て縣を一のひ愚省ふ間 題 あい副をのなのでいんに事ひ分や後地斯けにとて‘となれまの
も祉主致會ま見略様の に りとふ承祉い勁あととあ業たにつ援方うらや同元保思いましで

すいす 適とふ究の共て南究更まの作すめ考す云合付を蜀のののとにまふ祉勁せつ會勢業第さ
とのが切思こ項で自御さをにす電る者てへるふつい交し入陵士力~於す行會かして事にの一う
例で事なふと目あ分話ん致深 要たの陰方と場てて換ての験を或き‘き事どむ過業鑑部に云
へ あ 業言のをのり等がかすく 施め為欝でか合そ居しおやを招ほま第方業うべ去家み門吾ふ
ばりの葉で是ーまはこ｀ら貼立 設にになあ‘にれら‘互つ装き賞し二が全かきのの如を々會
市ま盤 を あ 非 つ す や ざ 社 に 入 で之は事り之従かんさひて表指際てほ必睦とか祉上何超自合
内 す 理見り将と‘つい會つり あも将業まほ事ら所うの居致導家専斯要を云‘會にな越陸の
にがと出ま来致さてま事きま る忘束にす甚員出ほし観らしをと門うで考ふ或事要るしが目
於具斯せす御しう貰し業まし と れ の 従 け だ の 冴 し お て 察 れ 尚 受 致 の 云 ほ 究 部 ほ 業 る 要 て 牛 的
き競うん‘考て云ひてのして 思て工事れル慰る互自なるほけし學ふなす門改をの求現耳と
ま的申のそへ私ふた之将て部 ふほネしど 1安なひ分り所忌るて者會いるを善如でが在ま致
しにしでれ願ほもい等束ほ門 のなルてもズのれに自希の憚と相を合か‘超を何あ吾のすし
て申てあをひ斯のとをに先的 でらギ居年の施ば指身睾事なか常聘のとさ越要にる々祉所ま•
育 し もり表たうし思是つ程の あん 1 り中様設さ摘のな業き各知す場思うしす進かの會のし
兒ま宜ますい云研ふ非い障研 り所をま極なをうし氣りに他自名る合ひ云てる展従祉朕事て

四
九
―
―
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本
川
橋
は
天
正
年
中
に
猫
屋
町
の

豪
商
猫
屋
九
郎
右
御
門
兼
鑽
が
私
財
を

・
出
し
て
架
設
し
因
っ
て
猫
屋
橋
と
稲
し

た
の
で
あ
る
が
其
の
後
太
田
川
本
流
に

架
し
た
る
が
た
め
本
川
橋
と
改
稲
し
た

も
の
で
あ
る
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第
三
回
花
嫁
學
校
卒
業
式

i

竹
屋
校
で
盛
大
に
畢
行
~

~
祉
會
事
業
婦
人
會
生
活
改
善
部
の
純

i

一
密
に
か
4

る
花
嫁
學
校
の
第
三
回
卒
業

i

i

式
は
登
市
會
議
員
、
大
内
秀
山
氏
、
緒
方

i

一
ハ
ナ
女
史
、
新
田
行
太
氏
等
購
師
、
役
i

-

i

員
二
十
敷
名
列
席
の
も
と
に
三
月
十
五
-

一
日
午
後
一
時
か
ら
竹
屋
小
學
校
で
攀
行

i

i

定
刻
早
速
副
會
長
開
會
の
僻
を
述
べ

i

i

國
歌
齊
唱
、
學
事
報
告
の
．
4

ち
監
理
上

i

-
川
祉
會
課
長
よ
り
卒
業
者
(
+
七
名
）
並

i

i

修
業
者
（
三
十
六
名
）
に
卒
業
證
書
或
ほ

i

~
修
業
證
書
の
揆
輿
あ
り
更
に
上
川
祉
會

i

i

課
長
の
告
僻
、
登
市
會
議
員
、
濱
田
竹

i

'

i

屋
小
學
校
長
の
祝
僻
（
林
主
席
訓
導
代
一

i

讀
）
卒
業
生
代
表
中
村
繁
子
氏
の
答
齢

i

~
あ
っ
て
閉
式

i

引
綾
き
懇
談
會
に
移
っ
た
が
講
師
役

i
.
.

｝
員
諸
氏
の
極
め
て
有
盆
な
る
鰹
瞼
談
等
~

i

あ
り
盛
會
裡
に
同
一
一
一
時
半
散
會
し
た

i

i

な
ほ
常
日
生
徒
の
手
に
な
る
塵
物
利

i

一
用
の
染
色
、
生
花
、
書
、
菓
子
等
の
作
一

i

品
二
百
勁
の
展
莞
會
を
開
催
し
た
が
そ
一

i

の
見
事
な
出
来
榮
に
一
同
を
驚
歎
せ
し

i

~
め
た

i
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日五十二月三年—＋和昭 報 市 島 廣 可認物便郵種三第
4日五十二月三年一十和昭 報 市 島 ・廣 可認物便郵種三第，

殷

島

市

長

横

山

金

太

郎

検

査

町

名

尾
長
町
、
二
葉
ノ
里
．
大
須
賀
町
、
松
原
町
、
若
箪
町
、
愛
宕

町
、
猿
狼
橋
町
、
大
洲
町

荒
紳
町
、
猥
展
一
闘
、
東
雲
町
｀
段
原
一
闘

桐
木
町
、
的
揚
町
、
土
手
町
．
比
治
山
公
園
、
比
治
山
町
、
松

川
町
、
稲
荷
町
、
崇
屋
町
、
京
橋
町
、
金
屋
町
、
比
治
山
本
町

皆
貨
町
一
闘
、
出
汐
町
、
翠
町

宇＂
m
l
-

闘
、
栢
本
町
、
銀
山
町
、
上
柳
町
、
石
見
屋
町
、
斜
屋

町
、
山
口
町
、
東
胡
町
、
胡
町
、
上
流
川
町
、
八
丁
堀
、
織
町

鐵
砲
町
、
堀
川
町
、
下
柳
町
｀
禰
生
町
、
白
島
一
闘
、
仁
保
町

ノ
内
、
堀
越
向
洋
一
闘

五
月
二
十
六
日
・
仁
保
町
（
堀
越
岡
洋
ヲ
除
ク
）
餃
町
、
旭
町

究

月

二

十

七

日

休

務

、
五
月
二
十
八

H

下
流
川
町
、
栗
研
堀
、
田
中
町
、
平
塚
町
、
竹
屋
町
、
三
川
町

常
士
見
町
、
南
竹
屋
町
、
賓
町

五
月
二
十
九
日
鶴
見
町
、
昭
和
町
、
平
野
町
、
茸
津
一
闘
、
庚
牛
町
、
東
魚
展

町
、
基
町
西
魚
屋
町
．
寸
町
、
研
屋
町
、
平
IIl
屋
町
、
播
磨

屋
町
、
新
川
場
町
、
鐵
砲
総
町
、
革
屋
町
、
紙
屋
町

五
月
―
―
一
十
日
巾
町
、
下
中
町
、
袋
町
、
猿
染
町
、
尾
逍
町
、
細
工
町
、
甕
犀

町
、
横
町
、
鳥
屋
町
、
大
手
町
一
闘
、
牛
田
町

五
月
三
十
一
日
似
島
町
、
國
泰
寺
町
、
雑
魚
揚
町
、
千
田
町
一
闘
｀
小

tUr
．
古

田
町

六
月
一
，
日
巾
島
本
町
、
天
紳
町
、
材
木
町
、
元
柳
町
、
木
挽
町
、
中
島
新

町
、
水
主
町
、
吉
島
町
一
闘
、
江
波
町

六
月
二
日
寺
町
、
空
鞘
町
、
西
引
御
堂
町
、
十

H
市
町
、
左
官
町
、
鷹
匠

町
、
袖
腟
町
、
銀
冶
屋
町
、
西
九
軒
町
、
廣
瀬
北
町
、
廣
瀬
元

町

六
月
―
―

-
H
北
榎
町
、
錦
町
、
横
堀
町
、
新
市
町
、
西
大
工
町
、
榎
町
、
猫

・

ロ

屋

町

、

塚

本

町

、

堺

町

1

岡
、
己
斐
町

六

月

四

H

西
地
方
町
、
小
網
町
、
西
新
町
、
河
原
町
、
舟
入
町
一
闘

＇ 

五
月
二
十
四

H

• 
五
月
二
十
五

H

五
月
二
十
一
1
日

五
月
二
十
一
＝
日

桧

査

日

五
月
二
十
一
日

二

、

・

工

事

着

手

年

月

日

ス

昭

和

十

一

年

三

月

十

二

日

道

路

二

接

ス

ル

部

分

ヲ

地

帯

ト

ス

三

、

負

捩

懺

及

地

帯

四

、

負

据

率

本
工
事
施
行
箇
所
ヲ
一
負
橡
厘
卜
純
工
贅
ノ
四
分
ノ
一
ト
ス

、
1

,

'

0
廣
島
市
告
示
甲
第
一
―
1
0
琥

ル
徽
兵
署
ヲ
本
市
立
町
興
宗

本
年
度
殷
島
聯
隊
蔦
第
五
殷
島
市
徽
兵
福
二
於
ヶ

崇
徽
数
祉
二
開
設
ジ
其
日
割
ヲ
左
ノ
通
リ
相
定
ム

昭
和
十
一
年
―
―
一
月
十
―
―
一
日

例
年
に
な
く
永
が
く
つ
ゞ
く
寒
さ
に
造
に
つ
づ
く
漆
黄
の
牧
場
r

平
円
い
空

暖
か
な
春
の
陽
ざ
し
が
し
き
り
に
偲
ば
明
る
い
光

れ
る
の
で
あ
る
が
|
—
野
ほ
既
に
春
ら
開
け
放
た
れ
た
子
等
の
心
ほ
大
氣
の

し
く
柳
ほ
芽
ぐ
み
梅
ほ
綻
ぴ
春
棧
い
と
中
に
の
び
／
＼
と
伸
び
て
ゆ
く
ー
ー

ほ
い
ふ
も
の
4
陽
常
り
に
ほ
す
が
す
が
宵
い
草
の
上
に
襄
こ
ろ
ん
だ
り
駈
ま
わ

し

い

快

よ

さ

が

あ

る

ー

ー

る

子

等

ほ

喜

々

と

し

て

日

の

暮

れ

る

の

江
波
託
兒
所
を
最
初
に
市
内
各
託
兒
も
知
ら
な
い
、
無
邪
氣
な
こ
4

ろ
に
春

所
で
は
そ
れ
ぞ
れ
郊
外
に
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
陽
が
し
づ
か
に
さ
し
て
来
る
、
た
の

を
催
し
或
は
比
治
山
に
或
ほ
牧
場
（
長
し
げ
に
遊
ぶ
子
等
に
ほ
4

え
む
保
拇
の

束
村
岸
本
牧
場
）
に
明
る
い
春
の
め
ぐ
姿
は
ま
た
優
し
ぃ
春
の
女
紳
で
あ
ら
う

み
を
た
づ
ね
た
が
、
父
な
き
か
母
な
き
江
波
託
兒
所

か
、
母
あ
る
も
病
氣
或
ほ
仕
事
の
為
に
｀
―
―
一
月
十
四
日

朝
早
く
起

i

J

さ
れ
て
託
兒
所
に
預
け
ら
三
篠
託
兒
所

れ

晩

お

そ

く

引

取

ら

れ

る

子

等

に

は

郊

同

十

六

日

外
へ
の
ピ
ク
ー
ー
ツ
グ
ほ
全
く
思
ひ
も
か
・

け
ぬ
幸
躙
の
お
と
づ
れ
で
あ
る
、

9

岸

四
九
七

本

牧

．

場

（
長
束
村
）

比

治

山

公

園

i春は郊外に l:

‘、/`
'
1
1
'ー

9ー

1
1
1
1
t
、

終

日

天

國

に

遊

ぷ

ピ

ッ

ク

託
兒
逹
大
よ
ろ
こ
び

ク

ー

）ーぃ＇．

横
川
町
一
闘
｀
楠
木
町
一
闘
、
三
篠
本
町
一
闘
、
新
庄
町
、
大

芝
町
、
三
瀧
町
、
打
越
町
、
巾
廣
町
、
南
―
―
一
篠
町
、
山
手
町
、

輻

島

町

．

日
天
滴
町
一
闘
、
東
観
音
町
一
闘
、
西
観
音
町
一
圃
、
猥
昔
本
町

南
癖
音
町
、
矢
賀
町

六

月

七

日

休

務

六

月

八

日

各

町

入

寄

留

者

六

月

九

H

各
町
入
寄
留
者

六

月

十

日

各

町

入

寄

留

者

＇

六
月
十
一
日
各
町
入
寄
留
者

-、

ll
丁
ノ
出
頭
砿

H
午

前

六

時

ト

ス

・

備
考
て
謬
〗
い
い
〗
十
九
日
午
前
八
時
ョ
リ
織
町
緊
常
高
等
小
學
校

六

月

六

.... 
/‘ 

月

巧：

日

, fjーと、9

ふ.t..r.・
／や

ヽ

e廣
島
市
告
示
甲
第
二
五
琥

道
路
工
事
受
釜
者
負
据
規
程
第
十
一
＿
一
條

ニ
依
リ
受
益
者
負
撒
金
ヲ
賦
課
ス
ベ
キ

工
事
名
及
工
事
施
行
箇
所
等
左
ノ
通
リ

定
ム

．
昭
和
十
一
年
三
月
六
日

．

隈

島

市

長

横

山

金

太

郎

一
、
翌
盆
者
負
据
金
ヲ
賦
課
ス
ベ
キ
エ

事
名
及
工
事
施
行
箇
所

失
業
應
急
事
業
路
面
改
良
鋪
装

工
事

廣
瀬
小
學
校

後

藤

琢

一

一
、
私
の
念
づ
る
目
標

I

こ
A

に
云
ふ
逓
進
中
心
學
級
と
は
所

謂
劣
等
組
と
呼
ば
れ
る
同
箭
す
べ

き
粗
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
｀
私
は

過
去
四
年
間
か
う
し
た
組
を
述
緻

五
年
よ
り
二
回
受
持
ち
現
に
六
年

生
男
子
を
受
持
つ
て
を
リ
ま
す
一

骰
か
う
し
た
あ
は
れ
む
べ
き
兒
童

を
指
導
い
た
し
ま
す
と
き
如
何
な
る

貼
を
目
捺
と
し
て
進
む
べ
き
も
の
で

せ
ら
か
、
じ
つ
と
子
供
の
生
活
を
み

つ
め
て
最
も
根
本
的
な
中
心
的
な
も

の
と
考
へ
た
と
き
兎
角
知
育
の
み
を

中
心
と
考
へ
そ
れ
の
み
に
終
ら
ふ
と

す
る
弊
の
打
破
が
特
に
必
要
だ
と
思

ひ
ま
す
多
く
の
卸
識
を
授
け
る
こ
ど

は
成
程
重
要
な
こ
と
で
あ
り
寸
亮
も

否
む
も
の
で
は
あ
リ
ま
せ
ん
、
し
か

し
こ
れ
を
受
取
る
こ
と
の
出
来
な
い

性
格
の
持
主
で
あ
リ
、
悪
い
先
天
性

と
不
愚
な
環
境
に
育
つ
者
の
多
い

組
で
あ
る
と
き
そ
こ
に
は
大
き
な
矛

盾
が
あ
リ
は
し
な
い
で
せ
う
か
。
ぃ

か
に
激
励
し
た
っ
て
注
意
を
奥
へ
た

つ
て
叱
っ
た
っ
て
ど
う
に
も
な
ら
な

い
無
理
が
生
じ
て
参
り
ま
す
、
こ
4

に
目
標
を
轄
ぜ
ね
ば
な
ら
な
い
契
機

が
あ
る
と
思
ひ
ま
す
°
即
ち
恵
ま
れ

な
い
兒
章
の
先
天
性
と
環
境
の
不
隅

に
同
情
し
親
心
の
一
念
か
ら
根
本
的

な
性
格
の
膊
化
を
計
る
こ
と
に
向
つ

て
進
ま
ね
ば
な
ら
な
い
一
路
が
あ
リ

ま
す
°
私
は
か
う
し
た
―
つ
の
中
心

貼
を
求
め
こ
れ
の
逹
成
に
よ
っ
て
何

事
も
文
句
な
し
に
忠
賞
に
や
つ
て
ゆ

9̀.

｝
 

バい
5

と＇i
 /'' 

‘ヽ

第
十
九
琥
路
線
二
葉
I
里
本
通
リ
一
工
事
名
及
工
事
施
行
箇
所
等
左
／
通
リ

【告

l

芭

及

鋪

装

工

事

維

持

上

必

要

ナ

ル

直

定

ム

問

昭

和

十

一

年

＝

一

月

九

H

二

、

工

事

着

手

年

月

日

．

廣

島

市

長

横

山

金

太

郎

〇
廣
島
市
告
示
甲
第
二
四
賊

道
路
工
事
受
益
者
負
握
規
程
第
十
一
＿
一
條
昭
和
十
一
年
三
月
七
日
一
、
受
盆
者
負
据
金
ヲ
賦
課
ス
ペ
キ
エ

ニ

依

リ

受

益

者

負

搬

金

ヲ

賦

課

ス

ベ

キ

三

、

負

撒

直

及

地

帯

事

名

及

工

事

施

行

箇

所

工
事
名
及
工
事
施
行
箇
所
等
左
／
通
リ

x

本
工
事
施
行
箇
所
ヲ

i

負

据

慨

卜

失

業

幽

急

事

業

路

而

改

良

鋪

装

定

ム

ス

工

事

昭
利
十
一
年
―
―
一
月
六

H

道
路
二
接
ス
ル
部
分
ヲ
地
帯
ト
ス
．
第
六
競
路
線
比
治
山
本
町
ョ
リ
仁

保
町
大
河
入
ロ
二
至
ル
間
及
鋪
装

殷

島

市

長

横

山

金

太

郎

四

、

負

搬

率

一
、
受
益
者
資
据
金
ヲ
賦
課
ス
ベ
キ
エ
総
工
費
l

四
分
I

―

ト

ス

工

事

維

持

土

遂

要

ナ

ル

匿

間

二
、
工
事
倍
手
年
月
日

康
名
及
工
事
施
行
箇
所

昭
和
十
一
年
三
月
十
一
日

失
業
應
急
事
業
路
面
改
良
鋪
装
萄
廣
島
市
告
示
甲
第
二
六
競

道
路
工
事
受
益
者
負
搬
規
程
第
十
三
條
三
、
負
据
慨
及
地
帯

工
事

第
五
競
路
線
大
正
梱
西
詰
既
設
鋪
ー
ー
依
リ
翌
誓
負
搬
金
ヲ
賦
課
ス
ベ
キ
第
一
負
据
麗
比
治
山
本
町
千
百

装

ョ

リ

段

誓

出

町

二

至

ル

間

及

工

事

名

及

工

事

施

行

箇

所

等

左

／

通

リ

一

八

十

番

地

ノ

四

及

千
一
1
一
百
二
十
八
番

定
ム

鋪
装
工
事
維
持
上
必
要
ナ
ル
匿
間

昭

和

十

一

年

芝

月

六

日

一

地

l

一
地
先
ョ
リ

二
、
工
事
瘤
手
年
月
日

．
．
．
．
 

廣

島

市

長

横

山

金

太

郎

＿

同

町

千

二

百

十

六

昭
和
十
一
年

i

l

一
月
七
日

一

、

翌

年

者

負

搬

金

ヲ

賦

課

ス

ベ

キ

エ

一

．

番

地

地

先

二

至

ル

三

、

負

搬

甑

及

地

帯

．

事

名

及

工

事

施

行

箇

所

間

第
一
負
搬
直
大
正
橋
西
詰
ョ
リ

失
業
應
急
事
業
路
面
改
良
鋪
装
第
二
負
搬
匪
比
治
山
本
町
千
―
―

段
原
日
出
町
二
至

工

事

百

十

六

番

地

地

先

ル
幹
線
全
部

第

六

琥

路

線

出

汐

町

六

百

五

十

一

―

―

ョ

リ

出

汐

町

六

百

第
二
負
据
匿
第
一
競
ョ
リ
第
一
―
―

番

地

ノ

十

五

地

先

ョ

リ

同

町

六

百

八

番

地

I
六
地
先

競
二
至
ル
各
支
線

八
番
地
ノ
六
地
先
二
至
ル
間
及
鋪

i

．

二

至

ル

間

道
路
―
ー
接
ス
ル
部
分
ヲ
地
帯
ト
ス

装

工

事

維

持

上

必

要

ナ

ル

慨

間

第

三

負

搬

匿

出

汐

町

六

百

八

番

四
、
負
捩
率

二

、

工

事

齋

手

年

月

日

地

ノ

六

地

先

ョ

リ

総
工
費
I

四
分
I

一
ト
ス

昭

和

十

一

年

三

月

九

日

同

町

七

百

三

番

地

ノ
八
地
先
二
至
ル

三
、
負
捩
蓋
及
地
帯

本

工

事

施

行

箇

所

ヲ

一

負

搬

慨

卜

間第
四
負
据
匝
出
汐
町
七
百
六
番

ス

地
I

一
地
先
ョ
リ

道
路
二
接
ス
ル
部
分
ヲ
地
帯
ト
ス
―

旭
町
千
七
百
一
一
番

四
、
負
据
率

地
ノ
ニ
地
先
二
至

総
工
贅
ノ
四
分
I

一

ト

ス

一

ル
間

〇

廣

島

市

告

示

甲

第

二

七

競

一

道

路

二

接

ス

ル

部

分

ヲ

地

帯

ト

ス

道
路
工
事
受
盆
者
負
据
規
程
第
十
一
＿
一
條
一
四
、
負
搬
率

ニ
依
リ
受
益
者
負
据
金
ヲ
賦
課
ス
ペ
キ
一
線
工
毀
ノ
四
分
ノ
一
ト
ス

⑮
廣
島
市
告
示
甲
第
二
九
競

道
路
工
事
受
盆
者
負
搬
規
程
第
十
一
一
一
條

ニ
依
リ
受
盆
者
負
据
金
ヲ
賦
課
ス
ベ
キ

工
事
名
及
工
事
施
行
箇
所
等
左
ノ
涌
リ

定
ム昭

和
十
一
年
―
―
一
月
●
一
日

廣
島
市
長
横
山
金
太
郎

一
、
受
盆
者
負
据
金
ヲ
賦
課
ス
ベ
キ
エ

事
名
及
工
事
施
行
箇
所

失
業
應
急
事
業
路
面
改
良
鋪
装

工
事

第
十
八
競
路
線
横
川
橋
北
詰
ョ
リ

中
央
橋
北
詰
二
至
ル
間
及
鋪
装
工

事
維
持
上
必
要
ナ
ル
漑
間

＠
廣
島
市
告
示
甲
第
二
八
競

逍
路
工
事
受
釜
者
負
据
規
程
第
十
―
―
―
條

ニ
依
リ
受
釜
者
負
据
金
ヲ
賦
課
ス
ベ
キ

工
事
施
行
箇
所
等
左
ノ
通
リ
定
ム

昭
和
十
一
年
三
月
十
一
日

廣
島
市
長
横
山
金
太
郎

一
、
受
盆
者
晨
金
ヲ
賦
課
ス
ベ
キ
エ

事
名
及
工
事
施
行
箇
所

失
業
應
急
事
業
路
面
改
良
鋪
装

工
事

第
二
十
四
腕
路
線
西
観
晋
町
一
丁

目
ョ
リ
同
町
西
堤
防
二
至
ル
間
及

鋪
装
工
事
維
持
上
必
要
ナ
ル
匝
間

二
、
工
事
荒
手
年
月
日

昭
和
十
一
年
一
ー
一
月
十
二
日

―
-
、
負
搬
厘
及
地
帯

第
一
負
据
謳
西
観
―
H

日
町
一
丁
目

都
市
計
畳
道
路
ョ

リ
同
町
西
堤
防
ニ

至
ル
幹
線
全
部

第
一
負
据
匝
第
一
琥
支
線

道
路
二
接
ス
ル
部
分
ヲ
地
帯
ト
ス

―
-
、
負
据
率

総
工
費
ノ
四
分
ノ
一
ト
ス

`
4
 

1
 

◇
逗
進
兒
中
心
學
級
に
封

す
る
指
導
上
の
留
意
熙

◇
本
市
の
金
融

全
峨
資
本
の
力
が
都
市
の
成
育
に

多
大
の
寄
輿
を
総
す
こ
と
は
今
更
言

を
侯
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
本
市
の

金
融
朕
態
を
調
べ
る
に

市
内
に
本
店
を
有
す
る
銀
行
は
農

工
銀
行
一
、
普
通
銀
行
一
、
合
計
三

行
で
日
本
銀
行
を
始
め
他
都
市
に
本

店
を
有
し
て
本
市
に
支
店
を
有
す
る

も
の
十
二
行
で
昭
和
九
年
中
に
取
扱

は
れ
た
預
金
高
は
十
一
億
二
千
百
九

十
茸
萬
三
千
四
百
四
十
九
闘
で
同
年

末
現
在
高
一
億
三
千
三
百
五
十
―
―
一
萬

七
千
二
百
七
十
茸
闘
、
同
年
中
に
於

け
る
箕
付
高
は
四
億
七
千
九
十
二
萬

六
千
四
百
七
十
六
闘
而
し
て
手
形
交

換
高
は
二
低
―
―
―
千
六
百
六
十
四
寓
九

百
十
六
闘
、

郵
便
貯
金
の
綿
額
は
昭
和
九
年
度

に
於
い
て
は
預
入
高
千
茸
百
六
十
萬

五
千
二
十
一
闘
、
彿
戻
高
五
百
九
十

八
萬
四
千
八
百
―
―
一
十
四
闘
、
年
度
末

現
在
高
千
八
百
九
十
六
萬
二
千
二
百

1
=
+
＇
、
昭
和
九
年
度
中
新
規
預
入

人
員
は
四
萬
五
千
六
百
二
十
四
人
で

あ
る尚

信
用
組
合
に
於
け
る
昭
和
九
年

炭
中
の
貯
金
高
は
預
入
三
千
二
百
六

十
二
萬
七
千
六
百
四
十
四
、
彿
戻

―
―
一
千
百
六
十
萬
じ
千
五
百
八
十
闘
年

度
末
現
在
高
千
百
十
七
萬
四
百
十
五

岡
、
組
合
貝
平
均
預
金
高
は
二
百
八

i

中＂

+
-
＝
闘
で
同
庇
高
は
年
度
末
現
在
高
一

六
百
七
十
互
萬
四
千
茸
百
八
十
二
闘

で
あ
る

四
九
六
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闊肺び
係‘ 胴 陵 8 歳 l柱I 十 歳三十
を心骰璽 ‘r ^—•-- -.,ll l ^ ` 

有臓のの闊膀・極梯平てててて梯極平てててて
し等幅大係煎 Ij、大均杏さ恐習小大均芭邑芭邑
‘の員小 と同 I司 身 米 米 同 同 身
賤衰的は 運 長以同同未 長 米米
重育装全動 上 滴

以同同未

がの育身能て て上悩

身 良 並 筋 力てて哭 —— てて竺
陵 否に肉 と活芸上云呂三 竺孟壱ら
的と之の の
作密に登
業接 基 育
能なく及

身
長
の
増
大
に
正
比
例
し
て
能
力
も
亦

大
と
な
る
、
但
し
筋
力
の
み
に
於
い
て

―
―
-
、
調
査
成
練
（
緩
l
-
l
)

7
、
身
長
と
殿
動
能
力
と
の
反
比
例
す
、
吉
田
拇
士
ほ
身
長
の
大
な

関

係

る

者

は

短

命

な

り

と

言

ひ

、

叉

米

闊

保

身
長
の
長
短
が
諸
運
動
の
能
力
に
霊
瞼
統
計
に
依
れ
ば
大
身
長
者
は
結
核
の

大
な
る
闘
係
を
有
す
る
ほ
萬
人
の
等
し
危
険
多
し
と
言
ふ
、
然
る
に
兒
童
に
於

く
認
む
る
所
に
し
て
本
調
査
に
依
つ
て
い
て
ほ
弱
い
者
は
全
身
の
稜
育
不
良
に

麿
闊
係
を
見
る
と
き
五
十
米
疾
走
、
し
て
身
長
稜
育
も
亦
不
良
な
る
や
に
思

一
粁
疾
走
、
ボ
ー
ル
投
、
走
幅
跳
共
に
は
れ
る

第
八
表
身
骰
と
辿
動
能
力
と
の
闘
係

来

米

疾

一

祈

疾

走

平

均

走

平

均

検
査

人

員

ク

イ

ム

タ

イ

ム

秒

分

秒

九
・
―
―
四
・
―
―
―
-
•
-

九
·
O
四
•
―
―
四
•
-
―

〈
•
七
四
・
一
九
•
エ

＾
•
-
―
-
四
•
-
＾
•
写

四・―――.^

詈
―
-
―
-
•
四

ェ
・
写
O
・
O

四・元・――

四・一な一

四・一写．^

．^^
 

七
•
O

JD•

—— 苫.^̂
 

^
•
六

^•l 
^
•
七

六
•
六

1
0
•四

一六l-H 
五一―――― 

齢

ニニニニ ニユニニ
早写＾ナし、
.．．． (nj 
四 早 ⇔ 九

年

身

長

ボ
ー

ル
投

米

米
癸
・
七
―
l
l
•
O
六

造
・
七
l
l
l
•1̂
 

四一・九―――.-――七

翌
•
O
-

―
-
•
哭

四
0
•
写
―
―
―
•
1
~
0
柔
•
四

益
・
エ
四
•
四
0
六
O
•
O

-R.o--•R

—-•O 

表
・
写
―
―
―
二
四
i
-
l
-
―
―
.
＾

累
ー

1
-
l
•
四
七
―
-
＾
•
六

翌
・
―
-
l
-
l
-
L
-
―
―
―
七
●
写

悶
写
·
―
―
―
吾
一
•
四
一i．
が
一
l
l
-
=
-
·
―
―
―

四
・
一
六
・
九
翌
•
七
―
―
-
•
羮
―
-
〈
•
四

早・―10・0

-
K
O
•
O
写
．
＾
―
―
―
突
•
O

六
・
1
九
•
四
―
―
七
．
―
-
l
．
七
0
-
l
-
•
O

力
と
相
常
大
な
る
闘
係
を
有
す
べ
き
こ

と
ほ
一
般
の
認
む
る
所
で
あ
る
、
今
此
彎
一

の
闊
係
を
余
の
賓
測
値
に
就
き
観
察
す

る
に
第
九
表
に
示
す
如
く
、
膀
霊
の
増

加
に
伴
つ
て
各
種
運
動
能
力
壻
大
と
な

る
、
但
し
筋
力
の
み
ほ
反
比
例
す
る
、

走
幅
跳

筋
力

訓

導

吉

岡

信

夫

身
骰
的
機
能
及
憫
格
と

運
動
能
力
と
の
闘
係

急デff 
ヽ

第
三
十
一
回
陸
軍
記
念
日
祭
ほ
市
ほ

か
十
六
圃
骸
主
催
縣
、
師
園
、
陸
軍
運

輪
部
の
後
援
の
も
と
に
三
月
十
日
午
前

十
時
か
ら
西
練
兵
場
招
魂
祉
に
於
い
て

齋
藤
厳
島
宮
司
を
齋
主
と
し
て
盛
大
に

執
行
せ
ら
れ
た

廣
一
定
刻
先
づ
賭
員
入
場
着
席
の

tち齋

主
以
下
祭
員
着
席
、
起
立
敬
證
、
祓
主

祓
詞
、

修
祓
、
開
扉
、
献
憫
あ
っ
て
齋

主
祝
詞
を
述
べ
次
い
で
横
山
市
長
、
林

第
五
師
園
長
、
鈴
木
縣
知
事
の
祭
癖
、

廿
委
員
長
横
山
市
長
、
従
軍
者
綿
代
田
部

中
将
、
束
賓
綿
代
藤
田
臭
鎮
守
府
長

官
、
林
第
五
師
隅
長
、
鈴
木
縣
知
事
の

玉
串
奉
莫
、
撤
憫
、
閉
扉
あ
っ
て
午
前

十
一
時
閉
式

．． 

本
年
ほ
恒
例
の
演
習
記
念
諧
演
映
需

等
の
行
事
は
な
か
っ
た
が
朝
来
睛
天
の

昭和
上
に
春
甦
り
た
る
か
の
如
き
久
方
ぶ
り

の
暖
さ
の
こ
と
4

て
殊
の
外
人
出
繁
く

十

一
年
軍
険
、
在
郷
軍
人
、
宵
年
學
校
生
徒
、

三月
中
小
學
校
生
徒
、
一
般
市
民
等
の
参
拝

二十
者
の
跡
絶
ゆ
る
間
な
く
三
十
一
年
前
の

ョ
追
憶
を
新
た
に
し
た

・日

祭

文

第
三
十
一
回
陸
軍
記
念
日
―
ー
會
シ
猥
島

-L
|
|
i
[因閉
'i¥¥'AB'¢:i¥：
も
対
i

g

t

,

＂＂

一

ピア

＇`・ジ

ヽ

ヲ
黙
ジ
怒
涵
ヲ
突
イ
テ
敵
艦
ヲ
撃
滅
ジ

向
フ
所
未

f

ク
曾
テ
風
靡
ゼ
ザ
ル
ハ
ナ
ジ

就
中
奉
天
ノ
會
戦
ハ
日
露
雨
瞑
ガ
其
I

全
能
ヲ
傾
到
ジ
ク
ル
大
戦
ニ
ジ
テ
彼
我

興
塵
ノ
依
テ
餃
ル
、
所
ナ
リ
ジ
ガ
皇
軍

ノ
忠
坊
果
敢
克
ク
強
虚
ヲ
挫
キ
彼
ヲ
ジ

テ
再
ビ
起
ッ
克
ハ
ザ
ラ
ジ
メ
遣
烈
長
へ

｀
―
-
東
亜
／
天
地
二
輝
キ
滸
ク
満
洲
事
嬰

ニ
逮
ヒ
テ
更
二
燦
然
タ
ル
モ
ノ
ア
リ
帝

闊
威
武
ノ
赫
々
タ
ル
牡
ナ
リ
ト
謂
フ
ベ

シ
今
ャ
皇
威
六
合
二
恰
ク
練
化
四
表
ニ

布
キ
友
邦
満
洲
帝
國
亦
談
々
ト
シ
テ
稜

逹
ノ
道
程
二
在
リ
因
テ
以
テ
東
洋
平
和

ノ
荼
礎
益
々
固
キ
ヲ
加
フ
コ
レ
全
ク
上

聖
明
ノ
御
稜
威
卜
下
闊
民
學
國
一
致
ノ

協
カ
ト
ニ
依
ル
モ

I

ニ
ジ
テ
コ
ノ
間
義

ヲ
泰
山
ノ
霊
キ
ニ
比
ジ
生
キ
テ
＾
報
罰

壺
忠
ノ
誠
ヲ
致
ジ
死
シ
テ
ハ
祖
國
鎖
獲

．
 

招

魂

祉

で

盛

大

念

日
タ~ふ・

，
 

に
畢
行
ー
ー
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六 E Cつ． 
班近近；
同 l司以

上

七写
写七四

ボ
ル
ン
・
ハ
ル
ト
氏
理
想
臆
覇
能
力
と
の
闊
係
を
見
た
る
に
第
十
表

墨

運

動

能

力

と

の

闘

係

ピ

翠

如

く

、

五

十

米

疾

走

、

ボ

ー

ル

、
ル
ト
氏
理
想
騰
璽
の
算
＿
投
、
走
幅
跳
に
於
い
て
ほ
理
想
臆
重
に

ソ

一
接
近
す
る
に
伴
ひ
能
力
も
亦
大
と
な

ボ
ル

ぢ
、
一
粁
疾
走
に
あ
り
て
ほ
理
想
腔
誼

出
ほ
次
の
公
式
に
よ
る

や
瀬
（
誓
[

)

X

蚕

亘

（

薩

）

―

追

一

以

上

の

者

は

特

に

劣

つ

て

を

る

、

筋

力

計
郭
さ
れ
た
る
罪
想
骰
粛
と
各
自
の
一
に
於
い
て
は
理
想
證
賦
よ
り
輛
い
者
程

有
す
る
盟
霞
と
の
差
を
求
め
、
之
が
運
ふ
叩
力
大
な
る
を
認
む

第
十
表
「
骰
軍
と
ボ
ル
ン
ハ
ル
ト
氏
式
理
想
骰
堂
の
差
」

と
巡
動
能
力
と
の
腸
係

辛
米
疾

走
平
均

検
査

人

員

ク

イ

ム米
ふ^

^
•
六

。^七

齢 年

と丑l!

想

骰の

汎；・或

一
粁
疾
ボ
ー

ル
投

走
平
均
t

タ
イ
ム

分

秒

米

写
．
＾
•
O
究
・
一

ェ
・
―
―
四
・
一
塁
・
七

四
・
―
―
―
-
•
六
竺
・
一

四
九
九

米手一一四
―――。一――七
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一
本
調
査
に
於
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て
ほ
十
三
歳
、
十
四
歳
一
ヵ
良
好
で
あ
る

一
共
四
十
五
妊
以
上
の
者
ほ
特
に
作
業
能

一
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九
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All 
蘭 年

骰

誼

ノ
帥
卜
仰
ガ
ル
ソ
ノ
偉
助
ャ
千
載
寄
史

ヲ
照
ラ
シ
テ
赫
灼
タ
リ
現
下
皇
國
ノ
情

勢
ヲ
察
ス
ル
ニ
内
外
ノ
時
局
栖
メ
テ
重

大
ナ
リ
コ
ノ
時
二
方
リ
逹
々
陸
軍
記
念

日
ヲ
迎
へ
感
慨
措
ク
克
ハ
ザ
ル
モ
ノ
ア

一
リ
葬
一
吾
等
駕
々
國
民
精
肺
ヲ
振
作
ジ

市
外
十
六
園
陵
ヲ
代
表
ジ
恭
ジ
ク
官
祭

l

殷
島
招
魂
肱
ノ
大
前
二
祭
詞
ヲ
棒
グ
一

惟
フ
ニ
我
ガ
闊
明
治
維
新
以
来
戊
辰
ノ

役
ヲ
初
メ
ト
シ
大
小
十
敷
回
ノ
戦
役
事

堅
二
遭
遇
ジ
其
ノ
間
忠
剪
無
雙
ノ
我
ガ

腔
兵
ハ
常
二
湧
躍
軍
二
従
ヒ
寒
暑
ヲ
凌

ギ
旅
病
ヲ
肖
シ
剣
電
弾
雨
ノ
下
屍
山
ヲ

越
工
血
河
ヲ
渉
リ
テ
勁
敵
ヲ
挫
キ
狂
瀾

本
市
産
業
部
殖
産
課
で
ほ
憔
業
者
の

幸
躙
と
憔
業
振
興
に
資
す
る
為
め
農
林

省
技
師
野
材
賞
一
氏
を
諧
師
と
し
て
一
1
-

十
月
―
―
一
日
午
前
十
時
市
公
會
堂
に
於
い

て
沿
岸
洸
場
調
整
指
導
諧
習
會
を
開

催
、
受
講
者
ほ
市
内
十
一
漁
業
組
合
の

組
合
長
及
び
其
の
他
の
役
戦
員
約
百
名

で
あ
っ
た
が
束
賓
と
し
て
安
田
縣
水
産

課
長
、
丹
治
縣
水
産
試
験
場
長
、
湯
谷
縣

農
林
主
事
等
多
敷
の
臨
席
が
あ
っ
た
。
―

定
刻
先
づ
主
催
者
と
し
て
平
木
市
殖

産
課
長
開
會
の
挨
拶
を
述
べ
本
市
沿
岸

漁
業
の
調
整
の
必
要
性
を
附
言
し
て
野

村
諧
師
を
紹
介
、
野
村
講
師
よ
り
別
項

の
如
き
興
に
時
宜
を
得
た
有
益
な
る
請

演
が
あ
っ
て
閉
會
、
更
に
引
綾
き
午
後

よ
り
ほ
平
本
市
殖
産
課
長
司
會
者
と
な
一

つ
て
同
目
的
の
座
談
會
を
開
催
、
各
漁
―

業
組
合
の
幹
部
よ
り
現
賓
に
即
し
た
る
一

切
賞
な
質
疑
あ
り
之
に
野
し
言
講
師
及

ボ
ー

ル
投

｀
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、
令
．
ン

9
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殷
島
市
長

走
輻
跳

筋
力

捧
げ
寛
大
に
あ
せ
ら
ず
、
兒
平
皐
を
自

分
の
懐
に
入
れ
て
懇
々
と
数
へ
粛
く

し
て
ゆ
く
こ
と
に
専
念
し
向
上
の
迎

々
た
る
事
も
効
果
の
少
な
き
こ
と
も

先
づ
腹
の
ど
ん
底
に
叩
込
ん
で
か
4

ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
―
つ
は
習
慣
は
第
二
の
天
性
な

リ
。
こ
の
千
古
不
磨
の
金
言
が
示
す

如
く
習
を
性
に
膊
ぜ
ず
ん
ば
止
ま
ず

の
努
力
を
私
の
態
度
と
い
た
し
て
ゐ

ま
す
。
多
く
の
訓
練
施
設
を
な
し
多

方
面
に
陶
冶
し
て
ゆ
く
こ
と
は
成
程

必
要
且
っ
粛
要
な
事
で
あ
り
ま
せ

う
、
し
か
し
私
の
組
の
如
き
に
於
き

ま
し
て
そ
れ
よ
リ
も
っ
と
つ

4
込
ん

だ
方
法
も
っ
と
巾
核
に
食
ひ
入
リ
一

つ
の
試
み
そ
の
も
の

A
中
に
ひ
た
っ

て
ゆ
く
態
炭
、
一
つ
の
試
み
が
ロ
ハ
出

来
る
と
い
ふ
事
に
於
い
て
滴
足
す
る

事
な
く
そ
れ
が
彼
等
の
習
慣
と
な
リ

性
と
な
り
得
る
ま
で
の
反
覆
練
習
が

必
要
で
あ
り
ま
す
。
正
常
兒
意
に
一

回
で
す
む
事
は
十
皿
二
十
回
、
否
百

皿
と
試
み
て
ゆ
く
堅
忍
不
抜
な
熱
意

と
血
の
浸
む
様
な
苦
錬
の
永
綬
に
よ

つ
て
そ
の
習
慣
は
固
定
性
を
も
つ
も

の
だ
と
信
じ
て
を
リ
ま
す
。
私
は
か

う
し
た
態
度
な
く
し
て
こ
の
組
に
於

け
る
徹
底
し
た
指
導
は
出
来
得
な
い

も
の
で
あ
る
と
橙
得
い
た
し
て
ゐ
ま

す。2ズ
裳
際
指
尊
に
於
け
る
軍
要
な
る

1
一
部
而

次
に
寅
際
指
導
上
に
於
い
て
私
の

最
も
軍
要
な
る
も
の
と
し
て
留
意
い

た
し
て
ゐ
ま
す
二
つ
の
部
而
即
ち
一

齊
指
尊
と
個
人
指
尊
に
就
い
て
申
述

べ
ま
す
。
私
は
兒
章
の
生
活
指
導
上

學
級
に
於
け
る
数
師
の
立
揚
は
家
に

於
け
る
父
と
母
の
雨
面
の
役
を
持
つ
＇

-」墨＿―-●
l詈
j

ー―

9q---l-.llム．

億
兆
心
ヲ
一

述
進
セ
ム
コ
ト
ヲ
期
ス
尚
ホ
ク
含
岬
明

永
ヘ
ニ
照
鑑
ヲ
垂
レ
給
ハ
ン
コ
ト
ヲ

昭
和
十
一
年
三
月
十
日

ニ
シ
テ
時
翻
克
服
―
―
一
路

横
山
金
太
郎

沿
岸
漁
場
調
整
指
導
講
習
會
開
催

1

1

一
月
十
三
日
公
會
堂
に
於
て
ー
ー

縣
水
産
試
瞼
場
長
よ
り
い
ち
い
ち
明
答

が
あ
り
参
集
者
一
同
に
多
大
の
感
銘
を

典
へ
た
、
尚
ほ
感
激
に
溢
る
4
各
憔
業

組
合
長
ほ
直
に
廣
島
市
に
沼
岸
漁
粟
調

整
委
員
會
の
創
設
を
決
議
し
た
が
之
あ

る
が
為
に
今
回
の
講
習
會
が
開
か
れ
た

の
で
あ
る
の
感
を
深
ふ
せ
し
め
た
。 四

九
八

遺

,
~
1
,
1
1
1
1
P
J

―
吾
ー
-
ー

-
L
-

―
―

け
る
子
供
、
骨
惜
し
み
し
な
い
で
コ

ッ
I
＼
と
よ
く
働
く
子
供
、

IE
直
な

几
帳
而
な
子
供
ら
し
い
子
供
の
育
成

に
努
力
し
、
微
弱
な
が
ら
も
誓
つ
て

泉
國
の
礎
石
た
り
得
る
一
人
々
々
の

育
成
に
精
進
い
た
す
こ
と
を
念
じ
つ

4
あ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

I
l
、
指
導
上
に
於
け
る

留
意
黙

ー
、
私
の
指
導
態
炭
の
中
心

か
4

る
兒
流
に
甜
す
る
指
導
上
の

態
度
と
し
て
巾
心
的
な
も
の
と
し
て

ゐ
る
一
―
一
に
就
い
て
申
し
ま
す
。
先

づ
第
一
に
か
の
有
名
な
中
江
藤
樹
先

生
が
愚
鈍
な
る
大
野
了
佐
に
到
し
て

取
ら
れ
た
態
度
を
窺
ひ
、
そ
の
一
片

で
も
よ
い
受
け
と
リ
た
い
と
恩
つ
て

を
り
ま
す
。
即
ち
先
生
が
彼
に
僅
か

ニ
―
―
一
句
を
授
け
ら
る
4

に
二
百
逼
宜

に
六
時
間
を
要
さ
れ
、
少
時
の
後
誤

ま
せ
ら
れ
た
の
に
も
う
忘
れ
て
し
ま

つ
て
ゐ
る
、
又
百
逼
ば
か
り
に
し
て

漸
く
記
憶
し
た
と
あ
り
ま
す
。
天
下

の
英
オ
を
集
め
て
之
を
数
育
す
る
事

は
、
快
巾
の
快
事
で
あ
リ
ま
せ
う
、

に
も
係
ら
ず
こ
の
愚
魯
鈍
根
の
た
め

に
全
梢
力
を
盛
く
し
て
し
ま
っ
た
と

迄
申
さ
れ
て
ゐ
る
こ
の
事
賞
の
前
に

私
の
採
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
白
逍
が
明
瞭

に
示
さ
れ
て
ゐ
ま
す
。
じ
く

l
＼
と

迫
つ
て
ゆ
く
こ
の
態
度
こ
そ
心
の
ど

ん
底
に
深
く
刻
み
込
ま
ね
ば
な
ら
ぬ

も
の
で
あ
り
、
特
に
私
の
組
の
如
き

に
お
き
ま
し
て
は
こ
の
態
度
の
一
片

鱗
で
も
よ
い
そ
の
も
の
よ
り
外
に
何

物
を
も
以
て
す
る
事
の
無
い
事
を
寅

感
い
た
し
て
ゐ
ま
す
。
要
す
る
に
先

づ
第
一
歩
よ
り
根
強
く
あ
さ
ま
し
い

功
利
的
な
不
純
な
も
の
に
囚
れ
る
事

無
く
子
供
の
総
に
我
々
の
全
精
力
を

• 
、L----
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第
二
十
八
條
組
合
員
事
業
年
度
ノ
終

＿
―
-
於
テ
脱
退
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
其

ノ
事
業
年
度
ノ
終
ョ
IJ
少
ク
ト
モ
六

＿
月
前
二
書
面
ヲ
以
テ
其
／
旨
ヲ
本
組

合

二

申

出

ズ

ベ

ジ

、

前
項
I
場
合
二
在
リ
テ
ハ
事
業
年
度

一
ノ
終
二
於
テ
組
合
員
名
簿
ノ
記
載
ヲ

抹
消
シ
且
脱
退
ノ
年
月
日
ヲ
記
入
ス

ル
モ
／
ト
ス

漁
業
組
合
令
第
四
十
八
條
に
は
「
組

合
員
ハ
事
業
年
度
／
終
二
於
テ
脱
退
ス

ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
あ
る
か
ら
、
事
業
年

度
の
終
例
へ
ば
層
年
に
依
る
も
の
ほ
十

二
月
三
十
一
日
に
脱
退
を
申
出
づ
れ
ば

脱
退
す
る
こ
と
が
出
来
る
わ
け
で
あ
る

け
れ
ど
も
組
合
と
し
て
ほ
成
る
べ
く
早

く
知
つ
て
置
か
ね
ば
来
る
事
業
年
度
の

事
業
純
螢
上
の
都
合
も
あ
る
の
で
、
之

を
六
月
前
に
豫
告
さ
せ
る
こ
と
に
し
た

わ
け
で
あ
る
、
併
し
組
合
の
都
合
で
一
―
―

月
前
で
も
よ
け
れ
ば
そ
れ
に
し
て
も
よ

い
の
で
あ
る

第
二
十
九
條
組
合
員
其
／
資
格
ヲ
喪

失
シ
ク
ル
ト
キ
ハ
書
面
ヲ
以
テ
其
I

旨
ヲ
本
組
合
二
屈
出
ヅ
ベ
ジ

本
組
合
組
合
員
タ
ル
資
格
ヲ
喪
失
シ

ク
ル
者
ア
ル
コ
ト
ヲ
知
リ
タ
ル
ト
キ

ハ
其
ノ
事
由
ヲ
明
示
シ
タ
ル
書
面
ヲ

以
テ
其
ノ
旨
ヲ
本
人
二
通
知
ス
ル
モ

ノ
ト
ス

組
合
員
組
合
員
タ
ル
資
格
ヲ
喪
失
シ

叉
ハ
死
亡
シ
ク
ル
ト
キ
ハ
本
組
合
ハ

、
組
合
員
名
簿
ノ
記
載
ヲ
抹
消
シ
且
資

格
喪
失
又
ハ
死
亡
ノ
年
月
日
ヲ
記
入

ス
ル
モ
ー
ト
ス
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則走と投其疾なるき盆羮巴哭混芸合元芭き孟孟
で幅云瑯の走るに
あ跳ひ能闊並者第早癸天翌元天孟き.:::.杏兵元柔
るに‘力係には十らとふニニニニ五るらふら人

齢年

第 抹 員 ら へ に あと格亡とキ殿の合くなに合屈の漁
ムハスノニ三消名其ば糾つなあし通モク、事になか常に出資業漁示ニコ家テリ前
ル其但彿於十せ薄の糾合た る れ 其 知 l 何由糾つつるほる格椛業ヲ糾卜督紐家項
モノシ込テ條ねに意合員こがばのす二々を合たたツ憔のを者者為合ヲ相合督ノ
ノ彿除済彿 ば記思員とと若常家る付ノ明のの場紐業で失 ががジ員知綾員相規
l、 込名 出戻糾な載呑となをし然督の組事記理を合合従あふ憔憔タトリ人名綾定
ス 済二資ス合らしホなる知其 其 相 で 合 由 し 事 知 又 員 莱 る か業業ル為夕相簿開ハ

出因額べ員ぬたがらこつのの綾あ員デた者らほが者へら椛を場ラル綬二始組
資ルニキ）肱 相あなとて相相人る名紺書がぬ其始を規其を際合ザ日ノ記ジ合
額場止持退 ．綾れいをか績綾が‘簿合面之顔のめや約の 失業ニルヨ開載夕員
ノ合ム分シ 人ばのいら人人紐紺ヲ員ををし後かめ第事へす之旨リ始セルノ
半ニル ノタ の一でや三がが合合削ノ以知て資らた七をばるヲノ三アラ場死
額在モ額ル 氏日あだ月相組員負除資てれ居格資る條紐 組と準意月リレ合亡
ニリ ノハ場 名祉i ると以績合のがス格→ばたが格との合合カ~用思以タタニニ
止テト其合 を合か言内の員資死←ナ貴其場なのき場に員‘ス表内ルル於因

の る依きこふ理 多かあか應 第 rはる込惑ななのあ戻者けまあで持合定し應に
で‘ つ ほとや事唯い‘るをじ理理事三 紐 規 ‘ 涜 を る い 排るをはででれあ分員してじ依紐
あ監て組でうの此や理が参紐事事何十 入約而出掛脱の込 か受未あ排ばるだが其はてり合
る事定合あに敷のう事‘酌合とノ、名一第る第し資け退で涜 らけだる戻別‘け脱の‘算出員
‘にめのる ‘iま場で五通し員監組ヲ條四る十て額てとあ出脱る彿‘を段即を退唐l)紐定資の

之 付ね事‘奇‘合あ名常ての事合置 章の七其の居違る資退こ込け受のち彿す合合し金持
れてば務之敗ーにる監は領敗の長ク本 で條の半るつ‘額のとまれけ定一戻れは解‘に分
監はなほれに‘注 事理砿 と敷ヲ 組役あに賤額のて尚以 場となどるが口すば平散其到ほ
事偶ら理理定三意 三事にかは互 合 る依りをで紐除上合ないもこな三こ出等ののし‘
ほ敷ぬ事事 め‘ す 名三定事組選 二 °りの排あ合名ににつ出そとけ十と資で場他て規
各で の敷 ね 五 べ 位名む業合ス 理員 之持戻るにの彿ほて資れがれ圃が金あ合のは約
自もか過人ば‘き の 監 べのの 事 を分すか到場戻‘不金ででばのでにるに財出第
獨構ら半 あな七こ 組事き分事 何 ，準拿のらし合を 其都まほぎ三出き野か限酷資十
立はで敷るらとと 合二繹撮情 名 備額で‘ては許の合で脱る十資るすらりに額ー
のぬあにとぬ言ほ が 名 でとに 監 金ッあ排迷箪さ者です弗退わ圏がのる組算野に條

とあと慶な就を任るの仔い監は 第受すで指合合 第でなつで櫂
と任るあ すり任許期第 も期と事し理及補起前任期シ三ける継すの長組協ス三あけてあ限
し期 るる‘ す さ 滴 ー 同をもとた事監餓算項ス満監十ると會の為ー合議組十るれ定るで
たを のか組るぬ了項 檄理 限 が の の 事 選 ス ノ ル 了 事 三 如か又でに人を二合二 ばめ‘監
の選 ほ ら 合 迄 か に 侶 の事ら慣ほ任ハ任ル任迄後ノ條き‘ほあ外の代依長條 組る組査
ほ任 任で事のら先書 趣のぬれ同期前ニモ期防卜任 を紐聴る部名表リ事 合‘合す
‘の 期あ務間任だを 旨仔か合任と任依ノノ、在雖期理言合代°ヵ~義す其故粗 長此長る

可日 のるの役期ち懺 に期らで期監者リト選任モハ事ふ長 會 例 ら で と ノ ア 合 をの電はこ
成よ 延°執員滴てい 外よで懸で事ノ就ス任ス後一ノの宛招へ受外言ール長 置場理と
同り 長→行を了豫た なりあいあの任任

仰
ノル任年任でに 集 ば 入 部 ふ 人 1、ノ、 か合事が

一 起 と 及餓後選の らもるこれ任期シ
在

日モ者卜期あ加の組れにこ之キ組 なにので
時算 見 監く後すほ ぬ短‘とば期ヲタ ヨノ 1 スハる入珀合る翌とニク、合い万．互き

五 期す た芍督こ仔る役‘のく監を理を承ル リトー但三 申知長こ表は代理ヲ ば選選るo にる の を と 者 こ 員 で し事し事喚編理 之ス 人 ジ 年 込 を の と し ‘ ル 事 代 か で に か
- 1任こ でど 荒 と の と を あたのなと違ス事 ヲ 就任卜 を褻名／を組組 ノ表 りき依ら

ぃ子でしリ 注叉のたま き ゆ な 自 生 指な賞 すを 環際 最第0 あらる一骰 ◎き他で
行供ぁよ上第意、そ生しし第まくい己活第示る番節°な第的に初ー0 りる時‘次ーーまのあ
鯰がりいげ (1) をの活また L'•りすかかの指三し事の二 さーに 1たののま L 三朝の齊齊す部リ
で平ま行易には指中すもに C の又生禅に反項反に しに行い少朝す機‘(/）と指指°面ま
あ氣す総いとら導よ°の私 方 そ 訴 上 學 省 の 省 職 め兒つて時の°會學時き導導 のす
るで‘の傾もひにりこにの 法れに闘校さあ中員 生縦て次「ii]時 四校 1a]をを みが
ややし疲向すま賞探の就兒 をを反係長せりに朝 活各ゆのを間 ‘行二狙行 に今
うつか見 の れ す リ り 疲 い激 共如省あ朝まま生會 の自き 事こは 偶事‘つふ つこ
なてもにあば°ま上表て凝 に何する會すし括の 自にまをれそ 疲と下て機 い L
もゐこ努る悪 すげ事疲親 追にべも訓°た指際 覺生す永にの 的闊校を會 てに
のるのめ貼い とま項表中 究具きの話 際尊兒 を 活°綬常 H な聯前りと 述於
を事行るに事會きすを指よ し 現 部 を 中 こ上章 促の 的て授 機しにまし べぃ
採が総こ留を 次と兒導リ てし面採よ れ 重 看 し反 に 其 業 會て於すて
りよはと 意と のき蹴い得 ゆてはリリ を要誤 ま省 循のの で得け°大 ：五 1
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ヶ
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を
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日五十二月三年一十和昭 報 市 島 廣 可認物便郵種三第 日五十二月三年一十和昭 報 市 島 廣 可斡物便郵種三第
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ふ年ゐ洲あを出覺す吸よらあ‘浴先 就 等効不算校病つ

れ夜‘しにな努事りす邪の素す

事すた戦 り 描 来 え る し りんる昔すづ
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自 場‘りるいの紙 後せ 諭と きほ 充 止事を・ではに‘ ので迄依榮過
闘;‘;、 •[1] ;、先 事 合‘まも‘蓋等←；でぬ堺か散先分↑よむがで他‘患‘．であ述つ養努
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と東事にふ椋
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張で會 が廣於 I會 府とすらにたういり査で本なと で 様進るしでつまと‘か要とて風ウ

事學し餘とには 1‘こ 六 あ をい指とた機練は 追つ祉機狙しる第0時 i) 第0 にす冶と永全 に
を校 らを思求こ全日り次いと導の機會成日先弔大参會つて機三0 のま．二0 と さ に 縦 野 か 注
息の大網ひむの員朝まにた考を奨會です本づ會本拝△て私會の反すの きオしよ的よう意
ひ流き過まべ大直會す招しへ入のにある國諸の螢の侮ゐので學省が下 洵てつにりしい
これないすき行に逝が魂て特念愉於る上民俊機参機月ま最あ校のこ狡 に く て 反 採 た た
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雰て一しもいのた學廣にすしくぜ日ま大 Hi'こ 1J會様行はなが購あ宅け あ 目 意 い て を ゜
間末面た現も債し校瀬就°ててし本すき本於ま▲なは△もこ聯りする I) 撃 の た 日 は
氣つが今にの値ま長校い そはめ人‘な人けす年意れ諸ののしまる指 まい生し々ら
を L力日 ー で は す を は て のなるたか國意る゜ー味る餞と機てす前導 すた活ま反ひ
つあ眼何ケあ永°先毎て 質ら様るら家識指 回を招式し會得°ので °しがす省生
くるいか年る遠私頭月で 行ななこし的を導 のも魂のてとら 一あ 次ま陶こし活
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又
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損
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翌
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損
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一
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に
事
業
の
主
旨
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他
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行
は
れ
る
和
事
業
委
員
多
敷
列
席
の
も
と
に
振
居
っ
て
も
、
最
も
希
苧
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燃
え
、
大
い
に

や
ら
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と
云
ふ
時
に
他
康
の
障
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職
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．
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介
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催
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岡
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菌
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縣
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叩
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．
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又
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融
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ゐ
る
の
ほ
ど
う
い
を
も
つ
と
／
＼
國
民
の
間
に
逹
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て
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一
に
は
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五
と
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風
に
倍
加
し
て
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璽
せ
う
か
、
結
核
病
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敬
牲
者
は
年
一
る
事
に
な
り
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、
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之
を
外
園
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比
り
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す
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様
な
繹
で
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々
な
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―
角
か
ら
見
て
誡
に
寒
心
に
堪
へ
な
い
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々
大
愛
で
死
亡
者
ほ
約
十
二
萬
餘
、
之
:
べ
て
見
ま
す
と
、
我
が
國
は
先
亡
率
が

ほ
幣
師
の
結
核
と
し
て
屈
出
た
も
の
二
番
高
V
其
の
上
に
三
十
年
前
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較
で
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非
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時
に
特
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か
ら
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の
稜
生
ほ
結
核
菌
が
骰
内
に
浸
入
し
て
上
げ
純
な
氣
持
で
疲
表
し
て
や
リ
ま

起
る
も
の
で
あ
る
が
然
し
感
染
し
て
も
す
。
子
供
は
奨
剣
に
聴
き
入
リ
ま
す

直
に
病
氣
を
呼
起
す
も
の
で
な
く
、
多
本
賞
に
目
の
光
を
襲
へ
顔
の
筋
肉
は

く
ほ
病
氣
を
装
せ
ず
に
終
る
も
の
で
す
た
し
か
に
し
ま
つ
て
ゐ
ま
す
、
そ
し

か
ら
菌
以
外
の
他
の
原
因
の
あ
る
事
を
て
何
と
も
云
へ
な
い
い
し

1

氣
持
に
ひ

暗
示
し
て
居
り
ま
す
、
無
論
徴
菌
の
敷
た
っ
た
様
な
態
度
を
表
は
し
ま
す
、

や
這
入
る
度
敬
が
問
題
に
な
る
の
で
菌
祗
は
こ
の
態
度
を
ま
ざ
／
＼
と
見
せ

の
多
敷
が
身
臆
に
浸
人
す
る
事
、
即
ち
つ
け
ら
れ
ま
す
時
こ
の
事
が
決
し
て

濃
厚
な
感
染
を
受
け
る
と
云
ふ
事
は
悪
無
意
義
で
無
い
こ
と
を
痛
感
い
た
し

い
の
で
骰
令
へ
ば
霞
い
肺
病
息
者
の
病
ま
す
c

室
に
裟
起
を
共
に
す
る
様
な
事
ほ
誰
け
策
②
に
と
も
す
れ
ば
子
供
は
反
省

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行
鯰
で
あ
る

の
に
か
く
意
識
し
な
い
で
や
っ
て
を

ね
ば
な
ら
な
い
、
然
し
な
が
ら
今
日
の

り
ま
す
。
か
う
し
た
方
而
よ
り
採
リ

如
く
結
核
菌
は
何
所
に
行
っ
て
も
居
る

上
げ
子
供
と
共
に
何
故
に
考
へ
な
け

様
な
貿
箭
で
は
都
會
で
働
く
人
等
で
ほ

ね
ば
な
ら
な
い
か
に
就
い
て
追
究
し

一
生
を
通
じ
て
結
核
菌
が
浸
入
し
な
い

頷
く
と
こ
ろ
迄
ほ
リ
下
げ
て
指
導
し

と
云
ふ
事
等
は
保
證
出
来
難
い
事
で
、

て
ゆ
き
ま
す
、
も
し
も
こ
の
頷
き
の

之
に
就
い
て
小
學
生
徒
等
で
色
々
調
べ

程
度
が
浅
い
と
思
ひ
ま
し
た
と
き
は

た
も
の
を
見
ま
す
と
十
四
、
五
歳
で
は

辿
緞
的
に
繰
返
し
て
餌
の
頷
き
が
出

既
に
半
敗
位
が
菌
の
洗
臆
を
受
け
、
大

阪
等
の
大
都
會
の
大
學
生
に
な
る
と
、
て
来
る
ま
で
行
ひ
決
し
て
中
途
で
止

め
ま
せ
ん
。

更
に
進
ん
で
九
割
以
上
が
感
染
を
受
け

第
⑰
に
兎
角
叱
っ
た
リ
訓
戒
し
た
リ

て
居
る
様
な
繹
で
、
都
會
生
活
の
大
人

す
る
事
が
職
業
的
義
務
意
識
．
の
上
か

は
殆
ど
罹
つ
て
居
る
と
云
つ
て
も
過
言

ら
行
は
れ
た
リ
箪
な
る
感
俯
に
走
つ

で
ほ
有
ま
せ
ん
、
然
し
徽
菌
の
濃
い
の

て
行
は
れ
た
リ
叉
い
ら
ぬ
所
に
遠
慮

を
受
け
る
と
い
ふ
事
ほ
迪
け
ね
ば
な
ら

し
た
り
し
て
行
は
れ
易
い
も
の
で
す

ん
が
、
さ
う
か
と
云
つ
て
無
闇
矢
鱈
に

結
核
菌
を
惧
れ
る
事
は
有
ま
せ
ん
、
仮
こ
の
貼
大
い
に
反
省
し
、
か
の
大
慈

令
感
染
し
て
も
、
身
閥
の
抵
抗
力
が
充
悲
の
故
に
盆
怒
の
相
を
現
は
し
、
ひ

分
な
れ
ば
、
終
入
し
た
結
核
菌
の
活
躍
た
す
ら
に
子
供
の
幸
輻
を
息
ふ
一
念

を
阻
止
し
、
必
ら
ず
肺
病
に
な
る
と
ほ
よ
り
慈
悲
を
蔵
し
た
親
心
の
立
場
に

限
ら
な
い
の
で
有
ま
す
、
つ
ま
り
萬
一
於
い
て
行
は
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と

結
核
菌
が
身
臆
に
人
つ
て
も
そ
れ
が
頭
で
す
。
（
こ
の
貼
個
人
指
尊
の
場
合
は

を
撞
げ
な
い
様
に
又
身
臆
に
弱
勁
を
作
特
に
重
要
な
る
も
の
で
あ
リ
ま
す
）

ら
ぬ
様
に
努
め
ね
ば
成
り
ま
せ
ん
、
斯
第
由
に
所
謂
「
あ
ん
な
事
は
子
供
だ

く
す
れ
ば
一
生
涯
肺
病
に
成
ら
ず
に
天
か
ら
」
の
氣
持
、
即
ち
兒
章
の
衝
動

壽
を
完
う
す
る
事
が
出
来
る
の
で
有
り
的
な
本
能
的
な
一
而
を
多
分
に
許
し

ま
す
、
世
間
に
よ
べ
淋
巴
腺
の
腫
れ
た
て
ゆ
く
慈
悲
な
き
妥
協
的
な
寛
容
な

程
度
で
そ
れ
以
上
進
ま
ん
で
済
む
人
ほ
相
を
棄
て
あ
く
ま
で
も
あ
る
べ
き
子

い

く

ら

も

有

る

の

で

す

供

の

姿

に

照

し

反

省

材

料

を

採

る

様

．． • 
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蔦

分

所

別

患

者

敬

、_＿―
_1-
――――-＿＿,．
_1--1,
＿-1-
＿―-1
―――-―
-I-9

男

女

メ
ン
バ
ー
に
這
入
ら
れ
ま
し
て
出
来
ま

す
な
れ
ば
幽
に
古
森
さ
ん
の
話
さ
れ
ま

し
た
分
布
問
題
等
も
解
決
さ
れ
る
の
で

は
な
い
だ
ら
う
か
と
斯
う
思
ふ
の
で
あ

り
ま
す

座
長
（
岡
太
愚
氏
）
無
料
宿
泊
所
の
下

田
さ
ん
―
つ
御
願
ひ
致
し
ま
す

廣
島
無
料
宿
泊
所
長
（
下
田
衣
次
郎
氏
）

今
分
布
問
題
の
御
話
が
色
々
出
て
居
り

ま
す
が
そ
れ
に
つ
い
て
私
そ
の
必
要
観

と
云
ふ
こ
と
に
つ
い
て
一
例
を
申
上
げ

て
見
た
い
の
で
あ
り
ま
す
、
横
川
に
無

料
宿
泊
所
が
出
来
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
、
そ
の
時
に
私
の
所
に
来
て
横
川
に

居
れ
ば
向
ふ
に
居
れ
ば
裳
韓
ん
で
居
つ

て
仕
事
を
せ
ず
に
寝
韓
ん
で
居
ら
れ
る

と
云
ふ
風
な
例
も
あ
る
の
で
あ
り
ま
す

斯
う
云
ふ
こ
と
ほ
先
程
伊
藤
さ
ん
の
云

ほ
れ
る
様
に
聯
絡
統
制
委
員
と
云
ふ
様

な
も
の
を
造
つ
て
戴
き
た
い
と
思
っ
て

居
る
の
で
あ
り
ま
す

叉
一
般
の
方
が
非
常
に
理
解
が
な
い
と

云
ふ
こ
と
に
つ
い
て
市
中
の
方
で
面
白

い
こ
と
を
云
は
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で

す
、
私
に
向
ひ
ま
し
て
君
逹
ほ
祉
會
事

莱
だ
な
ん
て
云
つ
て
も
一
騰
ど
ん
な
こ

と
を
し
て
居
る
の
だ
、
成
程
一
方
で
ほ

困
る
人
を
多
少
救
済
す
る
だ
ら
う
け
れ

ど
も
そ
の
反
面
君
逹
ほ
一
般
か
ら
寄
附

を
集
め
て
維
持
が
困
難
だ
と
か
鰹
賀
が

足
り
な
い
と
か
中
に
ほ
ひ
ど
い
の
に
な

る
と
網
饗
の
一
端
に
し
ま
す
と
云
つ
て

車
を
戟
い
て
集
め
て
廻
る
乞
食
見
た
様

な
こ
と
を
す
る
ぢ
や
な
い
か
、
君
述
は

救
滴
す
る
の
か
救
滴
し
て
貰
ふ
の
か
繹

が
判
ら
ん
、
恰
度
選
學
粛
正
委
員
が
選

攀
違
反
を
し
て
居
る
様
な
も
の
で
は
な

い
か
、
と
云
ふ
こ
と
を
云
ほ
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
、
君
逹
が
そ
れ
程
祉
會
の

為
に
盛
し
た
い
の
な
ら
そ
ん
な
馬
鹿
な

祉
會
事
業
は
止
め
て
人
の
膜
箱
の
中
に

頭
を
突
込
ん
で
何
か
拾
つ
て
歩
い
た
方

が
そ
の
方
が
餘
程
祉
會
の
為
に
な
る
ぢ

診
療
所
事
業
成
績

（
二
月
分
）
、

9' ~J 

受
診
延

人

員

や
な
い
か
、
斯
う
云
ふ
こ
と
を
云
ほ
れ

た
の
で
す
、
考
へ
て
見
る
と
成
程
さ
う

か
な
と
思
ふ
様
な
所
も
あ
る
の
で
あ
り

ま
す
、
然
か
も
寒
中
の
寒
い
時
に
大

阪
、
東
京
か
ら
郷
里
に
蹄
へ
る
金
が
な

い
途
中
で
警
察
等
の
厄
介
に
な
つ
て
や

っ
と
此
虞
ま
で
や
つ
て
来
て
ど
う
か
一

晩
宿
め
て
呉
れ
と
か
寒
中
に
箪
衣
一
枚

で
ふ
る
へ
て
来
て
昨
日
か
ら
何
も
食
ふ

も
の
が
な
い
ど
う
か
何
ん
と
か
世
話
し

て
下
さ
い
、
と
云
ふ
様
な
辿
中
ば
か
り

で
そ
の
人
の
云
ふ
様
な
繹
に
簡
箪
に
商

賣
愛
へ
も
出
来
な
い
認
で
選
學
委
員
が

選
攀
違
反
を
し
て
居
る
檬
な
仕
事
を
一

生
懸
命
や
つ
て
居
る
様
な
繹
で
あ
り
ま

す先
の
伊
藤
さ
ん
の
御
話
の
様
に
祉
會
事

業
家
の
中
で
も
斯
う
し
た
祉
會
事
業
と

云
ふ
も
の
に
つ
い
て
理
解
が
な
い
こ
と

に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
、
先
刻
伊
隊
さ

ん
の
御
話
の
聯
絡
協
調
と
云
ふ
様
な
御

話
が
あ
り
ま
し
た
が
そ
れ
に
は
祉
會
事

業
家
の
聯
絡
協
調
が
第
一
番
と
云
ふ
御

話
が
あ
っ
た
様
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

に
つ
い
て
此
の
間
東
京
か
ら
蹄
へ
り
に

紳
戸
に
寄
り
ま
し
．
て
そ
こ
の
祉
會
施
設

を
少
し
ば
か
り
見
せ
て
貰
つ
て
来
ま
し

た
の
で
す
が
そ
の
時
紳
戸
の
祉
會
課
長

ほ
木
村
さ
ん
と
云
つ
て
十
五
年
本
職
に

居
ら
れ
て
此
の
間
癖
め
ら
れ
た
の
で
す

が
此
の
人
は
祉
會
事
業
の
こ
と
に
つ
い

て
は
相
営
御
調
べ
に
な
っ
た
人
で
色
々

話
を
開
か
し
て
貰
ひ
ま
し
た
、
そ
れ
で

私
憶
ひ
出
し
ま
す
の
で
あ
り
ま
す
が
斯

う
云
ふ
こ
と
ほ
祉
會
課
長
の
居
ら
れ
る

前
で
ほ
ど
う
も
お
か
し
な
話
の
様
に
開

こ
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
之
は
先
程

座
長
の
御
話
の
忌
憚
な
く
話
を
せ
よ
と

云
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す
か
ら
御
話
す
る

の
で
す
が
、
失
證
な
幽
が
あ
り
ま
し
た

ら
御
許
し
願
ひ
た
い
と
思
ひ
ま
す
が
そ

の
時
の
御
話
に
廣
島
の
祉
會
課
な
ん
か

ま
る
き
り
な
つ
て
居
ら
ん
ぢ
や
な
い
か

課
長
を
始
め
さ
う
ぢ
や
な
い
か
ま
る
で

採

酌

場

沈
澱
池

濾
過
井

彼
慮
は
課
長
の
掃
溜
め
の
橡
な
も
の
で
午
後
十
二
時
十
分
休
憩

他
の
課
長
で
あ
っ
て
も
他
に
持
つ
て
行
午
後
一
時

0
分
開
會

く
場
所
が
な
い
様
に
な
れ
ば
祉
會
課
に
座
長
（
岡
太
學
氏
）
只
今
よ
り
午
前
中

持
つ
て
来
る
又
そ
れ
が
少
し
一
通
り
様
に
引
綾
き
ま
し
て
開
會
致
し
ま
す
、
市

子
が
判
れ
ば
又
嬰
は
る
と
云
ふ
様
な
具
會
方
面
の
御
挨
拶
が
あ
り
ま
す

合
で
叉
新
し
く
な
る
と
云
ふ
風
で
祉
會
祉
會
事
業
調
査
委
員
（
市
會
議
員
欅
装

課
に
仕
事
に
来
る
の
か
見
學
に
来
る
の
一
氏
）
私
今
回
市
會
の
役
員
の
改
選

か
繹
が
判
ら
ん
ぢ
や
な
い
か
斯
う
云
ふ
に
棠
り
ま
し
て
祉
會
事
業
調
査
委
員
の

様
な
こ
と
を
云
つ
て
私
に
聞
か
さ
れ
た
戦
を
典
へ
ら
れ
ま
し
た
の
で
あ
り
ま
す

の
で
す
が
、
祉
會
課
長
と
云
ふ
も
の
は
が
兼
ね
／
＼
各
位
の
祉
會
事
業
に
到
す

さ
う
云
ふ
捺
な
も
の
で
は
な
い
、
一
生
る
御
熱
心
な
る
御
事
業
を
吾
々
ほ
拝
見

そ
こ
に
座
り
込
ん
で
祉
會
事
業
の
捨
石
し
て
居
る
も
の
で
あ
り
ま
す

に
な
つ
て
働
く
と
云
ふ
人
で
な
け
れ
ば
凡
て
事
業
に
ほ
甲
乙
は
こ
ざ
い
ま
せ
ん

折
角
来
て
も
様
子
が
判
る
様
に
な
れ
ば
け
れ
ど
も
華
か
な
る
事
業
を
御
営
み
に

愛
つ
て
終
ふ
又
来
て
も
又
逃
げ
て
終
ふ
な
る
方
と
即
ち
貧
し
き
も
の
に
接
せ
ら

と
云
ふ
様
な
こ
と
で
ほ
祉
會
事
業
と
云
れ
る
皆
さ
ん
に
到
し
て
は
一
段
の
敬
意

ふ
も
の
ほ
駄
目
だ
と
云
ふ
風
に
開
か
し
を
披
源
し
て
居
り
ま
す
私
共
が
過
去
方

た
人
が
あ
り
ま
す
、
先
程
祉
會
事
業
家
面
委
員
そ
の
他
を
や
つ
て
居
り
ま
し
た

の
聯
絡
協
調
が
先
つ
第
一
番
に
必
要
だ
闊
係
上
一
層
本
回
の
祉
會
事
業
調
査
委

と
云
ふ
御
話
で
あ
り
ま
し
た
が
さ

5
-
K
員
の
仕
事
に
到
し
て
希
睾
を
持
つ
て
居

ふ
風
に
先
づ
祉
會
課
長
は
一
寸
来
て
ほ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
、
併
し
多
少
遠

一
通
判
っ
た
時
分
に
ほ
逃
げ
る
と
云
ふ
退
い
て
居
り
ま
す
闊
係
上
皆
さ
ん
の
御

様
な
こ
と
の
な
い
様
に
御
願
ひ
申
し
た
指
導
を
得
ま
し
た
な
れ
ば
調
査
委
員
と

い
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
、
幸
に
阿
部
し
て
幾
分
か
の
戦
責
を
果
し
得
ら
れ
る

課
長
さ
ん
ほ
長
年
祉
會
課
に
居
ら
っ
し
も
の
と
考
へ
て
居
り
ま
す
、
ど
う
か
よ

や
る
方
で
私
共
色
々
御
心
易
く
し
て
戴
ろ
し
く
御
指
導
を
得
た
い
の
で
ご
ざ
い

い
て
喜
こ
ん
で
居
る
認
で
あ
り
ま
す
が
ま
す
、
皆
様
と
共
々
此
の
祉
會
事
莱
に

さ
う
云
ふ
風
な
こ
と
を
聞
か
し
た
人
も
携
つ
て
行
き
ま
す
こ
と
を
喜
び
ま
す

あ
り
ま
す
か
ら
私
一
寸
御
参
考
ま
で
に
と
同
時
に
皆
さ
ん
方
の
之
ま
で
に
御
や

申
し
て
見
た
認
で
あ
り
ま
す
り
に
な
っ
て
居
る
仕
事
に
勁
し
て
の
研

座
長
（
岡
太
學
氏
）
色
々
御
意
見
を
承
究
並
に
希
招
将
来
に
到
す
る
施
設
等
に

り
ま
し
て
参
考
に
な
り
ま
し
た
認
で
ぁ
就
き
ま
し
て
斯
う
云
ふ
機
會
に
聴
か
し

り
ま
す
、
恰
度
時
間
が
参
り
ま
し
た
の
て
戴
き
ま
す
こ
と
は
大
愛
力
強
く
感
ず

で
萱
食
に
致
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
、
暫
．
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
、
本
日
は
丁
度
一

く
休
綿
致
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
、
午
後
時
か
ら
差
支
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
避
憾

ほ
一
時
か
ら
再
開
致
し
た
い
と
思
ひ
ま
の
幽
も
ご
ざ
い
ま
す
が
成
だ
け
皆
さ
ん

す
、
色
々
皆
さ
ん
の
御
意
見
も
多
敷
の
の
御
高
説
を
拝
馳
し
た
い
と
考
へ
て
居

様
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
午
後
も
是
非
御
り
ま
す
し
、
私
共
の
意
兄
も
色
々
ご
ざ

時
間
を
割
い
て
戴
き
た
い
と
思
ひ
ま
い
ま
す
の
で
す
け
れ
ど
も
或
機
會
に
於

す
．
各
園
賤
か
ら
色
々
参
考
資
料
が
出
き
ま
し
て
述
べ
さ
し
て
戴
き
た
い
と
思

品
さ
れ
て
陳
列
し
て
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
ひ
ま
す
、
只
此
の
席
で
貴
重
な
時
間
を

御
暇
の
時
に
御
覧
を
願
ひ
た
い
と
思
ひ
拝
借
致
し
ま
し
て
一
言
御
挨
拶
を
申
上

げ
ま
す

ま
す

上
水
道
水
質
瞼
査
成
績
（
一
月
分
）
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て
も
出
来
ま
せ
ん
、
必
ず
一
人
一
人

に
喰
ひ
入
り
一
人
一
人
を
強
く
認
め

て
彼
等
に
認
め
ら
る
A
喜
び
を
奥
へ

し
か
も
永
緞
的
計
微
的
な
指
導
に
よ

ら
ね
ば
一
齊
的
な
指
導
を
幾
度
な
さ

う
と
も
そ
の
効
果
は
蔀
い
も
の
で
あ

リ
、
雨
々
相
ま
つ
て
行
は
る
A

所
に

喜
び
生
き
て
ゆ
く
子
供
の
姿
を
始
め

て
見
る
事
が
出
来
る
も
の
で
あ
る
と

信
じ
ま
す
。
＇

こ
の
指
導
を
行
ふ
機
會
と
し
て
大

憫
次
の
機
會
を
狙
つ
て
を
り
ま
す
。

一
、
布
題
検
閲
の
と
き
で
あ
リ
ニ
、

放
課
後
特
別
指
導
の
機
會
三
、
兒
章

個
人
個
人
に
接
す
る
機
會
の
全
部

四
、
學
校
行
事
即
ち
父
兄
學
校
参
談

父
兄
懇
談
會
直
後
の
機
合
で
あ
り
ま

す

。

先

づ

．

0

0

 

第
一
の
徊
題
検
閲
の
時
は
最
後
の
授

業
が
演
み
ま
し
た
後
直
に
行
ひ
ま
す

そ
の
際
兒
ふ
皐
は
其
の
日
習
ひ
ま
し
た

事
に
つ
い
て
復
習
い
た
し
て
を
り
ま

す
、
叉
各
組
長
は
獅
生
検
査
を
い
た

し
て
ゐ
ま
す
、
そ
の
間
に
私
は
個
人

個
人
に
亙
っ
て
順
次
良
個
題
の
桧
閲

を
し
て
ゆ
き
ま
す
、
そ
の
際
に
於
て

箪
に
宿
題
の
検
腿
を
な
し
て
ゆ
く
の
ヤ

で
な
く
9111
題
検
閲
を
通
し
て
個
人
の

生
活
指
導
に
あ
た
る
の
で
あ
リ
ま

す
、
即
ち
ム
蹄
宅
し
て
か
ら
の
様
子

に
就
い
て
た
づ
ね
て
み
た
り
△
家
庭

の
様
子
に
つ
い
て
聞
い
て
や
っ
た
り

△
そ
の
日
の
生
活
朕
態
に
就
い
て
反

省
し
て
や
リ
又
は
賞
揚
、
激
励
の
言

葉
を
輿
へ
＾
或
は
又
平
索
留
意
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
事
が
い
か
に
質
行

0

ー
さ
れ
て
ゐ
る
か
に
つ
い
て
き
＼
質
し

ま
す
。
か
く
の
如
く
し
て
反
省
の
機
．

――
 

を
興
へ
煎
行
力
を
付
け
て
や
る
や
う

に
努
め
て
を
り
ま
す
。

’̀'・へ''’ Uヽ・ヽ^＾ ’ 

五
0
四

＇ 
w-
デ』-―＿＿―
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-l--_ー-M-
―――
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i-
「

W-

―――二＿――_-_ー-_-―
_n--

『＿-――--i

る
事
に
一
丸
と
な
っ
て
根
強
く
努
力

し
て
ゆ
く
諄
き
生
命
に
到
し
感
謝
し

な
い
で
は
を
ら
れ
ま
せ
ん
。
私
は
こ

の
大
き
な
力
強
い
流
れ
に
子
供
を
入

れ
て
指
導
す
る
事
を
盆
々
効
果
あ
ら

し
む
る
総
に
最
大
の
努
力
を
い
た
し

て
ゐ
ま
す
。
即
ち
参
拝
後
必
ず
敬
宰

に
入
れ
て
参
拝
の
目
的
並
び
に
こ
の

具
骰
化
に
つ
い
て
繰
返
し
！
＼
根
本
・

的
な
訓
話
を
な
し
宗
数
的
怖
操
陶
冶
．

へ
の
一
寄
典
を
な
し
殉
國
思
想
の
鼓

吹
に
努
力
い
た
し
且
つ
参
拝
の
態
度

に
つ
き
反
省
を
輿
へ
る
事
に
い
た
し

て
ゐ
充
す
。
現
在
で
は
参
拝
の
態
度

に
つ
い
て
み
ま
し
て
も
全
校
的
に
ど
，

っ
し
IJ
し
た
も
の
と
な
っ
て
参
り
ま

し
た

3

私
の
組
の
如
き
に
お
き
ま
し
｝

て
も
参
拝
樅
か
十
幾
回
の
事
で
あ
リ
・

ま
す
が
誠
に
厳
粛
に
心
よ
リ
念
づ
る

氣
持
を
受
取
る
事
が
出
来
ま
す
し
出

痰
よ
り
蹄
る
ま
で
話
な
ど
す
る
も
の

A

一
人
と
し
て
ゐ
な
い
事
を
述
べ
ま

し
て
そ
の
全
慨
の
空
氣
が
い
か
様
で

あ
る
か
の
御
想
像
を
願
つ
て
お
き
ま

0

0

 

す
。
次
の
二
項
並
び
に
第
二
の
偶
複

的
機
會
の
指
尊
は
詳
略
さ
し
て
餓
き

ま
す

◎
個
人
指
導

吾
々
の
指
導
は
結
拡
一
人
一
人
に

突
き
辿
ん
で
行
か
な
い
と
二
人
を
生

か
す
螢
か
と
は
な
っ
て
来
な
い
と
信

じ
ま
す
．
．
数
師
が
機
に
臨
み
愛
に
應

じ
た
時
の
み
に
於
て
リ
ハ
一
齊
的
に
ア

ア
セ
ヨ
、
カ
ウ
セ
ヨ
、
あ
4
し
て
は

い
か
ん
、
か
う
し
て
は
い
か
ん
、
と

そ
の
場
限
り
で
す
ま
し
て
ゆ
け
ば
子

供
も
そ
の
場
限
リ
の
も
の
と
な
っ
て

ゆ
く
こ
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
こ
と
も

な
い
の
で
あ
り
ま
せ
う
、
私
に
は
か

か
る
指
領
に
滴
足
す
る
事
は
ど
う
し

'‘[‘ ヽ• 9 : 
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-
H
の
授
業
で
ぐ
っ
た
り
し
て
ゐ

る
時
で
す
、
こ
れ
に
馴
れ
な
い
間
又

こ
の
事
が
兒
窟
生
活
に
反
應
を
も
っ

て
来
な
い
間
は
絶
へ
な
い
苦
痛
を
感

じ
た
こ
と
も
あ
リ
ま
し
た
が
兒
章
と

私
と
が
接
近
し
一
如
と
な
る
た
め
に

・
奥
へ
ら
る

4
機
緑
で
あ
る
と
の
自
覺

が
味
得
さ
れ
て
か
ら
は
疲
れ
も
消
し

飛
ば
さ
れ
て
し
ま
ひ
何
が
突
装
的
な

事
の
た
め
に
こ
の
事
が
出
来
な
か
つ

た
日
は
ど
こ
と
な
く
落
ち
付
け
な
い
．

氣
持
が
派
つ
て
次
の
仕
事
が
手
に
つ

か
な
い
事
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
私

に
は
一
見
繁
雑
な
こ
の
仕
事
が
ど
こ

と
な
く
愉
快
な
頼
偲
し
い
時
間
と
な

つ
て
末
ま
し
た
。

0

0

 

第
二
の
放
課
後
に
於
け
る
特
別
個
人

指
導
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
迎
進

兒
に
あ
り
勝
な
浮
動
性
な
衝
動
的
な

兒
流
を
中
心
と
し
て
行
ひ
ま
す
が
、

其
他
の
兒
疵
も
訓
育
日
誌
に
よ
り
順

次
に
二
、
三
人
づ

4
残
ら
し
め
て
語

り
合
ひ
反
省
し
合
ふ
機
會
と
し
て
ゐ

ま
す
。
）
こ
の
際
に
於
て
特
に
寛
大
な

態
度
で
館
錬
に
兒
章
の
味
方
と
な
っ

て
考
へ
て
や
り
ま
す
、
そ
し
て
そ
の

行
総
の
鋏
陥
を
歎
き
反
省
を
促
し
然

る
後
今
後
如
何
に
す
る
か
の
約
束
を

し
ま
し
て
そ
の
後
如
何
に
自
覺
し
如

何
に
考
へ
て
生
活
し
て
ゐ
る
か
に
就

い
て
反
省
の
機
會
を
度
々
設
け
て
約

束
し
た
其
の
事
が
固
定
性
を
持
つ
迄

は
突
き
進
む
様
に
い
た
し
ま
す
。

か
く
す
る
事
に
よ
り
何
と
い
ひ
ま

す
か
ど
こ
と
な
く
落
ち
付
．
い
た
索
直

さ
が
表
は
れ
る
や
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

0

0

 

第
三
の
兒
章
個
人
々
々
に
接
す
る
機

會
の
全
部
を
生
か
す
指
導
で
あ
り
ま

I

I

 

び

す
が
こ
れ
は
休
憩
時
と
か
又
は
お
帰

除
作
業
の
時
と
か
其
他
あ
ら
ゆ
る
機

會
に
於
て
個
人
個
人
に
接
す
る
際
友

逹
と
な
IJ
兄
弟
と
な
っ
た
や
う
な
態

炭
で
激
励
と
も
な
る
様
な
言
葉
を
典

ヘ
子
供
を
絶
え
ず
見
ま
も
る
姿
を
現

は
す
こ
と
に
よ
っ
て
子
供
の
胸
に
ビ

ー
ン
と
刻
み
こ
む
諄
ひ
も
の
に
よ
っ

て
生
か
し
て
ゆ
く
様
に
つ
と
め
ま

す
。、

。
第
四
の
學
校
行
事
と
闊
聯
し
て
得
ら

る
4
指
導
の
機
會
、
即
ち
父
兄
學
校

参
猥
、
父
兄
懇
談
會
等
の
際
、
父
兄

ょ
リ
聴
取
し
た
事
項
に
よ
る
指
導
は

そ
の
翌

H
の
一
回
の
み
に
終
る
事
な

し
に
上
述
の
如
き
機
會
の
反
省
指
導

材
料
と
し
て
永
緞
的
に
利
用
い
た
し

て
ゆ
き
ま
す
。

特
に
か

A
る
際
の
後
に
於
け
る
家

庭
生
活
朕
態
に
就
て
は
よ
く
連
絡
と

ど
り
そ
の
賞
朕
調
牽
に
つ
と
め
ま
し

て
家
庭
と
共
に
努
力
す
る
や
う
に
致

し
ま
す
、
か

4
る
方
法
に
よ
っ
て
、

こ
ろ
つ
と
愛
っ
た
子
供
も
か
な
リ
多

く
あ
り
ま
す
が
今
は
そ
れ
に
就
い
て

述
べ
る
餘
裕
を
も
ち
ま
せ
ん
。

三
、
結

以
上
洵
に
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
が

私
の
狙
つ
て
お
り
ま
す
生
活
指
導
の

一
部
而
、
し
か
も
そ
の
て
二
、
に

．
就
い
て
申
述
べ
た
の
で
あ
リ
ま
す
。

今
こ

A
に
至
っ
て
私
自
身
を
反
省
い

た
し
ま
す
と
き
私
は
私
の
逍
で
あ
る

子
供
を
通
し
て
生
き
る
事
、
子
供
と

私
と
が
一
如
と
な
り
混
然
融
合
の
深

刻
な
螢
み
が
緻
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な

い
そ
れ
が
出
来
得
な
い
私
で
あ
る
こ

と
に
甜
し
痛
烈
な
反
省
が
加
へ
ら
れ

ね
ば
な
ら
な
い
事
を
自
覺
い
た
し
て
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ゐ
ま
す
、
而
し
て
又
こ
の
反
省
が
何

に
よ
っ
て
深
め
ら
れ
て
ゆ
く
か
に
就
[

い
て
も
絶
え
ず
反
省
し
て
お
り
そ
れ
一

に
向
つ
て
大
い
に
努
力
い
た
し
て
ゐ

i

ま
す
。

か
の
長
き
春
日
を
子
供
等
と
共
に

毬
を
つ
い
て
避
ん
だ
良
露
の
心
椀

や
、
又
良
窟
上
人
が
生
家
の
放
蕩
息

子
に
到
し
一
言
の
戒
を
も
奥
へ
得
ず
[

無
為
に
し
て
蹄
る
際
、
彼
が
上
人
に
i

郎
睦
を
胤
か
せ
て
ゐ
る
と
き
只
一
言

彼
の
名
を
呼
ば
れ
た
際
上
人
涙
の
に
．

潤
ん
だ
二
降
が
瞭
然
彼
を
純
我
に
か

2

へ
ら
し
め
た
弱
き
も
の

A
院
の
中
に

大
い
な
る
も
の

4
カ
を
味
得
す
る
心
―

境

に

も

な

れ

て

き

ま

し

た

°

.

理
な
る
も
の

4

光
に
照
さ
れ
何
事
｛

も
成
し
得
な
い
私
で
あ
る
と
の
自
覺

よ
り
成
さ
ね
ば
や
ま
ぬ
力
の
出
づ
る
一

事
を
喜
び
乍
ら
例
へ
低
す
事
は
い
か
[

に
平
凡
で
あ
ら
う
と
も
心
か
ら
子
供

の
幸
輻
を
念
づ
一
念
よ
リ

H
々
健
岡

い
た
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
・

◇
組
合
功
勢
者
に
記
念
品
＂

贈
呈

草
津
南
町
納
税
組
合
に
於
て
は
今

i

回
其
の
創
立
十
周
年
を
迎
ふ
る
に
嘗
．

り
多
年
組
合
の
為
に
盛
痒
せ
ら
れ
た

る
左
の
諸
氏
に
到
し
一
―
一
月
廿
六
日
市
・

長
よ
り
記
念
品
を
贈
呈
し
併
せ
て
其
．

の
功
努
に
封
し
感
謝
朕
を
贈
る
こ
と

に
な
っ
て
居
る

第
一
罷
長

第
二
厖
長

第
三
謳
長

第
四
賑
長

第
六
謳
長

第
七
罷
長

會

計

係

五
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